






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　誰もが皆、常識という呪縛から抜け出せない。

　それは当然の現象と、誰も疑おうとしない。

　間違っていることにさえ気付けず、目に映るものだけを信じ続ける。

　我は……間違っているのだろうか？

　そもそも正しさに定義などない。正しさとは、己が経験、知識、ルールにより育まれる。

　一度築かれた正しさは、その正しさに疑問を持たない限り、崩れることはない。

　己が正しさを主張し、争ってきた者たちを我は何度も目にしてきた。

　相手の存在意義を理解できず、力をもって捻ねじ伏せ、己が正しさを主張してきた。

　そう……勝者のみが、正しさを定義できる。

　だが、我の戦いは未いまだ終わりを迎えない。我は……本当に正しいのだろうか？

　信じた正しさに疑問を抱くことはある。しかし今更止まることはできない。

　多くの命を犠牲にしてきた。全ては真なる救いをこの世界に与えるため。

　あの日交わした約束を……果たすため。




　だが……我が望む者は未だ現れない。
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　鏡かがみは、戻ってこなかった。




　繰り返される日々の最中、何事もなかったかのようにいつかひょっこりと戻ってくる。

　ヴァルマンの街に残された者たちは皆そう思って日々を過ごしていた。

　鏡の常識破りな行動により、魔族と人間の争い続けてきた歴史に終止符が打たれ、ずっと険悪な関係が続いていた二つの種族は手を取り合って暮らすようになった。

　遺恨はあったものの、魔王討伐のために戦っていた者たちも、人間を滅ぼそうと躍起になっていた者たちもその矛を収め、少しずつだがお互いを理解しようと歩み寄るようになった。

『ようこそ！　ヴァルマンの街へ！』

　そんな中、お互いが歩み寄れるようにもっとも助力したのがヴァルマンの街だった。

　魔王の娘であるアリスと、魔王に仕えてきた一族でもあり魔族を取りまとめる将の一人でもあったメノウが暮らしていたという事実が安心に繫つながったのか、多くの魔族が押し入った。

　そして、鏡が残した大規模なカジノ、酒場、宿泊施設が人間の文化を知るための橋渡しとなった。そのまま日々が過ぎるにつれて遺恨も薄れ、敵対し合っていた魔族と人間の関係も少しずつだが改善されていき、いつしか互いがよき生活を過ごせるように協力し合うようになった。

　それは、アリスがずっと願い望んでやまなかった世界そのものだった。誰も争うことなく、誰も苦しむことなく、お互いが幸せそうに笑顔を浮かべることができる日々。

　その世界を実現した者こそ、鏡だった。

　だがその鏡が傍そばにいないまま、淡々と時間だけが過ぎていった。

『ねえねえ。今日は鏡さん戻ってきた？』

『申しわけありませんが、本日もお戻りになられておりません。ですがご安心ください、きっと明日にはお戻りになられます。そう……信じましょう』

　望んでいた世界。ずっと見たかった光景。

　決して立ち入ることのできないはずだった人間の街の中へと、当然が如ごとく魔族が出入りし、街を歩けば魔族と人間が馬鹿笑いをしながら酒を吞のみ交わし、人間の行商人が開いた露店の品を物色する魔族もいれば、争っていたことすらも知らない幼い魔族と人間の子供たちが仲睦むつまじく走り回る、そんな光景。

　ずっと待ち望んでいた世界が当たり前のようにそこにはあった。

　しかし、アリスの心が満たされることは一度もなかった。その光景を一緒に見たかった人が、そこにいなかったから。

『今は待ちましょう……きっと、戻ってきてくれますよ』

　皆、いつの日か鏡が戻ってくることを信じていた。

　クルルは、いつか戻ってくるであろう鏡の居場所を守ろうと、一国の王女とお近づきになろうという下心丸出しの貴族たちを毎日のように相手にしながら、それでも笑顔を周囲に振りまいて日々を過ごしていた。

『まあ、待ってればフラーッと戻ってくるんじゃないですか？　あの人のことですし』

　当初まるで戻ってきても戻ってこなくてもどちらでもいいかのように嘲笑していたティナは、鏡がいなくなって数カ月たった頃から落ち着きがなくなり、退屈そうに毎日溜ため息いきを吐つくようになった。

　そしていつ頃からか、鏡が戻ってくるように毎日教会の祭壇に祈りを捧ささげるようになった。

『師匠は必ず戻る。師匠は僕たちを信じてこの場所を任せてくれたんだ。なら、僕たちがすることは決まっている……迷う必要なんてないさ』

　そう言いながらも、誰よりも不安に感じていたのはレックスだった。

　もとより感情をあらわにすることの少なかったレックスからは笑顔が消え去り、まるでそれが使命とでもいわんばかりに、親しい者であればそれが噓うそであるとすぐにわかるような作った笑顔を向けて、クルルと同じくカジノに足を運んだ貴族の婦人たちの相手をするようになった。

『鏡ちゃんがいないと……上手うまくいってない気がするわ……なんでかしら』

　タカコは、バー内でかつて鏡がよく座っていた席に視線を向けて、賑にぎやかだったあの頃を思い出しながら溜息を吐くことが多くなり、薄暗いバーの中で、従える二体のケンタ・ウロスと共に皿を磨く日々を過ごすようになった。

　カジノ内のバーの管理を任せられているタカコは、時間になればカジノへと足を運んで務めを果たすが、それでも仲間との会話は仕事の話か、軽く挨拶をする程度のもの。

　カジノの統括を鏡より任されているデビッドはその立場上、時間を作ることができず、タカコはデビッドの心を未だ射止められずにいた。

『あんたねえ……毎日毎日聞いてくるんじゃないわよ。皆だって心配してるんだから……毎日聞かれても辛つらいはずよ。本当に帰ってくるかなんて、誰にもわからないんだし』

　パルナは素っ気なかった。鏡のいない日常を当たり前にすることで、戻ってくることがむしろおかしいと思うようにしていた。変な期待を抱くことで、自分を乱されるのが嫌だったから。

　パルナにとって大事なのは鏡が戻ることではなく、鏡との約束を果たすこと。そう何度も頭の中で繰り返してはいたが、アリスが鏡の名を口にすると、明らかに動揺していた。

『……不安になって言葉にしてしまうお気持ちはわかります。ですが、言葉にすればその不安をさらに増加させてしまいます。あの方がいつ戻るかは、誰にもわからないのですから』

『アリス様……ご不安なのはわかります。ですが、鏡殿は帰ってくると言いました。ならば我々ができるのは信じて待つことのみです』

　デビッドは、ただひたすらにヴァルマンの街の繁栄と、鏡が残したカジノの成長と発展のために尽くした。

　本人は一度たりとも自分から鏡の話題を口にはしようとはしなかったが、それでも鏡の帰りをずっと待っていることは、鏡が帰る居場所を守り続けていることから感じ取れた。

　そんなデビッドを、メノウはずっと支え続けた。全ては鏡が帰る居場所を保つため、敬愛するアリスの願いを叶かなえ、さらには仕えるべき君主を救い出し、魔族であろうとも争うことのない平和な世界を与えた鏡への恩に報いるため。

　明日は帰ってくる。そんな根拠のない期待を抱いて毎日待ち続けた。

　だが、それでも鏡は帰ってこなかった。

　そして鏡のいない日々は、徐々に各おの々おののヴァルマンの街に滞在する意志を蝕むしばんでいった。戻らない者のために、いつまでもカジノで働くだけの人生を過ごすわけにはいかなかったから。

『僕は行く……このカジノで働くだけのつまらない終わりを迎えるつもりはないからな』

　最初に去ったのはレックスだった。

　今まで強さを追い求めて生きてきたレックスがヴァルマンの街に滞在していたのは、鏡の傍で学び、課せられた使命を果たすためだけに生きてきた今までの自分とは違う、新たな自分になるためだった。

　しかし、鏡はもう戻らないと悟るや否やレックスは、新たな生きる道を追い求めるかのようにヴァルマンの街から去っていった。

『……戻ります。ここにいても……辛いだけですから』

　レックスがいなくなると、続くようにして皆は去った。

　鏡が戻らないことで日を追うごとに元気をなくしていったクルルも、レックスが去ったのを機に王都へと戻ってしまった。生き甲が斐いを失ったかのような生気のないクルルの瞳を前に、掛ける言葉を見つけられず、一同は哀愁の漂うクルルの背中を黙って見送った。

『争いがなくなっても、私の目標は変わりません。だから……そろそろ修行の旅に戻ろうと思います。解毒魔法くらい覚えないと……立派な僧侶にはなれないですから』

　それからクルルが街を去って数日後、ティナも街を去った。

　皆を置いて去ってしまうことに申しわけなさを感じているのか苦笑いを浮かべ、そのまま逃げるようにいなくなった。でも、誰もティナを止めようとはしなかった。代わり映えのない日々に溜め息を吐き、毎日退屈そうに欠伸あくびを漏らしていたティナを皆が知っていたからだ。

『このままじゃ……駄目なの、そう……駄目なのよ！』

　カジノ内でも特に重要な施設のまとめ役を担っていた三人がいなくなり、穴の空いたカジノの経営をなんとか回すために忙しい日々を送っていたタカコも、ある日、自分が経営していたバーと、クラブＧＡＣＨＩ★ＭＵＣＨＩの管理と営業をメノウとケンタ・ウロスたちに全て任せて思い立ったかのようにいなくなってしまう。

　鏡が戻らないことを深く悩んでいたわけでもなく、仕事の忙しさに参っていたわけでもなく、仕事に追われて時間を作る暇のないデビッドをタカコは毎日のように見つめ続け、謎の溜息を吐き続けていた。いったいどうしたのかアリスが聞こうとするが、聞こうとした瞬間、まるで思い出したかのようにタカコは猛牛が如く街を飛び出していった。

『どうして……どうして帰ってこないの？　何で？　何でなの？』

　鏡がいない日々が重なると共に、鏡に会いたいという気持ちが膨らんでいく。

　アリスは苦しんだ。鏡がいない日々が自分の中で当たり前になっていくことに。

　傍にいない辛さと、会いたいのに会えないという苦しみから解放されようと、潜在的な意識が鏡を思い出さないように、そして忘れるようにと働きかけてくる。

　いつかこの苦しみに負けて、自分もこの街を去ってしまうのではないかと、アリスは何度も不安に押しつぶされそうになった。

『そっか……ボクの夢って、まだ……叶ってなかったんだね』

　ずっと望んでいた世界にはなった。でもその世界で自分がどう生きていくかまで、アリスは考えたこともなかった。そしてアリスは気付いた。鏡と一緒になって旅をしていた日々、後ろをついて回って人間の文化を教えてもらった日々、鏡を起こしに毎朝部屋へと押しかける日常。それが自分にとっての居場所だったのだと。自分の夢は、鏡がいなければ成り立たないのだと。

『心配されなくとも……皆さまは必ずいつの日か戻ってきます。ご安心ください』

『私がいつまでもアリス様をお守り致します。ですから、そんな顔をなさらないでください』

『なーに泣いてんのよ。心配しなくてもあいつは戻ってくるし、あいつが戻ってくるまであたしもいなくなんないわよ。ほらもう……顔ぐしゃぐしゃじゃない！　鼻をかみなさい鼻！』

　押しつぶすほどの不安を拭ってくれたのは、デビッド、メノウ、パルナの三人だった。

　たとえいつ戻ることになるかわからないといえど、デビッドは恩に報いるために任せられたカジノの経営を務め続けた。

　メノウも同じく、恩に報いるため、そしてアリスにとっても大切な場所であるこの街を守るため、タカコにバーの仕事を押しつけられても逃げ出さず、アリスの傍に居続けた。

　パルナは逆に、街に居続けることに固執してはいなかった。仮にアリスが不安に耐えきれず、街を出ることになってもそれはそれでよかった。アリスの傍にいることが、何より大切だと考えていたからだ。それがたった一つ、鏡と交わした大切な約束だから。

　そしてそんな三人に支えられながら、鏡のいないヴァルマンの街での日々は過ぎていった。
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「ん……んん……むむぅ…………んん～～！」

　ヴァルマンの街に建てられたカジノの従業員が利用できる宿舎の二階にある一室。カーテンに遮られた出窓から差し込む木漏れ日にくすぐられ、パジャマに身を包んだ宝石のように煌きらびやかな長い赤髪をした女性がベッドの上で上半身だけをゆっくりと起こしあげる。

　まだ眠たいと言わんばかりのトロンとした目元をこすり、服越しからでもふくよかなのがわかる大きな胸を張って背伸びと欠伸を漏らすと、女性は被かぶせていた毛布を押しのけてベッドから立ち上がった。

　そのまま傍に置いてあった部屋着を手に取ると、パジャマを脱いで白くすらっと伸びた足をさらけ出す。着替えを終え、最後にベッド傍の机に置いてあった大きなリボンを手に取ると、後頭部の長い赤髪から垂れ生え出ている二本の角を隠すように結び付けた。

「よし、ばっちし」

　姿見に映る自分を確認し、女性は満足そうに笑みを浮かべる。フェイスラインに沿って右側に垂らされた編み込みのおさげ、邪気を感じない大きな瞳と、まるで作られた人形かのように整ったまだ幼さの残る容姿は、街を歩けば男女問わず多くが振り向くほどに可か憐れんだった。

　身だしなみを整えると、女性は鼻歌交じりに閉じられたカーテンを開いて遮っていた朝日の光をその身に降り注がせる。そのまま出窓を開いて外からの新鮮な空気を部屋中に行き渡らせると、街に吹き抜ける風を肌で感じとるために女性は身を乗り出して出窓から顔を出した。

「おっしゃぁぁぁあああこのままもう一徹する勢いで吞み明かすか!?」

「いいねぇ！　人間のくせに酒に強いし体力もあるじゃねえか！　乗った！」

「よっしゃ！　なら俺のとっておきを教えてやるぜ！　すっげぇクラブがあるんだよ！　もうな？　ガチッ！　ムチッ！　って感じでよぉ！」

「あそこ……朝もやってたっけか？　カジノだったら時間問わずやってるから、カジノの方で吞みの続きしようぜ」

「おじさん酒臭い～！　また吞んでたの？　いっつも吞んでるじゃん」

「うるせぇ！　おじさんたちはな……働くときはしっかり働いてるからいいの！」

　ふと、出窓から見える街の通路に視線を落とすと、朝まで吞み明かしていたのか仲良さげに肩を組んだ人間と魔族の四人組が、数人の子供たちに絡からまれていた。

　朝になって外に出てきた子供たちが面白がってフラフラと歩く大人にちょっかいを出し、大人も変に怒鳴ったりせずに笑って応対している。だがそれは、昼夜問わずに様々な冒険者が集い、それに向けた営業を行うヴァルマンの街では特に不思議ではない、日常的な光景だった。

　最近見かけるようになった光景といえば、魔族の子供と大人たちがその中に自然に交ざり、仲睦むつまじく過ごしているところだろう。

「あ、お姉ちゃんだ！　おーい！　おはよー！」

　日課のように眺めていたせいで覚えられてしまったのか、出窓から顔を出す女性の姿を見るや否や、子供の一人が満面の笑みを浮かべて大きく手を振る。女性は、優しく微笑ほほえんで手を振り返すと、満足そうに視線をここから少し離れた場所に見えるカジノへと向けた。

　そのままどこか懐なつかしさを感じているかのように哀愁の漂う微笑を浮かべると──、

「鏡さん……ボク、大人になったよ」

　鏡がいなくなってから三年の月日が過ぎ、日常化した街の風景を眺め、鳥の囀さえずりを耳に、吹き抜ける風を感じながら、アリスは囁ささやくようにそうつぶやいた。
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「はーい、ここが伝説の聖剣が眠っていた場所になりまーす」

　ヴァルマンの街から南東に広がる森を抜けた先にある『古いにしえの洞窟』の内部。かつて、レベル90以上の勇者のみが持つことを許されたとされる伝説の聖剣が眠っていた、白く神秘的な光を放つ場所で、胸元のはだけた魔術師のローブを身に纏まとい、ウエーブの掛かった紫色の髪の妖よう艶えんな色気を放つ観光ガイドは、フラッグをひらひらと揺り動かしながら微笑する。

「なあなあガイドさん、伝説の聖剣ってどこにいっちまったんだ？　勇者が持ってんのか？」

「伝説の聖剣は一度も使われることなく、皆さんもよくご存じの一人の村人によってそれが何かもわからずに行商人に売り払われましたー」

　観光ガイドが説明すると、連れて来られた魔族と人間を含む十数人の観光客は皆、伝説の聖剣がどれほど強力な代物であるかを知っているが故にざわつき始める。

　それを見て観光ガイドは、「ま、そういう反応になるわよね」と鼻で軽く笑った。

「こ、この台座に剣が刺さってたんだよな？　何で……台座がこんなボロボロになってるんだ？　えぐられたみたいになってるぞ」

「そちらもかの有名な村人がボロボロにしましたー」

「ど、どうしてこんな風になったんですか？　何か意味があって？　剣を抜こうとして？」

「そこは詳しくは伝えられておりません。村人がボロボロにしたとだけ伝えられております」

　心の中で「本当は私たちが素直に力を認めなかったからだけど」と付け足し、わざわざ自分が犯した醜態をさらす必要はないなと、一見観光ガイドには全く見えないパルナが、観光客の質問を淡々とした態度でさばいていく。

「それでは今から三十分間休憩時間と致します。この場所は古の魔術師の力で守られてモンスターが侵入しませんのでご安心ください。ここから離れて洞窟内を見回りたい方は付き添いのスタッフにお声がけの上、一緒に行動するようにお願い致します。スタッフが安全を保っているとはいえ、ダンジョン内のモンスターには充分ご注意くださいませ」

　そう言い終えると同時に、パルナはフェードアウトするかのように聖剣が眠る場所からそそくさと脱出し、「あー……疲れた」と、肩をもみほぐしながら大きく溜ため息いきを吐ついた。

　かつて、高レベルの冒険者のみが訪れられた『古の洞窟』も、今ではただの観光スポットとなっていた。観光スポットにするにあたって、冒険者だけではなく力のある魔族を雇って毎日のように駆除を行っているため、モンスターが観光客の前に姿を現すことはほとんどない。

『古の洞窟』の観光は、スポーンブロックがモンスターを生成するのに一定の時間が必要であるという性質を知ったデビッドが、「それならば生成された直後に駆除してしまえば、モンスターが増えることなく安全を確保できますな」という発想の元から生まれた新しい商売だった。

　そして目もく論ろ見み通り、伝説の聖剣が眠っていた場所という肩書は、魔族と人間を問わずに興味を示した。安全を確保する代わりに商業として利用できる特許を王国に発行してもらい、今ではヴァルマンの街の名物の一つとして数えられている。

　こんなことができるようになったのも、魔族という新たな心強い労働力を得られ、モンスター以外に危険のない平和な世の中になったからとしか言いようがない。

「デビッドの奴やつ……帰ったら絶対に何か奢おごらせるんだから。今日の給料も水増ししてもらわないと。なーにが、『パルナ様がいれば安心ですなふぉふぉふぉふぉふぉ！』よ！　何回『ふぉ』って言うのよあのおっさん」

　ふらふらと『古の洞窟』内を歩きながら、パルナは愚痴をつぶやく。

　本来であれば、パルナはカジノ内でドリンクのサービスを行う仕事だったが、急きゅう遽きょ欠員が出たため、代わりにこうして嫌々ながら観光ガイドの仕事を押しつけられていた。

　いつもであれば、作った笑顔を振りまいてドリンクを運ぶだけで終わる仕事が、質問攻めを受けて丁重に答え返す仕事に成り代わり、パルナは疲れた様子で深い溜息を吐く。

「ん……あれって……」

　その時、ちょうどスポーンブロックがモンスターを生み出す瞬間に出くわしたのか、壁の一部に謎の歪ひずみが発生し、ズブズブと青色の体皮をしたモンスター、『ブルーデビル』が這はい出るように姿を現し始めた。

　放っておいても『古の洞窟』内を巡回している雇われの冒険者か魔族が駆除してくれるが、万が一のことを考え、パルナは「あー……めんどくさ」とぼやきながら手元に魔力を集中させる。

「ぎぃいい……うぎぃい！」

　ブルーデビルが完全に姿を現し、産声をあげた瞬間、パルナから放たれた通路内を覆い尽くすほどに威力のある爆破魔法により一瞬にして葬られ、その姿をお金へと変化させる。

　使った魔法は、三年前にパルナがよく使用していた爆破魔法と全く同じだった。なのにもかかわらず、昔はてこずっていた相手を一瞬にして消し去れたのは、単純にパルナが、レベル１４３という、レベル78だった頃と比べて実力を兼ね備えた存在になっていたからである。

　これほどの実力を持つようになったのも、全ては三年前に交わした約束を守るためだった。

　鏡が全てを守れていたのは強かったからだ。ならば、自分も守れるだけの強さを持つ必要がある。そう感じ、魔法使いの役割であるにもかかわらず、素手でモンスターに挑むなどして経験値を稼いだ。かつて犯した過ちの償いの意味も込めて、死に物狂いで強くなった。

「まぁ……この仕事も悪いことばっかじゃないわね。確か……倒したモンスターから出たお金はもらっていいのよね？　んふふー今日の吞のみ代ゲットっと……」

　地面に転がり落ちたお金を拾い上げ、パルナはむふーっと満足げに笑みを浮かべる。

　冒険者を雇うにはそれなりに出費がかさむ。デビッドはそれを、倒したモンスターから出たドロップ品とお金は各自のものと認めることで人員を確保していた。雇われている側からすれば、いつも通りモンスターを倒してお金を稼ぐのと同時に、雇われていることでの収入も手に入るため、不都合なことは特にない。

　ただしルールとして、ドロップ品であるブルーデビルの角のような、モンスターを生み出す魔力を放つ品は、すぐに保存用の瓶の中に詰めこんでもらっている。モンスターを駆除してもらうために雇っているのに、増やされてはこちらとしても困るからだ。

「さてさて……あのお馬鹿さんはどこかしら？　どうせここに来てるんでしょ？　朝は部屋にもカジノ内にもいなかったし」

　お金を拾ったあと、誰かを探すようにきょろきょろと見回しながらパルナは洞窟内を探索した。そして暫しばらくして、どこからともなくコンコンと何かを打ち付けるような音が耳に入る。

　するとパルナは思った通りとでも言いたげな微笑を浮かべ、音の発信源に向かって歩を進めた。

　近付くに連れて音は大きくなり、次第にそれが岩を砕いている鈍い音であるのがわかった。それと同時にどこからその音が発生しているのかおおよその見当をつけ、パルナは歩を速める。

　そしてそのまま迷路のように複雑な『古の洞窟』内を、まるで庭を歩いているかのように迷いなく突き進み、途中にあった十字路を曲がって、音の発信源に辿り着く。

　そこにはパルナの胸元くらいの背丈はあるであろう、宝石のように煌きらびやかな長く赤い髪を揺らした女性が、通路の壁に向かって突きつけた杭くいをコンコンと金かな槌づちで打ち付けて、何かを掘り出そうとする姿があった。

「やった……採れた！」

　パルナがその女性に近付くと同時に、ボコッと大きな音をたてて岩壁が崩れる。お目当ての物を掘り出せたのか、壁の中から出てきた白く淡い光を放つ鉱石のようなものを嬉うれしそうに取り出すと、女性はそれを真上へと掲げてはにかむような笑顔を浮かべた。

「へぇー、何が採れたのかしら？」

「うっ、その声は……!?」

　パルナの声に女性は身体からだをびくつかせると、ギギギッと恐る恐る背後を振り返る。

　そこに腕を組みながら立っていた、威圧感のある笑みを浮かべる女性を見るや否や、「げっ！」と追い詰められたネズミのように萎縮し、視線をパルナから逸そらそうとする。

　だが、逸らす途中でパルナはガシッと顔を摑つかみ、強引に視線を合わせて「アリスちゃーん？　ちゃんとこっち見ましょうねー」と、にこやかな笑みを浮かべた。

「す、スミマセンでした……」

　ほっぺたをぶにっと圧迫されながら、アリスは怯おびえた表情でそうつぶやいた。

　それを見てパルナはアリスを解放すると、ヤレヤレと首を振って溜息を吐く。

「やっぱり今日も来てたのね。あんたお仕事はどうしたのよ？」

「えっと……休憩時間中に抜け出して……その、あの、どうしてパルナさんがここに？」

「欠員が出てね、私が今日の観光ツアーの担当になったのよ。ったく……またあんたは抜け出して、いくらここが安全を確保されるようになったっていっても、危険はまだまだ残ってるのよ？　モンスターだけが危険なわけじゃないんだからね？　ただでさえあんた容姿も整ってるってのに……変な奴に襲われたらどうするのよ」

「大丈夫だよボク魔族だし、それにもうボクだって立派に戦えるよ」

　そう言うとアリスはむんっと腕に力を入れてみせる。

　実際、アリスはレベル１１８とかつてのレックスにも負けないほどの成長を遂げていた。魔族は身体の成長と共に自動でレベルが上昇する。レベル23だったアリスがたった三年間でここまで成長したのはそのおかげでもあった。

　だがその様子を見て、パルナは呆あきれ果てたかのように手を額へとあてる。

「あんた一度熱狂的なファンに攫さらわれて大変な目にあったじゃない」

「あー……あれは、で、でもまだボクも弱かったから！」

　二年前、アリスは一度カジノを訪れた熱狂的なファンに攫われている。幸い溢あふれ出た好意的な欲望からの動機だったため危害を加えられることはなく、身の毛のよだつほどに怒りをあらわにしたデビッドとメノウの活躍により、半日もたたずして事件は解決した。

　だが、その一件以来パルナはかつての自分のような存在が現れる可能性を危惧し、何があってもアリスを守れるようにならなければいけないと考え、強くなろうと決意した。

　その結果が、今のパルナのレベルでもあった。

「どっちかというと大変な目にあったのはボクじゃなくて攫った人だったけど……」

「そ、の、と、き、は……ね？」

　意味深な笑みを浮かべながら、パルナが迫るようにアリスへと顔を近付けると、アリスは三年前と変わらない幼くぱっちりと開いた瞳を逸らし、冷や汗を浮かべた。

「たく、昔はもっと素直で健けな気げだったのに、見た目と一緒に内面まで変わっちゃって……お姉さん悲しいわー。育て方間違えたかしら」

「べ、別にボクは何も変わってないよ！　今やってるこれだって立派な仕事なんだから！」

　額に手を置いて溜息を吐くパルナに抗議するように、アリスは頰を膨らませてそう言った。

「それにボクだってもう大人なんだから、パルナさんも心配しすぎだよ！」

　三年前と比べ、アリスの身長は頭二つ分大きくなった。元々成長が遅かったのか、十六歳になる過程で身長もそうだが出っ張るところが出っ張り、どこに行っても子供扱いされない立派な女性に変貌していた。

　相変わらず後頭部に生える角を隠すように鏡からもらったリボンを巻き付け、幼さの残る端麗な容姿で毎日のように笑顔を振りまいており、昔と変わらず熱烈なファンもたくさんいる。

「大人って……まだ十六歳のクソガキじゃない」

　アリスの主張に、パルナはハンッと鼻で軽く笑って返す。

「く、クソガキ……って」

「はいはい、言いわけなら街に戻ってから聞くわ。デビッドについでに連れ戻すように言われてるんだから。あんたはもうちょっと看板娘の自覚を持ちなさいよね……服装もそうだけど」

　そう言ってパルナはジト目でアリスの服装に視線を送る。

　アリスは好んで昔と変わらず身動きの取りやすい格好をしていた。半袖の冒険者の服の上にブルゾンを重ね、下はホットパンツで、物を入れておくためのウエストバッグを腰に巻き付けている。盗賊の役割の冒険者が好んで着用するような露出の多い服装にアリスは身を包んでいた。

「あたしがこの間買ってあげた洋服はどうしたのよ」

「あれ身動きがとりにくくてボクあんまり好きじゃないんだよね。ほ、ほら！　汚しちゃったらパルナさんに申しわけないし！」

「はぁ……まあいいけど、とにかく、あんまり皆を心配させるんじゃないわよ？」

「う、うん。ごめんねパルナさん」

　誰よりも人が抱くかもしれない考えの危険性を知っているパルナの言葉を聞いてアリスは素直に反省し、しゅんっとした態度でそう告げる。

「ま、いつも誰かに見守ってもらわないといけない生活が窮屈なのはわかるけどね。最近はあんたも力がついてきたしちょっと大目にみてたけど、無断で抜け出しすぎ。……抜け出すのはいいけど、次からはちゃんと誰かに伝えてからにしなさいよ？」

　その言葉にアリスは「うん！」と言葉を返して微笑を浮かべた。

　甘いと自分でわかっていながらも、パルナはそれを見ると満足げにアリスの頭をくしゃくしゃと撫なでまわす。

「そういやあんた、さっき何か採ったとか言ってたけど……何を採ったの？」

「あ、これ？　スポーンブロックだよ！　まだモンスターを生み出す性能のない作られたばかりの激レアアイテム！　ようやく見つけたんだー」

　アリスは「ジャーン」と見せびらかすように淡い光を放つ鉱石をパルナの前へと突きつけた。

　スポーンブロックは本来、魔族の魔力を吸収してモンスターを生み出す力を持った石である。だが、作られたばかりのスポーンブロックは特性が変わり、魔族の魔力を吸収して別の害のない何かに変化させる力を持つ。

　アリスの角に巻き付けられている白い布も、今回観光客として訪れた魔族にモンスターを増やさないようにつけてもらっている白い布も、スポーンブロックを素材に作られている。

「あんた抜け出してそんなのずっと探してたのね。自分で探さなくても買えばいいじゃない？」

「駄目だよ高いし！　ボクそんなにお小遣いも持ってないし！　魔族との交流が頻繁になって流通されるようになったといっても、全然見つからないから一つ２ゴールドもするんだよ？」

「へぇ……結構するのね、調べたことなかったから全然知らなかったわ。それでそれをどうするつもりなの？　売るの？　あんたこれも仕事って言ってたけどそれで稼ぐってこと？」

「違うよ。これを使って角に巻き付けるための装飾品を作るんだ。魔族の人が着けたくなるようなかっこよくてかわいい装飾品」

　はにかんだ笑顔を浮かべるアリスを見て、瞬時にパルナはどういうことなのかを理解した。

「あいつの夢だから？」

「うん。ボクの夢でもあるけどね」

「そりゃ、それも立派な仕事の一つね」

　魔族と人間の交流が盛んになった今でも、全ての魔族が魔力を抑えるスポーンブロックを素材にした布を着けているわけではない。むしろ、着けていない者のほうが多い。

　理由は様々だ。高価すぎて手が届かないという者もいれば、わざわざ人間のためにデザイン性のかけらもない布を巻き付けなければいけない意味がわからないと主張する者もいる。

　アリスはそういった魔族たちのために、既存の布状のもの以外の身に着けやすい装飾品を開発し、人間と魔族が分け隔てなく暮らせる世界に近付くように努力していた。

「あっ……」

　その時、洞窟内に、「きゅるるるる」と情けない音が鳴り響く。何の音かとパルナが周囲を見渡すと、アリスがお腹なかを押さえて少しだけ頰を紅潮させていた。

「……あ、そうだ。デビッドからお弁当預かってるわよ。あんた忘れていったでしょ？」

「え！　パルナさん持ってきてくれたの？」

　パルナの言葉に、アリスはぱあっと表情を明るくさせる。

　よほどお腹が空いていたのだろう。弁当という言葉への食いつきっぷりにパルナは苦笑すると、持ってきていたカバンの中から一つのお弁当箱を取り出した。

　そのまま弁当箱をアリスへと渡すと、アリスは目を輝かせながらその場に腰を下ろし、弁当箱を包んでいた布を取り外す。その一連の行動を、パルナはニコニコと満足した表情で見届け、アリスの隣へと腰を下ろした。

「あれ……パルナさんは食べないの？」

「あたしはお腹空いてないからいいのよ。あとでお腹が空いたときに食べるから」

「……ふーん」

　疑った目線を向けて暫くじーっと見つめてくるアリスに対し、パルナは手をプラプラと揺らして「いいからさっさと食べなさい」と促す。するとアリスは、フォークで弁当箱の中に入っていたソーセージを突き刺し、「あーん」と言ってパルナの口元へと運ぼうとした。

「だから……私はお腹減ってないって言ってるでしょ？」

「往おう生じょう際ぎわ悪いなあ……ボクはお見通しだよパルナさん」

　ソーセージを突きつけながらジッと見つめてくるアリスからパルナは徐々に視線を逸らす。

　本当は一つしかないお弁当を、パルナがアリスに渡しただけだったのだが、アリスはそれを瞬時に見抜いた。パルナが持つカバンは二つのお弁当が入るほど大きくはなく、お腹が鳴ったタイミングでお弁当を渡してきたことから、それがパルナの気遣いであると、普段のパルナの行動から簡単に予想できたからだ。

「気持ちは嬉しいけど、パルナさんの分を奪ってまで食べたいって思わないよ」

「ったく……最近ますます勘が良くなったわね。誰に似たんだか……」

「勘じゃないよ？　パルナさんならそうするだろうなーって思っただけだから」

　自分の考えが当たっていたのを確かめると、アリスは再びパルナの口元にソーセージの刺さったフォークを近付ける。少し気恥ずかしいのか、パルナは周囲に誰もいないのを確認してから、渋々と受け入れて差し出されたソーセージを口の中へと含んだ。

「じゃああとは全部ボクが食べるねー」

「あたしの分少なすぎでしょ!?」

　パルナのツッコミにアリスは「冗談冗談」と、はにかんだ笑顔を見せる。そんな日常的な会話をしながら、二人は笑顔を絶やさないままに食事を続けた。

　こんな日々を過ごせるようになったのも、全ては三年前、鏡が魔族と人間の間にあった大きなわだかまりを取り除いてくれたおかげだった。

　魔族を憎んでいたパルナは三年前の戦い以降、今まで毛嫌いしていた分以上に魔族との交流を積極的に図るようになった。それだけじゃなく、鏡と交わした約束を今でも守り、誰よりもアリスを大切に見守り続けている。たまに、メノウとパルナの間で過保護対決が勃発するほどだ。

　アリスも三年前と比べ、身体だけではなく精神的にも大きな成長を遂げていた。

　最初は、鏡が戻ってきた時に、魔族と人間がすっかり仲良くなって手を取り合うようになった世界を見せて驚かせようと考えたのがきっかけだった。

　周囲の人間に協力してもらい、人間と魔族の仲を繫つなぐためのアイデアを考案して取り組み、助力できることがあればどんな条件でも引き受けて人間と魔族の仲を繫いできたのだ。

　それが原因で一度攫われたこともあったが、その成果もあって相手が異種族であるなど何も気にせずに、人間と魔族の交ざったツアーへと多くの者が参加してくれるようになり、街を歩けば魔族と人間が酒を交わす場面が日常的に見られるようになった。

「皆……今頃何してるんだろうなー」

　お弁当の中に入っていたおにぎりを咥くわえながら、アリスはどこか寂しげな表情でおもむろにそう言葉を漏らした。

「さあ？　どっかで死んでたりして」

　するとパルナは、カバンの中の水筒に入れてあったお茶をリラックスした表情で飲みながら、どうでもよさそうに言葉を返す。

「縁起でもないこと言うのやめなよパルナさん。もし本当にそれでティナさんとかが死体で現れたりしたらどうするのさ。ボク回復魔法かけて浄化しちゃうよ？」

「あんたのほうが縁起でもないわよ。クーちゃんもティナもきっと大丈夫よ。ティナはただ修行の旅に出てるだけだし、クーちゃんもあいつを諦めるとは思えないし」

「レックスさんは？」

「あいつは……どうかしらね。何をするつもりかはわからないけど、結構無茶してそう。あいつがいなくなった時……前のあたしみたいに張り詰めた顔してたから」

　その言葉に、アリスは不安な顔を見せる。

　アリスが心配に思うのは何も鏡だけじゃない。レックスもクルルもティナもタカコも、三年前に自分と共に日々を過ごしていた仲間は、アリスにとって家族のように大切に思っている。

　今の自分があるのは、彼らがいたから。それをアリスはちゃんとわかっていた。

「ほらほら、元気出しなさい。張り詰めた顔してたって言っても、あいつの姓チクビボーイよ？　重い空気を醸し出しても締まらないのがあいつの特徴なんだから、そのうちひょこっと戻ってくるわよ。昔と変わらない調子でね」

　少し気落ちした様子を見せるアリスの頭をポンポンと元気づけるように叩たたくと、パルナは微笑を浮かべた。

「うん……そうだよね！」

「そうそうその調子、あんたには笑顔が似合うんだから……さってと」

　気を取り直し、再びはにかんだ笑顔を見せるアリスを見て満足したのか、パルナは食べ終えた弁当箱をカバンの中へと入れて立ち上がると、アリスへと手を差し伸ばす。

「ほら、そろそろ戻るわよ。もうすぐツアーのほうの休憩時間も終わりのはずだから。街に戻るついでにあんたも手伝ってよね？　それでお咎とがめなしにしてもらうよう、あたしからもデビッドに頼んであげるから」

「うん！」

　パルナの提案にアリスは素直に喜び、手を取って立ち上がる。

　その後二人で一緒に待機させていた観光客の元へと戻ると、観光客を引き連れて洞窟内をひととおり案内し、そのままヴァルマンの街への帰路へとついた。
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『古の洞窟』から離れ、ヴァルマンの街周辺に広がる森の中で、パルナは観光客と護衛の冒険者を連れて、ニコニコと作った笑みを浮かべながらフラッグを持って先頭を歩いていた。

　そして、見慣れない不自然な笑みを浮かべるパルナを見て、気持ち悪いとでも言いたげに引きつった表情を浮かべるアリスがその隣をついて歩く。

「アリスちゃんどうしたんですか～？　そんな引きつった顔でこっちを見て～？」

「え……あ……その、ナンデモアリマセン」

　笑顔ながら威圧感を放つパルナを見て、アリスはそそくさと視線を逸らした。

　その時、アリスは何かに勘付いたかのように表情を強こわ張ばらせて立ち止まり、街へと続く正面の道へと顔を向ける。

「あら……あらあら」

　アリスに合わせてパルナもその場に立ち止まると、隠れていたことに気付かれたと思ったのか、周囲の草木に溶け込むような深緑色の体皮をもった猪いのししのような見た目のモンスター、『モスゴブリン』が茂みの中から五体ほど飛び出してきた。

「ひ……モ、モンスター!?」

　観光客の中の、村人の役割をもった数人がその姿を見てうろたえてしまう。モスゴブリンは比較的弱いモンスターだったが、それでも、実力を兼ね備えていない村人にとっては充分な脅威になりえたからだ。

　だが、そうして観光客の一部がうろたえる中、アリスはホッと安あん堵どした溜息を吐き、パルナは「あー……めんどくさ」と、笑顔を崩さないままつぶやいた。

　村人以外の役割をもった観光客も、魔族の観光客も各おの々おの「なんだ……驚かせやがって」など、特に危険のないモンスターを前に安堵した様子を見せていた。

「皆さまご安心ください～。皆さまの安全はスタッフが必ずお守り致します～」

　予定調和とでも言うかのように、パルナは魔力の籠こもった手をモスゴブリンへと向ける。

　次の瞬間、身の危険を察知したのか、やられる前に仕掛けようと、モスゴブリンの群れは一斉にパルナたちへと向けて突進し始めた。

「ぐぎっ!?　ぎぎぃぃぃいいいい！」

「え、あれ？」

　それでも関係なく、パルナが爆破魔法を前方に放とうとしたその瞬間、どこからともなく上空から一本の長剣が降り注ぎ、突進を行うモスゴブリンたちの目の前に突き刺さった。

　あまりにも突然のことにモスゴブリンたちも突進をやめて滑るように停止するが、その直後、上空から激しい雷撃がその長剣に降り注ぎ、それに巻き込まれてモスゴブリンたちは瞬時にその姿をお金へと変化させた。

　意味不明な一連の流れに一同が口を開いてぽかーんと呆ほうけていると、さらに上空からモスゴブリンを倒したであろう一人の男性がくるくると回転しながら舞い降りる。

　着地すると共に素早く男性は剣を引き抜き、華麗に剣を周囲にくるくると回したあと、剣を鞘さやへと納めてパルナたちのいるほうを振り返る。

「大丈夫だったか？　僕が来たからには……もう安心だ」

　突然姿を現した男性は、金髪の頭に宝石の装飾のついたサークレットを装備し、貴族が身に着けるような妙に小奇麗な服を身に纏う、人当たりの良さそうな顔立ちの美青年だった。

「噂うわさをすれば影……とは言うけど、なんであいつ全然窮地でもないのに窮地を救ったみたいにすました顔してんの？　あのモンスターはレベル４よ？　しかも、わざわざかっこつけてるし」

「しー……それ言ったら絶対レックスさん傷つくから言っちゃダメだよ？」

　瞬時にそれが誰なのかを見抜いたパルナは、すぐさま残念な存在を見るかのように表情を歪ゆがめると、そそくさとアリスへと耳打ちする。

　決まったとでも言わんばかりのドヤ顔を今なお見せるレックスを前に、アリスもフォローする言葉が見つからず、「うわー」と引きつった顔を浮かべて押し黙った。

「ふ、少しやりすぎてしまったかな？　久しぶりだな二人共、息災だったか？」

　そして、元々アリスとパルナがいるのがわかっていたかのように話しかけてきたレックスを見て、今の演出が狙ってやったものだと気付き、パルナとアリスは「うわぁ……」とさらに残念な人を見るかのような視線を送る。

「やっぱあんた……チクビだわ」

「久しぶりに会って第一声で罵倒されるのか僕は。さすがに辛つらすぎる」

　冷めた目で見られたのがショックだったのか、レックスは肩を落とす。

　三年前に別れた時のレックスとなんら変わりのないその態度に、アリスは懐なつかしさを感じて嬉しくなり、レックスの元へと駆け寄って「久しぶりだね、レックスさん！」と声をかけた。

「なんだ君は……僕のファンか？　いきなりなれなれしく話しかけるなんて常識がないんじゃないか？　おいパルナ、僕がいなくなってから新人スタッフの教育が適当になってるんじゃないか？」

　返ってきた予想外の言葉にアリスは面めん喰くらう。レックスの向ける疑惑の視線から、それが冗談で言っているわけじゃないのがすぐにわかり、少し寂しそうに一歩後ろへと下がった。

「何言ってんのあんた？　その子アリスよ？」

「は？　何を言っている。アリスはもっと小さいだろう。確かこれくらいで幼女と言っても過言ではなかったはずだ」

　そう言ってレックスは自分の膝の下くらいへと手を当てた。

　少なくともレックスの腰元くらいは身長のあったアリスは、三年前よりも明らかに小さいその認識に思わず頰を膨らませて抗議する。

「失礼だな！　ボクはもっと大きかったよ！　ほら、これでもボクがアリスだって信じない？」

　信じようとしないレックスに、アリスは後頭部の角を隠すためにつけているリボンと魔力を抑える布を外して見せつける。その瞬間、レックスは驚きょう愕がくの表情を浮かべてあらゆる角度からアリスの身体をまじまじと見つめ始めた。

「……成長しすぎじゃないか？　……色々と？」

「元々三年前も十三歳にしては小さすぎたのよ。遅い成長期だったってことでしょ。あんたは何も変わらないみたいだけど」

「そんなことはないぞ？　最近髭ひげが伸びる速度が速くなってきたし……それに筋量も昔に比べて増えたはずだ！　鍛えに鍛えまくったからな！」

　物もの凄すごくどうでもいい変化に、パルナは思わず笑顔を崩して顔を歪める。

　その後パルナは「みなさーん、お騒がせしました。先ほどのは全部今回特別に企画した演出でーす。お帰りまでがツアーです。最後までお楽しみくださーい」と、作った笑顔で観光客に告げると、そのままレックスを無視してスタスタと歩き始める。アリスもこれ以上身内の恥をさらしたくないという一心で何も言わずにパルナのあとに続いた。

　呆ぼう然ぜんと見ていた観光客も今のがただの演出だとわかるや否や、「なんだよ……演出かよ。そりゃそうじゃなきゃあんな雑魚モンスターにわざわざかっこつけたりしないよな」と、納得した様子でパルナのあとに続く。

「こ……こんなはずでは、ま、待ておい！　僕は勇者だぞ!?　こんな扱いでいいのか!?　というかツアーとは何だ？　ちょっ、僕を置いていくな！」

　想定外の扱いに慌てながらもレックスはパルナのあとを追い、共にヴァルマンの街へと向かう。そして街に戻ると、すぐさま観光客を解散させたパルナとアリスにより、「あんたねぇ……！　恥ずかしいったらありゃしないのよ！」と、レックスは説教を受けるはめになった。

　その後、今まで何をしていたのかの話をレックスからゆっくりと聞くため、デビッドに事情を話したあとでカジノの仕事が今日は休みのメノウが、タカコに代わって営業を行っているであろうバーへと足を運んだ。
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「くさい……全体的にくさい。皿から貴様のくっさい悪臭が溢れ出ている。やり直し」

「こ……こいつら！　ならばいったいどうすればいいと言うのだ！　そこまで言うのであれば貴様らのやり方を私に見せてみろ」

　準備中と書かれた札を気にせずに扉を開け、バーの中へと入ると、必死に皿を布で磨き、ケンタ・ウロス二体へと突きつけてぎゃーぎゃーと叫ぶメノウの姿が視界に映った。

　現在メノウは、ケンタ・ウロスによりぺろぺろと舐なめまわされた皿を突き返され、「貴様の皿の輝きは、我らの高貴な唾にも劣る」と罵ののしられている。

　メノウはわなわなと震える拳を落ち着けて、「ふ、ふん。別に貴様らごときに認められなくともよいわ！」と、大人な対応で矛を収めようとするが、すぐにケンタ・ウロスがぺろぺろと舐めまわした皿をなぜか頭の上に載せられ、「こ、こいつ！」と叫びながら激情した。

「あ、あのー……メノウ？」

　激情するメノウに向かってアリスが恐る恐る声をかける。すると、まるでオアシスでも見つけたかのような緩んだ笑顔を浮かべ、ケンタ・ウロスなど眼中にないかの如ごとく迅速に、皿を頭に載せたままアリスの元へと駆け寄り、跪ひざまずいた。

「お見苦しいものをお目にさせてしまい申しわけありません……よくぞいらっしゃいました」

「あんた、アリスのことになると本当にほかのこととかどうでもよくなるのね」

　頭に皿を載せたままのメノウに、パルナは顔を引きつらせる。

「パルナ殿もよくいらっしゃいました。しかしお二方、本日はカジノ内での勤務だと思っていたのですが……どうされたのです？」

「まあ色々とね、とりあえずそろそろその頭の上の皿を取ったら？」

　その提案を受けてメノウは頭の上に載せられた皿を降ろす。その間際、パルナとアリスはバー内でいつも座っている席へと移動した。二人のあとに続いてレックスもかつての定位置へと向かおうとするが、その移動途中でふいにメノウと視線が合い、メノウは予想外とでも言いたげに目をぱちくりとさせる。

「れ、レックス殿!?　なぜ貴殿がここに!?」

　そしてようやく思考が追いついたのか、メノウは目を見開いてレックスに指をさした。

「いや、気付くの遅すぎじゃないか？　相変わらずマイペースだな……あんたは」

　それを見て、まるで懐かしむかのようにレックスは微笑を浮かべる。

　そして驚愕した状態のメノウを置いて各々がバー内の定位置に移動すると、三人共慣れた様子で「あたしお茶で」、「ボクはリンゴジュース！」、「茶を頼む」と、バー内にいるケンタ・ウロスへと飲み物を注文する。

　刹那、まるで勝ち誇ったかのような笑みをケンタ・ウロスがメノウへと向けると、呆ぼう然ぜんとしていたメノウはハッと気付き「の、飲み物でしたら私がご用意致します！」と、負けまいとでもいうかのように飲み物を準備し始めた。

　いいようにケンタ・ウロスに操られているかの如き行動に、レックスは思わず憐あわれむかのような表情を浮かべる。

「しかし……突然帰ってきたのだな。久しぶりだなレックス殿、息災だったか？」

「ああ、あんたも元気そうだな。タカコじゃなくあんたがバーを営業しているのには驚いたが」

「貴殿がいなくなったせいでこちらはこちらで色々と大変だったのだ。何をしていたのだ？」

　用意した飲み物をそれぞれが座る席に運びながらメノウは問いただす。

　大変だったとは言いつつも、責め立てるかのような強い言い回しをしないのは、いなくなったことによる怒りよりも、帰ってきてくれたことに対する喜びが大きかったからだ。

　パルナとアリスも同じなのか、まるで気にした様子もなく、機嫌良さそうにそれぞれ運ばれた飲み物を口にしている。

「そうそうそれそれ、久しぶりに戻ってきて積もる話もあるでしょうから、ここで話そうってなったわけなのよ。あとでデビッドも来ると思うわ」

「そうだったのか……それでレックス殿、貴殿はいったいどこで何をしていたのだ？　今日はまたなぜここに戻ってきた？」

「そうよ、あんたとクルルがいなくなったせいで貴族のお客さんがすっごい減ったのよ？　まあその時期の売り上げが少し下がっただけで、今はもう挽回してるけど……」

　全員が辛しん辣らつな表情を浮かべながらレックスを注視した。

　そんな中、悲しげな表情で見つめてくるアリスを見てレックスは少し口くち籠ごもる。いなくなったことを責め立てるつもりはなかったが、それでも寂しい思いをしたのには間違いなかったからだ。

「……僕はその、世界各地のダンジョンを巡って修行をしていた。今よりも強い力を手に入れるためにな」

「はい？　いったい何のために？」

　平和になったこの世界で、モンスターから身を守るだけの力以上に力をつける意味はなく、元々レベル90を超えた高レベルのレックスにその必要性を感じられず、パルナはすっとんきょうな声をあげて首を傾かしげた。

　するとレックスが何やら思い詰めたような表情で押し黙り、重たい空気が漂い始める。

　レックスの異様な様子に全員が掛ける言葉を見つけられず、バー内が静寂に包まれると、ヤレヤレと仕方がないとでも言うようにバーのカウンターに立っていたケンタ・ウロスの一体が溜息を吐きながら、まるでその空気感を壊すかのようにメノウへと近寄り、ポンッと肩に手を置いた。

「次はトイレの掃除をしてくるがいい。無論、貴様のような下等な存在に清掃道具は必要ない。舌でぺろぺろと綺き麗れいに舐めろ……いいな？」

　ケンタ・ウロスは何も話さないのなら働けと、遠回しに告げる。

「やかましい」

「ンァアァァアアアアアアア！」

　空気を壊すだけで空気を読んでいなかったケンタ・ウロスに対し、メノウはバー内に保管されていた鞭むちを取り出すと、これ見よがしにケンタ・ウロスの体を打ち付け始めた。

　桃源郷をさまようが如くだらしない表情で、とろけたように舌を出しながら奇声を発するケンタ・ウロスの姿を前にパルナたちは思わずお茶を飲む手を止め、引きつった顔を見せる。

「ごめんくださーい」

　その時、バーの出入り口の扉に取り付けてあるベルがチリンチリンと鳴り響く。それと同時にガチャっと扉が開いて、黄緑色のツインテールを垂らし、白い聖職者の服に身を包んだ小柄ながらスタイルの良い女性が軽快な足取りでひょこっと顔を出した。

「あ、すみません。間違えました」

　だが、その女性はバー内で起きていたケンタ・ウロスが鞭に打たれて喘あえぎ声を発する惨状を目にすると、何事もなかったかのように無表情のまま引き返し、扉を閉めようとする。

「ちょ……ティ、ティナさん!?　待って！　ちょっと待ってぇ！」

　せっかく戻ってきた懐かしいその姿が、数秒もしないうちに再びいなくなろうとしているのを見て、アリスは慌てて引き留めようとティナを追いかける。メノウもとんでもない場面を見られてしまったと表情を青あお褪ざめさせ、鞭をテーブルの上へと置くと、弁解するためにティナのあとを追った。

「遂ついにメノウさんにもそういう趣味ができたんですね。三年でこうも人が変わってしまうとは……メノウさんはまともな人だと信じていただけに……残念です」

　暫くして、アリスとメノウに背中を押されながら、冷めた目でメノウに視線を送るティナがバーの中へと戻る。

「ち、違うのですティナ殿！　決して私がそういうのに目覚めたわけではなく、タカコ殿に定期的に鞭入れするように命じられただけでして！」

「わかってるわかってる。ティナさんがわからなくてもボクが理解してるから落ち着いて」

　必死に弁明するメノウの頭をポンポンと叩き、アリスはメノウを落ち着かせる。その一部始終をあえて黙って見ていたパルナは、他人ひと事ごとのようにまだ賑にぎやかだった昔の懐かしい雰囲気を感じながら、腹を抱えて必死に笑いをこらえていた。

「鞭入れしないと従わないってことは……相当舐められてるってことじゃないですか。タカコさんの時はそんな定期的に鞭入れしなくても従ってましたよ」

「そう、そうなのだ……いつまでたっても私をなぜか毎回煽あおってくるのだ」

　相当苦悩な毎日を過ごしているのか、メノウは疲れが窺うかがえる溜息を吐く。

「それにしても……レックスさんだけじゃなくてティナさんも帰ってくるなんて、偶然とは思えないよ」

「何か裏がありそうね。二人でこの日に戻ってくるように打ち合わせでもしてたの？」

　アリスの言葉に賛同するように、パルナがレックスとティナに問いただすかのような視線を送る。するとティナは、「あー……それはですね」とどこか言い難そうに濁した。

「それに関しては私がご説明いたしましょう」

　その時、再びバーの出入り口の扉に取り付けてあるベルがチリンチリンと鳴り響く。

　聞き耳をたてていたのか、既に中で話されていた内容を知っているかのような口ぶりで、蝶ネクタイを着けてスーツに身を包んだ、死んだ魚のような目が特徴的な男性が姿を現す。

「デビッドさん。もう来たんだね」

「ええ、私がお呼びしたお客人をお待たせするわけにはいきませんからな。しかしアリス様、先ほどはすぐに行ってしまわれたので言えませんでしたが、私に何か一言ないのですかな？」

「うっ……勝手に抜け出してごめんなさいデビッドさん」

「いいのですよ。アリス様が無事に戻ってこられたのであれば何も問題ありません」

　素直に頭を下げてしゅんっとした表情で見つめてくるアリスを見て、少し説教を垂れるつもりだったのを変更し、デビッドは満足げにニッコリと微笑ほほえんでみせた。

「デビッドさん、紳士ぶった笑みに見せかけて微妙に鼻の下伸びてますよ。……それにしても、アリスちゃんを溺愛するようになってデビッドさんもすっかり保護者ですね。表情が豊かになったようで何よりですよ」

「そう言うティナ様こそ、一年前に比べ随分と身長が伸びられたのではないですか？」

　窺うかがうように放たれたその言葉を聞いて、ティナは目を輝かせて「お気付きになられましたか」と、まるで気付いてもらいたかったとでも言わんばかりに嬉しそうに笑みを浮かべる。

「いっやはぁーわかっちゃいますか！　一時アリスちゃんに追い付かれそうになって凄く焦あせりましたが今ではほら……この通り」

　見せつけたくて仕方がないのか、ティナはとてててとアリスの隣へと駆け寄ると、並んで「どうです！」と自信満々の顔を見せる。三年前よりティナの身長は確かに少しだけ伸びていた。だが、ティナの身長は今のアリスと何も変わらなかった。

　その事実にティナは驚愕の表情を浮かべ、ショックだったのか床に這い蹲つくばる。

「ちょっと……なに成長してるんですか！　私もう十九ですよ!?　これ以上成長しないんですよ!?　このままじゃ私が一番チビになるじゃないですか！」

「そんなこと言われても……それより話を戻すけど、さっきデビッドさんは『私がお呼びしたお客人をお待たせするわけにはいきません』って言ってたよね？　どういうことなの？」

　アリスと同じく気になっているのか、パルナとメノウもデビッドに視線を送る。するとデビッドは「ふむっ」と頷うなずくと、三人の疑問を解消するかのように説明を始めた。

「レックス様とティナ様が今日というこの日に戻ってきたのは偶然ではありません。今日という日を契機に戻ってくるように私が予あらかじめお伝えしていたからです」

「……どういうこと？」

　意味が理解できず、パルナは思わず顔をしかめる。

「パルナ様……鏡様がこの国の王と約束された、この世界をリセットせずに維持していただくための条件を覚えていますか？」

「……よくわかんないけど、世界に救いを与えるとかどうとかじゃないの？」

「ええ、その通りです。その救いを……五年以内に達成すること。それが条件です」

　その時、パルナとメノウとアリスの表情に焦りのようなものが浮かんだ。忘れていたわけじゃなかった。いつか必ず鏡が帰ってくると信じていたからこそ、そのタイムリミットに対して危機感を持とうとしていなかっただけ。

「リセット……か」

　アリスにとって思い出したくもない内容なのか、悲しげな表情でそうつぶやく。

　この世界アースクリアは、世界を救い出せる強い力を持った者を生み出すために、魔王という倒すべき最終目標が存在する。魔王を倒す、もしくは自力で１万ゴールドを集めた者は、その強さを認められ、『次の舞台』と呼ばれる地に赴くことができる。鏡もその一人だ。

　何のためにそんな仕組みがあるかはわからない。はっきりとわかっていることは、『次の舞台』と呼ばれる地を救う、強い存在を求めているということだけだった。

　そして、魔王が倒されれば魔王はこの世から消え去り、新たな英雄は生まれなくなる。そこで行われるのがリセットだった。この世界に存在する全ての住民から、魔王が倒されたという記憶が抹消され、新たな魔王が誕生する。

　その時、魔族の存在も魔王が新たに生まれるように一新され、消えてなくなり、新たな魔族が生み出される。まるで、全てをやり直すかのようなそれは、まさしくリセットと呼ぶにふさわしかった。

　今でこそ和平を結び、魔族と人間は争うことなく平和に暮らしているが、本来、その在り方はアースクリアにおいて間違っている光景であり、本当ならリセットが行われるところではあったが、鏡が五年以内に『次の舞台』を救い、新たな英雄を必要としない世界にするという提案をこの世界の管理者に促したおかげでリセットが行われず、現状が維持されている。

「この世界の管理者の一人である王と約束して既に三年と半年が経過しております。もはやこの世界にはあと、一年と半年しか時間は残されていないのです」

　あまりにも幸せすぎる日々を送っていたせいで、すっかりと意識せずにいた危機的な状況を言葉にされ、パルナ、メノウ、アリスの三人は頰に冷や汗を浮かべる。

「私は二年前、もしもを想像して恐怖を抱きました。鏡様が戻られないということは、残された私たちが何とかする以外にない。そして、和平を結んだことで魔王様を倒すことが許されない今、その方法は一つだけしかありません」

　するとデビッドは、懐ふところの中から二枚の小切手を取り出してパルナたちに見せつけた。

　それは見間違えるわけもなく、１万ゴールドを集めることで治安管理ギルドから販売してもらえる、『次の舞台』へと赴くことを可能にするアイテムだった。

「どうしてそんな高価なものが二枚もあるわけ？　それ、一つ１万ゴールドでしょ？」

　金銭感覚が狂うほどに高価なアイテムを前に、パルナが引きつった顔で問いただす。

「ほっほっほ、むしろ三年間かけてたったの二枚だけです。昔よりも遥はるかにカジノは利益を上げられているのに……半年で５０００ゴールドを集めた鏡様がどれだけおかしい存在だったかよくわかりましたよ」

　そしてデビッドはそう返すと、小切手をそれぞれレックスとティナへと手渡した。そして付け足すように「無論、このチケットはカジノの売り上げだけで購入できたのものではありません」と言葉を続ける。

「お金を稼ぐ最短の方法はやはりモンスターを倒すことです。我々は鏡様が残したカジノで利益を上げ続けておりますが……それだけでは時間がかかりすぎます。やはりクエストをこなしながらダンジョンに籠もるのが一番効率的なのですよ」

「じゃ、じゃあレックスさんとティナさんにはお金を集めてもらっていたの？」

　アリスは物欲しそうにレックスが受け取った小切手に視線を向ける。対するレックスは飛び交う虫を追い払うかのように手を伸ばしてくるアリスの頭を押さえて制止させていた。

「それもありますが、鏡様が向かった世界に行くのであればエステラー様や王が言っておられたことから予想するに、圧倒的な強さが必要になるはずです。故に……レックス様とティナ様には修行をしてもらっていたのですよ」

　それを聞いて、アリスがレックスに視線を向けると、レックスは「ふふん」と軽く鼻で笑いながら自慢げにステータスウインドウを表示する。そこには、レベル２１４という数値が確かに刻み込まれていた。

　かつてはレベル90だったレックスが、約三年という短い時間で大きく成長した事実を前に、パルナとアリスは素直に「２……２１４!?」と驚いていた。

「このチケットを何枚用意できるかはわかりませんでしたので、勇者の役割を持つレックス様に修行してもらうのが一番良かったのです。鏡様ほどの力をすぐに持てないとはいえ、本質は勇者。誰よりも強くなれる素質を持っていますからな。言葉は悪いですが、ティナ様には万が一数多くチケットを確保できた時の保険として動いてもらっていました。回復を得意とする僧侶の存在はパーティーにおいてとても重要だからです」

「それで……レックスとティナに鏡が向かった先に行ってもらうってこと？」

　パルナが聞くと、デビッドはゆっくりと頷いた。それを見てパルナは溜息を吐く。

「なーんで隠してたのよ。別に教えておけばいいじゃない。ていうかそれだったらティナじゃなくて賢者の役割持ってるクーちゃんにお願いすればよかったじゃない」

「……個人的にもクルル様には危険な目にあって欲しくないと考えたというのもあります。何より、クルル様は鏡様に会えないことで不安定な状況にありました。修行をするにしても……意気込みすぎるが故に命を失ってしまうリスクも大きかったのです」

　神妙な面構えで吐かれたその理由に、パルナはどこか納得したように「……なるほどね」とつぶやいた。きっと、鏡の手助けのために強くなれと言えばクルルは鏡に会いたい一心でそれに励んだだろう。だが、その想おもいが強すぎて、引き際をわきまえず無茶をする可能性があった。

　助けるために強くなるのに、その過程で死んでしまっては意味がない。そう感じてデビッドはクルルを候補から外したのだと悟った。

「まあまあ、私もかなり強くなったんですよ？　鏡さんがやってた素手でモンスターに挑む無茶もたまにやったりして。私が立派にお勤めを果たしますから安心してください」

　そう言うとティナはステータスウインドウを開く。そこにはレベル１３６という数値が確かに刻まれており、かつてのレベルが50だったことを考えると、レックスと同様かなりの努力をしていたのが窺えた。

　だがそれを見たパルナは、「はんっ」と鼻で笑うと、逆にステータスウインドウを見せつけ返し、ティナに驚愕した表情を浮かべさせる。

　ティナのレベルは確かに高くなったが、レベル１４３のパルナのほうが上だったからだ。

「ちょっと！　何でそんなに強くなってるんですか！　えぇ!?　パルナさんこのカジノに残ってたんですよね？　噓うそでしょ!?」

「残念だったわね。あたしはあんたの言う無茶をずっと繰り返してたのよ。カジノの仕事もちゃ～んとこなしながらね。あらあら？　強い人が行くってことなら、このチケットはあたしの物かしら？　私も一応回復魔法使えるから問題ないわよね～？」

　パルナは勝ち誇った笑みを浮かべると、ティナに近寄り、シュッと引き抜くようにティナが持つチケットを奪おうとするが、ティナはすかさずささっとツインテールを揺らしながらパルナに背を向け、手に持っていたチケットを守った。

「いやいや待ちましょう。やっぱりちゃんとした回復役が行くべきだと思うんですよ。ほら、今じゃ私、解毒魔法も使えるんですよ？　それに、あの、私も……鏡さんに会いたいですし」

「何よそれ、まさかアリスとクルルに続いてあんたもあいつのことを……？」

「いやいや違います！　断じて違います！　クルルさんみたいな惚ほれっぽい方と一緒にしないでください！　あのアホさを見れなくなって久しいのでちょっとまた見たいってだけです！　そんなこと言うならパルナさんだって妙に行きたがってますけど、鏡さんのこと好きなんじゃないんですか!?　えぇ!?　白状したらどうです!?」

「はぁ!?　あんなデリカシー０の男に惚れるわけないでしょ？」

　ぎゃーぎゃー言い合う二人を見て、メノウとデビッドは溜息を吐いた。その傍かたわらで暫くぽけーっとしていたアリスの表情が切り替わり、意を決したような眼まな差ざしへと変化する。

「諦めてください！　どうせレベル10しか差がないんですし！　だったら回復役のほうが絶対に大事ですよ！　それに私がいったいどんなスキルを覚えたと……ってあぁ！」

　暫くして言い合いを続けるティナの背後へとアリスはそろーっと近付き、隙を見てスパッとチケットを奪い取った。

「なら、回復役も攻撃役としても活躍できるボクが行くね」

　奪い取ったチケットをひらひらと揺り動かしながら、さもそれが当然かのようにアリスは満面の笑顔を浮かべた。

「待ちなさいアリス。あんたが行くならあたしが行くわ。何があるかわからないのよ？」

「ヤダ。絶対にこれだけは譲らない。ボクが鏡さんに会いに行く……会えなかったとしても、鏡さんがいったいどうなってしまったのかくらい、ボクは知りたい」

「気持ちはわかるけど絶対だめよ。私はあいつにあんたのことを任せられてるんだから。絶対に絶対にぜぇ～ったい行かせないからね」

「よし、ならボクとパルナさんで行こう。レックスさんはお留守番で」

「それならオッケーよ」

　二人のやり取りにレックスは、「オッケー、じゃないっ！」と呆れた様子でまるでツッコむかのように叫ぶ。メノウもデビッドも同意見なのか、同じように困った表情を浮かべた。

「私がレックス様とティナ様にだけ修行するようにお話ししたのはこのためですよ。チケットの奪い合いになると思ったからです。チケットは一枚しか用意できないと思っていましたから。……現状を打破するには少しでも戦力が必要です」

　するとデビッドは軽やかな手さばきでアリスからチケットを奪い取り、「ですが……修行をしてもらったとはいえ強さがパルナ様に劣るのも事実。世界の命運が懸かっている以上、もっともよい選択をしなければなりません」とつぶやき、そのままメノウの傍そばに移動してチケットをメノウへと突きつける。

「あなたが行ってきてくださいメノウ様。この中でレックス様の次に力があるのはあなたのはずです。何よりあなたは一度ダークドラゴンの元に辿たどり着いた経験がある」

　メノウのレベルは、心身の成長が止まっているためかレベル１７６だった三年前から大きく変わらず、レベル１７８にしかなっていなかった。だが、確かにこの中ではレックスに次いでレベルが高く、その選択は妥当ではあった。

　突き出されたチケットを見てメノウは困惑した表情を浮かべる。悲しげな表情を浮かべてまっすぐに視線を向けてくるアリスを差し置いて、自分だけが行く気になれなかったからだ。

　何より、自分が受け取っても意味がない可能性があった。ダークドラゴンは、願いを叶かなえて次の舞台に行けるのは人間だけと言っていたのをメノウは覚えていたからだ。そしてその真意もわからない。

　しかし、仮にそうだったとしても、強い者を連れていくとなれば自分よりレベルの低い者が行ったところでどうしようもないのもわかっていた。メノウは、あのダンジョンにいるモンスターの強さも知っているから。

「……よかろう。私で大丈夫かはわからないがな」

　メノウは暫く思い悩んだあと、全てはこの世界を守るためと意を決し、そのチケットを受け取ろうとする。

「そのチケット……私に譲りなさいデビッド」

　だがその時、再びバーの出入り口の扉に取り付けてあるベルがチリンチリンと鳴り響き、聞き慣れた懐かしい声が耳に入った。

　その声色を聞いて、デビッドは思わず目を見開いて声の聞こえた方向へと視線を向ける。するとそこには、まるで幾多の戦場を駆け抜けた戦士かのようなボロボロのマントに身を包んだクルルの姿があった。

「ク……クルル様？」

　デビッドは驚愕の表情を浮かべると、その存在を確かめるかのようにクルルを凝視する。そこに立っていたのは今年で二十一歳になるにもかかわらず、三年前となんら変わりなく、少し幼く見えるがまるで作られた人形のように整った端麗な容姿で、軽く風が吹くだけで靡なびくフワフワで藍色に艶めいた長い髪の女性。

　見間違えることなくそれはクルルであるはずなのだが、まっすぐに向けられた瞳とその佇たたずまいから、三年前とはまるで別人かのような大人の雰囲気を漂わせていた。

「あんた……その格好どうしたのよ？　あんた今、お城に籠もっているんじゃないの？」

「話せば長くなります…………っきゃ！」

　問い詰めようとしたパルナの言葉を遮るように、目を瞑つぶってまるで熟練の冒険者かのようにスタスタとバーの中へとクルルは乗り込むが、メノウがバーを清掃した時に置きっぱなしにしていたモップの先端を踏んでしまい、そのまま滑るようにクルルは前方へと転ぶ。

「あ、この人クルルさんですね」

「うん、ボクもちょっと不安になったけど、クルルさんだ！　お帰りクルルさん！」

「何ですかその認識！　おっちょこちょいなのが私みたいな言い方するのはやめてください！」

　一連の行動を見て、安心したかのようにティナはホッと溜息を吐く。その行動が癇かんに障さわったのか、クルルはすぐさま立ち上がると頰を膨らまして恨めしそうにティナとアリスを睨にらんだ。

「それで？　あんたどうしたのよその格好？　ていうかあんたがいなくなってこっちは毎日大変だったんだからね!?　デビッドが『クルル様を失った私の空いた心の隙間を埋めるため』とか意味わからないこと言い出して一時期ただの変態じじいに成り下がったりもして」

「おっとパルナ様、その話はやめましょう。しかしクルル様、ご説明はしていただけますな？」

　デビッドは問い詰めるかのようにクルルに視線を向ける。

「……僕がこの街を去る時、クルルにメッセージを残したんだ」

　そしてクルルが答え返そうと口を開いた瞬間、なぜかそれよりも早く、レックスが代わって言葉を返した。

「……どういうことです？」

　予想もしていない返答だったのか、デビッドは鋭い視線をレックスへと浴びせる。

「デビッド殿に頼まれたばかりでまだ街で修行をしていたある日、僕は……不安になったんだ。修行の日々は辛かった……地獄だった。師匠はレベル９９９に到達するまで、ずっとこんな恐ろしい日々を過ごしてきたのかと改めて凄さを思い知ったよ。でも……そんな苦しい修行をやりきった師匠でさえどうしようもないのに、僕一人でなんとかできるわけがあるのかと怖くなったんだ」

「まるで……あいつが死んだみたいな言い方するのね」

　どこか諦めたかのような口調で語るレックスに、パルナは思わず非難の眼を向ける。

「僕だって信じたくはないさ。でも仮に、生きていることを信じて次の舞台とやらに向かったとして、もし生きていなかった場合、僕は……師匠抜きで戦わなければならなくなる。僕はそれが怖かったんだ。だから一人でも多く、共に戦ってくれる仲間を作っておきたかった。もしかしたらティナだけじゃなく、もう一人、共に行ける可能性に懸けて」

　自分を皮肉るかのように失笑してみせると、「何が勇者だ……僕は臆病者だな」と言って、惨みじめな自分を見られたくないのか、レックスは顔を俯うつむかせて手で覆った。

　プライドの高いレックスが人前で包み隠さず弱音を吐いたことから、その時の心理状況をたやすく想像し、デビッドは気まずそうにレックスから視線を逸らした。

　いくら勇者といえど人間であり、それもまだ若者。未知の領域、それもあの鏡でさえ未だ戻らぬ場所へと行こうとしているのに不安にならないわけがない。配慮が足りていなかったとデビッドは反省する。

「デビッド、私が何も告げずにあなたに黙って一人隠れて修行をしていたことをレックスさんのせいにするのは間違っています」

「……クルル様」

「メッセージは、『僕は師匠の元へ行くための準備をしている。僕は前へと進む』と、たったそれだけです。決して私に助けを乞うような文章ではありませんでした」

「では……なぜあなた様は我々に何も告げずに？　そもそも、城の者からはクルル様は城内の私室に籠もっておられると聞いておりました。いったいどういうことなのです」

「仮に……私が次の舞台に行くための修行をすると言えば、あなたは止めていたでしょう？　なので城の者には私が自室に籠もっているとデビッドに伝えるように促しました」

　見抜かれていたことに素直に驚き、デビッドは面喰らう。

「レックスさんのメッセージがきっかけになったのは確かですが、元より私は鏡さんのあとを追いかけるつもりでした。でも……レベルの低い私が鏡さんの元に向かったとしてもきっと役にたちません。だから私はこの街を去ったあの日、お父様に会いに一度城へと戻ったのです」

「王に？　何のために会いに行かれたのですか？」

「お父様はご存じの通り、この世界の管理者の一人。エステラーさんや、ダークドラゴンさんと同じく、次の舞台へと旅立った人たちがどれだけいて、どれくらいのレベルだったのかを知っているはずだと私は考えました。だから聞きに行ったんです……過去に次の舞台へと行った賢者の役割を持つ人たちは何レベルだったのかを！」

「……それを聞いてどうすんのよ」

「その人たちに追い付けないようじゃ、たとえ外に行っても無駄だと思ったんです。きっと次の舞台に行ったとしても、鏡さんの足手まといになるって。だから……修行していました」

　するとクルルは、ステータスウインドウを開示して見せた。その瞬間、その場にいた全員が思わず口を開いて驚愕の表情を浮かべる。そこには確かにレベル１７２と、レックスほどではないがメノウに迫る実力を兼ね備えた証あかしが記されており、かつてのクルルからは想像できないほどの飛躍的な成長を遂げていたからだ。

　そして悟る。どうしてそこまでボロボロになったマントを身に纏っているのかを。

「あんた私より強くなってるじゃない！　何したのよ!?」

「鏡さんも歩んできたであろう道を……辿ってきました。その日々は地獄でした……想像を絶するほどに。あれほどの地獄を味わったのに、それでもまだまだあの人に届かないんです。思い知りました……私はあの人のことを何もわかっていなかったんだって。ですが、過去に次の舞台へと向かった賢者たちの平均レベルにはなんとか達しました」

　その日々を思い出してか、クルルは虚うつろな瞳を一瞬見せた。

　同じ地獄を味わってきたレックスにはその気持ちが痛いほど伝わり、言葉にならない称賛の眼まな差ざしをクルルへと向ける。

「……クルル様。たとえそうだとしても、なぜ一言修行の旅に出ると教えてくださらなかったのですか？　私が何も知らずにカジノの運営だけをしていたのが悔しくて仕方ありません」

「ごめんなさいデビッド。何も言わなかったことに対しては謝ります。ですが、私が修行することに対して、誰かが介入する余地を作りたくなかったんです。もし一人で修行をすると言えばきっとあなたは止めたでしょうし、止めなかったとしてもこっそりあとをつけたはずです。そうなればきっと……私はまた甘えてしまうと思ったから」

　クルルの覚悟が伝わったからか、デビッドは、「立派になられましたな」と感慨深く溜息を吐き、メノウに渡そうとしていた手元のチケットをクルルへと渡そうとする。

「これはあなた様のものです。鏡様を……頼みましたぞ」

「ありがとう……デビッド！」

　そしてクルルがはにかんだ笑顔を浮かべ、差し出されたチケットを手に取ろうとしたその瞬間──、

「……お待ち！」

　再びバーの出入り口の扉に取り付けてあるベルが激しくヂリンヂリンと鳴り響き、扉がバーンッと大きな音を立てて開かれる。

　あまりにも大きな音に全員が一斉に視線をそこに向けると、そこにはボロボロになったピンクの道着を羽織り、まるで数多あまたの戦場をくぐり抜け、強さだけを追い求めてきた覇王かのような存在が立っていた。

「そのチケット……私がもらうわ」

　三年前よりも遥かに筋肉が増大し、引き締まった身体と顔つきになった唇がとても特徴的な存在、タカコが強張った表情でクルルを睨みつけながらそうハッキリと宣言した。

「タカ……コ？」

　その存在を目まの当たりにした瞬間、レックスは驚愕の表情を浮かべた。一番最初に街を去ったレックスから見れば、この三年でいったい何があったと言いたくなるほどの威圧的な雰囲気を纏っていたからだ。思わず冷や汗を垂らしてあとずさりしてしまうほどに。

　そんなレックスの脳裏によぎったのは、「……これが、女性？」という考えだった。

「悪いわねクルルちゃん。これは……私のものよ」

　まるで、暴君が庶民から搾取するかのように、タカコはクルルが受け取ったチケットをピッと指で挟んで奪い取ると、タカコの姿を見るや否やなぜか無言で傍によって床に座り込み始めたケンタ・ウロスの上にドカッと座る。

　座ると同時に、「んぐほぉい！」と気持ちの悪い奇声をケンタ・ウロスがあげるが、そんなのは気にならないほどの、あまりにも突然すぎる帝王の降臨に全員が絶句した。

「タカコ殿……いったいどうされたのだ？　クルル殿からチケットを奪うほどに鏡殿のあとを追いたいのか？　まさか……店を私に任せて旅に出ていたのは……」

「その……まさかよ」

　つぶやかれたその一言で、その場にいた全員が戦慄する。

「この三年間で気付いちゃったのよ……私には、鏡ちゃんが必要だってことに」

　そして放たれた衝撃の事実に、クルルとアリスはショックを受けて青褪める。「まさか……そんな」と、勝つビジョンも負けるビジョンも全く見えない異様な相手を前に、無意識に一ひと滴しずくの汗を頰に垂らした。

　そう、タカコは気付いてしまった。鏡がいないと自分の恋路が全く進展しないことに。

　タカコはずっと、デビッドにアプローチをかけ続けていた。だが、何も進展させることができず、それどころかどんどんデビッドから女性扱いされなくなりつつあることに焦りを感じ始めていた。

　鏡がいた頃はそうじゃなかった。鏡のアイデアがデビッドの裏をかき、タカコが常に一枚上手でガンガン攻めることができていたが、今はその鏡がいない。常識人であるタカコには、常識人であるデビッドの裏をかくアイデアが思いつけず、何をやってもさっぱりダメな毎日を繰り返していた。

　そんなある日、タカコは聞いてしまう。デビッドがレックスに世界を救うために次の舞台へと行く準備をお願いしていたのを。そしてタカコは一考する。どうせこのまま独身で平凡な日々を過ごすだけで終わるくらいなら、修行して鏡のあとを追い、連れ戻してデビッドとの仲を取り持たせようと。

　それ故に、タカコも修行の旅に出ていたのだ。

「文句は言わせないわよ？　強い人が……行くべきでしょう？」

　そう言うと、タカコはおもむろにステータスウインドウを開いて見せる。

　そしてそこに記されていた数値を見て、その場にいた全員が驚愕を超えて困惑した表情を見せた。そこにはレベル２４５という、誰よりも強く規格外の数値がはっきり記されていたからだ。そこでレックスは理解する。自分が感じた威圧的な雰囲気は単純にタカコの強さから来ていたのだと。見た目だけじゃなく、内面の強さまで手に入れたタカコにもはや死角はないのだと悟った。

「２４５……って、タカコさん。いったいどんな修行したんですか？　タカコさんは武闘家でそもそも素手での戦いが強いでしょうし。鏡さんが教えてくれた方法でも経験値が得にくいでしょう？　それに……レックスさんやクルルさんも同じやり方で戦ってたのに」

「全身に重りをつけて……両手か両足を縛って常に片腕か片足だけで戦い続けた結果よ」

　女性がやるにはあまりにも過酷かつ想像を絶する修行方法を聞いて、その時の光景をイメージしてしまったティナは思わず、「聞かなきゃよかったー！」と後悔する。

「よ、よく死なずにそこまで強くなれましたね。元々修行はしてたんでしょうけど……！」

「愛が……私を強くしたのよ」

　その言葉でさらなる勘違いが生まれ、さらなるショックにアリスとクルルは表情をより青褪めさせ、二人は圧倒的な敵を前につけ入る隙はないのかと、おろおろしながら周囲を見渡す。

　そんななか、レックスは、「こんな凄いのと一緒に行かなきゃいけないの？　えぇ……」と、二人っきりになった時のことを想像して焦り始め、ティナは諦めたのかバー内の机に突っ伏し、デビッドはあまりにも衝撃的な怪物の登場に無表情のまま恐怖し、メノウは、「愛のために私はここで雑用させられてるの？」とまた違った意味でのショックを受け、パルナは一同の慌てっぷりに腹を抱えて笑いをこらえていた。

「っ……ふぅー……あーオモシロ。あれよ、魔法が得意なのが一人はいたほうが絶対いいでしょ？　レックスと鏡とタカコさんだと全員魔法が得意じゃなくてバランスが悪いし、行くなら接近戦が得意な人と遠距離戦が得意な人で行くべきよ」

　そこで、オロオロとするクルルとアリスが見てられなかったのか、パルナが笑いを必死にこらえて助け舟を出す。するとクルルとアリスは、「それだ！」と言わんばかりにタカコへと詰め寄り、チケットの所有権を主張し始める。

　そしてその必死さを見て、「仲間内で何を争ってんだか」とパルナは溜息を吐いた。

「ならレックスちゃんがお留守番ね。私のほうがレベル的に見ても上だし」

　タカコの提案にレックスは驚愕の表情を浮かべながら、「ちょっと待て」と抗議の輪の中へと入る。実際、タカコはレックスよりもレベルが高く、近接戦闘という面だけで見れば強い可能性があったが、本末転倒すぎるその提案を受け入れるわけにはいかなかった。

「じゃあ回復役がいたほうがいいんじゃないですかねー。ほら、タカコさんがいれば戦闘なんて問題ないでしょうし、傷を治すのが得意な人が一緒のほうがいいですよ！　私とか！」

「そうね……ならティナちゃん。一緒に行きましょう！」

「「ちょ、ちょっと待って！」」

　再び、回復役なら自分たちのほうがいいとクルルとアリスが主張し始め、バーの中はぎゃーぎゃーと誰が次の舞台に行くのがふさわしいのかで揉もめ始める。

「……提案があるのだが」

　そして暫くしたあと、いつまでたっても終わらない争いに痺しびれを切らしたのか、メノウがヤレヤレと溜息を吐きつつ、真面目な表情で揉める一同の中に割って入る。

「もしかしたらだが、全員で行けるかもしれん……『聖ひじりの森』に行けばな」

　するとメノウは、できれば提案せずに胸の内で留とどめておきたかった一つの方法を口にした。
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「いつまで浮かない顔をしてるんですかメノウさん。そんなに行きたくないならお留守番しておけばよかったじゃないですか」

「何を言う。私がアリス様を守らなければいったい誰がアリス様を守るというのだ？」

　メノウの問いに答えるようにして、ティナは黙ってタカコを指さす。指の先をメノウは目で追うと、何も言い返せないのか、誤ご魔ま化かすようにスタスタとティナから距離を離すようにそのまま歩き続けた。

　メノウの提案からヴァルマンの街を離れて一週間。現在一同は、王都の南側に位置する、海岸沿いに聳そびえるどこか爽やかな雰囲気が漂うくらいで特筆することのない小さな森、『聖の森』へと訪れていた。

『聖の森』に出現するモンスターは弱く、木々も密集することなくまばらに広がっているため、一同はまるでピクニックにでも来ているかのようなほのぼのとした雰囲気で道中を歩いている。

　一週間前、メノウが提案した全員が次の舞台へと行く方法とは、かつて鏡が『聖の森』から直接ダークドラゴンの住まうダンジョンへと侵入した時と同じ手段をとることだった。

「ていうか、なんであんたはそんなに嫌がってるのよ？　なんか理由でもあるの？」

「まあ……あるにはある。色々な」

　メノウが抱いていた不安は、ダークドラゴンという世界の管理者の存在への懸念だった。

　少なくとも、三年前にメノウが目にしたダークドラゴンはこの世界のルールを重んじており、明らかに実力は足りているのにもかかわらず、ルールだからという理由で鏡が次の舞台に行くのを躊躇ためらってもいた。

　そんなダークドラゴンが、ルールを捻ねじ曲げてこの人数全員を次の舞台へと運んでくれるかとなれば、可能性は低いとしか考えられなかった。何より、次の舞台に行けるのは人間だけとダークドラゴンが言っていたのをメノウは今でも覚えている。

　仮に、ダークドラゴンが考えを曲げて次の舞台へと運んでくれることになったとしても、それは魔族以外を対象にした妥協案である可能性が高かった。

　そうなれば、アリスとメノウだけがこの世界に残ることになる。鏡がいないだけでも充分に辛い思いをしていたアリスは、唯一残された心の拠より所を失い、再び寂しさに苦しむことになる。そう考えていたメノウは、この提案をできることならしたくはなかったのだ。

「だが……世界がリセットされれば我々は消えてなくなる。鏡殿だって無事に戻ってきて欲しい。ならば全員で行ったほうがいいのは当然の話……ダークドラゴンを説得できればだがな」

「ふぉっふぉっふぉ、お任せください。説得でしたら私が最も得意とするところ。私が必ずや皆さまを次の舞台とやらへお送りいたしましょう」

　不安がるメノウとは裏腹に、希望に満ちた表情でデビッドは意気込んだ。

「あれ？　なんかその口ぶりだとデビッドさんは来ないみたいに聞こえるんですが」

　デビッドのどこか他人ひと事ごとのような振る舞いが気になり、ティナは首を傾げた。

「私は皆さまと違ってレベルは一切上がっておらず、77のままですからな。行っても足手まといになるでしょう……それに、鏡様にカジノを任せられております。私は私が活躍すべき場所で、皆さまのお帰りをお待ちしておりますよ」

　その言葉を聞いて、タカコが目を見開いてショックを受け、対照的にメノウが少しだけ安堵した表情を浮かべる。

「あんた一人で大丈夫なの？」

「ええ、パルナ様はアリス様の傍にいてあげてください。アリス様とクルル様のこと……よろしく頼みますぞ？」

　まるでそんなの当たり前とでも言うかのようにパルナは嘲笑すると、そのままスタスタと『聖の森』の奥深くへと突き進んだ。クルルとティナとアリスの三人も、デビッドが来ないことに一瞬寂しげに表情を曇らせたが、「まあでも、帰ってくればいいだけだもんね」と気持ちを切り替えて、意気揚々とパルナのあとを追った。

「着いた……ここだ」

　それから数分ほど歩いて『聖の森』の中心部分に近付くと、位置を確認するかのようにメノウが周囲をきょろきょろと見回し始めた。探索するかのようにそこからさらに歩いて道を進むと、かつて鏡が穴を掘った場所であろう痕跡が残る地点へと到着する。

「……何もないが、師匠はここからどうやってそのダークドラゴンのいるダンジョンへと向かったんだ？　僕はあの時……王に捕まって洗脳されていたからわからないんだ」

「ここで間違いない。ダンジョンはこの場所の地下深くにある。鏡殿はかつてこの場所から地面を掘って、半ば強引にダークドラゴンの住まうダンジョンへと辿り着いたんだ」

　雨風によってかなり埋もれてしまってはいるが、未だ掘ったであろう痕跡が残る場所を指さし、「あれが目印だ」と告げる。すると、一度ここに来たことのあるタカコとアリスとティナの三人は、思い出したかのように手をポンッと叩いてここで間違いないことを確信した。

「なるほど……メノウがシャベルを持ってくるように言ったのは地面を掘るためだったのか。しかし……こんな場所の地下深くにダークドラゴンが住まうダンジョンがあるのに気付くとはさすが師匠だな」

　感心したようにレックスはつぶやくと、背負っていたリュックサックを地面に降ろし、縛っていたシャベルを手に取って、「あとは任せろ、僕一人で十分だ」と、その場にあった地面をせっせと掘り始めた。

　それからレックスは特に違和感を抱くことなく、次々に掘った土を積み上げていく。だが、その調子は長く続かず、掘り始めてから数十分がたって大きな穴ができ始めた頃、レックスの手がピタリと止まる。

「土が再生…………しているだと？」

　何事かと掘るのをレックスに任せて休憩していた一同は穴を囲むようにして集まり、穴の中で驚愕の表情を浮かべて立ち尽くすレックスに視線を落とす。そして全員が集まったのを確認すると、レックスは「見たほうが早い」と告げ、軽く地面を掘って見せた。すると、スコップで掘った場所が再生するかのように盛り上がり、一秒もしないうちに元通りに戻ってしまう。

「うわ、何これ……話には聞いてたけど、どういう仕組みでこうなってんのこれ？」

　不可解な現象に、パルナは口に手を当てて驚愕する。

「やはり三年前と変わらないか……ダークドラゴンの元に行くならまずそれをなんとかする必要がある。それもこの土は鏡殿が扱えるスキル、制限解除を使うことでようやく掘り進むことができるほどに再生が速い。我々だけで果たして掘り進められるかどうか……」

　眉間に皺しわを寄せながら、困った表情を浮かべるメノウの言葉を聞いて、レックスは額に汗を一滴垂らした。鏡が制限解除をしなければ掘り進めないという事実から、それがどれだけ難しいことなのか容易に想像できたからだ。

「メノウ……師匠はどんな風に掘り進んだんだ？　シャベルで掘ったのか？」

「素手を信じられないくらい高速で動かし、まるでモグラのように地面を掘って突き進んでいた。そして私はそんな鏡殿の腰に摑まり一緒になってダークドラゴンのいるダンジョンへと足を踏み入れたのだ」

　その時を思い出してかメノウは、「うっぷ」と口を抑えて表情を歪めた。そんなメノウの顔を見てレックスも表情を歪める。

「ものは試しだ……とりあえずやってみるか」

　意を決したのかレックスは唾を飲むと、歪めていた顔を一変させてピリッとした張り詰めた雰囲気を纏わせる。まるで挑戦するとでもいうかのようにシャベルを握り返すと、そのまま視線を地面へと向けた。

　直後、目にも止まらぬ速度で素早くシャベルを動かし、レックスは次々に土を穴の外へと舞い上がらせるが、盛り上がる土つち塊くれよりも早く掘ることができず、その場で謎のダンスをしているかのような滑稽な状況が数分の間続く。

「よし……諦めよう」

「やる気になってから諦めるの早くないですか？　ちょっと！　どこ行くんですかぁ！」

　そして数分後、レックスは何事もなかったかのようにシャベルを投げ捨てて穴の中から這い出ると、プライドをボコボコにされたのか何も言わずにどこかへと去ろうとする。

　慌ててティナとアリスが励ましの言葉をかけながら引き留めるが、自分がどれだけ滑稽な動きをしていたのかなんとなくわかっていたのか、レックスは近くにあった大木に腰を下ろすとガックリと肩を落としてうなだれた。

「いやーしかし、見事なまでに何の成果もなかったわね」

　再びパルナが穴の中を覗のぞくと、特に変わった様子もない光景を見てそうつぶやく。

　穴の周囲に土を積み上げただけで、穴の中は特に何の変化もなかった。

「どうしようもないだろう！　僕たちはまだ制限解除をする前の師匠ほどのステータスすら持ち合わせていない！　この中でステータスが平均的にバランスよく一番高いのは恐らく僕だ。僕にどうしようもないならもう諦めるしかないだろう？」

「タカコさんがいるじゃないですか。レベルもタカコさんのほうが上ですし……力と素早さだけならタカコさんのほうが上なんじゃないですか？」

　ティナの言葉に一同はタカコに視線を向ける。暫く黙ってじーっと堀り進めた穴を見つめていたタカコも、その視線に気付くや否や大きな溜息を吐いて首を左右に振った。

「無理ね。私も前に話は聞いて知っているけど、制限解除をしていない鏡ちゃんでさえ少ししか掘り進めなかったって聞いてるから。……私も少しずつなら掘り進められるかもしれないけど、この場にいる人数全員が通れる大きさの穴を確保するのはまず無理だし、そもそも私の体力が持たないわ。別の方法を考えるしかないわね」

　はっきりと告げられた不可能の言葉に、デビッドとタカコを除く全員がガックリと肩を落とす。そんな中、何か方法が残されてないかと諦めず、デビッドが穴へと飛び降り、再生する地面を軽く掘って土塊を手元に置くと、観察するかのように眺め始めた。

「……この地面を掘ろうと思えば再生が追いつかない速度で掘り進む必要があります。となれば、鏡様のように再生が追いつかない速度で次々に掘り進むか、圧倒的な力で地面を吹き飛ばし、破壊するようにして進むかのどちらかでしょう。無論、それは一人の力では無理です」

　方法は残されていないと告げるかのような言葉に一同は表情を曇らせる。せっかく一週間もかけて訪れたのに、何の成果もあげることができなかったことに不満を感じながら、諦めるかのようにレックスは１万ゴールドで購入することのできるアイテムを取り出し、握り締めた。

「お待ちください」

　アイテムを使って一人ダークドラゴンのいるダンジョンへと向かおうとするレックスを引き留めるが如く、デビッドが穴の中から這い出て策があるかのようにそう告げる。

「一人の力で無理なのであれば、この場にいる全員の力を使えばあるいは道を切り開けるかもしれません。というより……それ以外に方法はありません」

　それを聞いて、レックスはダンジョン行きのチケットを使おうとする手を止め、懐にしまって詳しく説明するように視線を向けて促した。

「恐らく皆さまはこの三年間の修行により、強力な技……もしくは魔法を身に付けられているかと思います。その技を交代で順番に地面に向かって撃ち放つのです」

　強力な魔法や技を発動するには、発動までにそれなりの時間がかかる。その間に土塊は再生してしまうが、順番に強い魔法や技を発動するなら再生の暇を与えずに掘り進むことができる。

　しかしクルルは理には適かなっているその方法を聞いて、なぜか不安げに思案顔を見せた。

「確かにそれなら一気に掘り進むことはできるかもしれません。ですが少なくとも……私の使える一番威力の高い魔法は広範囲に影響があるので、それを使用するとなれば魔法と技を発動する者同士が被害を受けないように、作った穴から離れる必要があります。仮にダンジョンまでの穴を開通できたとしても、飛び降りている間に再び土塊が盛り返してしまいませんか？」

「大丈夫よ」

　クルルの不安を振り払うように、タカコが肩をポンッと叩いて親指を立てる。

「最後の順番を私に回して皆で最後に穴の中へ飛び降りればきっと大丈夫。確かに飛び降りるタイミングはシビアだけど、私の攻撃は全部拳による攻撃だから周囲への被害は少ないし」

「確かに殴打であれば周囲への被害はないでしょうけど……殴打で掘り進めることができるとは思えません。タカコさんは防御力を無視するスキルを持っているので、こんな土塊なんてプリンのように掘り進められるのでしょうけど……」

「あら？　私のスキルは一つだけじゃないわよ？」

　タカコはクルルを安心させるかのような微笑を浮かべると、一転させて「はぁぁあああああああああ！」と、見るだけで腰が抜けてしまうほどに険しい表情で全身に力を溜め始める。徐々に筋肉が肥大化し、チャージブロウを発動するときに発生するオレンジ色のオーラに全身が包まれていくその姿は、傍にいたクルルが思わず腰を抜かすほどに恐ろしく感じられた。

「た、タカコさん……そのスキルはいったい？」

「え？　これはただ力を入れて身体を活性化させてるだけよ？　チャージもしてるけど」

　それを聞いた瞬間、身体に力を入れて初歩的な技であるチャージをするだけで人間離れしてしまうタカコに全員が目を点にする。クルルは額に汗を浮かばせながら、「タカコさん……」と憐れむように視線を逸らし、レックスは、「女……とは？」とただただ目の前に存在する筋肉の塊を畏い怖ふし、デビッドは鼻水を垂らして驚愕した。

「ほらほら、とにかく大丈夫だから皆準備しなさい！　全員でやれば……きっと鏡ちゃんの力に追い付けるはずよ。いえむしろ……そうじゃないと私たちが行く意味なんてないわ！」

　そしてタカコが力を溜めながらも檄げきを飛ばすと、全員の顔つきが変わる。

　助けに行くのに、助ける対象の力に及ばない可能性があってはならないと気合を入れ直し、各々は自分が使える最大級の魔法と技を発動するために、力を溜め始める。

「行くわよ！」

　全員が準備万端になったのを確認し、タカコが音頭をとると同時に、『聖の森』からかつてない威力の大爆発と煙が舞い上がり、地殻が振動するかのような揺れが襲った。







[image: ]







『よくぞ……全ての試練を乗り越え、わがもとに辿り着いた』

　仄ほのかに青緑色の光を放つ壁に包まれたドーム状の広大な空間。真っ白に輝く床の光を光沢のある黒い身体で鈍く反射させ、脈のように全身に巡らせた青紫の光が妙な神々しさを放っている巨大なドラゴンは、目の前に降り立った八人を見据えると、重々しい声色で脳内に直接響き渡らせるように言葉を放った。

『……随分とボロボロだな、道中にいた試練のモンスターにかなり苦戦したように思える』

「あ、いえ。このボロボロ加減は大体タカコさんのせいなのでお気になさらず。まあ、道中のモンスターも強かったですけど」

　ティナはげんなりとした表情で、ツインテールをがっくしと垂れ下げる。

　アリス、メノウ、レックス、クルル、ティナ、パルナ、デビッド、タカコの八人が『聖の森』からこのダークドラゴンの住まうダンジョンに辿り着いてから一週間が経過していた。

　一同はティナの回復魔法のおかげで傷こそないが、なぜか纏っている衣類から背負っているリュックサックにかけて、焼け焦げたかのようにボロボロの状態となっていた。

　そしてそうなってしまったのも、タカコがレベル２００を超えることで得られた新たなスキルのせいだった。




　スキル……気合噴火

　効果……体内に眠る生命エネルギーの力が、爆発する。




　一見、体内に眠る生命エネルギー、『気』と呼ばれている力を自在に扱えるようになるスキルに見えるがそうではなく、タカコが放つ気合の籠もった全ての攻撃が、たとえ空振りでも爆発が伴うというとんでもないスキルだった。

　無論、気合の伴わない軽いビンタやチョップなどに爆発は発生しないが、タカコが少しでも気合を入れて拳を振るったりすると、攻撃を当てた部位から爆発が発生してしまう。

　タカコ自身も全然コントロールができておらず、ここに来るまでの道中でタカコが拳を振るう度にモンスターと味方問わずに爆発が襲い、大きなダメージを受け続けてきた。

　タカコの防御力を無視するスキル『浸透する破壊の衝撃』と、爆発を巻き起こすスキル『気合噴火』は、とんでもない攻撃力を誇っており、とてつもなく頼もしかったが、結果的に一同はこうしてボロボロになっていた。

『そこの……金髪の者はいったい何があったのだ？　特に酷ひどいが……』

「よく気付いてくれた。もっとこいつらに僕の扱いが酷すぎる件について言及してくれ」

　八人の中で、特にボロボロなっていたレックスを見て、ダークドラゴンが少しだけ心配そうに困惑した表情を浮かべた。

　タカコを戦いのメンバーから外そうにも、パーティーの中で最も強いタカコを外すと苦戦を強いられてしまう。それは一歩間違えれば死の危険性もあったため、それならまだ爆発を受けていたほうがマシと一同はタカコを戦闘に参加させた。

　だが、タカコが発生させる爆発は距離を保っていれば大きなダメージにはならないとはいえ、それでも不意に距離を保てずに爆発を受けてしまうことがあった。そのため、一同はできることなら回復の手間を省くためにタカコの爆発を防ぎたいと考えた。

　そこで活躍したのがレックスだった。

　レックスがレベル１００になった時に覚えたスキルと、レベル２００になった時に覚えたスキルが、タカコが発生させる爆発との親和性が高かったからだ。




　スキル……スーパーアーマー

　効果……己が意志により地に足を固定させることができる。




　ダメージを防ぐことはできないが、どんな衝撃が起きても吹き飛ばずに耐えぬくことが可能なスキルと──、




　スキル……リベンジ

　効果……受けたダメージを蓄積させ、己が力を発揮すると共に上乗せする。




　受けたダメージを蓄積させて任意のタイミングで力を上乗せできるスキルにより、一同はレックスを盾にしてタカコの爆発を防ぐ暴挙へと出た。どんな強敵相手にも生きてさえいれば逆転勝利を狙えるいかにも勇者らしいスキルは、タカコから発生した爆発によるダメージを盾になることでその身に蓄積させ、タカコでも手に負えない強敵を一刀両断してきた。

　近距離で爆発しても吹き飛ばないレックスは盾としての安定性もあり、受けたダメージはそのまま戦闘に使えるという一石二鳥。タカコが爆発を発生させる度にレックスの背後に一列に並んで避難し続けたおかげで、一同は服をボロボロにするだけで楽にこのダークドラゴンの間へと辿り着くことができた。

「ふぉっふぉっふぉ！　ベストパートナーですなぁ！」

「デビッドさんはなんでちょっと嬉しそうなの？」

　まるで自分を受け入れるかのようなスキルを持ち合わせたレックスに対し、タカコが熱い視線を送っていたのを見て、つい数時間前にデビッドが、ターゲットが逸れたのではないかと嬉しそうな表情を浮かべていたのをティナは今も覚えている。

　そして一同がこのダンジョンに足を踏み入れることができたのも、レックスとタカコの二人のおかげだった。

　スキル『リベンジ』による力でダメージを蓄積するために、クルル、パルナ、アリスが放った魔法をレックスは痛みを顧みずにその身で受け、充分にダメージが蓄積したのを見計らい、叫ばなくても使える技、『真・剛天地白雷砲』に受けたダメージ分の威力を上乗せして放ち、最後にタカコが爆発の伴うチャージブロウを地面に放つことで、土塊が再生しきる前にこのダンジョンにまで通ずる穴を開通させられたのだった。

『ボロボロであろうとここに辿り着いたという事実に変わりはない。だが、随分と大所帯だな……一人見知った顔がいることから察するに、かの村人の知り合い、それも正規のルートではない方法でここに来たか？』

　心を見透かすかのような視線をダークドラゴンはメノウへと向ける。するとメノウは噓をついても無駄と早々に判断したのか、その問いかけにおとなしく頷き、ダークドラゴンは『やはりか』と、呆れたような表情をみせた。

「どうしてわかったんです？」

　いとも簡単に見抜いたダークドラゴンに対し、ティナは首を傾げる。

『簡単なことだ。かの村人との取り決めにより、魔王が倒されてここを誰かが訪れるであろう可能性は極めて低い。かといってこの場にいる人数分のチケットを手に入れるのはかの村人がいなくなったあとの三年という短い期間では不可能だ。そしてそこに、三年前……私の前に姿を現した魔族の男がいる。これだけの情報があれば充分であろう？』

「確かにそうですが……随分と落ち着いてますね。てっきり不正をするなと凄く怒られるかと思ってドキドキしたんですが」

　悪いことをしたという自覚があるのか、ティナは胸を手で抑えて安堵する。その様子を見たダークドラゴンはヤレヤレと首を左右に振り、『今更であろう』と溜息を吐いた。

『かの村人が見つけ出したあのルートは相応の実力がないと切り開けぬ。少なくともこの場にいるお主たちのうちの何人かは優れた力を持っているのだろう？　ならば我は認めよう。必ずしも正規のルートを通ってきた者だけにその資格があるとは限らぬと我は教わったのでな』

　その言葉が予想外だったのか、暫くダークドラゴンの圧巻の風貌を見て表情を強張らせていた一同も、ほっと息を吐いて胸を撫でおろす。

『それに……お主たちがいずれ来るのはわかっていたことだ』

「どういうことかしら？　まるで私たちの考えが全てわかっているかのような言い草ね」

　ダークドラゴンの不可解な言葉に、タカコが腕を組みながら怪け訝げんな表情を浮かべる。少なくとも、鏡のあとを追おうと考えたのは、鏡がいなくなってからのことだ。アリスとメノウとパルナに至ってはつい最近その意志を定めたばかり。それに対し、『わかっていた』という言葉はタカコ以外も不可思議に感じた。

『無論、この日にお主たちがやって来るということまでわかっていたわけではない。それに来ると予想したのも我ではない……かの村人だ』

「かの村人……鏡さんのことだよね？　鏡さんはいったい何をダークドラゴンさんに言ったの？」

　かの村人という言葉に、アリスは真っ先に反応するとダークドラゴンの元へと駆け寄る。

　先ほどまで自分の風貌に戸惑いを見せていたとは思えないまっすぐな瞳で見つめてくるアリスを見て、ダークドラゴンは改めて、『あの男はやはり面白い』と、恐怖を押しのけてしまうほどに想われている鏡の存在の大きさを確認した。

『知っているかもしれぬが、我の元に自力で辿り着いた者には願いを一つだけ叶える権利を与えている。そして我はかの村人にも同じように願いを叶える権利を与えた』

「鏡さんは……いったい何を願ったの？」

『お主たちがここに到着した時、仮にその手段が不正なルートであったとしても、全員を次の舞台へと送りこむことを許可して欲しい……かの村人はそう願った』

　その言葉に、一同はどうして鏡がそんな願いをしたのかわからず、困惑した表情を浮かべる。だが、その中でアリスだけ意図を理解したのか、嬉しさを抑えきれないかのように笑みをこぼしていた。

『もしも自分の帰りが遅くなった場合、お主たちが必ず助けに来てくれるとかの村人は確信していたのだ。そしてその時はきっと自分自身も苦戦を強いられているはずだと村人は言っていた。故に、村人はお主たちが来ることを強要しない形で願ったのだ』

　三年前にそんなやり取りがあったことに素直に驚き、一同は息を吞のむ。するとダークドラゴンは、『かの村人から伝言を預かっている』と、鏡から受け取った言葉をそのまま読み上げるように口を開いた。




『はよ助けて』




　その言葉を耳にした瞬間一同は、「鏡らしい言葉だ」や、「三年も前にこうなることを予測していたなんてさすが鏡さんだ」などの言葉は一切頭に浮かばず、ただただ黙って胸の内から高まる心地良い熱い何かに身を震わせていた。

　自分たちのために何かをするのではなく、ただ単純に、鏡が自分たちに助けを求めている。助けなんて必要ないと思えるほどに強く、いつも自分たちを守って戦ってくれていた男が、自分たちを頼りにしてくれている。自分という存在を求めてくれている。

　共に戦いたい。その強さに少しでも追い付きたい。助けになりたい。鏡を知り、そう考えたことのある者にとって、本人がそう思ってくれていることに嬉しさを感じずにはいられなかった。

『だが、かの村人がまだ生きているかどうかは我にもわからぬ。もう三年も前のこと……生きている保証はどこにもない』

「あー……やっぱり次の舞台って命の危険があるのね」

　死んでいるかもしれないと言われ、こみ上げてくる胸の熱さに酔いしれていたパルナも顔をぶんぶんと振り、冷静にそんな危険な場所にアリスを連れていくわけにはいかないと考え直す。

『当然だ。強き者を求めている……つまりはそうなる。もっとも、次の舞台のことに関しては次の舞台に赴いた者だけが知れることだ。何が待ち構えているかまでは我には言えぬ』

「大丈夫、鏡さんは生きてるよ」

　すると、何の心配もしていないのか、相変わらずはにかんだ笑顔を浮かべたままアリスはパルナに言葉をかけた。

「なんでそう言い切れるのよ」

「あの人は死なないよ。ボク……鏡さんを信じてるから」

　アリスから放たれたその言葉と笑顔を見て、パルナは仮に次の舞台がどれだけ危険だったとしても、この期に及んでアリスを引き留めることは無理だと瞬時に悟り、軽くやれやれと溜息を吐いたあと微笑を浮かべ、「そうね」とだけ答え返した。

『さて本題に入ろう。お主たちは次の舞台に行くことを望むか？　それとも……今一度地上へと戻り、平穏な日々を過ごすか？　……選ぶがよい。無論、これはかの村人の願いによる特例だ。お主たちは願いを叶えることなく次の舞台に行くことになる。それでも……行く意志を示すのであれば、我が傍へと寄るがよい』

　ダークドラゴンがその言葉を言い終えるとほぼ同時に、デビッドを除く全員が足を前へと進めてダークドラゴンの傍へと近寄った。一切の迷う素振りを見せず、まっすぐにこちらを見て突き進んでくる一同を目の当たりにしてダークドラゴンは少し驚くと軽く鼻で笑い、『当然か』と、どこか納得したかのようなつぶやきを漏らした。
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「ボクたちが今叶えたい願いは次の舞台に……鏡さんの元に行くことだよ」

　アリスの言葉に賛同するかのように、ダークドラゴンの元に足を進めた一同も小さく頷く。

『その者は……行かぬということでよいのか？』

「行くことが必ず鏡様のためになるとは限りません。私は……私にできることで鏡様に貢献するつもりです。少なくとも今の私が行ったところで無駄でしょう」

　デビッドはそう言って一礼すると、レベル77と表示されたステータスウインドウを表示する。そのステータスウインドウをダークドラゴンが視界に映すとどこか納得したように瞼まぶたを閉じ、『かの者も面白ければ、集まる者もまた面白い』と、笑みを浮かべた。

『よかろう。お主は我が力で地上へと送り届けよう。記憶も……そのままでな』

「お心遣い、誠にありがとうございます。そうしていただければ幸いです」

　まるで考えを見透かしたかのような言い草と配慮に、デビッドは少し目を見開いて驚く。

　メノウから聞いていたダークドラゴンのイメージと随分違っていることに、これもまた鏡の力によるものかと微笑を浮かべ、デビッドはそのまま頭を下げて一礼した。

『では、覚悟はよいな？』

　留まることを決意したデビッドも、行くことを決意した一同も、表情に迷いはなかった。

　まるで、今自分が何をするべきか、何が最善の行動なのかわかっているかのようにまっすぐとダークドラゴンに視線を向けると、一同は何も言わずにただ頷き返す。

「どうせ、あいつでも手こずるような敵が次の舞台にいるんでしょ？　そいつをぶっ倒してさっさと帰ってきましょう。デビッドも待ってることだし」

　自分たちと鏡の力が合わさればなんとかなる。そう確信しているのか、パルナは楽観した態度でそう言い切る。

『……事はそう簡単ではない』

「何よ？　違うの？　どうせ戦わなきゃいけないんでしょ？」

『それは……己が目で確かめてくるがよい』

　だが、不穏な空気を纏わせて否定するダークドラゴンに、パルナは怪訝な表情を浮かべた。

　その真意を問いただそうと口を開こうとするが、それよりも早く、ダークドラゴンの表皮に動脈のように広がっていた紫色の光が眩まばゆく発光し始める。その光は徐々に輝きを増していき、次第にこの場の広大な空間全体へと広がり、光で視界が埋め尽くされるほどに発光する。

　空間が光で覆い尽くされたあと、まるで搔かき消されたかのように光は消滅し、あとにはダークドラゴンと、呆けた顔でボーッと何が起きたのか理解しようと立ち尽くすアリスとメノウの二人だけが部屋へと残されていた。

『頼んだぞ……英雄たちよ』

「ちょ、ちょっと待って。皆は……皆はどこに行ったの？」

　まるで仕事を終えたとでも言うかのような口ぶりに、アリスは焦った表情を浮かべる。対するメノウは手を額へと置き、この事態を予想していたのか参ったかのような表情を浮かべていた。

『この世界に留まることを望んだ者は既に地上へ返した。そして……勇気ある英雄たちは次の舞台へと既に向かった』

　何が言いたいのかさっぱりとわからないのか、アリスは焦った表情を崩さないまま、首を傾げて困惑する。

「やはり……魔族である我々は前に言っていた通り、次の舞台には行けぬということか？」

　するとすぐさま、メノウが悟ったかのような口ぶりで、ダークドラゴンに問いただした。

『本来は行けぬ。だが……お主たちは例外だ。かの村人の願いにはお主たちも含まれている』

「どういうこと？　じゃあどうしてボクたちはまだここに残されているの？」

『落ち着くがよい。我がお主たちを行かせるつもりがないのであれば、既に地上へと返している。この世界に留まることを選択した者と共にな』

　二人はどういうことなのかまるで理解できず、困惑した表情を浮かべる。直後、ダークドラゴンはそんな二人のすぐ目の前にまで顔を近付け、その仰々しい眼めで二人を睨みつけ──、

『……話がある』

　同じ高さで面と向き合うことにより、今だけは対等な立場で話し合いをしたいとでもいうかのように、そう言った。
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『前へお進みください。前へお進みください』

　何度も繰り返される無機質な声を目覚ましに、アリスは閉ざしていた瞼まぶたを徐々に開けていく。すると、眩まぶしくもなく、かといって暗すぎるわけでもない心地良い白い光が視界いっぱいに広がった。

「ここ…………どこ？」

『前へお進みください。前へお進みください』

　変わらず無機質な声が響く空間にアリスは戸惑い、困惑した表情を浮かべる。

　アリスは、部屋の中央に設置された白い球体状の装置の中にある座椅子に座っていた。眠っている間は閉じていたのか、白い球体状にはふたがついており、今は開いて外に出られる状態にある。白い部屋の片隅には、自分がここに来る前に着用していた服と全く同じものが、まるで、奥にある通路に進む前に着ろと言っているかのように綺き麗れいに畳まれて置いてあった。

「……ていうか何でボク裸なの!?」

　全く状況が摑つかめなかった。つい先ほどまでダークドラゴンのいるダンジョン内にいたはずなのに、気付けば見知らぬ空間の中で素っ裸になって眠っていたのだから。

「ここが……次の舞台なのかな？」

　慌てて服を着用しながら、アリスは徐々に現状把握に努めようとする。アリスの記憶は、ダークドラゴンの力によって次の舞台へと送ってもらったところで途絶えていた。

「皆は……皆はどこにいるんだろ？」

　服を着替えたあと、アリスは繰り返される無機質な声に従って通路の奥にある扉へと駆け寄る。すると、扉は突然ガシュッと何かが擦こすれたかのような音を鳴り響かせ、自動的に横にスライドして開かれた。

　近付くだけで勝手に開いた扉に驚きつつも、アリスは警戒しながら扉の先へと足を運ぶ。

「……え？　何これ！　うわー……！」

　扉の先は通路が左右に続く場所で、正面に張り巡らされたガラス越しに外の光景を眺めることができた。そしてその光景を見て、アリスは目を輝かせる。

　太陽が輝く空は見えず、岩に包まれた広大な空間。なのに暗くはなく、まるで太陽が真上に昇っているかのように心地良い光にその空間全体が照らされていた。

　アリスが今いる場所はその空間の中でもかなり高所に位置するのか、広大な空間全体を見渡すことができ、下の方では人の暮らしが窺うかがえる見たことのないシンプルで無駄のない造りの建物や、今なお人が暮らしているのが窺える野営用のテントが敷き詰められるように広がっている。

　無論、それだけのことでアリスは驚いたりしない。アリスが驚いたのは見たこともない道具や物がここからでもわかるほどに広がっていたからだ。

　街の上空の所々に張り巡らされた鉄格子、その鉄格子に沿うように下側を移動する鋼鉄の箱。同じようにコンクリートで敷き詰められた道の上を、馬に乗って駆けるよりも速く移動する鋼鉄の箱。様々な色に変色しながら眩まばゆい光を放つ照明、何もかもが自分たちの知っている街の造りとは違っていた。

「アリス様……！」

「あ、メノウ！」

　外の様子をアリスがぼーっと眺めていると、通路の右側からメノウがほっと安あん堵どした様子で姿を見せる。

「安心しました……もしかしたらアリス様とは別の場所に飛ばされたのかと」

「相変わらず心配性だなぁメノウは……ん？　あれ？」

「どうされましたか？」

　どこかいつもとは違う謎の違和感に、アリスは怪しんだ表情でメノウへと詰め寄る。すると、まじまじと観察するかのようにアリスはメノウの顔を凝視した。

「わ、私の顔がどうかしました？」

「変っていうか……なんというか。何かが足りないというか」

　メノウはダークドラゴンに飛ばされる前と同じくいつもの服装で、礼装にも見えるサーコートに身を包み、上半身に合わせた紺色のズボンを穿はいている。見た目に特に変わった様子はなく、唯一違う点をあげるとすれば、角を隠すためにいつも身に着けている帽子を今は被かぶってないくらいだろう。

「………………あぁ！　角がない！」

　下から順にメノウの変化を探ったアリスはそこでようやく違和感の正体に気付く。いつも帽子を被って隠していた角が、メノウの頭から綺麗さっぱり取り除かれていた。

　アリスは驚きょう愕がくした表情を浮かべると、思わず指をさして声を張り上げる。

　指摘されたメノウも、「角がない？」と半信半疑になりながら自分の頭部へと手を触れ、何度か自分の頭を撫なでた後、驚愕の表情でぶわっと汗を浮かべる。信じられないのか、メノウはさらに頭に手を触れると、「角が……ない!?」と言ってショックを受けていた。

「馬鹿な……魔王様にも立派だと褒めていただいた私の角がない!?　ま、まさかアリス様も!?」

　そこでアリスは、置かれていた服の中に、魔力を抑える布がなかったことに気付く。

　すぐさま後頭部につけたリボンの下にあるはずの、ちょこんっと垂れ下がった角へと手を触れてみるが、ペチペチと宝石のように艶めいた赤い髪を叩たたくだけで、角らしき物体を確認できずに終わる。

「つ、角がない！」

　角がないことがわかった途端、アリスはメノウと違って落ち込んだりはせず、逆に嬉うれしそうに笑顔を浮かべ、「やったー！」と飛び跳ねて喜びを表現してみせた。

　魔族の代名詞とも呼べる角がなくなったことを喜ぶアリスに、メノウは魔族であることがそんなに嫌だったのかと一瞬困ったような表情を浮かべるが──、

「これで、ボクが鏡さんと結婚したとしても、誰にもとやかく言われないね！」

　アリスのその一言ですぐに微笑へと変える。

　少し複雑な気持ちにはなったが、素直に嬉しそうな表情を浮かべるアリスに対し、メノウは感慨深そうに、「そうですね」とつぶやいた。

「でも、メノウに角がないとどこかの貴族の人みたいに見えるね。ボクはいつもリボンで角が隠れてたから何も見た目は変わらないと思うけど」

「貴族……あんな下げ賤せんな者たちと一緒にされるのはいささか不満ですが、一応褒め言葉として受け取っておきます。それにそれを言うならアリス様こそ大富豪の令嬢……いや、天使？　っく……女神にしか見えません」

「メノウの目、大丈夫？」

　何も変わらないと言った直後のメノウの発言に溜ため息いきを吐ついた後、アリスはとりあえずボーッと突っ立っていても仕方がないと提案し、メノウと共に通路の左側へと歩き始める。

「しかし、ここはいったいどこなのでしょうか？　次の舞台なのは間違いないのでしょうが……どうして我々はあのような場所で目覚めたのでしょう？」

「ボクに聞かれてもわからないよ。部屋をバラバラにされてた理由もわからないし。それに皆だってまだ見つかってないし……どこにいるんだろ？」

　数分にわたって通路を歩き続けるが、同じ見た目のドアや置物が続くだけで、いつまでたっても出口らしき場所は見えてこなかった。あまりにも変わり映えしない通路に退屈し、アリスは途中からガラス越しに見える外の光景を眺めながら移動をし始める。

　するとアリスは、何かに気付いたかのように突然立ち止まり、ガラスに手を当ててボーッと外の光景を凝視し始めた。

「この光景を……どう思いますか？」

　不意にそんな質問がアリスの背後から放たれる。

「見たことがないものばっかりで正直どう言葉で表現すればいいかわからないよ。鋼鉄の箱とか、空を移動する乗り物とか、街の雰囲気だってボクの知らないものばかりだよ」

「ならばなぜ、あなたはそんなにも複雑そうな顔をしているのです？」

「……見たことないはずなのに、ボク、知っている気がするんだ。あの乗り物も、この街の雰囲気も、どこかでそれに近い何かを見ていたような……不思議な感じ」

「なるほど、世界をよく観察していないとその感覚には浸れない。……素晴らしいですね」

「……っメノウ？」

　どこか異様な雰囲気を感じ取り、アリスは慌てて背後へと振り返る。すると、そこにいたはずのメノウの姿はなく、代わりに白衣にも見える服に身を包み、こちらにむけて不敵な笑みを浮かべる細身の男性がすぐ背後に立っていた。
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　アシンメトリーの長い黒髪が顔を半分包み隠し、どこか怪しい雰囲気を出しているにもかかわらず、見ているだけで落ち着いてしまう優しさに溢あふれた顔立ちをしており、そのせいか何を考えているのかがわかりにくい。

　そんな男性を前にして、アリスは思わず警戒して身構える。

「知っていて当然です。ここは日本。あなたが住んでいた国、ヘキサルドリアの元となった場所でもあるのですから」

　すると細身の男性は、当然とでもいうかのような微笑を浮かべ、神話で存在していた滅んだはずの国の名前を言葉にした。

「あなたは……誰？」

「僕の名前は西さい条じょう來くる栖す。そうですね……あなたにとって僕は、お父さんみたいなものかな？」

　その言葉を聞いて、思わずアリスは顔を引きつらせる。

「いやぁ、そこまで露骨に嫌がられると少し傷つきますねぇ。事実なのに」

「僕のお父さんは一人だけだよ。初めて会った人にお父さんを名乗られたくないかな」

　警戒しながらアリスはきつい言葉を返すと、なぜか來栖は嬉しそうに笑みを浮かべた。

「ここに来た者たちは皆同じことを言います。あなたも同じことを言うんですね……ふふ」

　まるで子供のような無邪気な笑顔で、來栖は暫しばらく一人でクスクスと笑い続ける。

　何に対してそんなに嬉しそうな顔をしているのかわからず、アリスは不用意に動こうとはせずに息を吞のんで來栖が言葉を続けるのを待った。

「さて……聞きたいことが山ほどあるでしょうが、先にここを訪れた者全員に必ず伝えているこれだけ言わせてください。ようこそアース……地球へ」

　聞き慣れているはずの言葉を耳にして、アリスは思わず首を傾かしげた。

　自分が知っているそれとは、微妙に違っていたからだ。

「アース？　アースクリアじゃなくて？　ここは僕たちが住んでいた世界とは違うの？」

「根本的には同じ……でも全く異なる世界とでも言いましょうか？　あなたたちが住んでいた世界、アースクリアが夢だとすれば、今あなたと僕がいるこの世界、アースは現実」

　敵意を剝むき出しにして警戒していたアリスも、その話を聞いて警戒を解き、困惑した表情を見せる。情報を提供してくれていることから、襲い掛かってくるような敵でないのはわかったが、話の内容がアリスにはさっぱり理解できなかった。

「いいですねぇその表情。頑張って考えたけどわからないという顔をしている」

「もったいぶらずに教えてくれればいいのに……ところでメノウはどこに行ったの？　あなたがメノウを隠したんでしょ？」

「彼は少し我が強そうでしたので、先にメインホールへと送り飛ばしました。顔を合わせただけで暴れられても困りますからね。ちなみにあなたとこうして二人だけで会話をしてるのはとてもシンプルな理由ですよ、魔族と……話をしてみたかったんです。魔族がここに来るのは……初めてのことですからね」

　だが、「ですがもう満足しました」とつぶやくと、突然指をパチンと鳴らして來栖の足元とアリスの足元に円形状の青い光を発生させる。

「何度も説明するのは面倒なので、ここから先の話は皆さんがいる場所でさせていただきます」

　足元に出現した青い光は徐々に上昇し、アリスの身体からだを包み込む。直後、アリスの視界は一瞬にして先ほどまでとは違う別の風景へと移り変わった。

　そこは、先ほど來栖が言葉にしていたメインホールと思わしき広く薄暗い空間で、ずっと待っていたのか、タカコ、レックス、ティナ、クルル、パルナ、メノウの姿もあった。

「アリス！」

　アリスの姿を見るやいなや、安堵した表情を浮かべてパルナがすぐさま傍そばへと駆け寄る。そのまま確かめるようにぎゅっとアリスを強く抱きしめると、「変なことされなかった？　大丈夫？」と保護者かのようにアリスの無事を確認した。

　そんなパルナに続くようにして、ほかの者もアリスの傍へと駆け寄る。

「アリス様……ご無事でしたか。何かされたりはしませんでしたか？」

「うん、大丈夫だったよ。メノウも大丈夫みたいだね」

　角のないメノウに慣れていないせいか、突然目の前に接近してきた人間にしか見えない美青年にアリスは一瞬びくっとあとずさりすると、すぐさま誤ご魔ま化かすようにはにかんだ笑顔を見せる。その様子を見て、「そうなりますよねぇー……」と、同じ反応をしてしまったのかティナが苦笑して視線を横に逸そらした。

「あー……でも良かったわ。メノウだけがここに来たからあんたに何かあったんじゃないかって話してたのよ。あのわけのわからない男に変なことされなかった？」

「失礼ですね。僕は誰かれ構わず手を出すような畜生ではありませんが？」

　不意に背後から声が聞こえ、アリスの両肩を摑んでいたパルナは険しい表情になりながら背後へと振り返る。するとそこには、來栖が皮肉ったかのような笑みを浮かべながら、やれやれと溜息を吐いていつの間にか立っていた。

「あれ？　今度は飛び跳ねないんですね？　最初に顔を合わせた時は随分と面白い反応をしてくれましたのに……つまらないなぁ」

「二回も同じ登場の仕方をされて驚くほど、あたしの肝は小さくないのよ」

　そう言いながらも、パルナは身構えて徐々にあとずさりをしていた。それを見て満足そうに笑みを浮かべると、來栖は一同から距離を取って両手を大きく広げる。

「さて改めまして、ようこそ皆さん！　次の舞台……アースへ！　随分と久しぶりの英雄さまたちのご登場、それも同時に七人も……丁重におもてなしさせていただきますよ」

　丁寧ながらもどこか軽さの感じられる口調で來栖は活き活きと言葉を並べる。

　すると、余裕の笑みを浮かべる來栖とは逆に、一同は警戒した様子で來栖へと視線をぶつけた。

「いやー皆さん、見事に笑いませんね。心配しなくても何もしませんし、何も起きませんよ？　それに僕はあなた方にとって協力者であると言ってもいい」

「協力者だと言うなら答えて頂戴……ここは、いったいどこなの？　アースって言っていたけど。私たちの住んでた世界……アースクリアと何が違うの？」

　不安を搔かき消すかのように、タカコはずっと気になって仕方がなかったことを言葉にする。一同も同じことを疑問に思っていたのか、賛同するかのようにウンウンと頷うなずいた。

「アースクリアは……この世界、アースで起きてしまった『最悪の悲劇をなかったことにして』作られたもう一つのアース、人類が最後に希望を見出した避難場所。……疑似世界」

「……どういうことだ？」

　まるで、自分たちは存在していない世界から来たかのような言い回しに、レックスは表情を強こわ張ばらせる。だが、來栖は含みのある笑みを浮かべてレックスを横目で見ると、「話には順序というものがあります」とだけ伝えてその問いに答えることはなく、言葉を続けた。

「既に人間が住めるような環境ではないのですよ……アースは。アースクリアと違ってね」

「え、でも……さっきガラス越しに外を見たけど、普通に生活をしていたよ？」

　先ほど、むしろアースクリアよりも文化の発展を遂げた生活を営む人々の光景を目まの当たりにしていたアリスは來栖の言葉が信じられず、思わず首を傾げる。

「それはここだけの話。なぜ、ここが岩に覆われた地下深くに存在しているかわかりますか？　地上に出れば……僕たちは即座に殺されてしまうからですよ」

　冗談で言っているようには見えない真顔で放たれたその内容に、一同は息を吞んだ。

「そもそもここは、日本の都心、東京都の中心部に存在します。あなた方アースクリアの住民でたとえるならヘキサルドリア王国の王都、ヘキサルドアにいると言えばわかりやすいでしょうか？」

「あれ？　日本……それに東京って、ヘキサルドリアのかつての名称じゃない」

　それは、誰もが知っている神話の物語で登場するヘキサルドリアのかつての名称だった。ここがその神話の世界の舞台であるという來栖の言葉に、パルナは思わず額に汗を浮かばせる。

「ちょ、ちょっと待ってよ、じゃあここは……過去の世界だって言うの？　ヘキサルドリアになる前の世界ってこと？」

「いいえ、アースとアースクリアは全く異なる別の世界です。でも、無関係ではなく、強い関係性がある……その認識を強めるために、アースクリア内は、アースに存在する物や名称をちらつかせているのですよ。……神話という扱いにして、ここに来た時に早く理解できるように」

　それを聞いた時、アリスは先ほどガラス越しに外を見た時に抱いた違和感を思い出していた。

　來栖の言葉通り、この世界はどこかアースクリア内に存在していた物と似通っている部分がある。むしろ、この世界に存在する物が、アースクリア内に無理やり交じっていたのだとアリスは考えた。

「たとえば……どんなものがちらつかされてたの？　ゲームセンターとか？」

　思い返せば、違和感のある場所はたくさんあった。ゲームセンターもその一つだ。初めて知った人間の街の中で、どうにもあれだけ浮いていたからだ。

「ゲームセンター……あれも一応そうですが、もっとわかりやすい部分で説明するならアースとアースクリア内の各大陸の地形に変わりがないところなどでしょうか？　外の状況や雰囲気はアースクリアと異なりかなり危険な状態ですけどね。安全なのはここと、アメリカとロシアにある避難シェルターくらいでしょう」

「……アメリカ……ロシア？　私、聞いたことがあります」

　アメリカ、そしてロシアという言葉を聞いて、クルルは真っ先に反応を示した。同じくどこか聞いたことがあるのかパルナも思案顔を見せる。

「かつてアメリカと呼ばれていた国、グリドニア。そして、ロシアと呼ばれていた国、フォルティアと言えばわかりますか？」

　そこまで言われてクルルとパルナは顔をはっとさせて思い出す。王都の図書館内にある本を読み漁あさった二人には、その二つの国が何を意味しているのかがわかったからだ。

「かつて１９６カ国以上はあったとされるアースクリアは、魔王とモンスターの出現により、たった３カ国しか存在しなくなった。その内の一つがヘキサルドリア王国、残りがグリドニア王国とフォルティア王国の二つ……まさか……この世界も？」

　アースクリアと強い関係性があるという発言から察して、クルルは顔を強張らせる。

「さすが賢者さま。察しがいい……考えている通り、この世界も既に日本、アメリカ、ロシアの三カ国しか存在しませんよ。ほかは既に滅び、生き残った者たちはこの避難シェルターへと逃げ込みました」

「いったい何が……この世界で何が起きたんですか？」

　その言葉に、來栖は無表情のまま黙りこくった。そのまま暫く、まるでその悲劇を思い出すかのようにどこか暗い雰囲気を纏まとわせた。

「君たちは……モンスターという存在をどう思いますか？」

　そして放たれた突然の問いかけに一同は困惑する。

　あまりにも不可解な問いかけに一同は顔を見合わせると、すぐに答えは決まっていると信念の籠こもった眼まな差ざしでティナが手を挙げ、「敵です。言葉も通じないやばい相手です」とはっきりと答えた。

「君たちはそのモンスターを見たらどうする？」

「倒せる相手であるなら倒します。一人では無理でも力を合わせれば倒せる場合にも倒します」

「倒せなかったら？」

　まるで問い詰められているかのような物言いに、ティナはビクッと身体を震わせると思わずそそくさとレックスの背後へと隠れる。そして額に嫌な汗を浮かべながらピョコッと顔を出すと、「こんな感じに逃げます」と気まずそうに答えた。

「アースの現状というのはつまりそういうことです。アースクリアの住民でない全ての人間は……君たちの世界でいうレベル１だと考えてくれればいい。それも村人という役割のね」

　そこまで言われてようやくタカコは理解する。なぜ自分たちが英雄と呼ばれたのか。どうしてこの世界の住民はそのモンスターを、アースクリア以上に脅威としているのか。

「数百年も前……奴やつらは突然現れた。当時の人類の科学力で作られた兵器でも太刀打ちできない力を持った奴らは、瞬く間に人類を蹂じゅう躙りんしました。奴らは生身で、兵器を持った人類に対抗できる力を持っていた……兵器を持たない人間が勝てるわけがなく、兵器も全ての人類に行き渡るほどの数あったわけではありませんでした。ましてや人型兵器、スーパーロボットでも苦戦するような相手にどう勝てばよいのか……当時の科学者たちはお手上げ状態でしたよ」

　当時の阿あ鼻び叫きょう喚かんの絵図はなんとなく想像できたが、聞いたことのない単語に思わず一同は首を傾げる。すると來栖は、「まだ兵器とかそういう話は君たちにすべきことじゃなかったね」と申しわけなさそうに苦笑した。

「まるで見てきたかのように言うのね」

　パルナはそう言うと怪け訝げんな視線を向ける。

「おっと、勘違いしないでください。そういう映像がこの施設に残っているだけで、僕が見てきたわけじゃありません。とにかく、突然現れたそいつらに人類は蹂躙されたんですよ……まともに戦えていたのは、新人類、ミュータント、超越者と呼ばれていた者たちくらい……」

「何なの……ミュータントとか超越者って？」

　再び放たれた聞き慣れない単語に、アリスは首を傾げて問いかける。

「進化した人類とでも言えばいいでしょうか？　体組織の進化によってあなた方がもつスキルのような特殊な能力や、通常の人間よりも数倍から数百倍の力を持つようになった者たち。つまり……君たちの先輩ですよ」

　その言葉に一同は動揺する。それは、自分たちの世界では何も不思議なことではない当たり前の存在だった。そしてそれを先輩扱いするということは、自分たちもそれに該当する進化した人類であり、この世界に存在する普通の人間とは異なる存在であるのを意味していた。

「結局のところ、いくら優れた兵器があっても、使う人間が弱ければどうしようもないってことを彼らが証明したのですよ。とはいえ、彼らの力をもってしても……」

「ちょっと待て、僕たちの先輩だと？　どういうことなんだ……僕たちはいったいお前たちにとって何なんだ？　アースとアースクリアの関係性とは何なんだ！　はっきりと教えてくれ！」

　レックスの言葉に同意見なのか、レックスに合わせるように一同は頷く。すると來栖はヤレヤレと首を左右に振り、「仕方がないですね」とつぶやくと、指をパチンと弾はじいた。

　直後、薄暗い空間を照らしていた仄ほのかな灯あかりが徐々に消え去り、部屋は光のない真っ暗な空間となる。そして、何も見えない状況にうろたえるよりも早く、一同の足元からオレンジ色の光が溢れ出した。

　すぐさま足元に視線を落とすと、そこには、底が視認できないほどに深く大きな円形の穴が広がっていた。一同は空中に浮遊しているかのようにその穴の中を見下ろしてその光景を目に焼き付ける。穴の中の中央には、穴全体の半分以上は占めるであろう巨大な柱のような装置が鼓動するかのように光を放っていた。穴の側面には、小さなカプセル状の装置が無数に設置されており、その一つ一つがオレンジ色の仄かな光を放っている。

「何ですか……これは。何なんですか!?」

　その光景を視界に映したティナが、突如腰を落としてその場にぺたんっと座り、取り乱した様子で言葉を漏らす。それ見ていた來栖は、ティナのその慌てぶりが予想通りの反応だったのか、満足げに笑みをこぼした。

「それだけ慌てているということは気付いたんでしょう？　それで……合ってますよ」

　來栖がそれだけ告げると、理解したのかティナは目を見開き、信じられないとでも言いたげに口を押さえて真下に広がる光景に視線を向け続ける。

「ティナさん、いったいどうしたのですか？　何をそんなに慌てて……」

「……わからないんですか？」

　あまりの慌てぶりにクルルが心配して駆け寄ると、ティナはわなわなと肩を震わせて、指を真下に見える無数のカプセルのうちの一番近い場所へとさした。

　一同はその指の先を追ってカプセルへと視線を向ける。カプセルは鼓動するかのようにオレンジ色に発光する特殊なガラスに包まれており、中の様子はよく見えない状態だった。

　一同はティナがいったい何に驚愕しているのかいまいちわからず、暫くカプセルを凝視する。

　だが、カプセルが放つ光が最も強まったその瞬間、ティナが気付いたであろうそれにタカコも気付き、目を見開いて驚愕の表情を浮かべた。
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「人が……人が中に？」

　言われて、まだ気付いていなかった者もカプセルを凝視し続けてそれを確認する。

　カプセルにはタカコが言った通り、人らしき影が映っていた。いや、人としか思えない姿と形、それがカプセルの中を浮遊するかのように滞在している。それを、光が最も強まった瞬間に視認できた。

　そのまま穴の中に広がる無数のカプセル全てに人が入っていることに気付くと、パルナとクルルはティナと同じように、目を見開いて口元を押さえる。

「おっしゃる通り、あの中にいるのは人間……それも」

　まるで一同の恐怖心を煽あおるかのように來栖は言葉を溜める。だが、言われるまでもなく一同にはそれが何を意味するのかが理解できた。

　ヘキサルドリアと同じ場所に存在する国、日本。真下に広がる無数のカプセルとその中に存在する人間。そして自分たちがこの世界で目覚めた時に存在した白い球体状の装置が下に広がるカプセルと酷似しているということからわかる真実、それは──、

「アースクリア内にいるヘキサルドリア王国の住民……その全てがあそこで眠っています」

　自分たちが、気付かないうちに檻おりの中に閉じ込められ、虚偽の人生を過ごしていたということを物語っていた。

「中央に存在する巨大な柱、あれこそがアースクリア。人類が最後に見出した希望の一つ」

　その時、一同はまるで走馬燈を見るかのように、鏡がいつか言っていた言葉を一つずつ思い出していた。ステータスという概念、役割という名の適性、まるで強くなるように仕向けられているかのような世界の作り。その全てが、この事実へと収束していく。

「凄すごいな……凄いや。鏡さん」

　その世界を疑って抗あらがっていた鏡の考えが何一つ間違っていなかったことに、アリスはショックを受けながらも、改めてその存在の特殊性に感銘を受けた。
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　現実世界『アース』。そして仮想世界『アースクリア』。アースクリアとは、アースで起きた最悪の悲劇をなかったことにして作られた世界。アースで暮らすことが不可能になり、行き場を失った人類たちが眠る場所。そしてもう一つ、人類が再びアースで暮らせる日々を願われて作られた最後の希望でもある。

　かつて人類は最悪の悲劇が訪れたその時、己が無力さを思い知った。

　だが同時に、その悲劇に抗う過程で、人類に対して希望も抱いた。全ては、まるで歯が立たなかった人類の英知の結晶、科学による兵器よりも、進化した人類による力の方が圧倒的に上回っていたことから始まる。

　当時、ミュータント、ヒーロー、新人類、超越者と呼称されていた、総じて超人と呼ばれる進化した人類たちは、その最悪の悲劇に対して果敢に立ち向かい、善戦した。

　結果的に敗北してしまった超人たちだったが、その戦いぶりは人類に大きな希望を抱かせた。そして誕生したのが今のアースクリアだった。

　元々アースクリアは、奴らの侵攻により、アースでの生活が不可能になることを早々に見越した人類が、記憶だけの存在になったとしても生き延びたいと願って作り出したただの仮想世界だったが、人類は超人たちの活躍から希望を見出し、その仮想世界を利用して、人類を進化させる仕組みを入れ込んだ。

　本来、肉体だけを進化させた人造人間を作ったとしても、その肉体にはそれを制御するだけの知能と精神が伴われず、暴れるか、そもそも機能しないか、もろく崩れ落ちるかのいずれかの運命を辿たどるしかなかった。

　知能と精神は、肉体が成長する過程で養われる。作られて生まれたばかりの人間には、その身に余る肉体をどう扱えばいいのかも、どうして自分がそこにいるのかも理解できなかったかからだ。

　だが、アースクリアを用いれば、人造人間のように肉体を進化させながらも、その肉体の扱い方をアースクリア内にいる精神と記憶だけの存在である自分に反映させることで、学ばせることができる。

　アースクリア内にいる自分に進化した肉体を反映させることができても、肉体にあまりにも急激な変化を与えると、アースクリア内にいる精神と記憶だけの存在はその身体の変化についていけずに壊れてしまう。

　また、肉体そのものを作り変える進化には、それに応じた代償として、激しい苦痛が伴う。

　筋肉をつけるために辛つらいトレーニングをするように、肉体を進化させるには身体に痛みや疲労を与え、時には毒を投与してその耐性をつけさせたり、肉体を傷つけて細胞の再生を促す必要があった。痛みと苦しみを超えるほどに人間は進化を重ねて強くなったのだ。

　だが、それには肉体にその痛みや苦しみを受けていると認識させる必要があった。本来であれば、アースに存在する肉体へのダメージを、アースクリアに存在する精神と記憶だけの存在に伝えないようにするはずだったが、当時の科学者たちは身体がそれを認識するようにリンクさせた。全ては肉体に進化を促すため。

　しかし、問題があった。痛みと疲労感を不用意に与えてしまうと、アースクリア内にいる精神と記憶だけの存在は突然謎の痛みに襲われることになる。そして理不尽なまでの痛みに精神が追いつかず、やはり壊れてしまう。

　つまり、アースクリア内にいる精神と記憶だけの存在には、己が行動によって肉体にダメージを受けているという自覚症状をもたせる必要があった。

　それ故に、アースクリアは自身が強くなることを選択するのが最も暮らしやすい生活を送れるような環境となり、危険を促す存在としてモンスターと魔族が作り出された。




　だが、それでもまだ問題があった。




　アースクリアに収納された一千万人にも及ぶ人間たちを進化させたとしても、その全てをアースに出すことは不可能だったのだ。

　問題は二つ。一つは奴らによって蹂躙し尽くされたアースにはもう、一千万人を養えるほどの食料も住む場所もなかったということ。

　そしてもう一つは、アースクリアで育った人間は劇的な変化の伴う肉体の進化を行ったが故に、アースクリアと肉体を繫つなぐ身体を維持するための培養液に満たされたカプセルの中でしか生きられなかったこと。

　アースクリアで育った人間がアースという環境で生きていくためには、それ相応の身体の調整が必要になる。その時に使用する薬品には限りがあり、全ての人間にその調整を行うわけにはいかなかった。仮に、肉体の調整なしにアースへと出れば、培養液に守られ外気に触れたことのない肉体は、急激な環境の変化に耐えきれず崩壊してしまう。

　そのため、アースに出るべき存在は、慎重に選ぶ必要があった。選ばれた優れた能力を持った存在のみが外へと出られるよう、魔王という力を示すための最終目標と、戦い以外の才能を示すための１万ゴールドで得られるアイテムがアースクリア内に用意された。

　才能のない者は、アースクリアが作り出された本来の目的通り、安寧の地として暮らすことができ、才能を持った者は己が意志で戦うように仕向けられ、このアースへと召喚される。

「それが……君たちの住んでいたアースクリアという存在の全貌」

　そこまでの説明を受けて、一同は絶句した。まさか自分たちがモンスターと戦っていた理由が、自分の身体を進化させるためだけにあったとは、思いもしなかったからだ。

「……どうして」

　全ての説明を受けて驚愕する一同の中で、一人パルナだけが拳を震わせて声をあげる。

「ねえ……仮にあたしたちが仮想世界の住民なら……死ぬ必要なんてないでしょ？　なんで……なんで殺しちゃうのよ！　止められるはずでしょ!?」

　その時、パルナは悲しげな表情を浮かべながら來栖に詰め寄った。

　自分が生きていた世界が精神と記憶だけの世界だったことを知り、大切な人を失ったことのあるパルナはもう帰ってこないとはわかっていながらも、そう言わずにはいられなかった。

「先ほども言いましたが、進化には肉体と精神の状況を一致させる必要があります。……全人口一千万人を対象に、死ぬギリギリのところで助けるなんて不可能です」

「なんでよ……できるはずでしょ！　あたしたちの身体にダメージを与えるのが自動的なら……死にそうな人間を自動で助けることだって……！」

「アースクリアにはどうあがいても一千万人を超える人間を作り出すことはできません……新たな生命を生み出すには誰かの死が必要となります。確かに、その仕組みを入れようと思えば入れられたのかもしれませんが……」

「何言ってんのよ……そんなの、そんなの知らないわよ！」

「仮に、もし死ぬのを恐れるのであれば、死のリスクから遠ざかった生活を送ればいいだけのことです。君が誰を想って取り乱しているのかはわかりませんが、死のリスクのあることに挑戦し、死んだのであればそれは自然なことではないですか？　結果的に死んだから異論を唱えているのであればお門違いです。村人の役割を持った存在を村人だからと殺さないのは、アースクリアが元々人類の安寧の地として作られたからなのですよ？」

　はっきりと告げられた言葉に、パルナは表情を曇らせて口くち籠ごもる。

　來栖の言葉通りだった。死のリスクを冒した結果師匠は死んだ。それは仮想世界だからといえ関係なく、危険だとわかっていたのに行動に移してしまったその者の咎とがでしかなかったから。

「一ついいかしら？　あなたの話の通りだとするなら……私たちもそのミュータントとか新人類とかの先輩と同じく、進化した人間ってことになるのよね？」

　タカコは、悔しそうに口を閉ざしたパルナの肩に優しく手を置くと來栖にそう問いかける。その問いに來栖はその通りと言わんばかりに微笑を浮かべると、小さく頷いた。

　それを聞くと、タカコは至って冷静に感慨深く「……そう」とだけつぶやいた。

　タカコにはわかっていた。たとえ閉じられた仮想の世界で生きていたとはいえ、そこでの日々は確かに存在し、自分の中で何かが変わったわけではないと理解していた。何より今大事なのは、自分たちの立場を知り、この先どうするか、それを的確に判断することであると、誰よりも早く現実を受け止めていた。

「もう気付いているとは思いますが、君たちがどのような優れた進化を辿れるかどうかの適正を表したものこそが役割です。肉体に特化したもの、知力に優れたもの、さまざまな可能性を総合的に評価し、役割が決められます。そして、進化を重ねた証あかしとしてレベルという数値が上昇し、ステータスとして表現されます。君は……どれくらいのレベルだったんですか？」

　來栖の問いにタカコは、「２４５よ」と答える。すると來栖は嬉しそうに笑みを浮かべ、「素晴らしい」と手を叩いて称賛した。

「私たちが進化した存在だとしても……役に立たないんじゃないかしら？　特に私なんて……魔法を使えないもの。身体だけが強い人たちなんて今までたくさんいたんでしょ？」

「ええ、確かにあなたくらいのレベルの方々なら今までたくさんいましたよ。ですがあなたは一つ勘違いをしている」

「勘違い？」

「ええ、魔法なんて代物は、別に進化した人間じゃなくても使えるんですよ？　あれは……体内の魔力を使用して現象を引き起こす力。まあ……一応それも超能力の一つですが、人間にそもそも備わっている力です。もっとも、アースクリアの住人はそれを自在に扱えるよう、魔力の量が多くなるように進化させてはいますがね」

　一同はその言葉に困惑する。仮にそれが本当だとすれば、今までこのアースへと召喚された自分たちよりも遥はるかに高いレベルに至ったであろう者たちに成し遂げられなかったことを、自分たちができるとは思えなかったから。

「身体も同じです。我々はその進化した身体に近しい力が持てるようにする道具……兵器がある。確かに優れた身体を持つ者は兵器も燃料もなしにそれと同等の力を持つので多大な戦力にはなりますが、それでも……革新的な力であるとはいえない」

「なら……あなたは私たちの何に期待をしているのかしら？」

「進化とは……何だと思います？　ミュータントとは？　新人類とは？　超越者とは？」

　不可解な言葉が來栖から飛び出し、一同は眉間に皺しわを寄せる。だが、その中でメノウとタカコだけが納得した様子で「……なるほど」と感慨深くつぶやいていた。

　タカコは同じ役割を持った同じ人間がなぜ生み出されるのかという観点から、メノウは、人間にはあって魔族には存在しないその特殊性からそれに気付く。

「仮に……魔法が誰にでも使える力だと知れ渡った環境があって、その環境の中で進化したと呼ばれる人たちがいたとするなら、魔法なんか目じゃないくらいそう呼ばれるだけの特殊な力を持っていたとしか考えられないわ。つまり私たちでいう……スキルのことね」

「ご名答、その通りです。かつて、前線で戦った彼らにはそれぞれ特殊な力が一つありました。それはどんな兵器よりも強力でしたが……彼らには足りないものが多すぎた。身体能力の高さも、魔法を扱えるだけの魔力も、特殊な能力だけではどうしようもないほどに弱かったのです。何より彼らは一つしか特殊能力を持っていなかった。……それに引き換え君たちはレベルに応じて複数の特殊能力……スキルを持つことができる」

　言い終えたあと、來栖は「とはいっても、二つ以上のスキルを持つ人は稀まれですけどね」と付け足すようにぼやき、軽く溜息を吐いた。

　それを聞いてレックスは自分の身体をまじまじと見つめ、すぐさまクルルに風の魔法で自分を吹き飛ばすように頼んだ。直後、至近距離でクルルはレックスに爆風を巻き起こす魔法を放って吹き飛ばそうとする。だが、レックスの身体はスキル、『スーパーアーマー』の力により吹き飛ぶことなく、その場に立ち続けた。

「素晴らしい……それが君のスキルの力ですか？　スキルは人によって全く異なる能力が手に入ります。どういう能力がどういう条件で手に入るかはわかりませんが、一度得てしまえば解析はできる。アースクリアのメインコンピューターが、君のそのスキルの効果をステータスウインドウを通して教えてくれたでしょう？　よければ僕にも教えてくれませんか？」

「その前に答えてくれるかしら？　そのスキルを持つ存在をあなたたちは欲しているのなら、どうして……レベル１００にならないとそのスキルは手に入らないの？　あなたの話だと私たちの進化は痛みや苦しみを伴うことにより起こる現象……その成長の仕方も人によって違う……ならいつその特殊な能力が手に入るかなんて、数値で管理できるものじゃないはずよね？」

「素晴らしい考察です。タカコ・ビルダーさんでしたか？　これからどれほどの成果をあげてくれるか今から楽しみですよ。……ええ、君の言う通り、スキルは普通に進化させるだけでは身に付きません」

「なら……何なの？」

「スキルはかつて新人類、ミュータント、超越者と呼ばれていた者たちの身体を解析して得た、その特殊な能力を開花させられる特殊な遺伝子を注入することで身に付きます。ですが、それを常人に注入すればこれまた肉体が耐えきれず、崩壊が起きてしまう。その遺伝子に耐えうるだけの強きょう靭じんな肉体が必要なのです」

　それを聞いて、タカコは自分の手元に視線を向けた。そして、握り拳を作っては開いてを繰り返し、納得したかのように、「なるほどね」とつぶやくと、地面へと拳を打ちつける。

　直後、タカコの拳から小さな爆発が巻き起こった。再び納得したように頷いて來栖へと視線を向けると、「確かにこれは、普通の人が使えば腕がもぎとれるわね」と言い切る。

　來栖も見たことのないスキルだったのか、巨大な身体から放たれたとんでもない一撃に、少し冷や汗を浮かべると、「本当に……楽しみです」と苦笑いを浮かべた。

「ちなみに、レベル１００毎ごとにその遺伝子を注入しているのは、特殊な力を持っている者にさらにそれを与えるのは身体に負担が掛かりすぎるからです。まあ、最大でも三つのスキルを持った者しか僕は見たことがありませんが」

　それを聞いて、一同はほぼ同時に鏡を脳裏によぎらせる。來栖の話からするに、鏡は十一個というかつてないほどの量のスキルを持っていたことになる。なのに、今來栖は「最大でも三つのスキル」と、鏡という存在を知らないかのように言葉を放ったからだ。

　同時に、來栖からいつまでたっても鏡の話があがらないのが一同は気になった。

「ねえ……鏡さんは？　鏡さんはどこに行ったの？」

「鏡……？　はて、どっかで聞いたことがあるような気も……覚えてないですね」

　微笑を浮かべながら答え返した來栖の素振りから、明らかにわざと忘れた振りをしているのがわかり、アリスは少し不機嫌そうに頰を膨らます。そのあとすぐ、なだめるようにパルナが前に出てアリスの頭をポンッと叩くと、來栖に鋭い睨にらみをぶつけた。

「私たちが来る前に一人……ここに来た村人がいるはずよ。私たちは希望といわれるほどに稀き少しょうな存在なんでしょ？　そのうちの一人を忘れたなんて言わせないわよ」

「ふふ……冗談ですよ。そう睨みつけないでください……怖い怖い。ええ、もちろん知ってますよ、今からちょうど一年前にここへと訪れた村人……名前は確か鏡でしたね」

「一年前……？　何言ってんのよ、鏡が私たちの元からいなくなったのは三年前のはずよ」

「そういえば言ってませんでしたね。アースとアースクリアでは時間の流れが違うんですよ」

「……は？」

　あまりの不可解な言葉に、思わずパルナは困惑した表情を浮かべてアリスに視線を向ける。すると、アリスも信じられないといった驚きの表情でパルナに視線を返した。

「アースクリアはアースの三倍の速度で時間が過ぎます……我々アースの住民も次の希望が現れるのを待っていられないのですよ。とはいえ、体感時間は一緒ですので別に問題のある話ではないと思いますが」

「ちょ、ちょっと待ってよ。じゃあ今こうしている間にもアースクリア内は三倍の速度で時間が過ぎてるってこと？」

　パルナの言葉に、來栖はあっけらかんとした笑顔を浮かべて、「はい、そうですよ」と返す。

「アースクリア内の人間が外に出た時、身体が崩壊してしまう原因の一つがそれです。三倍の速度で成長した身体を、アースに適応させるために調整を施します。あ、安心してください。皆さんがアースで生活しても私たちと変わらない速度で年をとりますので」

「年の話なんてどうでもいいわよ！　……いや、どうでもよくはないけど。もし私たちがアースに帰りたい時はどうすればいいの？　今、私たちの身体がこっちの時間の流れに合わせられてるなら、戻った時におかしなことになるわよね!?」

「そこは安心してください。ちゃんと私が責任をもって再びアースクリアに身体の体感時間と成長速度を合わせて戻して差し上げますよ。ただ……再び戻すには調整が必要となります。正直、調整が行える人数は限られていますので……せっかくアースに呼び出したのにそのまま帰られてはこちらとしても困ります。帰られるとしても……それに見合った働きをしてもらわなければなりません」

　言葉で帰れるとは言っても、全く帰す気がないのが感じ取れる來栖の物言いに、パルナは表情を歪ゆがめる。一発ぶん殴ってやろうとパルナは來栖に詰め寄ろうとするが、なぜかクルルとアリスが意気揚々にパルナを押しのけて來栖へと詰め寄った。

「こ、こっちでまだ一年しかたってないってことは、か、鏡さんはまだ二十四歳ってことですよね？　私たちの元から離れた時はまだ二十三歳でしたし！　私は今二十一歳ですから……三歳差しかないってことですよね!?」

「ぼ、ボク、年の差が十歳離れててもいいやって思ってたけど……これならクルルさんも認めてくれるよね？　ボクが今十六歳だから……七歳差で結婚するなんて普通のことだよね？」

「いいえ、認めません」

「えぇ……」

　時間の流れが違うことに焦あせるどころか、なぜか嬉しそうに笑みを浮かべながらそんな会話をし始めた。唐突に始まった二人の会話と質問に來栖も、「いや……知らないですけど」と額に汗を浮かばせる。時間の流れについてそんなに気にした様子でもない二人の微笑ほほえましいやり取りに、変に気にしすぎて取り乱してしまったとパルナも反省し、ヤレヤレと軽く溜息を吐いた。

「まあ、どっちにしろ鏡と一緒じゃなければ帰るつもりもないし、今はとやかく言うのはやめとくわ……クーちゃんもなんか喜んでるみたいだし？　それより、話が逸れちゃったけど……あいつは、鏡はどうしたのよ？」

　そしてパルナは本題に入ろうとする。だが、來栖はその質問を受けるとどこか残念そうに溜息を吐き──、

「血まみれの希望。僕は彼をそう呼んでいました」

　感慨深くそうつぶやく。

「血まみれの希望？」

「ええ、彼が収容されていたアースクリアへと繫ぐ装置……カプセル内は、常に彼の血で赤く染まっていました。……生きているのが不思議なほどにね」

　それが何を意味しているのか、一同は言われずとも理解する。村人でありながらレベル９９９に上り詰めたが故の代償としか思えなかったからだ。

「僕は彼が来るのをとても楽しみにしていました。実際彼は村人という不遇な役割でありながらこの地へと辿り着いた。１万ゴールドを集めてここに来たとはいえ……村人、進化の適性がないと言われた存在がここに辿り着いたのは今までになかったことでしたから」

　それを聞いて一同は首を傾げて疑問を浮かべる。まるで、鏡に秀ひいでた実力がなく、１万ゴールドのアイテムを購入することでここに来たと言っているようだったから。

「彼には期待しましたよ。村人という不遇な存在とはいえここに辿り着いたのは事実、もしかしたら変わらないこの世界を変えられる何かを持っているかもしれないと。ですが……」

「ですが……なんなのよ？」

「いえ……彼がどうなったか気になるなら、僕からではなく実際傍で戦いを共にしていた者に聞いたほうがよいでしょう？　この施設の案内と……アースの現状を説明するよう、使いの者に伝えてありますので、気になるのであればそちらからどうぞ」

　來栖はそう言うと、この部屋に来る時と同じようにして再び指をパチンと鳴らし、足元に円形状の青い光を発生させる。

「どこ行くのよ？」

「少々長く話し込んでしまいました。僕は別の作業があるのでこれにて」

　パルナが引き留めようとするも、仄かに青く光るそれが徐々に上昇して來栖の身体を包み込むと、次の瞬間には來栖はこの場から姿を消していた。

　そこで一同は気付く。先ほどタカコがスキルの力を見せるために地面を殴りつけた時、來栖が驚いた表情を浮かべていたことに。少なくとも、鏡の力を知っているのであれば、タカコの力は強力とはいえど、あそこまで驚愕したりはしないはずだった。

「あの人……鏡さんの本当の実力を知らないのかな？」

「それはわからないけど……とにかく今は鏡ちゃんがどうなったのかの確認が先決よ。全く……別に誰から聞いてもいいから鏡ちゃんがどうなってるか教えてくれればよかったのに」

　タカコは溜息を吐きながら、視線を真下に存在するアースクリアの装置へと向ける。あの中で眠り続けるうちの一人だったことに恐ろしさを感じながらも、タカコはあの中で眠っていたほうが幸せだったのかもしれないとも考えていた。

　鏡が憤いきどおりを感じていたとおり、アースクリアの世界の仕組みは作られて成り立っていたものだった。だがそれは、そうでもしないと倒せない相手がいるということを裏付けており、タカコは今までに味わったことのない危険が待っているのではないかと不安に感じていた。

「タカコさん……大丈夫ですか？　凄い汗ですが」

「……ありがとうクルルちゃん。ちょっとだけ、ちゃんと無事に帰れるか心配になっただけよ。こんな時……デビッドさんがいてくれれば…………！」

　不安な気持ちを払ふっ拭しょくするためか、タカコは頰を紅潮させて脳内で白馬に乗ったデビッドを想像し始める。見ているだけで逆に不安な気持ちにさせられたため、クルルは無表情になるとそのまま黙って傍を離れ、未だ地面に座って真下に広がる光景を眺め続けるティナの元へと向かった。

「私たちがいたアースクリアが仮想世界で、半分の目的が人類の安寧のために作られたのなら……どうして皆、平等な条件で生まれてこないんですかね、クルルさん……」

「……ティナさん」

「なんとなくはわかるんです。きっと……ありのままの生活環境を築きたかったんだと思います。きっと、大昔のこの世界、アースの状況も今のアースクリアと変わらなかったんでしょうね。でも……でも、こんなのあんまりじゃないですか」

　かつて、親を失い孤児として教会に育てられたティナは、辿ってきた人生の過酷さ、辛さを脳裏によぎらせながら、その辛さが作られて用意された世界での出来事だったことに憤りを感じ、悔し涙を浮かべていた。その様子を見て、どうして真下に広がる光景にティナが異様な驚きを見せていたのかにクルルは気付く。

「神なんて……いなかったんじゃないですか。何が……安寧ですか！」

　孤児として教会で育ったティナは神を信じ、神の導きにより救われていたのだと思っていた。だが実際はシステムで管理された作られた世界で生きていただけだった。ティナは、自分以外にもたくさんの孤児が救いを求めているのを知っている。望んでもいないのに作られた世界で生まれ、辛い日々を送らされているのを知っている。肉体の進化なんて、別に本人は望んでいないのに。

「あんたが泣くなんて珍しいじゃない、ティナちゃん」

　あまりの悔しさに頰に涙がこぼれ落ち、嗚お咽えつが漏れそうになったその瞬間、ティナの頭に優しくポンッとパルナの手が置かれる。

「……作り物だったんですよ？　私たちの世界は！　全部噓うそっぱちだったんです……このアースを救うために身体の進化をもたらすための！」

「あたしはそうは思わないけど？　全部が全部……噓ってわけじゃないじゃない？　その証拠にほら、あたしがここにいんでしょ？」

　パルナはそう言うと、次にティナの身体を優しく抱きしめた。自分の存在がそこにちゃんとあるのだと伝えるように。

「あたしに言う資格はないかもしんないけど、あたしたちが過ごした時間まで噓だったわけじゃないでしょ？　鏡があたしたちを繫ぎ止めてこうして一緒にここに来たんじゃない。その記憶まで噓っぱち？」

　パルナの言葉にティナは抵抗することなく、パルナの胸に埋うずめた小さな顔を左右に振る。

　すると、パルナに続いてレックスもティナに近付き、賛同するかのようにティナの右肩にポンッと手を置いて笑顔を浮かべた。

「パルナの言う通りだ。そもそもアースクリアで師匠との出会いがなければここに来ることも、僕たちがここまでの強さに上り詰めることもなかった。それに認めたくはないが、きっと僕は師匠に会わなければ己がうぬぼれによって魔王に殺されていた……間違いなくな。でも僕はこうして生きている。だから自信を持て。過ごしてきた日々まで噓だったわけじゃない。たとえ噓の世界だったとしてもな」

　レックスの力強い励ましを受けて、ティナは周囲に視線を向ける。すると、全員が温かみのある優しい眼差しでティナを見つめていた。パーティーを共にしたことのあるレックス、クルル、パルナだけでなく、敵として対たい峙じしたことのあるメノウとアリスとタカコも心配無用とでも言いたいかのような優しい表情を浮かべていた。

「我々魔族がこうして皆と共にいられるのも、鏡殿との出会いのおかげだ。そして我々は今その鏡殿に助力するためにこうしてここに来ている。噓っぱちだなどと悲しいことを言うなティナ殿。これから何があるかわからない……気を引き締めて参ろう」

　メノウの言葉に、パルナの胸に顔を埋めて泣いていた自分が急に恥ずかしくなったのか、ティナは慌ててパルナから身体を離し、涙を服の裾で拭い取る。そのあとすぐに少し腫れた目で笑顔を浮かべ、「そうですね……私たち、仲間ですもんね」と、言葉にして今ここにいる仲間たちは偽りない真実であると安堵した。




「あーいたいた。あんたたちかい？　新しくこの世界に辿り着いた英雄様たちってのは？」




　その時、真下から放たれていたオレンジ色の光が突然遮断され、部屋の中全体が闇に包まれる。その直後、背後にあった扉が開かれたのか、バァンッと力強い音と共に女性らしき一人の声が部屋に響き渡る。部屋の中に開かれた扉から眩い光が差し込むと、それを後光にして一人の女性が一同のいる部屋の中へと入り込んできた。

「おほぉ！　凄いねぇ！　こんな一度にたくさん出てきたのは初めてじゃない!?　テンション上がるねぇ……テンション上がるねぇメリーちゃん!?」

「上がらねえよ……何興奮してんだ」

　最初に部屋の中へと入ってきた小柄な女性の背後から、ピョコッと軽快な足取りでパルナくらいの高身長の女性が部屋へと入り込む。差し込む光で姿はよく見えなかったが、女性と思われる二名がそのまま一同へと近寄ると、目の前で立ち止まった。

　徐々に視界に慣れ、一同はようやく小柄で荒っぽい口調の女性の全貌を捉える。橙だいだい色に輝く艶やかなセミロングの髪、まるで人形のように整った小顔のフェイスライン、まるで貴族の令嬢かのように端麗な容姿にもかかわらず、その眼差しは何度も死地を経験したかの如く鋭く、狼おおかみのような眼をしていた。
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　服装も鋭い目に合わせたかのようにバンダナが首元に巻かれ、手には黒のグローブ、身動きの取りやすそうな半袖のカーディガンとＴシャツ、藍色の短パンと灰色のブーツを身に着け、素肌の見えている太ももには見たことのない形のホルダーを装着し、そこには鈍い光を放つ黒い物体が差し込まれている。

「今回は粒揃ぞろいじゃないか。そこの金髪のイケメンのあんた……佇たたずまいからして勇者だろ？」

　小柄な少女は小さな唇をにやつかせるとレックスへと近付き、物色するかのようにレックスを見回してそう言い放つ。突然現れた二人に警戒しながらも、レックスは下手に動くことなく相手の出方を待った。

「そこの藍色の髪のあんたは……魔法使い？　いや……服装からしてまさか賢者？」

　小柄な少女は信じられないといった顔つきでクルルへと視線を向ける。少女からの問いにクルルは頷いて返すと、少女は「うっそ!?」と喜んだ様子でクルルへと飛び跳ねるように近付いた。

「あは……！　まさか勇者と賢者がセットで来てくれるなんて！　しかもそこの筋肉質なあんたは武闘家でしょ？　そこの白い服の子は絶対に僧侶！　そこのグラマーなあんたは言うまでもなく魔法使いだろうし……凄い……凄いパーティーじゃないか！　こんなに戦闘に特化した役割を持った連中が出てくるなんて！」

　すると小柄な少女は、さっきまでの緊迫した空気感を解き、興奮した様子で一同を見回し始める。その様子を見てヤレヤレと溜ため息いきを吐つきながら、背後に控えていた背の高い女性は一同へと一歩近付いた。

「結局メリーちゃんのほうが興奮してるじゃん」

「うるせえ！　私の代でこんな凄い連中が来てくれるなんて思ってなかったから、ちょ、ちょっと感動しただけだっての……」

「おほぉ……！　照れちゃって、かわいいねぇメリーちゃん」

「撃ち殺すぞてめぇ」

　パルナくらいの身長のある女性は、まるで何かの作業員かのような服装をしており、上半身はヘソを見せた黒色のタンクトップ、少しダボダボな草色の作業服のズボンとそれに合わせたかのような貧相なブーツ、腰元には工具が入っているのがわかるポーチを下げ、背中には巨大なスパナが背負われている。

　地味な服装に反し、顔は親しみやすいパッチリと開いた紺色の瞳、思わず目を向けてしまう派手な薄桃色のショートヘアにはゴーグルが着用され、容姿もメリーと呼ばれる女性に劣らず整っており、パルナに負けずバストがあるせいか、地味なのに派手な印象を受ける不思議な格好をしていた。

「いやはや急にごめんね？　あたしは皆の案内役を任せられた坂さか上がみ油ゆ機き。油機ちゃんって呼んでくれたらいいから。それでこっちの小さいのがメリーちゃん」

「ちゃん付けするんじゃねえ。私はメリー・マズメリアだ。メリーでいい。……よろしく」

　メリーと油機が自己紹介と共に軽く頭を下げたことにより一同は警戒を解き、各おの々おの先に名乗った二人に対して自己紹介を行う。

「メノウさん……それとアリスちゃんか。気になってたんだけど二人の役割は何なの？　メリーちゃんも二人のことはスルーしてたし」

「我々は魔法使いだ。パルナ殿とクルル殿に比べれば劣るがな」

　油機の突然の問いにアリスは困惑したが、メノウは迷う素振りも見せずにそう言い放つ。

「あー……確かに言われてみればそれっぽいかも。服装があまり見たことがなかったからわからなかったや」

　來栖の話を聞いたあと、メノウはこの世界での立ち回り方を一番初めに考えた。

　魔族である自分は、あのアースクリア内には本当は存在しない。存在しないはずなのに、この世界に生まれた。正体を明かしたくない理由は色々あったが、今はそれを気取られたくなかったメノウは、そういって誤魔化した。何より魔族であることを明かしても、無用な混乱を招くだけだと考えたから。

　アリスも、どうしてメノウがそういうことにしたのかをすぐに悟り、「うん、そうだよ」と笑みを浮かべて返す。

「とことん攻撃特化のパーティーね。それより……クルルだっけ？　あんたヘキサルドリアって言ってたけど……それって国の名前だよな？　あんたもしかして……管理者？」

「いえ、私は管理者じゃありません。それは……お父様のことです」

「へぇー……とんでもないのが外に出てきたじゃん。まあ王国の管理者ってアースクリア内にいる人間がやるから、出てきても変じゃないけど」

「そう……なんですか？」

「あんた何も知らないんだな。人間の管理者はアースの事情とか、アースクリアの事情の全てを知れる代わりに王って役割になるんだ。まあ同時にアース側の人間に管理されることになるから、下手なことをすれば殺されちゃうんだけどね。あんたがもし王の役割をもって生まれていたならそうなっていたかもよ？」

　予想外の真実に、クルルは絶句する。かつては自分を洗脳して魔王討伐に向かわせようとしていたとはいえ、その重すぎる責任に耐え続けていた日々の苦しさを想像し、「……お父様」と、クルルは感慨深くつぶやく。同時に、自分は父親をその苦しみから解放するためにここにいるのだと、使命感を抱かせた。

　思えば、王に心酔していたミリタリアも、それを知っての行動原理だったのだろう。

「人間社会をまとめて思い通りに動かすなら、同じ人間で絶対的な権力を持った存在がやるのが一番なのはわかるけど、自分の父親がそういうのに縛られてるってのは娘のあんたからすれば辛いよな。とっとと解放してやるために、あんたもこれから頑張ってくれよ」

　気遣うように放たれたメリーの言葉に、クルルはきょとんとした表情を浮かべる。

「な、なんだよ？」

「いえ……優しいんですね」

「なんだよ、普通のことだろ？　生きたいように生きられないとか、かわいそうだろうが」

　メリーはどこか気恥ずかしいのか顔を背けると、「わかったらついてこい、案内してやる」と言い放つ。まだ出会ったばかりだが、なんとなくメリーの人間性を窺うことのできたクルルは、微笑を浮かべると言葉に従い、素直にメリーのあとを追って部屋を出た。
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「あんたたちにはこれからここで暮らしてもらうことになる。ここは、人類が最後の希望を託して作った避難地下施設の一つ……ノアだ」

　メリーに案内され、アースクリアの装置が眠る、ノアの中心に位置する建物から出ると、一同は見たことのない作りの家屋や、道具が使われている街の光景に感銘を受ける。岩壁に囲まれた地下施設にもかかわらず、広大な敷地を保有していることに素直に驚いてみせた。

　しかしよく見れば、目新しいのは家屋と、街の上空と通路を行き来する鋼鉄の箱や、様々な光を放つイルミネーションなど外見のみで、街の中を行き来する人々の服装や、路上に出店している人たちの活気は自分たちが知っているそれとほとんど差はなかった。

　どこか街の雰囲気がヴァルマンの街と似通っており、一同は不思議な感覚に包まれる。

「てっきり街の住民も見慣れない服とか着てたり、道具を使ってるのかと思ったけどそうでもないのね。私たちとそんなに変わらないじゃない」

　アースクリアと比べて変わり映えしない人々を前に、パルナは少し残念と頰に手を置きながら溜息を吐く。

「あーそれね、アースクリアにも電気ってあったでしょ？　電気を作り出すためのジェネレータが高価すぎてゲームセンターとカジノ以外では使われてなかったやつ。ノアの施設も同じで全員に電気を行き渡らせることができないから、使用する旧文明の機械は絞ってあるんだよ」

「旧文明の機械？　何だそれは？」

　油機の言葉にレックスが首を傾げる。機械という存在を知っているが故に、それがアースとアースクリアでどれほどに違いがあるのかが単純に気になったからだ。

「ほら、道路を走る電気自動車とか、あの鉄格子の上を走ってるモノレールとか、街全体を照らし続けている照明とかのことだよ。遥はるか大昔に作られた旧文明の道具がそのまま残されてるんだ。でも旧文明の機械って物によっては大量の電力を消費するから、ノアで生活をする皆にはできるだけ使わないように暮らしてもらってる感じ」

　そう言いながら、油機は道を走っていた鋼鉄の箱などを指さす。使われているものこそ見たことのない旧文明の機械を用いていたが、それでもどこか見覚えのある感じがするのは、その街の在り方がヴァルマンの街と非常に似ているからだとレックスは気付いた。

　今思えば、昼夜問わず眩い光を放つカジノやゲームセンターは、街の中ではあまりにも異質な存在だったのだろう。來栖が、アースクリアはアースと強い関係性があることを認識させるためにアースにあるものをちらつかせていると言っていた意味を実際に目まの当たりにすることで、一同は理解した。

「確か……外は危険なのよね？　あの商人まがいなことをしてる人たちはいったいどっから物を仕入れてるのかしら？　こんな地下で見つけられる資源なんて限られてるはずでしょ？」

　ふと抱いた疑問を、タカコは油機にぶつける。

「あれは……商人を演じてるだけだよ。お察しの通り、こんな地下深くで見つけられる資源なんてほとんどないから」

「どういうこと？」

「ノアにいる人たちには窮屈な生活をしてもらう代わりに、食料品や物資は少量だけど全員に行き渡るようにしてるんだけど、その物資で物を作ったり、食料品をそのままお店に並べることで商人まがいなことをしてるの。でもああいうの助かるんだよ？　自分はいらなくても他の人が必要な物資とかを効率よく行き渡らせられるし、何より……あたしたちはちゃんと人として生きてるんだって、いつか外でこういう生活ができたらいいなって、思い直せるから」

　どこか悲しげに感慨深くつぶやく油機の言葉を聞いて、タカコは商人たちが並べる品が、とても商品として扱えるような代物じゃないことに気付いた。

　同様にアリスも、目についていなかった部分に徐々に気が付いていく。街の暗い路地裏には、貧相な格好でまるで生まれてきたことを後悔するかのように座り込む人々。まだ希望を抱いているのか、路地裏から顔をこっそりと出して、その街の活気が本物であると信じ込む子供たち。よく見れば、路上で出店している人たちの目もどこか虚うつろで、わずかな希望を信じて無理やりそれを演じているかのように見えた。

「色とりどりに変化して街を照らしている旧文明の照明があるでしょ？　あれ、ちょっとでも気を紛らわせられたらって取り付けられたんだって。今じゃ子供たちにしか効果ないみたいだけど」

「路地裏にいる子供たちと比べて、商人まがいなことをしている人たちや、油機さんやメリーさんたちと服装に違いがあるのはどうしてなの？　格差があるのかな……？」

「ううん、自分たちで用意したかどうかだけ。ほら、物資は配ってるって言ったでしょ？　たまに布とかも大量に手に入るから、それを支給した時に自分たちで服を作ったり作ってもらったりするんだけど……もう食べて生き繫ぐこと以外に興味がない人たちはああいう貧相な格好をしていることが多いかな。子供なんて特に見た目を気にしたりなんてしないからね。そもそも親の世代が希望を失ってるから、どうしようもないの」

　言われて、アリスは自分の服装に目を向ける。こういう困窮した現状にもかかわらず、自分たちの服をしっかりと用意してもらったことに、少なからず申しわけない気持ちになった。

「街の連中に気を遣うのはやめときな。あんたたちは街の連中よりももっと過酷な目に遭うんだ……もっと堂々と歩けばいい」

　そこで、何か街の人たちにしてあげられることがあるのではないかと考えるアリスに釘くぎを刺すかのように、メリーが鋭い視線をぶつける。

「そういえば本題を聞いていなかったな、俺たちは……何をさせられるんだ？　どこに向かっているんだ？」

　そこで、そもそもその食料や物資がどのように調達されているのかが気になり、レックスは油機に問いかける。

「所属する部隊によって変わるけど……基本的には今までの生活と変わらないはずだよ。あなたたちはあたしたちと同じ奪還班だから、敵を倒すだけ。モンスターを倒すことしかしなかったアースクリアと変わらないでしょ？　敵は……がっつり変わるけどね」

「奪還班？　というより所属する部隊とはなんだ？」

「んー……詳しい話は今あたしたちが向かってる先、レジスタンスの本部についたら話すよ」

「レジスタンス？　さっき言ってた食料や物資を調達する人員を取りまとめている組織か？」

　ここで説明するより実際に現場で話したほうが早いのか、油機は詳しくは説明せずに「そゆこと」とだけ伝えると、スタスタと先へと進む。その意図がわかったからか、レックスも今はそれ以上何も聞かずに油機のあとを追った。

「……油機……だったっけ？　あんた随分とアースクリアに詳しいのね。さっきアースクリアと変わらないって言ってたけど、アースの人間なら誰でもアースクリアの内部事情を知っているものなのかしら？」

　まるで見てきたかのような口ぶりが気になり、パルナがそう問いかける。

　すると油機は「皆は知らないかな」と苦笑いを浮かべながら答え返した。

「アースクリアの存在は皆知っていると思うけど、アースクリア内のことは実際に見てきた人しか知らないと思うよ。あたしはアースクリア出身だから詳しいだけ」

　それを聞いて、一同は「えっ？」と目を見開く。自分たちの先輩がこうして今目の前に、それも自分たちと大して年齢の変わらなさそうな女性が魔王を倒した、もしくは１万ゴールドを集めたという事実に驚きを隠せなかったからだ。

「そんなに驚かなくても……あ、魔王は倒してないよ？　私がここに来たのは１万ゴールドを集めてだからね？　あたしの役割商人でさ、ちょっと色々お金をやりくりして……ここに来た感じ。レベルも一応１１７でそこそこあるけどね？」

　カジノを運営していた一同には、やりくりするだけで１万ゴールドを集められるほど簡単ではないのは理解していた。それが油機の持つスキルによる力のおかげなのかどうかはわからないが、どちらにしろ、強さはなくともそれに見合う才能を持っているのだと、瞬時に悟る。

「ということは、メリーさ……メリーちゃんもアースクリアから来たんですか？」

「おい、どうして今言い直した」

「いや、なんかそっちのほうがしっくりきたので」

　ティナは身長的に自分よりも低いメリーを見て、かつてのアリスを脳裏によぎらせると、思わずほっこりとした表情でポンッと頭に手を置いて撫で始める。

　その行動にメリーは、「やめろ！　触るな！　子供扱いするな！　こう見えて十四歳だ！」と威嚇するかのようにティナの手を払いのけた。

「私はアースの出身だ。あんたたちと違って普通の人間……村人だと思ってくれたらいい」

「またまた謙遜しちゃって、アースクリア出身顔負けの凄腕スナイパーのくせにぃー」

「支援ができるだけだ。旧文明の兵器に頼らなければ何もできないし、敵に接近されればそれで終わり……って頭撫でるな！」

　ツンッとした態度で抵抗するメリーに対しておかまいなしに、ニコニコと笑顔を浮かべながら油機はティナと同じようにして自分の欲望を満たそうとする。

　その傍かたわらで一同は首を傾げていた。スナイパーと呼べるほどに飛距離のある矢を放てる筋肉量を、アース出身のメリーが持ち合わせているとは思えなかったからだ。

「あ、そうだよね。スナイパーって言ってもアースクリア出身の人なら困惑するよね。えっとね、弓とかじゃないんだ。今じゃなかなか手に入らない素材で作られた旧文明の兵器で、魔力を弾にして放つ魔力銃器ってのがあるんだけど、メリーちゃんはそれの使い手なの」

「魔力銃器？」

「これのことさ」

　レックスが聞き直すと、メリーは腰元のホルダーに入れてあった黒い物体を素早く手に取り出し、取っ手の部分に指を押し込んで発射口らしき部分からガォンッ！　と爆発音を鳴り響かせる。直後、七色に光り輝く弾がレックスのすぐ真横を目にも止まらぬ速さで通り抜けた。

　通り抜けた弾はそのまま背後にあった家屋の壁にへばり付いていた掌てのひらサイズのヤモリへと命中し、弾は光を放って四散する。

「ちょっとメリーちゃん、ノアの施設内で使っちゃダメだよ！　危ないよ？」

「実際に見せたほうが早いだろ？　それに私の腕を疑ってんのか？　私が狙いを外すわけないだろ……ほら見ろ、土ヤモリだぜ。地面を掘ってここに紛れ込んだんだ。貴重な食料品ゲット」

　弾が当たったことで地面にポトリと落ちた土ヤモリを拾い上げ、メリーは小さな皮袋の中へと入れ込む。

「とりあえずこういうこと。今は弾の飛距離が短い代わりに連射が可能な魔力改良式ガバメントしかメリーちゃん持ってないけど、普段はもっと長距離にいる相手にまで弾が飛ぶ狙撃用魔力銃器、魔力改良式ドラグノフを使ってバンバンモンスターに当てるんだよ？　言っておくけど狙った獲物に弾を外さずに確実に当てるのってすごく難しいんだから」

「っふ、どうだ？　ちょっとは私のことを尊敬したか？」

　ない胸を張って自慢げな表情をメリーは見せるが、いまいち凄さがわからないのか一同はポカーンとした表情でメリーが持つ魔力銃器、ガバメントを見つめていた。

「これが魔力銃器……凄い速度で飛ぶのね。私でも避けられるかどうか怪しいわ」

　そして暫くして、感心したかのようにタカコがそうつぶやくと、レックスとメノウも同意見なのかうんうんと頷いた。続いてパルナが、「あたしは絶対に避けられないわね、魔力で防壁作ったりとかで対処のしようはあるけど」と言うと、賛同するかのように女性陣がうんうんと頷く。

「まず避けられるとか対処のしようがあるって発想に至れる時点で、この魔力銃器よりあんたらのほうが凄いんだけどな。まあ、こういう兵器に頼らなくてもあんたたちは充分に力を発揮できるから、私みたいなアース出身の人間がこういうのを使って戦うんだ」

　メリーはそう言うと、魔力銃器を再び腰元のホルダーへと戻す。

「それがあればあんたたちだけでも充分戦えそうな感じするけど……來栖って奴が言うに、それでも通用しない敵がいるのよね確か。どんなモンスターがいるってのよ」

　パルナの言葉にメリーは口を開いて答え返そうとする。だが、ここで話してもその驚異は伝わらないと判断したのか「ま、実際に戦ってみたらわかるさ」とだけ返した。

　そんな言葉を濁すほどの相手がこの先待っているのかもしれないという事実に、タカコは少し不安を感じる。

「そうまでしてどうして戦うの？　さっきも接近されれば終わりって言ってたけど……私たちアースクリア出身の人間に比べれば命を失う危険は大きいはずでしょう？　力を持たないあなたたちがどうしてそこまで……」

　それと同時に、そんな相手に対して果敢に立ち向かおうとするメリーや、アース出身の者たちの行動原理が単純に気になった。

「あ？　アースクリア出身の連中ばっかりに戦わせられるわけないだろ？　そりゃ前線に立って戦いはしないさ。それで死んで貴重な旧文明の兵器を失ったら元も子もないしな。でも、あんたたちアースクリアの人間だっていくらでも補充できるほど人員がいるわけじゃないんだ。全員生きて帰れるようにサポートくらいするさ……そもそもアース奪還は、私たちが願っていることだからな」

　命を失ってでも成し遂げたい夢がある。そんなかつてのアリスの信念に似通った想おもいをメリーの哀愁ある表情から感じ取り、タカコは思わず感極まって、「立派じゃない」と、メリーの頭をわしゃわしゃと撫でた。

　案の定、「やめろ、触るな！　子供扱いするな！」と叫んでメリーは飛び退のくが、「素直じゃないわねぇ……アリスちゃんとはそこだけ大違いだわ」とどこか納得した様子でタカコは苦笑する。

「まあ色々説明したけど、そんなに不安になることはないさ。相手がどんな脅威であろうとちゃんと生きて帰れるように組織があるんだ。大事なのは死ぬほどに無理せず仲間を頼って戦うことさ」

「さっきチラッと言っていた組織のことか？　確か今そこに向かっているんだったな。そこにはお前たち以外にもアースクリア出身の人間も含めて戦っている連中がたくさんいるのか？」

「ああ、この地下施設ノアの人間で構成されたレジスタンスがこの先にある。お前たちと同じ英雄たち……アースクリアの出身の人間もたくさんいるぞ」

「そっか……それじゃあそこに鏡さんもいるんだね」

　アースクリア出身の者たちが集うと聞いて、アリスはメリーの傍に近付きパッと明るい表情で鏡の存在を聞き出そうとする。

「鏡……？　誰だそれ？」

　だが、メリーは全く覚えがないのか困惑した様子で首を傾げる。油機に顔を見合わせて確認を取るが、油機も覚えがないのか同じように首を傾げていた。

「僕たちが来る三……いや、一年前に役割が村人の男が来ているはずだ」

　内心、ずっと気になっていたのか、レックスが焦燥した様子でメリーを問い詰める。

「村人……？　あ、ああ！　鏡ってもしかしてあの『がっかり英雄』のことか？　あんたたちが来る一つ前に来た村人のことか!?　ていうかあんたたちあの伝説の『がっかり英雄』と知り合いなのか？」

「が、がっかり英雄……？」

　そして返ってきたあまりの言葉に、一同は顔を見合わせて困惑する。だが、それが誰なのかを思い出しただけで憤ふん怒ぬするメリーを見て、それが冗談で言っているわけではないのをすぐに察した。

「鏡さんは……今どうしてるの？　がっかり英雄って……どうしてそんな呼ばれ方？」

　自分たちが抱く鏡の印象からはとても想像できない扱いに、アリスは不満げに訴える。

「あの村人なら、とっくの昔に死んだよ」

「し……死んだ？　か、鏡さんが!?」

　メリーから放たれた痛烈な言葉に一同は思わず歩を止めて固まった。あまりのショックの受けぶりに油機も足を止めてオロオロと困った様子を見せ、メリーも頭に血が上っていたと、軽く溜息を吐いて申しわけなさそうに頭に手を置く。

「あー……悪い。あんたたち、その村人の知り合いだったな。言葉が悪かったけど……事実だよ。あの村人ならもう半年以上も前に亡くなってる」

「鏡さんがですか？　あの殺そうとしてもゴキブリのようにしぶとくカサカサ動く鏡さんが？」

「ゴキブリって……村人がそんなタフなわけないだろ」

　信じられないのか、ティナは動揺した様子で鏡とゴキブリを足して二で割ったような生物を脳内で想像しながら、「ありえないです、ありえないです」と連呼し始める。

　いったい何を想像しているのか少し引き気味に気になりながらメリーはティナを心配するが、それを遮るようにクルルが辛しん辣らつな表情で目の前に立ちふさがり、メリーの肩を摑んだ。

「鏡さんがそう簡単に死ぬとは思えません……いったい何があったんですか？」

「随分信用してるんだな、こっちは久しぶりにアースへと現れた英雄がまさか村人の役割を持った平凡な男性って知ってがっかりだったってのに。まあ……私たちもちょっとは期待したんだぜ？　村人でアースに出てきたアースクリア出身の人物なんて初めてだったからさ」

　その時の光景を思い出すかのようにメリーは感慨深くつぶやく。どこか良いところがなかったかを必死に思い出そうとするが、メリーは思い出せば思い出すほどに怒りがこみ上げてくるのか表情を歪ませ、溜息を吐いてクルルの肩にポンッと手を置いた。

「いや、やっぱり最悪だったぜ？　アースに出て来られたとはいえ村人だから装備は必要だろうって武器を渡そうとしたら、『素手でいい』って武器はもっていかないし、最初にちょっと軽く戦ってはいたからまあそこそこに実力はあったんだろうけど、一番大事な戦局で隊長の命令を無視して戦おうとすらしなかったし……挙げ句の果てには……」

「……どうなったの？」

　鏡の末路が気になったのか、クルルの隣にトテテッと足音をたてて近寄り、アリスも息を吞んで耳を傾ける。

「隊長の命令を無視して戦おうとしなかったのに、突然やる気になったのか敵陣に突っ込んだんだ。でも、ちょうどその時はレジスタンスが仕掛けていた罠わなに敵を呼び寄せることに成功して、一網打尽にしようとしていた瞬間でな。事前にそういう作戦って伝えてたはずなんだが」

「ってことは……その罠にかかったってこと？」

「ああ、多分作戦とか何も聞いてなかったんだろうな。なんか常にどうでもよさそうに呆ほうけた顔してたし、アホそうだったし。罠に巻き込まれて敵と一緒にあの世いきだ。出撃して早々に命を落とす英雄なんてがっかり以外の何物でもないだろ？　それに……あいつが飛び込んだせいで警戒した数体ほどの敵が、その罠の範囲から逃げ出したんだ……一網打尽のチャンスをあの村人につぶされたんだよ」

　その経緯を聞いても、一同はまだ信じられないのか困惑する。ティナも、「確かにあの人はアホですけど……」と言いながらも、その程度で死ぬような男ではないと考えていた。

「なんじゃそりゃって感じだったよね？」

　現場に居合わせたのか、油機も少し引きつった表情で、「あはは……」と微笑を浮かべる。

「どんな罠だったかは知らないけど……鏡ちゃんがそれくらいで死ぬとは思えないわ」

「どんな罠を想像しているかは知らないけど、どんな手て強ごわいモンスターでも一撃で殺せるほどの爆発を巻き起こす旧文明の兵器を使ったんだ。まず耐えられるわけがないし、耐えられたとしても地面に生き埋めさ」

　だがそれを聞いても、ダークドラゴンの無数の爆発を耐えきり、ダークドラゴンの元へと穴を掘り進めたのを見ていたメノウは、それくらいで死ぬとは思えないと、額に汗を浮かばせる。

「信じられないわ……アースクリアでの力がそのままアースで発揮できるなら鏡ちゃんがそんなあっけなく死ぬなんて想像できないもの」

　防御力無視のスキルを持つタカコが本気で鏡を殴ったとしても、鏡は数発程度ではものともせず、ピンピンしていた。そんなタフな鏡が、あっけなく死ぬとはとてもタカコにも思えなかった。

「そうですよ！　鏡さんのレベルは９９９ですよ!?　その境地に上り詰めたあの人が、そう簡単に死ぬとは思えません！　何かの間違いです！」

　ゴキブリと鏡とレベル９９９が脳内で足された結果、死なないという結論に至ったティナは、ありえないと訴えるようにその場で叫び散らす。

「え？　はい？」

　だが、ティナの言葉が信じられないのか、まるで耳を疑うかのように油機とメリーは目をぱちくりとさせ、耳を傾けてもう一度聞き直そうとする。

「だから！　鏡さんのレベルは９９９なんです！　そう簡単に死ぬわけがないんですよあの人は！　どれだけボロボロになってもしぶとく生きてるゴキブリのような人なんです！」

　必死に鏡という存在を伝えようとするティナを見て、メリーと油機は顔を見合わせると、メリーは軽く嘲笑し、油機は噴き出すように大きな声で笑い始めた。

「あはは冗談ばっかり！　ありえないよそれは、皆騙だまされてるか……レベル99と見間違いしてたんじゃない？　レベル９９９って……成長の限界だよ？　村人がレベルを上げるのがどれだけ大変か知ってるよね？　ありえないって」

　心底面白かったのか、油機はお腹なかを抱えて大笑いし始める。それと同時に、どこか納得した様子で、「変につっかかるから何かと思ったけど……そういうことか」と、まるでこちらが鏡は強いと勘違いしていると思っているかのように吐き捨てる。

「ほ、本当のことだよ！」

　信じようとしない二人に対し、アリスもティナに加わって噓ではないことを必死に伝えようとするが──、

「でも死んだ。それが全てだ。現にあの『がっかり英雄』は半年以上も戻ってきていない。もし生きているなら戻ってきているだろ？　あの『がっかり英雄』が本当は強かったとかなんて今となってはどうだっていい話さ……ここにはもう、いないんだから」

　真剣な表情でメリーに一いち瞥べつされ、アリスとティナは言葉を失ってしまう。

　そう、鏡の強さなど関係なく、鏡はここにはおらず、戻ってきてもいない。それが、メリーの言葉通り、全てを物語っていたから。

「『がっかり英雄』の心配じゃなく、自分たちの心配をしたらどうだ？　それだけ外の世界は厳しいんだ……必ず生きて帰れる保証なんてどこにもない。無論私は全力でサポートするが……命令無視をされたらその限りじゃない、あんたたちは……がっかりさせないでくれよ」

　そして、この話は終わりだと言わんばかりにメリーはそう言い終えると、再びレジスタンスの本部がある場所へと向けて踵きびすを返し、それ以上何も言わずに歩き始めた。

　すると油機も、「えっと……笑っちゃってごめんね？」と気まずそうに言葉にし、メリーを追いかけるようにしてそのあとに続く。

「……行きましょう。ここで考えていても何もわからないわ」

　タカコの音頭でまだ腑ふに落ちていない様子の一同も、鏡が死んだとは微み塵じんも思わずながら、鏡が一時とはいえ所属していたレジスタンスの本部へと足を運び始めた。
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「着いたぞ、ここがレジスタンスの本部だ」

　今まで通ってきたノアの街並みとは異なった、コンクリートのバリケードに囲まれた場所へと一同は案内される。敵のいない地下施設にもかかわらず、厳重に警備していることから、メリーが持っていた魔力銃器のような、無関係者に入られて取られてはまずい物が大量に置いてあるのが窺えた。

　バリケードの前で警備をしていたレジスタンスの一員はメリーの姿を見るや否や、「ご苦労さまです！」と敬礼を見せる。少なくとも、メリーと油機がこのレジスタンス内ではそれなりに立場の高い人間であるというのも同時にわかった。

　バリケードの内側へと入ると、ここまでの道中で感じられた絶望を表現したかのような不穏な空気と暗さが噓のように、妙に活気だっていた。

　レジスタンスの本部はコンクリートで作られた家屋が並ぶ街の中とは違い、野営地で使われるようなテントが等間隔に張り詰められていた。一見、統制が取れてないかのように見えるがそんなことはなく、人が出入りしやすいように一定の間隔が空けられている。

　また、大きな荷物を運ぶための旧文明の大型の自動車が通れる道も確保されており、絶え間なくレジスタンスの本部内を縦横に往復している。

　何より外と違うのは、レジスタンスに所属する構成員たちが、各々武器や備品の整備を行いながら、どこか希望に満ちた表情で仲良さそうに会話をしている点だった。

　中には、「おーい、レアもん外で見つけてきたぜ！」と声を張り上げて、自分の生活に使うのではなく、気前よくほかの者に物資を分け与えたりする者もいる。街の人間とは違い、希望を持って前へと進もうとしている雰囲気が感じ取られ、少し重苦しかった空気から解放されたかのような感覚を一同は受けた。

　そしてそんなレジスタンスの本部の光景を前に、油機が手を広げて「ようこそ」と、歓迎してみせる。

「お、メリーじゃねえか、戻ってきたか？　そいつらが新人か？　まあそいつらには今後頑張ってもらうとして……どうだい？　今度一緒に二人で外に探索にいかねえか？　お前がいれば安心して物を探せるからな」

「てめえと二人でなんて願い下げだセクハラ爺じじい。ほかを当たりな、私はまだ死にたくないんでね」

「つれねえな……お？　油機もいたか！　前頼まれてた金属……銅だっけか？　見つけといたぜ。お前さんとこのテント前に置いてあっから、あとで確認しとけよ」

「あは！　ありがとう！　これで使えなくなってた旧文明の兵器を動かせるようになるよ！」

　レジスタンスの構成員は、メリーと油機の姿を見るとこぞって集まり、親しげに話しかけてきた。メリーと油機は軽くあしらいながらも微笑を浮かべ、タカコたちに「こっちだ」とついてくるように指示を出す。

「随分と人気者なのね」

　はた目から見ても、メリーと油機がほかのレジスタンスの構成員から信頼を得ているのがわかり、タカコは微笑を浮かべながらつぶやく。

「まあ私は長いからな、もうレジスタンスで戦い始めてから七年……そりゃ、顔くらい皆覚えるさ。油機はほとんど人徳で勝ち取ったもんだがな」

「いやいや、あたしは旧文明の兵器と武器のメンテナンスができるから、皆頼って接してくれるだけだよ。人徳なんかじゃないって」

「どっちにしろ、助け合って生きていくしかないんだ。そりゃ仲良くもなるさ。味方に裏切られて、勝手な行動をされれば……それだけで命を落とすんだからな」

　予想外にもどこか利己的な物言いをするメリーに、タカコは意外そうな顔を見せる。てっきり性格的に、一人で何でも解決しようとするタイプの人間だと思っていたからだ。

「一人の勝手な行動のせいで大勢が死ぬ、ここはそういう世界なんだ……。だから、私は自分勝手に行動する奴を仲間だとは認めない。油機の仲間だって、そういう身勝手な奴がいたせいで死んだんだ。その身勝手な奴も一緒に死んだが……死ぬなら一人で死にやがれってんだ」

　それだけ言い切ると、その日のことを思い出してかメリーは苛いら立だった様子で先へと進んだ。

　メリーが鏡を思い出した時、妙に苛立った様子を見せていたのはそれが理由かと、タカコは少し悲しげな表情を浮かべながら納得する。

「油機さんは……仲間がいらっしゃったんですか？」

　メリーに感化され、その日のことを少しだけ思い出したのか、少し悲しげな表情を浮かべる油機を心配してクルルはそう声をかける。

「一緒にアースに来たわけじゃないけどね。来た日が近くて意気投合してたんだけど……もう……一年半前かな？　持ち場についていた前衛の一人が臆して逃げちゃったことがあって、その一人の背後でサポートをしてたあたしの友人も一緒に……って感じ」

　それを聞いて、クルルは少し申しわけなさそうに顔を俯うつむかせる。すると油機は、変に気を遣わせてしまったかと慌てふためいた様子で「いやいやそんなに気にしないで、ずっと前の話だし！」とフォローした。

「それに、あたしなんかよりもメリーちゃんのほうがずっと辛い過去を送ってるよ……メリーちゃんの両親も、それで亡くなってるから」

　それを聞いて一同は、どこか憐あわれんだかのような視線をメリーに向ける。

「アースの人間が後方支援に徹するのは一人で戦う力がないからなのはわかるよね。誰か一人の命令無視で持ち場が崩れると、簡単に命を落とす。さっきメリーちゃんが言った通りにね」

　続いて吐かれた油機の言葉を聞いて、一同はなんとも言えない気持ちに襲われた。先ほどメリーは「レジスタンスで戦い始めて七年」と言っていた。それはつまり七歳というあまりにも幼い頃から死のリスクを背負って戦っていたことになる。それはつまり、そういうことなのだろうと一同は察した。

　どれだけ辛い悲劇に見舞われようが、いつか世界を取り戻すために希望を抱いて前へと進み続けようとするその小さな背中を見て、一同はそれ以上何も言えず、ただ黙ってメリーの進むあとに続いた。
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「おじき！　いるか？　來栖から連絡があった連中を連れてきたぞ！」

　メリーに案内されて本部内の奥へと進み、周囲よりも一ひと際きわ大きいサイズのテントの前で立ち止まると、メリーは声を張り上げてそう叫んだ。

「おかしいな……いねぇのかあのおっさん？　人に使いっぱしりさせておいて」

　暫くしても返事はなく、メリーは溜息を吐きながら中へと入り込む。続いて一同も中へと入ると、むわっとした気持ちの悪い熱気が一同の身体を包んだ。テント内は妙に散らかっており、物資の入った木箱がそこら中に大量に積まれていた。

　直後、木箱に遮られたテント内の奥側からカーンッと金属を打ち付けるかのような音が鳴り響き、メリーは頰を膨らませながらテントの奥へと突き進む。

「おい……私はおじきに頼まれて迎えに行ったんだが？　返事くらいしたらどうだ？」

「ん？　おお悪い！　全然気付かなかった！　いやーすまんすまん！」

　奥に行くと、タカコよりも一回り大きい大柄でごつごつとした筋肉の塊のような男性が、ハンマーを片手に胸部につけるプロテクターの点検を行っていた。

　呆あきれたようにヤレヤレとメリーが溜息を吐きながら大柄の男性の頭を叩くと、男性は耳をふさぎたくなるような声量で豪快な笑い声をあげる。

「よう、連れてきたか！　こいつらが新しい英雄様たちか……よろしく頼むぜ！」

　傍へと寄ると大柄の男性はハンマーでプロテクターを打ち付けるのをやめて一同へと向き合う。まるで獣のように逆立った茶色の髪、人を疑うことを知らなさそうな気の良い目と、圧倒するかのような肉体は、ヴァルマンの街でもよく見かけた土木工事をするおじさんたちを一同に連想させた。服装も首元にタオルを巻き、木綿で作られた質素なズボンと服を纏っており、どこにでもいそうな農民の雰囲気を漂わせている。

「まず自己紹介をしろおっさん。反応に困ってるだろうが」

「おおーそうだなすまん！　俺はバルムンク・モハロス！　バルムンクって呼んでくれたらいい……一応、このレジスタンスをまとめる隊長をやらせてもらっている。よろしくな！」

　その言葉に、一同は予想外だと言わんばかりの驚き顔を浮かべる。確かに強そうで屈強な見た目をしてはいたが、隊長と呼ぶにはあまりにも平凡な身なりをしていたからである。

「こんなおっさんでも一応レジスタンスの隊長だ。敬意を払って接しろよ」

「メリー？　まずお前が俺に敬意を払わないか？」

　まるでずっと付き添ってきた相棒かのように接するメリーを見て、一同はなんとなくバルムンクの人柄を察する。油機もまるで自分の家の中にいるかのように「あ、隊長これもらっていい？」と言って、テント内に散乱したガラクタを拾っては持っていこうとしていた。

「しかしまた随分と大勢だな、歴代でも同時に出てきた最大人数は四人だぞ？　七人も出てくるなんてな。見たところ……全員そこそこやれる雰囲気ではあるが」

「アースに来た理由はまだ聞いてないが、全員あの『がっかり英雄』と知り合いだとさ」

「『がっかり英雄』……ああ、あいつか。そうか、あんたたちはあの村人を追ってここに来たのか」

　メリーの話を聞いて、バルムンクはどこか悲しげな表情を浮かべて「ふむ」と、どうしたものかと口元に手を当てて一考する。そして数秒後、なぜか突然握り拳を作ると、メリーの頭をゴチンッと軽快な音が鳴る勢いで叩いた。

「っつぁ!?　な、何しやがるこのアホおじき！　痛いだろうが！」

「『がっかり英雄』と呼ぶのはやめろとずっと前に言っただろう？　仮にもアースを取り戻そうと戦った戦士に向ける言葉じゃないはずだ。もっと敬意をもて！　結果を残せなかったとしてもな」

「……っぐ。思い出したかのように殴りやがって！　いったぁ…………！」

　涙目で頭を抑えるメリーに、「そりゃあの村人と知り合いってことに驚いてたからな」と、まるで自分でも頭の回転が悪いと認めているかのようにバルムンクは豪快に笑う。

「やっぱり……鏡さんは死んじゃったの？」

「その様子だと経緯はもう知っているようだが……死んだかどうかはわからん。俺たちも実際に遺体を見たわけじゃないからな。だが最後に見たのは半年以上も前のことだ……生きているとは思えん。あんたたちには申しわけない話だが」

　悔しく感じているのか、バルムンクは申しわけなさそうに顔を俯かせる。暫くして、「おっと、そういえば名を聞いてなかったな」と思い出したかのように、お互い名前で呼び合うために自己紹介を行った。

「武闘家、魔法使い、賢者、勇者、僧侶か、こりゃすげえ連中が来たもんだ。やっぱりその……なんだ？　あんたたちはやっぱりその村人、鏡を探しにアースに来ただけなのか？」

「鏡ちゃんと合流するのは確かに目的だったけど……別にもう一つあるわ。私たちは何が何でもこの世界を救わなければならないのよ」

　タカコの言葉が予想外だったのか、メリーと油機とバルムンクは顔を見合わせる。

「……随分と驚くのね。あなたたちも私たちにレジスタンスの一員として働いて欲しいんじゃなかったのかしら？」

「いや……そうだが、初めから俺たちのために戦うと言ってくれる奴は珍しくてな。どちらにしろアースクリアの人間はここで生きていくためにはレジスタンスに協力するしかないんだが、またなんでだ？　こっちは手間が省けて助かるが」

「色々あるのよ、アースクリアにもアースクリアの事情がね」

　タカコがそう言って一同の顔を見ると、全員が強い意志を感じる眼差しで頷いた。

「ところで、レジスタンスに入るしかないってのはどういうこと？」

「単純な話だ。アースクリアの人間がアースのこの施設で暮らす条件として、レジスタンスへの加入を条件としているだけだ。この施設の外で生きていくのは不可能に近いからな……村人、鏡の遺体を発見していないにもかかわらず半年帰ってこないだけで死んだと言っているのもそれが理由だ」

　その言葉を聞いて、一同は表情を強張らせる。アースにも蔓まん延えんしているといわれているモンスターは、アースクリアでも同じように外を徘はい徊かいし、危険視されていた。しかし、それがいるからといって、アースの施設内で暮らす以外に生き延びる道がないとは、とてもじゃないが思えなかった。だが、アースクリア出身の者も加わっているレジスタンスがそれを知らないとは考えにくく、至って真面目な表情でこちらを見据えるバルムンクを見て、タカコは自分が想像もつかない得え体たいのしれない何かがいるではないかと額に冷や汗を浮かばせる。

「モンスター……だけじゃないのね？　もしくは、私たちが考えているモンスターよりもずっと強力で恐ろしい……何かがいる。そうなんでしょう？」

　その問いに、バルムンクとメリーは黙って頷いて応え返す。

「外には……何がいるというのだ？　この世界はいったい何に支配されている？　この世界を救うのに……我々はいったい何をすればいい？」

　アースクリア出身である油機でさえ不安な表情を浮かべるアースの外の世界について、メノウは恐る恐るバルムンクに問いかける。すると──、




「おじき！　ここから北側の旧千代田区にいる獣じゅう牙が族ぞくの団体が旧渋谷区に向かって大移動を開始してやがる！　長い間潜伏してたみたいだけど喰くい人と族ぞくに襲われて逃げてるってさっき報告があった！　隠れられてるなら厄介だが……見えている状態で移動してるならあいつらはそんなに脅威じゃねえ！　……叩くなら今だぜ！」




　説明しようとしたバルムンクが口を開いた瞬間、慌ただしく息を切らしながら、一人のレジスタンスの構成員が中へと乗り込んでそう報告してきた。

　その報告を受けると同時に、バルムンク、メリー、油機の目つきが急に鋭くなり、各々突然走りだしてテントから飛び出してしまう。そして、テント内にも優に聞こえる大声で、それぞれ「出動だ！　奪還班は全員今すぐ支度しろ！　三分後に旧渋谷区に向かう……急げ！」と、戦いの音頭を取り始めた。

　置いてきぼりにされたタカコたちは急な展開についていけず、ポカーンとした表情で慌ただしくばたばたと走り回りながら準備を行うレジスタンスの構成員たちを眺める。

「獣牙族？　喰人族？　どういうこと？」

　何がなんだかわからず、アリスは首を傾げてレジスタンスの一人が報告してきた謎のワードを口にする。

「おい！　お前らも準備しろ！　向こうのほうに武器庫があるから、使い慣れてる装備を持ってまたここに集合だ！　説明する手間が省けたぜ……実際見たほうが早いからな！」

　レジスタンスの一同が慌ただしく準備をしているのを突っ立って見ていると、通りがかったメリーがそう言って、ある一つのテントを指さした。質問をするよりも早く再び慌ただしく走り去ってしまったメリーを見送ると、一同は困惑しながらも指示に従い、武器庫と思われるテントへと足を運ぶ。

　武器庫の中に入ると、メリーが持っていた魔力銃器や、アースクリアでも馴な染じみのある数々の武器が置かれていた。中には改良を施された武器も交ざっていたが、一同は使い慣れた武器を各々選び、素手で戦うことのできるタカコも念のためにガントレットを、レックスは使い慣れた剣に似通った鋼の剣を、ティナは魔法を発動させるための魔力媒体として聖書を、クルルとパルナも同じく魔力媒体として使い慣れている杖つえを持ち出す。

　最後に、人間のように道具を使って魔力を一カ所に留めておく魔力媒体がなくとも、体内でそれと同じ作用を発揮できるメノウとアリスはそれぞれ二本の短刀を万が一のために持ち出した。
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　装備を整えた一同は、メリーが言い残した指示に従って再び隊長のいたテント前へと足を運ぶ。するとテント前には、三分という短い時間できっちりとタカコたち以上の荷物と装備を整え終えたレジスタンスの構成員五十人あまりが、列を綺き麗れいに整えて集まっていた。

「これより作戦の内容を伝える！　心して聞け！」

　そこで、列を整えたレジスタンスの構成員たちの前に立ち、同じく装備を整え、白い甲かっ冑ちゅうのような装甲に身を包んだバルムンクは耳がびりびりするほどの声量で声を張り上げた。

　先ほどまでのガヤガヤとした和やかな雰囲気のあったレジスタンスはそこにはなく、全員が緊迫した雰囲気を纏まとわせ、ハンターかのような鋭い眼光をバルムンクへと向けている。

「獣じゅう牙が族ぞく……奴やつらは狡こう猾かつだ、今まで何度も物資調達班が遠征で命を張って搔かき集めてきた物資を奪い、多くの同胞が奴らの手によって命を落としてきた！　駆除しようにも奴らはずる賢く、旧千代田区の複雑な立地を利用して身を隠し、我々は常に不利な状況で戦うことを強いられてきた……だが！　奴らは今、旧千代田区という殻を脱ぎ棄すてて旧渋谷区に向かって大移動を開始している！」

　それを聞いた瞬間、レジスタンスのほぼ全員の表情が憎しみの籠こもった歪ゆがんだものへと変化した。それだけでパルナには、いかにアースの人間が外敵から甚大な被害を受けてきたのかを察する。憎しみは、それ相応の仕打ちを受けなければ抱かないものであると理解していたから。

「旧千代田区と旧渋谷区の間には、市街地のような奴らが身を隠せる場所のない見通しの良い川がある！　そこで奴らに奇襲をかける……！　遠距離での戦闘を得意としない獣牙族を一網打尽にするチャンスだ！　身を隠す場所もない奴らは間違いなく俺たちの前で朽ち果てるだろう！　俺たちは勝てる！」

　勝てる。その言葉にレジスタンスの一同は目を見開いて雄お叫たけびや歓声をあげる。ようやく訪れた憎しみをぶつけるチャンスを喜ぶ一同を少し恐ろしく感じ、アリスはパルナの服の裾を摑つかんで不安げな表情を浮かべた。

「目標地点に辿たどり着いたあとは全員姿がばれないように待機！　合図を待って支援部隊が一斉に遠距離での攻撃を仕掛けろ！　方法は魔法、魔力銃器がメインだ！　前衛部隊は万が一にも支援部隊に被害が及ばないよう、すぐ傍そばで待機して全力で守れ！」

　作戦内容を伝えたバルムンクはそこで話を終わらせず、その光景を黙って聞いていたタカコたちに視線を送ると手招きをしてこちらに来るようにと促す。

「さらに！　俺たちはどうやら幸運の女神様に愛されてるらしい！　今日というこのタイミングで英雄様たちが新たに俺たちの仲間に加わった！　勇者のレックス！　賢者のクルル！　武闘家のタカコ！　僧侶のティナ！　そして魔法使いのパルナ、アリス、メノウの七人もだ！」

　それを聞くと、レジスタンスの構成員はそれぞれ「勇者……それに賢者？」と驚き、「ほかも武闘家と僧侶と魔法使いだ……すげえ戦力だぞ！」と表情を明るくしてざわつき始める。アースクリア出身の者がいないはずがないにもかかわらず、この喜びよう。そして、ここに来るまでに見た数百人はいるであろうレジスタンス全体の総数に比べ、今こうして集まっている奪還班の数がアース出身の者を合わせても数十人しかいないことから、タカコたちはいかに戦える人材が貴重なのかを察した。

「いいか!?　英雄様たちだから大丈夫と任せっきりにするんじゃねえぞ！　俺たちは家族だ！　全員が自分の魂の分身だと思え！　絶対に誰も死なせるな。たとえ有利な状況だとしても互いが互いを守り合え！　いいな！」

「「「っは！」」」

　そして、バルムンクの掛け声と共にレジスタンスの構成員は見事なまでに揃そろった敬礼を見せる。直後、そのまま列を乱さず移動を開始し、レジスタンスの本部の最奥に見える天井にまで続く白い筒状の建物がある場所へと向かっていった。

「よし、俺たちも移動するぞ。あんたたちにはいきなりで悪いが……手伝ってほしい。まだ出てきたばかりの慣れない世界だろうが、俺たちが必ず生きて帰れるようにサポートする」

「協力できることならするわ。それよりそろそろ教えてくれないかしら？　あなたたち……いえ、私たちが倒さなければならない敵のことを」

　タカコの問いにバルムンクが素直に頷うなずくと同時に、腰元のホルダーに入れていた魔力銃器よりも細長い、油機が話していたドラグノフと呼ばれる狙撃銃を背負ったメリーが傍に寄り、「おじき、準備ができたぞ！」と声をかける。

　その後に続いてバルムンクの得物と思われる、剣と呼ぶにはあまりにも大おお雑ざっ把ぱな作りをした鉄の塊とも呼べる大剣をメリーが重たそうに担かついでバルムンクの元へと運んだ。バルムンクはそれを軽々と持ちあげると、抜き身のまま背中の留め具へと引っ掛けて固定し、そのまま、ついて来いと言わんばかりに視線をレジスタンスの構成員が向かった先に向け、移動を開始する。

「敵は、俺たちと同じ……いや、俺たちよりも遥はるかに優れた知的生命体たちだ」

　そして、バルムンクは移動をしながら、途中だった敵の正体に関しての説明をタカコたちに始める。

「それって、さっき言ってた獣牙族とか喰くい人と族ぞくとかのこと？」

　少しだけ耳にした単語をタカコが口にすると、その通りなのかバルムンクは頷いて返した。

「そうだ。モンスターなんかよりも遥かに手て強ごわい。俺たち人間と同等の知性を持ち、人間よりも遥かに優れた身体能力……それと奴ら特有の力を持っている。何よりモンスターと違って群れで行動するのが最も厄介なところだな」

「アースクリアでいう……魔族みたいなものですか？」

　知的生命体と言われ、どこか魔族と似通った部分があるとティナは顔をしかめる。

「魔族……いや、全然違うな」

　だが、バルムンクは軽く鼻で笑うと、ティナの予想を否定する。

「確かに、魔族は強力な力を持っているが……アースクリアの住民であれば問題なく対処できる。何より……魔族は人間を故意に襲わない。むしろ人間が魔族を迫害していると言ってもいい。アースクリアにいる時は魔族が絶対なる悪だと決めつけて、気付きもしなかったがな」

「バルムンクさんも……アースクリアの出身なんですか？」

「昔の話さ。当時一緒にアースに出てきた仲間も皆やられちまって、残ったのは俺だけだ」

　遠い昔のことを思い出すかのようにつぶやくと、バルムンクは「そう、みんなやられちまったんだ」と、どこか重苦しい雰囲気を漂わせる。

「強いのだな。魔族よりもずっと」

　バルムンクのその雰囲気だけで、難敵であると判断したレックスは顔をしかめる。

「ああ、勇者の役割を持ったあんたでさえ苦しい戦いを強いられるだろう。これから討伐に向かう獣牙族は俺たちのように魔力を保有してはいないが、身体能力が馬鹿みたいに高い。おまけに嗅覚と聴力が異常なほどに良くて、俺たちの足音や息づかいで接近してることだってばれちまう。市街地なんかの入り組んだ場所で戦うと、倒そうにもすぐ逃げられて死角から襲われる……厄介極まりない連中だよ、おまけに好戦的だ」

　バルムンクの言葉に付け足すように、隣を歩いていたメリーが太もものホルダーにしまった魔力銃器をちらつかせて「相手にもよるけど多くがこれを正面から撃っても簡単に避ける」と告げる。その事実から、少なくとも自分たちよりも遥かに高い身体能力を持っているのだと予想をつけ、一同は冷や汗を浮かべた。

「そーんな心配すんなって！　あんたたちには私と違ってスキルがあるだろ？　あいつらは速いけどそれ以外はそんな秀ひいでてるわけじゃないし、トータルで見ればあんたたちのほうが上さ」

「とはいえ、速さは戦いにおいてかなり重要だ。ダメージは力がなくても与える方法がいくらでもある。知的生命体というくらいだ……武器くらい使うのだろう？」

　メノウの言葉にメリーは頷いて返す。だが、メリーの表情にはどこか余裕が見えた。

「あいつらは魔力がないから遠距離での攻撃が苦手なんだ。知的生命体って言っても精密な武器を作るだけの知識はないし、使ってもナイフとボウガンくらいさ。死角の多い場所だとその速さを活いかした奇襲で簡単にやられるが……今回は私たちが奇襲をかける。そう簡単にはやられないさ」

　メリーがそう言い終えるとほぼ同時に、レジスタンスの本部の最奥に見えていた天井にまで続く白い筒状の建物の前へと辿り着く。そこでは先に向かっていたレジスタンスの構成員の半数が残って待機しており、バルムンクが来るや否や敬礼をしてみせると、白い筒状の建物の入り口を八人掛かりで左右に引っ張り、手動で開ける。

　ここまであらゆるものが自動化されていたにもかかわらず、ここだけ八人もの力を必要とする手動の扉であることから『入ってはならない』という意味が込められているのを感じとり、一同はこの先に存在する世界がどれだけ過酷なのかを冷や汗を浮かべながら想像した。

「半数は既に地上に赴き、安全を確保しています。我々も向かいましょう」

　レジスタンスの構成員の一人がそう言ってバルムンクに報告すると、バルムンクは開いた扉の先へと足を運ぶ。それにタカコたちとレジスタンスの構成員も続き、全員が中に入った段階で扉は自動的にガゴンッ！　と鈍い音を放って閉じる。

　直後、一同は謎の浮遊感に包まれた。

「これは……昇降路ですか？」

「ああ、ここは地上にいるほかの生物が近付けないように地下深くに存在するからな。気を引き締めろ……ここから先は命を失う危険がある。仲間と逸はぐれないように固まって行動するんだ」

「うぅ……なんか変に緊張してきました」

　どこか落ち着かない様子でそわそわとティナは持ってきた聖書を抱きしめる。対してタカコとメノウとレックスは遥か先にある天井を見上げながら、精神を研ぎ澄ませていた。自分たちが死ぬ可能性が最も高いのは、外の状況をまるで知らない最初であると理解していたからだ。

「ねえタカコさん、鏡さん……大丈夫だよね」

　その時ふと、徐々に近付く天井を見つめながら、不安げにアリスがそうつぶやく。

「今は何とも言えないわ……私たちの一番の目的はこの世界を救い、アースクリアを存続させること。大丈夫と信じたいところだけど、今は自分たちのことだけを考えたほうがいいわ」

「わかってる……わかってるんだけど」

　心のざわつきが収まらない。ようやく会えると思って飛び出した外の世界で、ずっと前に死んだと言われて、言葉にはしなかったがアリスはざわついた気持ちを抑えられずにいた。

「大丈夫、きっとどこかで生きている」、そう思っても、レジスタンスの構成員たちがここまで危険視している地上から半年以上戻らないという事実が、その考えを曇らせる。

　クルルも同じ気持ちだった。だが、タカコと同じくアースクリアを何とかしなければという強い使命感が働き、泣き言は口にしないでただ強く杖つえを握り締めるだけで、これから始まる戦いに意識を集中させた。

「そんな暗い顔しないの二人共、そんな調子じゃ本当に死んじゃうわよ」

「な、わ、私は別に暗い顔なんてしていません！」

　そんな二人の様子を見かねたのか、パルナはヤレヤレと軽く溜ため息いきを吐つくと二人の首に腕を回して胸元へと抱き寄せる。

「死んでないと思いたいなら、まず自分たちが生きてなきゃでしょ？　せっかく会えた時にあんたたちが死にましたーじゃ意味ないんだから」

　そしてそのまま「ほれほれ、元気出しなさい」と言うと、パルナは締め付けるように胸元に二人を抱き寄せた。

「う、うん。わ、わかったよパルナさん」

「わかりましたから離してください！　息がしづらいです」

　不安な表情を浮かべていた二人も、心配そうに視線を向けるパルナを見て、鏡を思うあまりに仲間たちに心配をかけていたと、気を引き締め直す。

「準備はよさそうだな。もうすぐ着くぞ」

　そんな様子をどこか微笑ほほえましそうに見ていたバルムンクも、昇降路が天井にぶつかってしまうのではないかという距離に近付いたのを機に、表情を強こわ張ばらせた。

　包んでいた浮遊感が消え去り、天井にぶつかる直前で昇降路は上昇を停止する。暫しばらくして、大きな鈍い音をたてて天井が二つに分かれて開くと、思わず目を瞑つぶってしまうほどの外からの光が差し込んだ。

　開かれた天井に向けて徐々に昇降路が再び上昇を始めると、アースの地上の光景が少しずつ視界に広がっていく。

　そこには、アースクリア内の歴史の書物にも載っていた、ビルと呼ばれる建物が廃はい墟きょと化して視界を埋め尽くすほどに立ち並んでいた。ビルは月日がたちすぎたせいで苔こけや雑草がびっしりと生え揃い、長年整備されなかったせいかそこら中に様々な特性を持った植物が根を張り、ジャングルの中にいるかのような光景が一同の視界に映る。

「全員動くな！」

　タカコたちがその見慣れないどこか神秘さも感じられる光景に言葉を失い、何も考えずに足を一歩前へと踏み出そうとした瞬間、それを制止するかのようにバルムンクが大声で叫んだ。

「ここから動くな……ここはステルス迷彩によるバリアーが展開しているため外からは見えないが、ここから一歩踏み出せば別だ。俺たちの姿はもろ見えになる」

「ならここで閉じこもってるつもり？」

　どこか焦あせりを感じる表情で冷や汗を垂らすバルムンクに、そこまで警戒する必要があるのかと呆れた様子でパルナがそう問う。

「違う……先にここの安全を確保するために出ていた者たちがいない。……何かがいる」

　だが、そう言われて全員が顔色を変えて置かれた状況に気付き、周囲を警戒し始めた。

　言葉通り、先に向かっていたレジスタンスの構成員半数の姿が、少なくとも周囲に見当たらなかったからだ。一同は動揺を見せながらも周囲を見渡し続けるが何もおらず、ただ淡々と時間だけが過ぎていく。

「どうすんのよ、私たちは初めてで何が危険なのかもわからないんだから。どうするかはあんたの指示次第よ、バルムンク隊長さん」

　身動きの取れない状況が続いていることにしびれを切らし、杖を構えて周囲を警戒しながらも、パルナがバルムンクに近付いて指示を仰ぐ。

「……俺が先に出る。お前たちはここで待機しておけ。もし周囲に何かがいるなら……俺が出てきた時点で何かしら行動を示すはずだ」

　するとバルムンクは、意を決したかのような表情を見せ、昇降路に展開されているステルス迷彩のかかったバリアーの範囲外へと足を踏み入れる。そして、全員が緊迫した表情を浮かべながら、一人果敢に危険地帯へと進むバルムンクを見守った。

「……何もいなさそうだな」

　外へと歩き出したバルムンクはそのままステルス迷彩の周囲をぐるっと歩き回り、何もいないことを確認する。パルナたちがいる場所は、廃墟となって草が生い茂ったビルに囲まれていた。先ほどからそのビルの中のどこかに潜んでいるのではないかと五感を研ぎ澄まして警戒しているが、特に隠れてこちらの様子を見ている者がいるような気配はなく、バルムンクも安全だと判断したのか、パルナたちの元へと戻ろうとする。

「……後ろだ！　今すぐ走れ！」

　だが次の瞬間、反響するほどの叫び声が発せられた。安全な場所にいるはずのパルナたちからではなく、危険な場所にいるはずのバルムンクから。振り向き際ぎわに、バルムンクは確かにステルス迷彩が展開されているバリアーの内側に、黒い影が入り込むのを視界に映したからだ。

「うわ……うわぁぁぁああ！」

　全員がバルムンクの声に反応し、背後を振り返った瞬間、これが数秒間に起きた出来事だとは思えない悲惨な状況が目の前で展開され、レジスタンスの構成員の一人がたまらず絶叫する。

　レックスとメノウとタカコも、一瞬の間に起きた惨劇に顔を歪ませ、クルルとパルナとティナとアリスは、見慣れないグロテスクな光景に言葉を失い、目を見開いた。

「何よあれ……いつの間に？」

　戦意を失いかけたパルナは、このままでは自分がやられるという認識に切り替えて杖を握り直す。この一瞬で、バルムンクから見て最も奥に立っていたレジスタンスの構成員三人が殺されたからだ。

「何ですかあれ……モンスターですか？」

「いや、モンスターにしては異質すぎる……見た目が人間に近すぎる」

　ティナとレックスはその異様な存在に気け圧おされながらも、状況把握に努めようとする。

　その存在は真っ黒だった。靄もやのような真っ黒なものが全身にまとわりつき、まん丸とした黄色に発光する目と、人間と近しい形をしている以外に表現する特徴がない化け物だった。

「喰人族だ……なんでこんなところに、いや……どうしてステルス迷彩があるこの場所に!?」

　レジスタンスの構成員の一人が、恐怖に満ちた表情を浮かべながら言葉を漏らす。

「あれが……喰人族？」

　その存在を実際に目まの当たりにして、ティナはバルムンクが「魔族とは全然違う」と言っていた言葉の意味を理解した。それは、むしろモンスターに近かったからだ。いや、むしろモンスターよりも残忍で醜く、どこか恐ろしさを感じるなにか。

　殺されたレジスタンスの構成員、三人の身体からだの一部は削り取られ、力なく、それぞれ三体の喰人族に音もなく貪むさぼられている。おとなしそうなその見た目からは考えられない大きさでぐぱっと口を開くと、餓鬼のような勢いで音もなくかぶりついている。

　そう、音がなかった。

　身体の一部が削り取られるほどに無残な死を遂げているにもかかわらず、何の音も発しない。現在も貪られているのに音がない。背後で仲間が殺されているのに一同がすぐに気付けなかったのは、そのせいだった。

「前衛部隊！　支援部隊を囲うようにして円形になれ！　背後に立つ隙を与えるな！」

　全員が突然の惨状に戸惑いを見せる中、バルムンクは冷静に指示を出す。動揺して動きを止めていた一同も、その指示に従ってすぐさまメリーたち支援部隊を囲むように円形に陣を組んだ。

「どうするつもりなの？　この円形の陣に何の意味が？」

　円形の陣を組む刹那、状況を把握するためにバルムンクの隣に移動したタカコがそう問う。

「円形に陣を組んでいるのは背中を見せないようにだ……喰人族は絶対に音を発しない。背中を見せれば音もなく近付いてきた喰人族に気付かぬうちに殺される。アースで最も厄介なアサシンだ」

「音が出ないのって、もしかしてどんな行動をしてもってこと？」

「ああそうだ。あいつらは自分たちの影響で発せられた音を全てあの黒い靄で吸収しちまう。殺された時に泣き叫ぼうが誰にも気付いてもらえない……おまけにあいつらは速い」

　バルムンクがそう言葉を発した瞬間、タカコの目の前に音もなく喰人族が瞬時に姿を見せる。一秒にも満たない時間、喰人族はタカコをジーッと見つめると、口をガパッと大きく開いた。

「タカコさん！」

　それにいち早く気付いたアリスは、頭をかぶりつかれそうになる間際のタカコに向けて声を張り上げる。だが、あまりにも一瞬で、突然すぎる攻撃にタカコは目を見開いて言葉を失い、身体を硬直させてしまっていた。

「っぬふん！」

　だがしかし、喰人族にかぶりつかれそうになる間際、タカコは今までモンスターとの戦闘で培つちかってきた生存本能に身を任せ、かぶりつこうとする速度よりも圧倒的に速く右足をまっすぐに振り上げていた。目の前に接近してきた喰人族の一体の腹部をえぐるように振り上げられた右足は、凄すさまじい勢いで喰人族を遥か上空へと蹴り上げる。タカコのスキルによる爆発もおまけして。

「お…………お、おぉ？」

　予想外のカウンター攻撃だったのか、バルムンクは驚きょう愕がくの表情を浮かべてタカコに視線を送った。

「ふぅ……確かに速いわね、危なかったわ」

「お、おいおい。お前あれの動きが見えるのか？」

「ほとんど見えなかったし、虚きょを突かれてさすがに駄目かと思ったわ。でも、私のほうが速かった……それだけのシンプルな話よ」

「そ、そうか」

　蹴り飛ばされた喰人族は、上空に舞い上がったあと、そのまま受け身を取らずに地面へと激突し、力尽きたのか横たわったままピクリとも動かなくなる。

「随分と打たれ弱いのね」

「そこが喰人族の弱点だ。攻撃を当てることができさえすれば勝てない相手じゃない。だが……行動に一貫性がなくて動きが読みにくい。おつむの弱さを利用して今までは罠わなにおびき寄せてなんとか対処してたが……」

　バルムンクはそう言うと冷や汗を浮かべた。おつむの弱いはずの喰人族が自分たちを罠にはめるかのように奇襲をかけてきたからだ。

　喰人族は明らかにステルス迷彩のバリアーに覆われた地点を知っていた。そして知ったうえで、それを利用しようと考えたのだろう。どこからともなくバリアーの内側から現れる人間を捕食するべく、バリアーの外側に誰か出てきたのを契機に、バリアーの内側に奇襲をかけたとしか考えようがなかった。それも、バリアーから出てきた存在の位置から中にいる者たちが注視しているであろう視線の向きを考慮に入れて。

「……っ、また進化しやがったみたいだな」

　その事実に、バルムンクは前方を警戒しながらも思わず苦笑する。

「また？　またってどういうこと？」

「喰人族はここまで頭の回る連中じゃなかった。知性があるといっても同族同士でコミュニケーションが取れるくらいで、ギリギリ対処できる相手だったが……少し頭が回るようになっただけでこうも苦戦するとはね。これじゃあ俺たちはただ捕食されるだけの餌だぜ？」

「まるで、前はそうじゃなかったみたいに言うのね」

「その通りだ。なんたってあいつらは昔、ただ人間やほかの知的生命体を捕食するだけの化け物で、音だって発していた」

「……どういうこと？」

「進化は俺たち人間だけの専売特許じゃないってことだ。むしろ、機械に頼らないと大きな進化を遂げられない俺たちは……アースで最も劣った存在だと言っていい」

　まるで喰人族だけではなく、ほかの人種も進化するかのような言い方だった。そしてそれは、タカコが抱いていた疑問の一つ、進化した人間であるアースクリアの住民がどうしてこんなにも数少ないのかを物語っていた。

　タカコは、対処方法のわかっている相手に、アースクリアの人間がそう簡単に殺されるとは思えなかった。だが、対処方法が変わるような想定外の事態が発生したのなら話は別だった。

　同じ対処法が通用しないのであれば、どれだけ能力の高い人間でも圧倒的な身体能力でねじ伏せられるほどに強くなければ隙をつかれて死ぬこともある。バルムンクがこうも慎重に連携を意識して行動していたのは、想定外の事態が多発するアースの地上で、その隙を生まないようにするためだったのだと理解した。

「っひ……うわ！」

　その時、タカコとは正反対の位置に立つレジスタンスの前衛部隊の一人の前に喰人族が音もなく移動する。

　視覚で居場所を認識する以外に対処する手段がない状況において、背後を取られないようにするこの円陣は有効ではあったが、目の前に立たれてタカコのように対処できなければ意味がなく、前衛部隊の一人は行動する暇も与えられずそのまま喰人族にかぶりつかれた。

「あ……あれ？　え？」

　だが、喰人族の鋭く大きな牙が首元に触れた瞬間、ガキッ！　という鈍い音をたてるだけで肉に食い込むことなくピタリと止まり、喰人族に顔だけを口内に入れられた状態という奇妙な光景ができあがった。

「い、生きてる!?　な、何が……だ、誰か！　暗くて何が起きてるのか……た、助けて！」

　パニック状態に陥った様子で前衛部隊の一人は喰人族の口内で喚わめき散らす。生きているのがわかるや否や、両隣に立っていたほかの前衛部隊が対処しようとするが、「陣形を崩さないで！」という背後から聞こえた一喝により動きを止める。

　その直後、顔を咥くわえられた前衛部隊の一人のお腹なかから突如眩まばゆく光る熱線が撃ち放たれ、喰人族は熱線を受けた衝撃で上空へと吹き飛んで周囲を囲っていたビルの壁面に叩きつけられた。

　混乱状態に陥り息を乱してはいるが、あの状況で前衛部隊の一人が生きていたことに驚き、何が起きたのか全く理解できなかった一同は絶句する。ただ理解できたのは、頭を咥えられた前衛部隊の一人の背後に立って、背中に手を触れさせていたパルナが何かをしたのだろうということだけだった。

「あ、あんたが助けてくれたのか？」

「喰人族を倒したのはあたしだけど、あんたの命を助けたのは私じゃないわ。あたしがやったのはあんたの身体を使って魔法を撃ち放っただけ。魔力は勝手に使わせてもらったけどね」

「は？　お、俺の身体と魔力を使って？　そ、そんなのできるわけが！　そもそも魔力はあるが俺は魔法をほとんど使えないんだぞ!?」

「ぴーぴーうるさいわね、生きてたんだからいいじゃない。あたしが持っているのはそういうスキルなのよ。あ、魔力がなくてもその時はあたしの魔力を使うから心配しなくていいわよ。見た感じ魔法を使わなそうだったから温存させてもらったけど」

　パルナはそう言うと、いたずらっぽい笑みを浮かべてウインクする。噓うそかのように思えたが、自分の体内から魔力が失われていることから、それが事実であることがわかった。




　スキル……魔女の手

　効果……生命体を魔力発動の媒体とし、対象の魔力を利用して魔法を発動できる。




　スキルの効果を耳にし、考え方によっては他人の魔力を根こそぎ利用することもできる恐ろしい力に、その場にいたほとんどが驚愕の表情を浮かべた。

　そんな中、唯一アリスだけが過去に何度もその力で守ってもらったことから、使い方次第で今のように身に危険が降り注いでも守ってもらえる力であると解釈しており、頼もしそうにパルナを見つめて微笑を浮かべていた。

「じゃ、じゃあ助けてくれたのは誰なんだ？」

　助かった命を嚙かみしめながら、いつの間にかこの場から姿をくらました残り一体の喰人族を警戒しつつ、どうして死なずに済んだのか前衛部隊の一人は疑問を言葉にする。

　しかし返事はなく、周囲はただ風が吹き抜ける音が響くだけで静まり返り、喰人族がいつ目の前に現れるかわからない緊迫した状況が続いた。だが、よく耳を澄ますと風の音に交じって「ぜぇはぁふぅひぃ」と異常なほどに息を乱している者がいることに気付く。

「あ……わ……………………わ、私で……げふぅッ！　ごほっごほっ！」

　周囲にいた者は恐怖と緊張で呼吸が乱れているのかと思っていたが、掠かすれるような声量で放たれたつぶやきを聞いて違うことに気付き、すぐさま息を乱している人物に視線を向ける。

　そこには、今にも死にそうな青あお褪ざめた顔をしたティナの姿があった。

「ちょ、ちょっとティナ、大丈夫なのあんた？」

　ギョッと目を見開いて瀕ひん死し状態のティナを見たパルナはすぐさま隣へと移動する。何が起きているのか事情の説明を求めようとするよりも早く、ティナは隣に移動してきたパルナを見るなり「これが……私の……スキ……ルぶぁっ!?」と苦しそうに咳せきをしながらもニヒルな笑みを浮かべてグッドサインを見せた。




　スキル……淑女の施し

　効果……体力と魔力を消費し、ダメージを百分の一に抑えるオーラを任意の相手に付与する。




「す、すみません……あの、ここにいる全員にこれ使ってると長く持たないので……早くたお……して。あ、でもこれ近くにいないと力を付与できないので傍でなんとか……ごふっ!?」

「あ、あんた本当に大丈夫なの!?　今にも死にそうだけど!?」

「全力疾走…………ずっとし続けてる状態……って、思って……くだ……はい」

　今にも気絶しそうな勢いでぜぇはぁとティナが息を乱す中、味方が守られていることを知ってか「ナイスだ！」と叫ぶと、バルムンクは突然一人円陣から飛び出す。

「お前たちは動くな！　ティナの力で守ってもらうんだ！　あとは俺一人でなんとかする！」

「な……危険だわ！　ティナちゃんには申しわけないけど、ここは誘い出して向こうから攻撃を仕掛けてくるのを待つべきよ！」

「逆だ！　喰人族は恐らくもう近付いて攻撃をしかけても無駄だと学習してやがる！　少なくともあと一体はいるはずの喰人族が攻撃を仕掛けて来ないのがいい証拠だ！　このままだとティナの体力がいたずらになくなって今度こそ絶対絶命のピンチになる！　そうなる前に倒す！」

　すかさずタカコが止めようとするが、バルムンクは制止を振り切ると、果敢にも声を張り上げて「そら！　お前たちが食べやすいように出てきてやったぜ！」と叫び散らす。

　あまりにも無謀な行動にタカコは不安げな表情を浮かべるが、すぐにそれを払ふっ拭しょくするかのように「大丈夫だよ」と背後からトントンと肩を叩たたかれる。

　振り返るとそこには安心しきった表情で笑みを浮かべる油機とメリーの姿があった。だが、何を根拠にそんなことを言うのかわからず、タカコは二人を無視してバルムンクに視線を戻す。

「……ッ！　後ろよ！」

　その瀬戸際、タカコの視界に高速でバルムンクの背後に接近する黒い影が映り込む。一人無防備に飛び出してきたのがチャンスだと思ったのか、喰人族はバルムンクの背後に張り付くと、すぐさまガパッと大きな口を開いた。

　狙い通りではあったが、体格と身に着けた重厚な鎧よろいと武器も相まって、バルムンクが素早く回避できるとは思えず、タカコは思わずもう助けられないと視線を逸らした。

「おら……捕まえたぞ」

　肉を打つような鈍い音が周囲に鳴り響く。しかし、バルムンクは平然とした様子で声を発していた。

「な、大丈夫だって言ったろ？　隊長として前線に立って戦っているのに、未いまだ死なずに生き残ってるのは伊達じゃねえんだ」

　メリーは、まるで自分のことかのように自慢げに、ふんっと鼻を鳴らす。

　何が起きたのかを確認して、タカコは驚愕の表情を浮かべた。首をひねって頭部だけは嚙まれないようにしたのか、バルムンクが喰人族の嚙みつきを右肩で受け止めていたからだ。

　先にやられた三人を見ても、簡単に肉を裂くであろう強きょう靭じんな顎を持っているにもかかわらず、喰人族のおぞましい牙はバルムンクの肩の肉に食い込むだけでピタリと止まっていた。

「味わえなくて残念だったな、俺を殺したいならきっちり急所を……狙うこった！」

　そして、丸太のように太い左腕で喰人族を強引に引き剝はがすと、そのまま上空へと放り投げ、その重量からは想像できない速度で、斬り裂くように大剣を振り下ろす。そのままドガッ！　と鈍い金属音を周囲に鳴り響かせると、砕く勢いで喰人族を地面へと叩きつけた。

「……実はそんなに顎が強きょう靭じんじゃなかったとか？」

「ううん、リーダーが特別硬いだけだよ。私が作ってあげた防具よりもずっと防御性能の高い筋肉なだけ。リーダーって、レベル２７３の戦士だったらしいから」

　手元で小さなスパナをくるくると回しながら「今日も見事だなー」と、油機は称賛の言葉を漏らす。

「２……２７３……!?」

　想像していたよりも遥かに高い数値に、ティナを除くタカコたち一同は驚愕する。戦士でここまで高レベルの存在を一同は見たことがなかったからだ。力と身体の頑丈さが取り柄の戦士がレベル２７３にもなると、嚙まれた程度ではじんわりと血を噴き出すだけでびくともしないのだなと単純に驚く。

　恐らくスキルの効果も相まっているのだろうが、それでも頼もしい豪快な戦いぶりに、なぜバルムンクに隊長が務まっているのかを一同は理解した。

「おい、気を抜くな！　さっき見えてた数は倒したがまだ隠れてるかもしれん！　このまま全員固まった状態でさっさとこの地域を抜けて、目的地に向かうぞ！」

　その後、悠長にお喋しゃべりをしている暇はないと、バルムンクの指示のもと全員は駆け足でノアへの入り口である昇降路があった地点を離脱する。途中、先に地上へと向かっていた、レジスタンスの生き残り十五人と合流し、一行は廃墟地を抜けた先にある視界の広い平地にまで逃げることに成功した。
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　まだ地上へと出たばかりにもかかわらず、たった三体の喰人族相手に、先に地上に出ていたレジスタンスの構成員も含めて十三人の仲間がやられた。

　元々喰人族は、捕食対象である生物の少ない場所には出没しないらしく、隠れ住んでいる少しのモンスター以外に誰もいないあの場所に現れるのは珍しいことらしい。逃げ出した獣牙族を追ってきたつもりが大きく道を外れて、たまたまあの場所に迷い込んで出くわし、運悪く襲われたのだろうとバルムンクは予想した。

「逃げられはしたが……喰人族があの場所に住みだしたら厄介だ。あそこから出入りしてることを知っている喰人族は倒したと思うが、あいつらも賢くなってやがる……また出入りするところを見られて地下施設まで追っかけられたらたまらん。あいつらが餌を求めて別の場所にいなくなっちまうまでは戻れないな」

　たった数十分間の出来事で大きく疲弊してしまったが長く休んでいる暇はなく、「三分休憩したあとすぐに出発する」と背負っていた大剣を地面に強く突き刺し、ヤレヤレと困った様子でバルムンクは溜ため息いきを吐ついた。

「……弔ってあげないのね」

「……俺たちは獣牙族を倒すために地上へと出た。その目的を成すことが散っていった仲間への弔いになる。それを成せずして、あいつらに顔向けはできん」

　どこか悲しげな表情を浮かべるバルムンクに、タカコはそれ以上何も言わず遠く離れた市街地へと視線を向ける。

「それにしてもやるなあんたたち。攻撃特化なパーティーだとは思っていたが、とんでもなく強力なスキルも持っているみたいだな。おかげで助かったぜ」

「礼ならあそこで死にそうになっているティナちゃんに言ってあげて頂戴」

　そう言ってタカコが指さした先には、疲れきって座り込むほかのレジスタンスの連中と一緒に地べたに這はい蹲つくばって、ぜぇはぁと息を乱し、ぴくぴくと痙けい攣れんしている状態のティナの姿があった。

　ここまで逃げる途中も念のためにスキルを発動してもらっていたため、その反動で動けなくなり、現在クルルやアリスたちが囲って看病をしている。

「ティナには感謝しないとな。おかげであれ以上の死者を出さず、混乱も起こさずに済んだ」

　感心したかのようにバルムンクが笑みを浮かべる。

　だがその隣で、タカコは腕を組みながら、この先のことを考えて不安な表情を浮かべていた。

「喰人族は……いえ、名前をつけているってことはほかにも色んな種族の敵がいるのでしょう？　ほかの種族も、あの喰人族のように……危険な存在なのかしら？」

「ああ、気が滅め入いるくらいにな。喰人族以上に危険な存在だっている。これから倒そうとしている獣牙族だって、喰人族に引けを取らないくらい危険だぜ？」

「同じくらい危険なら、獣牙族は逃げる必要なんてないんじゃないの？」

「獣牙族は五感を頼りに戦うからな、音も気配も臭いもない喰人族とは相性が悪いんだ」

　獣牙族との戦いは、喰人族よりも楽なものであればと考えていたタカコだが、その言葉を聞いてすっかり気が滅入り頭に手を置いた。

「こんなのが……世界中にいるのよね？　私たち人類に勝ち目なんてあるの？」

「……諦めたらそれまでだ。現に俺たちは戦えている。今回こそ喰人族が襲ってきたが、あの場所も最初はモンスターやほかの知的生命体が占領していたんだ。それを先代が駆逐し、俺たちの代に引き継いでくれた。少しずつだが前に進んでいる……俺たちの代で叶かなわなくても、いつかきっとこの世界を取り戻してみせるさ」

　バルムンクはそう言うと希望に満ちたはにかんだ笑顔を見せた。対するタカコの表情は不安げなままだった。タカコたちにとって、『いつか』ではダメだったからだ。

　鏡を助けるというのは第二の目的。第一の目的はこの世界を救い、アースクリアをリセットという仕組みから解放すること。

　だが、たった三体の喰人族を相手に苦戦を強いられる世界で、残り二年、アースクリアが三倍の速度で時間が進んでいることを考えると残り一年足らずの短い時間で、この世界を救うのはとてもではないが不可能に近く感じられた。

　国王、ダークドラゴン、エステラーは、世界がこんな状況であると知らないはずがない。なのに、希望を見出してどうしてこんな不可能に近い短い時間制限を設けたのか？　それがタカコには疑問に思えた。あるいは、希望と言っていたのは演技で、厄介な抵抗者を外へ出す口実を作るために、妙なリアリティーを見せただけだったのかもしれない。タカコにはそう思えた。

「気持ちはわかるが……しっかりしてくれよ。いくら強くても一つの油断が命取りになる。それに今回の獣牙族の襲撃にエースが出てくる可能性だってあるしな」

「エース……？　何なのそれ？」

「言葉通り獣牙族のエースさ。わかっているのは、はみ出し者なのか獣牙族同士なのに嫌われているのかとにかく単独行動の多い奴で、常に獣牙族と共にいるわけじゃないってことだな」

「強いのかしら？　というより獣牙族間で能力に差なんてあるの？」

「獣牙族間に優劣はもちろんある。それこそ人間にレベル差があるようにな。その中でも……いや、同じ獣牙族とは思えないほどの化け物がエースだ。いつもは手も足も出ずに終わるが……今回はお前たちがいる。たとえ出てきたとしても……必ずっ！」

　それを思い出してか、バルムンクはギリッと歯を嚙みしめた。その様子から、レベル２７３のバルムンクでさえ手に負えない相手であると察する。

　そして、そんな相手とも対たい峙じしなければならない現実が、再びタカコの気を滅入らせた。

「鏡ちゃんは……この世界を見てどう感じたのかしら」

　ふと同じようにこの世界を見たはずの鏡が脳裏によぎる。そしてタカコは、鏡は最初戦っていたが、突然命令を無視して戦わなくなったというメリーと油機の言葉を思い出していた。

　絶望してしまったのだろうか？　諦めてしまったのだろうか？　何か考えがあっての命令無視だったのだろうか？　そんな色々な考えを巡らせつつも、いかに鏡という男が頼りになる存在だったのかを改めて認識する。気付けば「鏡がいてくれれば」と考えていたからだ。

「さあそそろ出発するぞ。遂ついに巡ってきた反撃のチャンス……無駄にはできねえからな」

　突き刺した大剣を再び引き抜くと、「だせえとこ見せちまったな」と、エースを脳裏によぎらせて取り乱したことを恥じ、どこか悟ったかのような涼しい顔を見せて、バルムンクは目的地に向かって歩き始めた。

　タカコも、今は少しでも前に進もうと気を取り直し、倒れるティナの元へと向かう。

「気分はどうかしら？」

「最……悪です」

　クルルの膝の上に頭を乗せ、ティナは今にも死にそうな青褪めた顔で答え返す。

　隣ではアリスが心配そうな表情で片手に濡ぬれたタオルを持ち、その周囲を囲うようにしてパルナが先行き不安そうな表情で、メノウ、レックスはどこか思い詰めたかのような表情で待機していた。

「そろそろ出発みたいよ……ティナちゃん立てるかしら？」

「無理です。あと五時間は休ませてください」

　本気で疲れが限界に達しているのか、ティナは顔をぶんぶんと振ると、クルルの柔らかい太ももが恋しいのかしがみつく。

「たった一回の戦いでここまで疲弊するなんて、この先大丈夫なのかしら……」

　そんなティナを見て、パルナは深い溜息を吐いた。

「大丈夫だ。今回は敵を知らないが故に苦戦したが……次はもっと上手うまく戦ってみせる。相手が進化するといっても急激な変化があるわけじゃないだろうしな。僕は……師匠がいなくても立派にやり遂げてみせる」

　対照的に、レックスはやる気に満ちていた。目的を忘れたわけじゃなく、むしろどうすればそれを達成できるかを自分なりに考えていた。その結果、まずは自分たちが生き残り、この世界に順応することから始めるべきだとレックスは前に進もうとしていた。

「そうね……今できることから始めていきましょう。ここで悩んでいたって仕方がないわ」

　レックスを見て深く考えすぎていたと、少しだけ気を晴らし、「さあ行きましょう。ティナちゃんは私がおぶってあげるから」と言って、タカコはティナを背負おうとする。

「いや、タカコ殿はいざという時に迅速に行動ができたほうがよかろう。ティナ殿は私が」

　だがすぐに、タカコを遮るようにしてメノウがティナを抱き上げた。あまりにも突然のお姫様抱っこに、ティナは青褪めた顔を一気に赤くさせてわたわたとするが、二秒後には「あ、駄目ですねこれは」と冷静になって再びメノウの腕の中でぐったりする。

「珍しいわね、メノウちゃんがアリスちゃん以外にそういうことするなんて。いつもなら『アリス様をお守りするためにも常に万全の状態を維持して』とか言いそうなのに」

「アリス様ももちろん大事だが……ティナ殿も今となっては私の大切な仲間だ。それにタカコ殿を除いて運ぶとなれば、私とレックス殿しかいるまい？　昔と違って今はレックス殿とタカコ殿は明らかに私より力が上……なら、私が運ぶのは自然なことであろう？」

「私というお荷物を誰が運ぶかみたいに言うのやめてもらえませんかね……」

「む……すまんティナ殿」

　ジト目でつぶやいたティナの言葉にメノウは慌てふためき、それを見ていた一同も微笑ましそうに苦笑する。そのすぐあと、ほかのレジスタンスの隊員が移動しているのを見て「それじゃあ行きましょう」とタカコが音頭をとり、移動を始める。

「……なぜだ？」

　さらにそのあとに続こうと、メノウが一歩足を踏み出した瞬間、タカコたちが移動しているのになぜか動こうとしなかったレックスが、鋭い視線をメノウへとぶつけてそう問いかける。

「何がだレックス殿？　そんなにレックス殿も私がティナ殿を運ぶのを変に思うか？」

「どうして動かなかった？　そんなに僕たちが頼りになったか？」

　二人の間に沈黙が流れる。突然漂い始めた異様な空気に、強制的に巻き込まれたティナは「えっ!?　えぇ～……」と二人を素早く交互に見てげんなりとする。

　メノウには、レックスが何を言わんとしているのかが理解できた。理解できたからこそ、どう答え返せばいいかわからず、額に汗を垂らして必死に言葉を探していた。

「おーい二人共、何やってんの？　置いてかれちゃうよー？」

　その時、いつまでも立ち止まって動こうとしないレックスたちを見て、油機が手をぶんぶんと振って二人の元へと駆け寄った。

「ほらほらー、きびきび動いて動いて。はぐれたら危険なんだから。ほらほら」

「押すな、言われなくてもすぐに向かっていた。あ、こら押すな！　一人で歩ける」

　そのまま油機はレックスの背後に近付くと、「それそれ」と半ば強引に背中を押しつけて先に行ってしまったレジスタンスたちの元へと歩かせようとする。

　連れ去られたレックスを見て、安あん堵どしたかのようにメノウは溜息を吐くと、それに続いた。メノウに抱かれてその表情を見つめていたティナは、どこか焦りを感じているかのようなその光景に違和感を覚えた。メノウが不自然な行動をしていた記憶もなく、むしろ何もせずに一緒に行動していただけ。なのになぜそんなにもレックスのあの言葉でこうも思い詰めているのか？　ティナにはそれが不思議で仕方がなかった。

　だが、レックスはだからこそ不自然に感じていた。

　何もしなかった。いつもであれば戦闘になるとすぐさま手元に魔力を込め、敵が接近してもすぐ魔法で対処できるようにしていたメノウが、今回に限り手元に魔力を込めることもなく傍観していた。まるで、戦う気がないかのように。

　そして、戦いを避けるかのようにティナを運ぶのを自分から申し出た。レックスにはそれが、何かを隠して誤ご魔ま化かしているかのように感じられた。

「言えない……か」

　メノウの反応を見て、仲間にも相談できない何かを抱えていると察したレックスは、それならばメノウの分も自分が戦って補えばいいだけの話だと気を取り直す。

「……仲間、だからな」

　自分で言っていてどこか考え方が鏡っぽくなってきたなと、レックスは鼻で軽くふんっと笑い、背中を押してくる油機の手を払って駆け足で仲間の元へと向かった。
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　それから半日をかけて、一同は目的地である旧渋谷区の先にある川へと向かった。

　途中、何度かモンスターに襲われたが、襲い掛かってきたモンスターに喰人族のような危険性はなく、そのほとんどを前衛部隊の数名とタカコとレックスで倒してしまう。

　獣牙族との戦いを何度も経験したことのあるバルムンクは、獣牙族にも老人や子供が大勢いることを知っている。住すみ処かを追われて大移動を行っているとすれば、それらを連れ歩いている可能性が高く、それが故に、獣牙族は本来の身体能力を活かしきれず、追って襲い掛かってくる喰人族の対処も相まって移動に時間がかかっているのだと読んでいた。

　そのためバルムンクは先回りし、罠を仕掛けることで獣牙族を一網打尽にしようと考えていた。そして青い快晴の空が橙だいだい色に変わり、あと一時間もすれば日が沈むであろう時間帯に、一同は獣牙族が通ると読んでいる目的地へと辿り着く。

「到着だ！　全員準備にかかれ！」

　到着した場所は、アースの者から旧多摩川と呼ばれている川だった。大河と呼ぶには狭く、そのまま通るには水位が深く、流れも速い。

　若い獣牙族だけなら難なく通り抜けられる川だが、獣牙族の中には足腰が弱った老いた者や、まだ力を持たない幼い者もいる。そして、住んでいた土地から逃げてきた獣牙族は普段連れ歩かないそういった者たちを率いて移動を行っているため、必ず橋の架かっている地点を通るだろうとバルムンクは予想をたてていた。

「予定通り、獣牙族より早く先回りできたな……ここからが本番だ」

　バルムンクはそう言うと、ピリついた空気を纏わせる。

　元々、ここ周辺以外にも多くの地点に石橋は架かっていたが、大昔にあった戦いの影響でそのほとんどが崩れ去っていた。石橋を渡ろうと思えばこの地点か、ほかの遠く離れた地点にしかなく、獣牙族が向かって移動している進行方向から見てもここ以外にないとバルムンクは考えていた。

「あれって……何を仕掛けてるんだろ？」

　石橋を渡り終えるであろう少し手前の場所で上と下とで二手に分かれ、せっせと罠を仕掛けるレジスタンスの構成員たちを見て素朴な疑問をアリスは抱く。

「橋に仕掛けてるのは爆薬さ。通ったときに起爆させて連中を一気に川の中へと叩き落とす。川の中には身動きがとれないよう一時的な麻ま痺ひを引き起こす電磁ネットを仕掛けてる。奴らがまんまと罠に引っ掛かった瞬間に私たち支援部隊が一斉に攻撃を仕掛けるためにね。渡り終える地点に仕掛けてるのは、下で待機する私たちが万が一失敗した時にノアのある方角に逃げやすくするためだ」

　すると、腰元の小銃ではなく背負っていた長銃を片手に持ったメリーがアリスの横に並んでそう解説する。

「奴らは普段、未然に防ぐための警戒心が強いせいか、警戒をくぐりぬけたあとの突然のアクシデントへの対応に弱い。罠にまで誘導できれば……簡単に始末できるはずだ」

「その警戒は……今回の作戦ではくぐり抜けられるんですか？」

　この場にいるレジスタンスの構成員は自分たちを合わせても四十人規模に至る。獣牙族の特性を聞く限り、その数を誤魔化しきるのはさすがに無理なのではないかと、クルルは不安を言葉にした。

「確かにあいつらは五感を駆使して相手の位置を簡単に割り当てるからこっちが攻め入る場合は厄介だ。でも、こっちが動く必要がないなら話は別だ」

「どうしてですか？」

　アリスとクルルが合わせて首を傾かしげると、背後から油機が「これこれ」と言って、一つの球体状の旧文明の道具を二人に見せつける。

「ほら、喰人族に襲われた場所に外からは見えないバリアーがあったでしょ？　あれを発生させる持ち運び用の道具がこれ。橋の下でそれを展開して待機しておけば万が一にも視覚的には見えないでしょ？　臭いとかは川の水が誤魔化してくれるし、あとは息を殺して音を出さないように待つだけ。獣牙族が橋の上を通ったかどうかの位置確認は、カメラっていう旧文明の機械を通してモニターっていう同じく旧文明の機械に映すんだよ！」

　油機は目を輝かせながら両手に持った旧文明の機械をアリスとクルルに見せつける。二人はぐいぐいと顔を近付けて旧文明の機械の良さを訴えかけてくる油機に気圧されながら「へ、へぇー」と、適当に相あい槌づちをうつ。すると気をよくしたのか、そのままどういう仕組みで作られているかの解説まで始まり、アリスとクルルは思わず目を点にした。

「おい旧文明オタク、時間がないんだ。解説はいいから魔力銃器を点検してくれ。万が一の時に狙いを外さないようにな」

「旧文明オタクって……っと、でもそうだったねごめんごめん。それじゃあ大事な形見、預からせてもらうね」

　その時、『形見』という言葉を聞いてクルルは何かに気付いたかのように悲しげな表情を浮かべた。

「何しみったれた顔してるんだ？　まさか、怖おじ気けづいたんじゃないよな？」

「メリーちゃんはその……怖くないんですか？」

「ああ？　マジで怖気づいたのか？　……ていうかちゃん付けするな！　怖いわけないだろ今更……！　いったい何年戦ってると思ってんだ」

　メリーが呆あきれたかのように答え返すと、腰元に入れてあった小さな魔力銃器を取り出し、メリーは油機がやっているように手入れをし始める。

「あれ？　自分でもできるの？　凄すごいねメリーさん、戦えるしそういうのもできるんだね！」

　もの珍しそうにそれを覗のぞきながらアリスが問いただすと、メリーは少し気恥ずかしそうに頰を紅潮させて視線を逸らす。

「自分の武器くらいは手入れできるようにするさ。油機に任せた長物も一応できるけど……あいつに任せたほうが確実だし早いからな」

　そう言ってメリーが「ほら見ろ」と油機を指さすと、さっき始めたばかりなのにもかかわらず、既に魔力銃器はパーツ毎ごとに解体されていた。

「さっき……怖くねえって言ったけど、敵に近付かれたらそりゃ怖いさ。喰人族みたいな連中が現れるとやべえってどうしても焦っちまう。……で？　それがどうかしたのか？」

「メリーちゃんはアースの人間です。なのに……どうして戦おうと思ったのかが気になって」

「そんなの決まってんじゃねえか」

　そう言って、メリーは今しがた点検を終えた小さな魔力銃器をガチャリとスライドさせ、目の色を変えて銃口を鋭く睨にらみつける。

「あんな退屈で狭い地下にいても何も始まらねえ。世界を取り戻して、やりたいことが山ほどあるんだ。でも今は戦う以外に前へ進む手段はねえ……だから私は恐れない。敵が近付いて恐怖を抱く前に撃ち落とす。絶対に殺す」

　十四歳とは思えないほどの殺気の籠もった眼まな差ざしに、クルルは思わずたじろいでしまう。そして、戦いが始まる直前であるのに一切の動揺を見せないメリーを見て、今まで多くの命をその手で葬ってきたのだろうと直感的に思った。

　でもそれは、パルナのような復ふく讐しゅうに燃えたものではなく、ただ一点の目的に向かって突き進む戦士のような猛たけ々だけしさに似たもので、自分が考えている以上にメリーの過去は複雑なのだろうとクルルは思い直す。

「ほい、メリーちゃんできたよ！」

　メリーが腰元のホルダーに小さな魔力銃器をしまうと同時に、油機が預かっていた魔力銃器をぽいっとメリーに投げ渡した。

「さすが、早いな」

　投げ渡された魔力銃器をメリーは片手で摑み取ると、信用しているのか確認もせずにそのまま背中へと戻す。

「まあそんなに時間もないし、罠の設置も終わったみたいだしね」

　油機がくいっと親指を、罠を設置していた者たちへと向ける。指先を追うと、言葉通り罠の設置を終えてぞろぞろと待機地点へと移動するレジスタンスの構成員と、タカコたちの姿が見えた。

　その途中、メノウとパルナがアリスたちに気付いて傍へと駆け寄る。一仕事を終えて疲れを見せる二人に「メノウもパルナさんもお疲れさま！」と、アリスは満面の笑みを浮かべながら迎え入れた。

「意外と早く終わったわ。皆手際がいいのなんのって、メノウも珍しく積極的に取り組んでたし」

「できることがあるのであれば協力するのは当然であろう？　ここはアースクリアとは事情が違うのだ……生き残るために最善は尽くすさ」

　まるで当然だとでも言うように、メノウは腕を組んで溜息を吐く。そんなメノウを見て、アリスは悲しげな乾いた笑みを浮かべると「……お疲れさま」と再度小さくつぶやいた。
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　それから一同は作戦通り、渡り始めとなる石橋の下へと一カ所になって集まり、ステルス迷彩によるバリアーを周囲に展開させて息を潜めて獣牙族が来るのを待った。

「……来た」

　そして、待機してから一時間が経過した頃、晴れていた空が突如曇って雨が降り注ぐと共に、まるで雨雲と行動を共にしているかのように獣牙族の一団が狙い通り姿を現した。

「雨か……好都合だ。臭いが余計に隠れる」

　囁ささやくような声量でつぶやきながら、バルムンクは橋の外側の木にくくりつけた旧文明のカメラから送られてきた映像に注視する。

　そこにはおよそ数十人ほど、雨風や直射日光を防ぐためにフードマントを被かぶった集団が、獣牙族の子供や老人の歩幅に合わせるようにしてゆっくりと歩いて来ていた。その中に、人数分のフードマントを用意できなかったのか、フードマントを被っていない獣牙族がちらほらと見え、その全貌が明らかになる。

　獣牙族は、獣と名が付くほど獣のような見た目をしているのかと思えばそんなことはなく、耳が獣のようになっているのと尻尾が生えている以外、むしろ見た目は人間に近かった。

　個体によって耳の形や尻尾の種類が違うがそれだけで、耳と尻尾を隠されれば人間と呼んでもわからないほどだ。

　微妙な違いがあるとするなら、体格が人間と比べると大きいことだろう。

　獣牙族の男性の身体つきはまるで戦うために生まれてきたかの如く大きく、全身が筋肉で引き締まっており、まるでタカコが群れを成して歩いているかのようだった。獣牙族の女性も男性に比べると細いが、身のこなしの良さが窺うかがえるほどに引き締まっている。

　さらに、獣牙族の若者たちは、動物の毛皮と布で作られた精巧な作りの服に身を包んでおり、肩に下げた布袋や、人間から奪ったであろうナイフなどを所持していることから、ある一定以上の文明を持ち合わせているのが窺えた。

「ねぇ……パルナさん」

「……わからない。でも、ここはアースクリアとは違うわ……事情が全て違う」

　喰人族の襲撃を受けて慌てて逃げ出してきたのか荷台らしきものはなく、子供と老人を守るように周囲を警戒しながら獣牙族の若者たちは石橋へと向かっている。

　アリスにはその光景が、かつて魔族が人間に追いやられていた光景とダブって見えた。もしかしたら獣牙族の中にも、自分と同じように和平を望んでいる者がいるのではないかと、淡い期待をほんの少しだけだが抱いてしまう。

　パルナも、かつての過ちから考慮し、その可能性を感じていた。だが、ここはアースクリアとは事情が異なる世界であり、獣牙族は魔族とは違う。安易な期待は身を滅しかねない。それ故に、たとえそうであったとしても、情報の足りなさすぎる現状で獣牙族の身を案じるのは愚かであると判断した。たとえここで戦わなかったとしても、過去に殺し合ったという遺恨は消えない。なら、今するべき行動の答えは決まっていた。

「……奴らが石橋を渡る。覚悟はいいな？」

　獣牙族の一人が自分たちの頭上の石橋に足を踏み入れた瞬間、バルムンクの言葉にその場にいた全員が声を出さずに小さく頷く。全員の恐れなき眼差しを確認して満足そうに笑みを浮かべると、バルムンクは罠を仕掛けた地点に獣牙族が移動するのを待ち、もう少しで全員がその罠の影響範囲に入るというタイミングで声を出さずに五本の指を立てると、数えるように一本一本その指をたたんでいく。

「今だ！」

　そして、指が全て折られた瞬間、遠く離れた地点にもかかわらず、思わず顔をふさぎたくなるほどの熱風と、耳を塞ぎたくなるほどの爆音が一同に襲い掛かる。仕掛けていた罠から発生した大爆発は見事に獣牙族を捉え、そのほとんどを石橋と共に川へと叩き落とした。

　だが、獣牙族はあれだけの大爆発を近くで受けたにもかかわらず、そのほとんどが軽傷で済んでいた。だが、今回の作戦の肝はこのあとから始まる。

「奴らに対処する余裕を与えるな！　全員……攻撃を開始しろ！」

「「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」」

　川に仕掛けられていた電磁ネットの罠に獣牙族は次々に捕まり、身体の自由を奪われてもがき苦しんでいた。一網打尽のチャンスを目の当たりにして、レジスタンスの構成員たちは空気を揺るがすほどに雄叫び、それぞれの得物を駆使して攻撃を仕掛ける。

　構えられた魔力銃器から放たれた魔力弾は一発にとどまらず、撃ち終えた瞬間に魔力で再び弾が装そう塡てんされ、間髪入れずに次が発射される。魔力銃器を持たないメノウ、アリス、パルナ、クルルを含めるアースクリア出身の支援部隊も魔法を駆使して、獣牙族を焼き尽くさんばかりに炎を巻き起こす魔法を前方へと撃ち放った。

　身動きのとれない相手に無慈悲としか言いようのない量の攻撃が獣牙族へと向かって飛ぶ。

「……なんだ？」

　その時、言いようのない違和感がバルムンクを襲った。

　魔力弾や炎などの攻撃が獣牙族に雨となって降り注ごうとした刹那、まるで隕いん石せきでも衝突したかのようなぐらつく揺れと地響き、そして耳をふさぎたくなるほどの爆音が突然発生したからだ。自分たちの攻撃で多少揺れたりするにしても、今の揺れと音が自分たちの攻撃で発生したものではないのは明らかだった。現に今も間髪入れずに攻撃を続けているが、先ほどのような大きな音も揺れも発生していない。

　その音が発生する直前、何かが猛スピードで石橋の上から川の中へと落ちてきたような気もしたが、魔力弾による衝撃と、炎による熱で川の水が水蒸気となって視界を遮っているせいで、実際どうなっているのかバルムンクは摑めずにいた。

「全員攻撃をやめろ！　一度風で水蒸気を吹き飛ばせ！　視界を確保するんだ！」

　バルムンクの指示により、後方支援部隊の魔法によって突風が石橋の下を吹き抜ける。突風と共に発生した水蒸気は吹き飛ばされ、徐々に罠にはまった獣牙族の状態がさらけだされるが──、

「噓……だろ？」

「おいおいおい……！　おいおいおいおいおいまずいんじゃねえか!?」

　予想外の光景に、一同は思わず声に出して動揺してしまう。

　あれだけの攻撃を放ったにもかかわらず、獣牙族はダメージを負った様子もなく、変わらず電磁ネットの罠によって身動きがとれない状態でもがいていたからだ。

　しかし、それだけならまだ良かった。

　もがきあがく獣牙族たちの前に、撃ち放った攻撃を全て防いだと思われる直径十メートルはあるであろう円形状の石橋の破片を軽々と片手に、獣牙族には見えない細身のフードマントを被った男が立っていたのだ。

　フードマントの男性は川の底を拳で殴りつけ、水しぶきを撒まき散らして攻撃のクッションにするだけではなく、一緒に落下してきた石橋の破片を瞬時に盾にして全ての攻撃を防いでいた。破片といえど、その重さは尋常じゃない。それを、現在もその細身の腕で軽々と片手で持ち上げている光景を前に、一同は目を疑わずにはいられなかった。

「え……エースだ。エースが出やがった！」

　レジスタンスの構成員の一人が恐怖に歪んだ顔で叫び散らす。

　ここに来る前にもバルムンクより聞いていたエースと呼ばれる男の顔は、フードマントによって隠れており、容姿はわからない。だがその男性にしがみつくようにして、少し長めの金髪をした小さな少女が、怯えているのかキツネのような黄色くフワフワとした耳をパタンと閉じて不安げにこちらを見ており、その男性も獣牙族であることが窺えた。

[image: ]

「…………鏡……さん？」

　周囲のレジスタンスたちが獣牙族のエースが来たと慌てふためく中、アリスだけはキョトンとした表情で、目の前に落下してきた男に向かってそうつぶやいていた。フードマントからちらりと見える鋭くもどこか気の抜けるような眼光、身長の高さ、細身の身体が、鏡の姿を連想させたからだ。

　降ってきたフードマントの男性は攻撃をしかけることなくこちらの様子をじーっと見ている。その傍かたわらにはぱっちりとした大きな目でこちらを見ている獣牙族の少女が、耳同様キツネのような尻尾を揺り動かしながらフードマントの男性にしがみついていた。

「親子……？　じゃああの男性は……」

　淡い期待をアリスは抱く。だが、アリスのその考えは数秒後には消え失うせた。

　フードマントの男性が持っていた石橋の破片が、自分たちのいる頭上を通り過ぎ、背後の石橋を支える石柱に激突したからだ。あまりにも一瞬のことに、アリスは言葉を失う。フードマントの男性は明らかに敵意をもって攻撃を仕掛けてきた。

「ちょっと……あいつやばいんじゃないの？」

　一瞬のうちに起きたあまりの出来事に、パルナは額に汗を浮かべる。

　自分たちと獣牙族はそれぞれ石橋の端側にあたる地点にいるため、少なくともここから数十メートルは離れている。それだけの距離があるにもかかわらず、鉄球よりも遥かに重いであろう石の塊を壁に激突する勢いで投げつけてきたのだ。アースクリアでさえ、そんな芸当ができるのは一つ目の巨人サイクロプスを始めとした数種のモンスターくらいだろう。それを、あんな小さな個体が投げつけてきたのだ。畏怖しないわけがなかった。

　すると、フードマントの男性は力任せに投げたせいで狙いを外したとでもいうように、手をぷらぷらと揺り動かして身体をほぐし始める。

「エースが出てきた以上、今視界を失うのは危険だ！　炎系統の魔法は避けて攻撃を仕掛けるんだ！　ぼーっとするな！　撃て！　撃てぇぇぇ！」

　バルムンクの号令により、うろたえを見せていたレジスタンスの構成員たちは冷静さを取り戻し、すぐさま狙いを定めて一斉にフードマントの男性へと向けて魔力弾と、氷の槍やりを飛ばす魔法を雨のように撃ち放った。

　それと同時に、獣牙族の少女は慌てた様子で飛び跳ね、盾にするかのようにフードマントの男性の背中にしがみつく。そして獣牙族の少女が背中にしがみついたのを確認すると、フードマントの男性はレジスタンスたちがいる方向へと向かって目にも止まらぬ速さで走り出した。

　まるで小さな爆撃が起きているかのような勢いで地を蹴りつけて左右を移動し、走る速度を一切落とさずに雨のように降り注ぐ攻撃を、動きの軌道を変えたのを認識できないほどの身軽さで全て回避していく。

「今だ！」

　あまりの攻撃の当たらなさに、悪夢が目の前から接近してくるかのような感覚を一同は抱き始める。だがその時、バルムンクがしてやったと言わんばかりの笑みを浮かべて号令をかけた。

　その直後、幅広くライン状に地面が盛り上がる。左右に避けようにも範囲が広く、また、突然のことに避けきれず、フードマントの男性の足元は土つち塊くれによって包まれ、動けなくなった。

「まだだ！　一気に固定してしまえ！」

　バルムンクが支援部隊の中にいるアースクリア出身の者たちにさらなる号令をけしかけると、追い打ちをかけるようにして魔法による土塊がフードマントの男性の下半身に絡からみつく。それを繰り返し、まるで岩かのような大きさにまで固定すると、最後に支援部隊たちは強度をあげるために土塊を魔法で硬質化させた。

「今がチャンスだ！　全員ありったけの攻撃をあいつに注げ！」

　下半身を固定されたフードマントの男性は必死に抜け出そうともがくが、支援部隊の魔法によって相当強度が高まっているのか抜け出せずにいた。支援部隊のアースクリア出身の魔法使いたちも、必死にフードマントの男性を抑えようと絶えず魔力を注いでいるのか、数人がかりで魔法を発動しているにもかかわらず苦しそうな表情を浮かべている。

　その甲か斐いあってか、フードマントの男性の前方に、今からでは避けようがないほどの量の魔法弾を撃ち放つことに成功する。フードマントの男性めがけて放たれた魔法弾は狙いから大きく外れることなく、一直線に螺ら旋せん回転しながら飛んでいく。

　背中にしがみついていた獣牙族の少女もまずいと感じたのか背中から降り、必死にフードマントの男性を土塊による拘束から解放すべく引っ張り上げようとする。

　だが直後、フードマントの男性は抜け出そうとするのを諦めたのか獣牙族の少女に背後へと隠れるように促し、視線を前方へと向けて、手元に青白い仄ほのかな光を灯ともらせる。そして、飛んでくる魔法弾へと向けて握り拳を作って構えをとり、目にも止まらぬ速さで両拳を前方へと突き出した。

「あれは……っ！」

　見覚えのある力に、タカコは目を疑う。

　残像で腕が複数あるかのような速度で拳が何度も前方へと突き出される。向かい飛んでくる魔法弾がその拳に触れると、まるで避けるかのように軌道を変えてフードマントの男性の斜め後ろへと飛んでいった。

　フードマントの男性は的確に、降り注ぐ無数の魔法弾を殴打の連射で次々に逸らしていく。こちらの戦意が削そがれるほどの実力を見せつけられ、いつしかレジスタンスたちが放っていた威勢を感じさせる雄叫びは、「当たれ……当たれよ！」と、恐怖と焦りが混じったものに変わっていった。

「諦めるな……魔法で焼き尽くせ！　奴は今動けん……視界が奪われても構わん！」

　だがそれでも諦めまいと、バルムンクは支援部隊に命令を下し、複数人がかりで炎を前方へと撃ち放つ。撃ち放たれた複数の炎は途中で交わり、渦を巻いてフードマントの男性へと襲い掛かった。

　しかし、それでもフードマントの男性には届かなかった。フードマントの男性は炎の渦が身を包むよりも早く、下半身を覆っていた土塊から上空へと跳んで抜け出す。魔法弾を跳ね返している間も抜け出そうと力を使っていたのだろう。土塊の強度をあげていた魔法使いたちが息を乱しながら膝を崩している様子からそれが窺えた。

「今だメリー！　絶対に狙いを外すな！」

　しかし、まるでそうなってくれるのが狙いだったかのようにバルムンクは笑みを浮かべるとそう叫び散らす。

「任せな……絶対に外さない。これでお別れだぜ……エース！」

　一度空中へと跳んでしまえば、獣牙族に途中で軌道を変えるすべはない。働いた慣性のままに動くことしかできない。周囲に力場となる物体が飛んでいるならば空中であっても動き回れたかもしれないが、今空中にはフードマントの男性と、背中にしがみついている獣牙族の少女以外に存在せず、格好の的となっていた。

　メリーは狙撃用魔力銃器、魔力改良式ドラグノフをフードマントの男性にすかさず向けると、しっかりと両腕で固定し、全身を使って発射時の衝撃に備えて、ありったけの魔力をその一発に込め、研ぎ澄まされた集中力を駆使して狙いを定める。

「……終わりだ！」

　フードマントの男性が着地に備え、空中で身体を一回転させようとした瞬間、メリーはそれを待っていたと言わんばかりに目を見開くと、魔力銃器の引き金を引いた。すると、今まで撃ち放っていたものとは比べ物にならないほどの速度で、一直線にフードマントの男性の元へと魔力弾は飛んでいった。

　フードマントの男性の手に纏われている青白い光は攻撃を弾はじき返す。となれば弾かれないように手の届かない、もしくは届きにくい背中の中心部を反応しにくいタイミングを狙って的確に撃ち込む必要がある。それをメリーは、寸分も狂わぬ精確さとタイミングで撃ち放った。

　だがその直後、バルムンクとメリーを含め、レジスタンスたちは全員言葉を失う。フードマントの男性はそれさえも、当然かの如ごとく回避したからだ。

「避けた……だと？」

　そう、手で防いだのではなく、フードマントの男性は回避した。魔力弾がその身を貫こうとした瞬間、身動きの取れないはずのフードマントの男性は突如その場から消え去った。消え去ったように見えた。

「噓だろ……あの野郎、いつの間にあんな力……！」

　予想外だったのか、メリーは驚愕の表情を浮かべながら力を失ったかのように魔力銃器の構えを解く。

　フードマントの男性は、空中にいるにもかかわらず跳躍した。何もないはずの空間を蹴りつけて、地面に向かって目にも止まらぬ速さで跳び、水しぶきをあげて川へと着地した。

「撃て……撃て撃て撃てぇぇぇ！」

「至近距離なんだ！　数撃てば当たるはずだ！」

　あれだけの攻撃を放ったにもかかわらず、無傷で目前にまで接近したフードマントの男性を見て、取り乱した様子でレジスタンスたちは魔力弾を乱射する。しかし、ゴムボールが跳ね返るかのように空中と地面を行き来するフードマントの男性に当てることは叶わず、遂にフードマントの男性はレジスタンスたちの目の前にまで接近する。

　すぐさま前衛部隊のレジスタンスたちが武器を握り締めて近接攻撃を仕掛けようとするが、その速さの前ではすべてが無駄だった。赤子の手をひねるかのようにほとんどの者が武器を素手で受け止められると、腕を摑まれて投げ飛ばされる。

　そして、為なすすべなく叩き伏せられた前衛部隊を見て、いつしか支援部隊も、残った前衛部隊も戦意を喪失させていった。

「…………っ！」

　そんな中、それが鏡である可能性を感じて攻撃に参加しなかったアリスたちは、なんとかフードマントの男性の正体を知ろうと注視していた。だが、フードマントは深く頭に被かぶさっており、鼻から下までしか顔を認識することができず、それが鏡であると断定できずにいた。

　フードマントの男性が手元に纏わせた青白い光は、鏡が持つスキルの一つ、魔力を反射させる闘気『反魔の意志』である可能性があった。しかし、空中を自由に動き回れるようなスキルも魔法も知る限りでは鏡は持ち合わせていない。また、獣牙族の少女と行動を共にしていることからフードマントの男性が鏡であると結びつけられずにいた。

「っつ！　やられた……おしまいだ！」

　前衛部隊が怖気づき、攻撃を仕掛けなくなった瞬間、フードマントの男性は目にも止まらぬ速さで支援部隊たちの目の前へと移動する。そして、支援部隊が持つ魔力銃器を手刀でへし折ると、次々にそれを繰り返して移動し、レジスタンスがもつ牙を削そいでいく。

「武器を……破壊するだけ？」

　その時、クルルの中でフードマントの男性が現れた瞬間からずっと引っ掛かっていた違和感が紐ひも解かれたような感覚に陥る。

「私たちを攻撃してこない？」

　あれほどの力があれば、攻撃手段はいくらでもあったはずだった。

　最初に投げつけてきた石橋の破片を外したのも、撃ち放った魔力弾を跳ね返さずに左右に逸らしたのも、迫ってきた前衛部隊を投げ飛ばすだけで追撃しなかったのも、最初から殺す気がなく、戦意を失わせるためだけに行動しているように見えた。

「っく……！」

　そして、たった今メリーの前方に接近したフードマントの男性は、それを確信させる行動を見せる。フードマントの男性はメリーの魔力銃器をへし折ろうと手刀を放つが、親の形見である魔力銃器を壊させまいと庇かばうように必死に抱き留め、覚悟を決めたかのように目を瞑ったメリーを前に、ビタッと振るった手を止めたのだ。

　魔力銃器と身体を密着させた状態でへし折ろうと思えば、メリーに危害が及ぶ可能性がある。そう考えたのかフードマントの男性はメリーには何もせず、そのまま別の後方支援部隊の者たちの前へと移動して次々に武器を破壊していく。

　明らかに、相手を倒すのを目的としていなかった。

「まわりくどいですね……」

　その時、瀕死状態だったため、最後尾で体力を回復することに専念していたティナが、ダメージを残した苦しそうな表情でクルルの傍へと寄る。

「ティナ！　もう動いて大丈夫なんですか？」

「いや……さすがに横になりたくてもアホみたいに大きな石の塊が真上を飛んできたら、何が起きているのか状況判断くらいするでしょう」

　顔色の悪い状態で迷惑そうな顔を浮かべると、ティナは「すみませんが肩貸してください」と言って、クルルに支えてもらう。

「とにかく……あのまわりくどさは鏡さんに通じるものがあります。なんか空中を自由に跳躍したりしてパワーアップしていましたけど、あれは多分鏡さんです」

　そしてティナは、自分の見解を述べた。

「いや多分じゃない、あれは間違いなく師匠だ」

　すると、いつの間にかクルルの隣にまで寄っていたレックスが腕を組みながらティナの見解を断言する。暫くして、三人が集まっているのを見たタカコ、アリス、パルナ、メノウの四人も、あれが鏡だと考える自分が正しいかどうかを確認するために、レックスの元へと集う。

「どうあがいても勝てる気がしない……そんな風に僕が思える相手となればそれはもう、師匠以外にない」

「大雑把な考え方ですねー……もしあれが本当に獣牙族だったらどうするんですか」

　直感で鏡だと思い込んでいるのか、自信満々に言い放たれたレックスの足りなさすぎる説明にティナはヤレヤレと溜息を吐く。

「でもまあ……レックスの言うこともわからないではないけどね。あいつ、魔力を跳ね返すスキルみたいなのも使っていたし……むしろあれが鏡じゃなかったら絶望的よ。って、ちょっとアリス！」

　鏡である可能性が高まり、いてもたってもいられなくなったのか、アリスは次に武器を壊しに向かうであろう支援部隊のいる場所を予測し、チャンスを逃さないよう必死になってその場所へと駆ける。

「…………鏡さん？」

　息を乱しながらも、狙い通りフードマントの男性の傍へと近寄れたアリスは、高鳴る鼓動を抑えるようにして、溢あふれるたくさんの感情を押し殺して、震えた声でその名を呼んだ。




「…………ぁ、ぇと、……ニャオン！　オレ、オマエタチ、ミナゴロシ！」




　そして、返ってきた言葉に凍りつき、まるで時が止まったかの如くアリスは固まる。

　数秒後、戦せん慄りつしたかのような焦った表情を浮かべてすぐさまアリスは後方へと振り返り、同じく戦慄した焦った表情で口を開くタカコたちと視線を合わせる。その後まるで、全てを悟ったかのようにお互い頷きあった。

　直後、フードマントの男性は何かに気付いたかのように飛び跳ねてレジスタンスたちから距離をとっていく。何をしようとしているのか意図を探るべく、バルムンクはフードマントの男性が向かう先へと視線を向けた。その瞬間、バルムンクは一瞬にして顔色を青褪めさせる。

「っ!?　全員撤退だ！　今すぐノアに向けて逃げるんだ！」

　一同が何事かと、バルムンクが視線を向けている先を追うと、そこには、いつの間にかレジスタンスが仕掛けた罠を抜け出して立ち尽くし、こちらに殺意と憎しみの表情を向ける獣牙族たちの姿があった。

「急げ……大半の者が武器を失った今、正面きって戦うのは自殺行為に等しい！　逃げろ……全力で逃げろ！　そして走れ！　生きるために今すぐ！」

　その掛け声を聞くと共に、レジスタンスの支援部隊は一斉に石橋の下の地点から走り去り、再び来た道を戻ってノアへと向かおうとする。そのあと、支援部隊が先に逃げたのを確認して残った者たちもそのあとを追う。

「「「うがぁああああああああああああああああああ！」」」

　だが、レジスタンスの支援部隊が逃げ出そうとしているのを見て、耳をふさぎたくなるような怒りの交じった雄叫びをあげて、獣牙族たちは一斉に追いかけようと走り出した。背後から奇襲を受けるわけにはいかず、獣牙族に応対しようと前衛部隊の何名かと、タカコたちは走る速度を抑えて逃げながらも殿しんがりへと移動する。

「メノウちゃんはティナちゃんを連れて安全な場所に！　残りは逃げながら皆を援護よ！」

　タカコの指示に一同は頷くと、各おの々おのが武器を構えて指示を受けやすいようにバルムンクの傍へと移動した。メノウも「さあティナ殿！　私にお摑まりください」と率先してティナを背負い、先に逃げた支援部隊たちのあとを追う。

「すまない……助かる。油機！　メリーを背負ってこの場から離脱し、先に逃げた者たちと合流してくれ。死ぬなよ！」

「了解！　隊長も……死なないでね！」

　タカコたちが傍に寄るとバルムンクはメリーと油機を殿から離脱させ、タカコたちを心強く思えたのか、顔の力を抜いて笑みを見せた。

　そして一同は走りながらも、背後から追いかけてくる獣牙族たちへと視線を向ける。

「あいつら……速い!?　どうすんのよ、これじゃあ絶対に追い付かれるわよ！」

「わかっている！　前衛部隊は追いかけてきたものに対処しろ！　魔法で援護ができる者も殿についてアース出身の者たちを守れ！」

　本来、市街地などの入り組んだ地形で力を発揮する獣牙族たちだが、周囲に何もなく、足を取られる川の上であっても、レベル１００近くに上り詰めた武闘家に匹敵する速度で動くことができる。レジスタンスたちは必死に逃げようと大地を駆けるが、その距離は瞬またたく間に詰められていく。

　ぼーっと見ているだけではすぐに追いつかれて殺される。そう判断したパルナは走って逃げながらも身を守るために電撃系統の魔法を放ち、足止めしようとしたが──、

「ちょ……！　全然効いてないじゃない！」

　まるで意に介した様子もなく、走る速度を落とさずにこちらへと向かってきていた。

「もっと威力の高い魔法じゃないと奴らには通用しない！　魔法使い十人分のありったけの魔力を使って設置した罠でさえ、足止めをするので精いっぱいだったんだ……間髪入れずに攻撃するんだ！」

「んなこと言っても、走りながらそんな器用なことできないわよ！」

「パルナちゃん！　私があなたを担かついで走るから魔法に専念して！」

　拾いあげるようにしてタカコはパルナをひょいっと担ぐ。お尻を叩かれる時のようなだらんとぶら下がるような体勢にパルナは少しだけ赤面するが、すぐさま気を取り直して魔力を手元に集中し始めた。

　相手を殺す勢いで集中させた濃密な魔力はパルナの手元で視覚できるほどに渦巻き、それを見たバルムンクも「それなら……！」と、期待の籠もった眼差しを向ける。

　だが、魔法を獣牙族へと放とうとした瞬間、異様な光景が一同の眼前に広がった。

　獣牙族の味方をしたはずのフードマントの男性が、レジスタンスたちを追いかけようとする獣牙族を次々にチョップで地面へと這い蹲らせていたからだ。

　背中にしがみついていた獣牙族の少女も何やら楽しそうに尻尾を左右に振りながら、「やれやれー」と言わんばかりに手を挙げてフードマントの男性を応援している。

　獣牙族を倒しているわけではなく、ただチョップで強制的に地面へと這い蹲らせているだけだったが、その行動はまるで『追いかけるな』と言っているようにも見えた。

「くそ…………エースめ、毎度毎度いったい何がしたいってんだ！」

　その光景を見たバルムンクがそう言葉を漏らす。

　それを聞いたパルナは手元に集中させていた魔力を引っ込めて「前も……同じようなことがあったの？」と、担がれながらもバルムンクに視線を向けた。

「ああ、まるで俺たちで遊んでいるかのようにな。突然現れては邪魔をして、殺さずに逃がそうとする。あいつは楽しんでやがるんだ。殺さずにまた攻めてくる俺たちに期待して……！」

「誰も死んでないなら……いいんじゃないの？」

「武器を失って敗走する途中で死んだ仲間がどれだけいたと思ってる……？　それに、こっちは貴重な旧文明の兵器や武器を多く失っているんだ……いいわけがないだろう！」

　バルムンクの言葉をそのまま聞くと、確かにフードマントの男性の行動は許しがたいものだった。しかし、バルムンクの言い分がどこか、自分都合な言い回しにも聞こえたタカコは表情を少しだけ歪ませる。

「……エースが獣牙族に嫌われてるって言ってたわね。それって……」

「お察しの通り、あの行動のせいだよ」

　今もなお、レジスタンスが脅威であると認識している獣牙族の群れ相手に、赤子の手をひねるかのようにチョップを繰り出すフードマントの男性を見て、一同は複雑な表情を浮かべる。

　仮に、あのフードマントの男性が自分たちもよく知る人物だったとしても、その行動の意図がわからず一同は困惑した。

　結果的に、フードマントの男性の力によって獣牙族の群れと距離を離し、逃げ切ることができた。そして一同は、作戦が失敗したことにより大きく士気を下げたレジスタンスたちと共に、途中迫りくるモンスターたちに対処しながら地下施設、ノアへと向けて移動を開始する。

「鏡さん……あなたはこの世界でいったい……」

　難しい表情を浮かべながら、クルルは移動の途中そうつぶやいた。

　これから、この世界でどう行動していけばいいのか？　フードマントの男性の姿を頭によぎらせながら、今なお姿を見せない鏡に問いかけるように。
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「あれは絶対……絶対に鏡さんです！」

　旧多摩川で行われた作戦の失敗後、一同はさらに半日をかけて地下施設ノアへと戻った。帰る道中、向かう時とは違って武器を失っていたため、危険は増していたが、運よくも危険性の低いモンスターにしか出くわさず、それ以上誰一人欠けることなく全員ノアへと無事に帰還した。

　レジスタンスの構成員の一部は命があったと安あん堵どするよりも、ようやく訪れた獣じゅう牙が族ぞくを一網打尽にするチャンスを逃したことで、世界を取り戻すのがまた一歩遠ざかったと表情を暗くし、邪魔をしてきたエースに怒りと憎しみを募らせていた。

　今回の遠征を行うだけで失ったものは大きく、喰くい人と族ぞくに殺された者もいる。そんな中、犠牲を払うだけで何も成果をあげられなかったことに対し、一番不ふ甲が斐いなさを感じていたのはバルムンクだった。バルムンクはノアに戻ったあと、エースに対する怒りをあらわにしながら「次は……必ず！」と壁を殴りつけながら叫び、メリーと油機にタカコたちに用意された部屋への案内を任せて自室のテントへと引き籠こもった。

　それから、メリーと油機にそれぞれタカコたち専用の場所として与えられた女性用のテント二つと男性用のテント一つで固められた場所へと案内された。それが終わると、メリーと油機は「あとでまた呼びに来るから、今は休みな」と、相当疲れていたのかそれだけ告げて、それ以上は何も言わずに各々のテントへと戻っていった。

　残された一同はとりあえず集まって話をしようと、男性用のテントへと集まり、話し声が漏れないようにテントの入り口のドアを閉め、ずっと言いたくて仕方なかったのか、現在ティナが声を抑えながら勢いよくフードマントの男性は鏡であると主張していた。

「あのクソみたいな誤ご魔ま化かし方は鏡さん以外ありえないです」

「そうね……あの馬鹿丸出しの誤魔化し方は鏡ちゃん以外ありえないわね」

「言い過ぎだよ！　ボクが思うに鏡さんはその、多分ユーモアを……あの、やっぱいいや」

　ティナの言葉に賛同するかのようにタカコが頷うなずき、あまりの言い草にアリスが一瞬頰を膨らませるが、いままでの鏡の誤魔化し方を思い返して押し黙った。

　実際、誤魔化し方は酷ひどかった。誰にも攻撃を仕掛けていないのに「ミナゴロシ」、とってつけたかのような「ニャオン」、対応力のなさが窺うかがえる「……ぁ、ぇと」、全てがうさんくさかった。

「でも鏡さん……どうしてあんな場所にいたのでしょうか？　まだあれが鏡さんだと決まったわけじゃないですが、獣牙族の少女と行動を共にしていましたし」

「師匠のことだ。魔族の仲をとりもったように、獣牙族とも和平の道を築けるように行動しているんじゃないか？」

　心底不思議そうに考えるクルルとは裏腹に、レックスは「あの人がすることなら何も心配などない」と言いたげに腕を組んで微笑を浮かべる。

　鏡が何をしようとしているのかの詳細はわからなかったが、何かをしようとしているのは明らかだった。誤魔化してきたということは、少なくとも、今自分の正体がばれるのはまずいと考えている裏付けにもなった。それを察した一同はあの時、フードマントの男性は鏡であると感じながらも、何も言わなかったのだ。

「だが、それにしては獣牙族とも仲が悪いように見えたが……苦戦しているのか、それかレックス殿の言っている和平とは違う何かのために行動しているのか……」

　顎に手を置いてメノウは小難しそうに考えを巡らせる。だが、今出ている情報だけでは、とても見当はつけられなかった。

「とにかく、鏡ちゃんが生きている可能性が出てきたのなら、鏡ちゃんと直接話して情報の交換をしたいわね。いったいどこで何をしているのかしら？」

「でもあいつ、合流する気がないみたいだったじゃない？　小声でもいいからあとで合流しようくらいは言えたでしょ？　あいつからこっちに戻ってくる気もなさそうだし……見た感じ、ノアを行き来する昇降路は権限のある人しか動かせないみたいだったし」

　ヤレヤレと溜ため息いきを吐つきながら、パルナはタカコの言葉に横やりを入れる。パルナの言葉通り、昇降路を起動できるのはレジスタンスの中でも一部の者だけだった。たとえ外で全滅の危機に陥ったとしても、権限を持たない者は戻ることができない。それだけ、外への行き来は危険が伴うことを意味していた。喰人族がすぐ近くにまで接近していたのが良い例である。

「鏡さん……ボクたちに会いたくないのかな？　合流しようとか何も言ってくれなかったし」

　その時、合流する気がないかもしれないと聞いて、アリスは目に見えて落ち込んでみせる。するとパルナはやってしまったと言わんばかりに慌てふためき、慌ててアリスを励ますかのように手をわたわたと動かした。

「あーほら、あいつのことだから、また予想外にひょこっと出てくるわよ。ほら、あんたの顔見てちょっとだけ動揺していたようにも見えたし」

　明らかな言葉の付け足しに、思わずクルルとティナは微笑ほほえましくなってクスッと笑う。すると、レックスが気難しそうな表情を浮かべながらパルナの肩をポンッと叩たたき──、

「パルナお前……、合流してからずっと思っていたが面倒見がよすぎないか？　本当にお前はパルナか？　あまり面倒見が良すぎてもアリスの母親と誤解されて婚期を逃すぞ？」

「あんたはデリカシーがなくなったわね」

　そう言って怪け訝げんな視線をパルナにぶつけるが、逆に冷たい視線を返される。

「おーい、さっそくお仕事だよーって……なんで皆男性用のテントに集まってるの？」

　その時、出て行ってから十数分もしないうちにテントのドアを開けて油機が再び顔を出す。

「随分と戻ってくるのが早いのね。レジスタンスは休む暇もないくらい忙しいのかしら？」

「いやー本当はゆっくりと休んでもらおうと思ってたし、私たちも休みたかったんだけどさ……どうしても外せない仕事を忘れてて、今日は私たちが担当ってのをすっかり忘れてたよ」

　油機は申しわけなさそうに頭に手を置くと、仕事の内容を説明するかのように「こちら！」と言ってドアの前から横に移動して、油機の背後に隠れていたメリーの姿を見せる。

　するとそこには、食材の詰まった大きな鍋を持った、愛らしい猫の刺し繡しゅうが入ったエプロンを着用したメリーの姿があった。

「……ご飯の準備だ。手伝え」

　そして、鼻息をふんっと吹かして、やる気満々の様子でメリーはそう言った。
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　その後、謎にやる気に満ちたメリーに連れられて向かった先は、アースクリアが存在する中央施設の周辺の市街地のような、整った作りの家屋が並ぶ場所ではなく、その市街地を抜けた先にある地下施設ノアの壁際ぎわ付近で、レジスタンスの本部のように野営用のテントがびっしりと広がっており、何の力も持たないアース出身の住民たちが生活を営む場所だった。

　無邪気に子供たちが走り回り、母親がそれを生き甲が斐いかのように見守り、それとは真逆に生気を失った人たちが力なく横たわる、まるで貧民街のような場所。

　そして、大きな鍋を持ったメリーたちがその場に到着すると、待っていましたと言わんばかりにざわめき声が至る所で聞こえ始める。

「どういうことかしら？　市街地のほうとは随分扱いが違うみたいだけど？」

　全員平等に扱っていると言っていた油機の言葉とは違う現状に、白色のハートのエプロンを着用したタカコという名のモンスターは油機を睨にらみつける。

「んー扱いは一緒だよ？　住んでる場所は違うけどね、ほら、全員をあの市街地に収容することはできないからさ……アースも年々人口が増えてるし。その代わり支給する物資や食べ物の量は皆一緒だよ？　使える設備とかもね」

　同じようにエプロンに身を包んだ油機は、タカコに視線を合わさないようにそう答え返す。その説明に納得はしたが、なぜか視線を合わそうとしない油機に「どうして視線を逸そらすのかしら？」とタカコは不満げだった。

「ご飯ってもしかして……ノアの施設に住む人たち全員に作るんですか？」

　そんな中、できあがるのを待っているのか、こちらに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けて、建物の陰に隠れながら指を咥くわえて待っている子供たちを見て、クルルが素朴な疑問を抱く。

「そうだ。食料の管理をしているのはレジスタンスだからな。まあさすがに私たちだけで全員分作るわけじゃないが、少なくともここらへん一帯は私たちの担当だ」

「ですが……そうだとしても、ここ一帯の人数を賄うには量が足りなくないですか？」

「ん？　ああ、もうちょっと奥に行った場所にちゃんと飯を作る場所があって、そこに食材はちゃんと保管されているから心配するな。こんなテントが密集している場所のど真ん中で作るわけないだろ？　火もないし」

　メリーの言葉を聞いてクルルは安心したかのように、ほっと息を吐いて手を胸に当てる。

「安心しました。てっきり、それほどまでに食料難なのかと心配していたので」

「いや食料難だよ。だから私たちがその日生きられるだけの食料を分け与えるように管理してるんだ。さすがにこの手元にある分よりはあるけどな」

　メリーの淡々と吐かれた言葉で、クルルは「そう……ですか」と表情を一転、暗くする。予感はしていたが、思っていたとおりアースの住民の生活は、アースクリアで暮らす者たちよりも困窮していて自由がないことをはっきりと認識したからだ。

　カプセルの中に入れられて眠り続けているほうが、場合によっては幸せな生活を送れるという皮肉な世界の現状に惨みじめさを感じずにはいられず、メリーのような年端もいかない少女が世界を取り戻そうと必死に戦う理由が痛いほど理解できた。

「あれ？　じゃあメリーちゃんが持ってる食材ってなんなんです？」

　疑問に思ったティナが、首を傾かしげながらメリーが持っている鍋の中身を覗のぞき込む。

「私がレジスタンスの本部で管理して世話をしている小さな畑でとれたんだ……子供たちに食べさせてあげたくてな」

「メリーちゃんもまだ子供なんだけどね？」

　少し照れくさそうに口くち籠ごもるメリーに、油機がにやーっといたずらっぽい笑みを浮かべる。

「うるさい！　私はもう大人だ！　子供扱いするな！」

　嚙かみつくような勢いでメリーは言い返すも、油機に微笑みを向けられながら「はいはいよしよし」と頭を撫なでられる。鍋を両手に持っているせいで何もやりかえせず、メリーは「く、屈辱……」と恨めしそうに油機を睨みつけていた。

「強いのね……この世界の住民は」

　その光景を見て、タカコは感慨深くそうつぶやいた。

　レジスタンスが外に人員を充あてられるのはノア内の秩序が保たれているからだ。本当に目を向けなければならない問題を理解し、どれだけ貧困であっても、仲間内で争わず、奪い合わず、協力し合って前に進もうとしている。

　アースクリアの住人がこの世界で生きていくのにはレジスタンスへの協力が必要不可欠と來くる栖すは言っていたが、レジスタンスにいたアースクリア出身の者たちはむしろ一緒になって世界を取り戻すのに躍起になっているように見えた。そうなったのも、戦っている者たちだけでなく、ノアの施設にいる全員が前に進もうと努力しているからにほかならない。

　タカコにはそれが、アースクリア内でも、アースの珍しい美しさの一つに思えた。
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「よーし、押すなよー！　ちゃんと全員分用意してるからなー……多分」

「多分ってなんだよ姉ちゃん！」

「そーだそーだ！　ちゃんと配分考えて配れよ！　姉ちゃんただでさえ大おお雑ざっ把ぱなんだからさ！」

「うるせえぞガキ共！　これでも昔よりマシになったんだからな私は！」

　それからさらに数十分後、ノアの施設に点在する各居住区の中心にある配給所は、アースの住民によって行列ができあがっていた。現在、エプロン姿に身を包んだ一同が作り上げた食事を、住人たちが持ち寄る食器の中へと注いでいる。

　全員同じ食事を配給し、メリーが特別に作った野菜をふんだんに練り込んだ団子も子供たち限定で配っているのだが、なぜかメリーが食事を配給する場所にだけ子供たちが群がっていた。

　メリーが普段からどれだけ信用を得ているのかがその様子からわかり、パルナとティナとタカコは微笑ましそうに子供たちにいたずらをされるメリーに視線を向けている。

「大人気ねメリーちゃん。うらやましいわ……あんなに子供になつかれて。どうして私のほうには全然人が来てくれないのかしら……んもぉ、こんな美女ほったらかしにして」

　羨望の眼差しをタカコはメリーに向ける。メリーとは真逆で、タカコの列にほとんど人はおらず、並ぶのは年配の老人たちばかりだった。

　あまりの人の寄らなさにタカコは「ねえ？　皆照れてるのかしら？」と、右隣で同じように配給を行っているティナとパルナに聞くが、「ソウデスネ」とティナが、「ホントミンナモッタイナイワヨネー」とパルナが、それぞれ全く視線を合わせずに遠い目をしながら手だけを動かす。

「タカコ……エプロン姿はまだいいが、ハートのエプロンはやめておいたほうがいいと思うんだ」

　そこで気まずそうに、左隣に立っていたレックスが「おほんっ！」と咳せき込んで助言する。

「あら？　またあれかしら？　刺激が強すぎるのかしら？」

「ああ……そうだな、刺激たっぷりだ。やばいほどにな」

　だがタカコに真実を告げるのは、レックスにはとてもじゃないができなかった。

「お姉ちゃん……ありがとう」

「お、お姉ちゃん……!?　ねぇパルナさん！　今ボクお姉ちゃんって言われた！」

「いや、あんた年齢も見た目も普通に立派な大人でしょ？　中身はまだ子供っぽいけど、そろそろボクって言うのも卒業したら？」

「今更私なんて言うのはむず痒がゆいよ。少なくとも今はまだこのままでいいかな」

　パルナの隣で配給を行っていたアリスも、まだ年端もいかない幼い少女にはにかんだ笑顔を向けられ、嬉うれしそうに笑みをこぼす。

「鏡さん、今のボクを見たらなんて言うかな？」

「あんた一回見られてるじゃない。ま、あれがそうだったらの話だけど」

「ん？　何の話？」

　耳を傾けていたのか、クルルとメリーの間に挟まれて配給を行っていた油機が顔をひょこっと出して聞いてくるが、慌ててアリスが「あ、えと、何でもないよ！　結構昔の話だから！」と言って誤魔化し、事なきを得る。

「ふーん、なーんか気になるけど、まあいっか」

　なんとか上手うまく誤魔化せたことにアリスは「ふーっ」と溜息を吐いて安堵する。その時ふと、隣で浮かない顔をして配給を行うクルルの姿が目に入った。

「どうしたのクルルさん？　そういえばこっちに戻ってからずっと浮かない顔をしてるけど」

「いえ……ようやく会えるかもしれないと希望が見えたのに、こちらからはどうしようもないというのがこんなに辛つらいなんて思ってもいなかったので……」

　クルルの浮かない顔が移ったかのようにアリスも少しだけ表情を暗くする。それは自分も同じ気持ちだったから。

　アリスが表情に出さなかったのは、悩んでいても仕方がない状況なら、気持ちを切り替えて行動しろと鏡の傍そばで学んだからだ。だがそれでも、不安なのはアリスも同じだった。

「そ、それにしても子供が多いですね！」

　二人の重い空気を感じ取ってか、ティナがすかさず話題を切り替える。

「大きくなると、多くがレジスタンスの加入を望むからね。皆、外の世界を渇望してるんだよ。居住区にいる全員が家族みたいなものだから、大人が数人いれば子供の面倒はこと足りるし」

　暗い雰囲気を変えようとしたのに、より重みのある話を油機にされてティナは苦虫を嚙みつぶしたかのような表情を浮かべる。そうやって数々の大人が死に、身寄りのない子供が誕生するのを目まの当たりにしてきたのか、油機はアリスとクルルに負けない暗い雰囲気を纏まとわせた。

「ぱ、パルナさん。助けてください」

「あー……もうほっときましょ。過保護すぎるのもあれだし、あとで勝手に気持ちを切り替えて元気になるでしょ多分。ほら、あんたも手を動かして、目の前にお客が待っているわよ？」

　もくもくと手を動かしながら放たれたパルナの助言に、ティナは「え？」と反応して正面を振り向く。するとそこには、珍しく大人と思われるフードマントを被かぶった男性と、同じくフードマントを被った小さな子供との親子が器を持って、食事を配給してくれるのを待っていた。

　顔が見えないほど深く被られたフードは、無言も相まって不気味な雰囲気を漂わせている。

「こ、声かけてくださいよ……」

　少し気恥ずかしそうにそうつぶやくと、ティナは器を受け取って配給を行った。

　フードマントを被っている者は珍しくなく、むしろ多いため、特にティナは気にすることなく器を返すが、その間際、なぜかアリスはまじまじと疑った眼つきでその二人の親子を見つめていた。

「……あの二人、背丈も身体からだの大きさもなんか……何より」

　器を返したあと、去っていく親子をアリスは視線で追うと、そわそわとしながら食事の配給用に使っていたトングとお玉をテーブルの上へと置く。

「どうしたのアリス？　なんか落ち着かないみたいだけど？　お手洗いにでも行きたいの？」

「ごめんパルナさん、ボク……ちょっと行くね。ボクの分もやっといて」

「え？　ちょっとアリス？　ちょっと！　どこ行くのよ！」

　するとアリスは、パルナに自分が担当していた分を押しつけると、去って行った親子二人を追いかけて、配給所から飛び出していった。

「あ、アリスちゃん？」

「アリス様！」

　アリスが飛び出したのを見て、メノウとクルルもそのあとを追う。

「あ？　お、おい！　どこ行くんだお前ら！」

　突然いなくなった三人を見てメリーは声を荒らげて引き留めようとするが、周囲にまとわりついた子供たちに邪魔され、追いかけられずその場に留とどまる。

「ティナちゃん。三人の後を追って！　追い付いたら場所をあとで教えるか連れ戻して頂戴！　ここは私がなんとか四人分やっておくから」

「え……えぇー。あ、でもはい、わかりました！　行ってきます！」

　さすがに行き先も告げずにいなくなられるのは困ると判断したタカコは、咄とっ嗟さに連れ戻すようにティナを向かわせる。ティナは面倒な仕事が増えたと一瞬嫌な顔をしたが、逆に仕事をサボれると考え直すと嬉き々きとした様子でアリスたちが向かった先を追った。
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「どこかな……あ、いた」

　配置の法則なく大量に設営された小さなテントがひしめく居住区内は、そこに住まう連中で賑にぎわっており、フードマントを被った者から子供たちまで常に行き交いしている。そのせいでアリスは一瞬追っていた二人組の姿を見失うが、途中何度も人とぶつかりながら居住区内を駆け回り、再び手元に器を持った二人組の姿を見つけた。

　器を持った二人組は、居住区内でも特に奥のほう、ノア内の大きな岩壁に密接している小さなテントの中へと入り込む。アリスには居住区の中でも特に人目のつかない壁際にテントを設置しているのが余計に怪しく見え、こそこそと警戒するように近付いた。

「……なんか話してる」

　二人組がテントの中に入ったのを見て、アリスは足音をたてないようにゆっくりとテントの目の前へと移動し、ドアの部分に耳をあてる。

「ふぅぅぅ危なかったぁ、ばれるかと思った。なんか一人めちゃくちゃ俺のこと見てたからな。観察力の高い奴やつがレジスタンスに加入したのは厄介だな」

「ご飯……なくなるです？」

「むぅ……この拠点を失うのは某それがしにとっても痛手でござる……」

　テントの中からはまるで解放されたかのような気の抜けた風に話す男性の声、ご飯の心配だけをしている、か細くまだ幼い女性の声、そして不思議な言葉遣いをする同じく女性と思われる声と、三人の話し声が聞こえてきた。

　会話内容から、何かしらの警戒をしていたという事実を知り、アリスは詳しく事情を知るためにさらに耳をテントの中へと近付ける。

「まあまだ何とかなるだろ。とりあえずはあいつらとコンタクトをとる方法を考えないとな……よし、その前にまずは飯を食おう。腹減ったし」

「ところでお父。だれかそこのテントで聞き耳たててる」

　気付かれていたことにアリスは身体をびくっと硬直させる。そのあとすぐにその場から離れようとするが、それよりも早くテントのドアから男性のものと思われる手が飛び出し、肩を摑つかまれると、アリスはそのままテントの中へと引きずりこまれてしまった。

「……そういうのはもうちょっと早く言えっ！　さっきの俺を用心深く見ていた奴か？　油断してた……まさかここまで追ってくるとはな」

「んむむ……んぐぅ……むぅ！」

　叫び声をあげられて周囲に気取られないよう、男性は座りながら瞬時にアリスの口元に手を当てて抑えつけ、暴れまわらないように背後から両腕を抑えつけるように片腕で抱きしめる。さらに両足を絡からめて身動きがとれないようにしたあと、「頼むから暴れないでくれ」とアリスに懇願した。

　テントの中では、自分を抑えつけている男性と、妙に落ち着いた様子でコップに注がれた水を飲むフードマントを着た幼い少女が座っていた。
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「ん！　んん！　んむぅ……んん!?　む…………」

　あまりにも突然のことに、アリスは必死になって抜け出そうともがくが、視線を少しだけ上へと向けて、自分を抑えつけている人物が誰なのかを確認すると、ピタッと暴れるのをやめる。

「んぉ？　なんか急におとなしくなったな」

「お父……また誰か来る」

　抑えつけた対象が急におとなしくなったことに男性が拍子抜けしていると、フードマントを着た少女は、これまた落ち着いた様子でテントのドアへと視線を向けた。

「アリス様！」

　直後、ずっとつけていたのか、メノウがテントのドアを勢いよく開けて片足を中へと入れ込む。アリスの様子を窺うかがっている途中、テントの中に引きずり込まれたのを見て慌てて来たのか、メノウは恐ろしい剣幕で呼吸を乱していた。

　だが、テントの中を見るなり、メノウは目を見開いて驚きょう愕がくする。

「か、鏡……さん？」

　その光景を見て最初に言葉を発したのは、クルルだった。メノウに遅れて一緒になってアリスのあとをつけていたクルルとティナが、メノウが足を踏み込んで半開きになったテントのドアを覗き込むように顔を出すと、メノウと同じく目を見開いて驚愕してみせる。

　そこにいたのはフードを外して顔をさらけ出した男性。見間違えもなく、鏡だったからだ。

　狭いテントの中、もらってきた食事の入った器を中央に置き、それを囲むようにしてフードマントを着た幼い少女が落ち着いた様子でコップを持って座り、その隣にアリスを羽交い絞めにして座る鏡の姿があった。

「わお、いっぱい来た」

「……鏡殿なのだな？」

「俺じゃなかったら誰なんだよ。久しぶりだなメノウ、クルル、ティナ。とりあえず早く中に入ってドア閉めてくれ。ここがばれると色々まずいから」

　メノウ、クルル、ティナの三人はお互い見合って頷きあうと、指示に従ってテントの中へと入り、狭いテント内でなんとか座る場所を見つけて座り込む。

「あの……その、色々聞きたいことがあるのですが、何をしているんですか？」

　そして、座ると同時に、クルルが正座をした状態で恐る恐る手を挙げて鏡に問いかける。

「何って……見ての通りご飯食おうとしてたんだけど、この娘が俺たちの居場所を見つけちゃったから口封じをな。ここをばらされても困るから口をふさいで暴れないようにしてたんだけど…………ん？　あれ？　そう言えばメノウさん、お前さっきこの娘をアリスとか言わなかった？」

「その娘……アリスちゃんですよ？」

　さすがにないとでも言いたげな引きつった顔でティナはそう告げる。

「鏡殿……アリス様の顔を忘れたのか？」

　同じく続いて呆あきれたように溜ため息いきを吐ついて、メノウも鏡に向かってそう告げた。

　言われて、先ほどからずっと顔を見続けてくるアリスに鏡は視線を向ける。アリスの視線に怯おびえはなく、むしろ親しさの籠こもった羨望の眼差しが向けられており、鏡は思わず「え？　まじで？」とつぶやいて確認を取ろうとする。

「え？　でも、え？　いやいや、え？　アリスってもっと小さかっただろ？　俺が覚えている大きさでこれくらいだったはずだ」

　すると鏡はアリスの口元から手を離し、親指と人さし指を近付けて豆粒を持つかのような形を一同に見せつける。

「どれだけ小さいんですか、蟻ありじゃないですか」

　その様子を見てティナは失笑し、メノウとクルルは再び呆れ果てたかのように溜息を吐いた。

「は？　いやいや大きくなりすぎでしょ……まだ一年、アースクリアだと三年か？　身長もそうだけど胸の大きさとか大人っぽい雰囲気とか完全に別人だろ！　てっきりアリスは子供だから置いてきたのかと思ってた。確かに髪色とか服装とかはどこかアリスっぽいなと思ってたし、顔とかもまあパッチリした目元とか……あれ？　アリスっぽ……あ、これ、アリスじゃん！」

「気付くの遅すぎでしょ！」

　身長の大きさだけに先入観を抱いていた鏡は、ようやく目の前の存在がアリスだと認識する。そして相変わらずのアホさに、少し安あん堵どした様子でティナは溜息を吐いた。

「久しぶりだね、鏡さん」

　認識されていなかったことに怒るかと鏡は冷や汗を垂らすが、予想外にもアリスは嬉うれしそうに笑みをこぼしていた。アリスにとって、たとえ本人と認識されなくても、大人として認識されていることのほうが何よりも嬉しかったからだ。

「色々聞きたいことはあるが……聞きたいことがありすぎて困るな。頭が追いつかん」

　その時、いつまでもアリスを抱きしめている鏡に対してメノウが、「うぉほん！」と咳払いして話を進めようと促す。すると急に恥ずかしくなったのか、アリスは頰を紅潮させて慌てて鏡から離れて隣へと座った。その一部始終を、クルルはジト目で見届ける。

「そうですね……聞きたいことがたくさんあります。獣牙族と一緒にいたことや、一人で行動していたことや、その他もろもろですがとりあえず鏡さん、私とハグしましょう」

「いや意味がわからん」

「アリスちゃんばかりずるいです！　私だって……三年間ずっと……！　帰ってこないあなたが悪いんです、どれだけ心配したと思ってるんですか！　ねえティナ!?」

「え、私にふるの本当に勘弁してほしいんですけど」

　クルルは勢いに任せて立ち上がり、ジリジリとすり足で動いて鏡に詰め寄ろうとするが、その瞬間、鏡の身を守るかのように両手を広げ、フードマントを着た幼い少女が立ちふさがった。

「駄目……お父、ピッタのです。触らせない……です」

　そして放たれた言葉に、アリスとメノウとティナとクルルはまるで石化したかのように固まり、暫しばらくの間、何も言わずにピッタと名乗る少女と鏡を交互に見つめる。

「え？　鏡さん、この子今なんて言いました？　今なんかこの子お父さんみたいなこと言ったんですけど、ていうかこの子あれですよね？　あの時いた獣牙族の……子供ですよね？」

「いやー説明すると長くなるんだけどね？　とりあえず紹介するとこの子はご存じの通り獣牙族で、ピッタ・メルパッチっていう。多分年齢は七歳くらい」

　ピッタの吐いた言葉が信じられないのか、クルルが肩を震わせながら問いただすと、鏡はピッタの紹介を始めた。フードを外したことによってさらけ出されている顔は、今日獣牙族と戦った時にも見た、エースにくっついていた獣牙族の少女そのものだった。

　少し長めの金髪に、ぱっちりとした大きな目、キツネのような黄色くフワフワとした耳をしたどこからどう見ても獣牙族。どこかおどおどと困っているかのような雰囲気と、物静かな物言いは、気弱な性格であることが窺えた。

「だ……誰の子ですか！　アースクリアにいつまでたっても戻って来ないと思ったら……私たちのことをほったらかしにしてアースで子供を!?　しかも異種族間で!?」

「鏡さん……ボク、信じてたのに」

「鏡さんってあれですよね。昔のアリスちゃんの時といい、いつも幼女を連れ歩いてますよね……まさか。いやいや、うわぁ……」

「鏡殿……いつの間に幼女ハンターになったのだ」

　一同は、とりあえず幼女と一緒にいるというだけで軽蔑の視線を向けて言いたい放題だった。

「落ち着けお前ら！　俺はまだこっちに出て来てから一年しかたってないから！　子供作ってここまで育てられるような時間とかそもそもないから！　落ち着……おちつけぇぇ！」

　それから誤解であることを説明して、全員がまともに会話できるようになるまで、数分の時間を要した。
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「よし、とりあえず落ち着いたところで、まず何から聞きたい？」

「なんであの時、ニャオンとか言っちゃったんですか？」

「獣感出そうとしたら大失敗した」

　その返答を聞いてティナはなぜか満足そうに「さすがですねぇ」と笑みを浮かべた。相変わらずのアホとでも言いたげな口ぶりが腑ふに落ちなかったが、同意するかのように頷くほかの三人の様子を見て、鏡は何も言い返さずに「次の質問に移ろうか」と切り替える。

「どうしてこんな場所にいるのだ？　レジスタンスの者たちからは死んだ扱いになっていたが」

「しかも『がっかり英雄』とかまで言われてましたよ？　それにあれだけ邪魔して、邪魔した相手の居住地で暮らすとか肝太すぎでしょ」

　色々疑問はあったが、まずここにいる経緯をメノウが問いただす。その上でティナが、鏡が知らないであろう陰で言われていた事実を呆れ果てた様子で口にした。

「『がっかり英雄』って……まあ確かに生きているのに戻ってないなら『がっかり英雄』か。全部を話せば長くなるけど……とりあえず何があったのかくらいは説明しよう」

　それから、鏡がこの世界に来てからの経緯の説明が行われた。

「まずここに来た時に最初に思ったのは……何これ？　こんなの期限以内に世界を救うとか無理だろ？　しかもやってること魔族と人間との争いとほとんど変わらないし！　だった」

　一年前、鏡はアリスたちと同じように來栖にこの世界の説明を受けた。アースクリアはアースを救うために強い人間を作り出すためのシステムだったとか、自分たちがカプセルの中で眠り続けていた存在だったなど、アリスたち全員がもれなくショックを受けた話を全て聞いていた。

　だが鏡にとってそんなのはどうだってよかった。

　自分が生きていた場所がどこであろうと、そういう生活が実際にあって楽しく生きていたのだから、どんな形でもどうでもよかった。鏡にとって重要だったのは、どうやったら世界が救われるのか？　それだけだった。

「なんか魔力銃器を持った元気のいい奴と、でっかいスパナを背負った奴に案内されてとりあえずできることからしようかって、レジスタンスにも加入はした」

　でもやっていることは、世界を救うのには程遠い地道な作業だった。アースの住民が生活しやすいように物資の補給や、周辺のモンスターを駆除するなどの作業ばかり。

　そしてようやく訪れたレジスタンスの世界を救うための大チャンスも、結局、獣牙族を殲せん滅めつしてアースに存在する生命体を一網打尽にするだけの作戦だった。レジスタンスの掲げる世界を救う定義は、『アース上に存在する人間以外の生物を全て滅ぼす』だったからだ。

「ぶっちゃけ、それも一つの手だとは思った。でもあれだ、期限以内に世界を救うには圧倒的に時間が足りなくてさ。二年弱で全部滅ぼすって現実的じゃないし、何より獣牙族って、魔族と一緒でほとんど人間と何も変わらないからさ……個人的にも戦いたくなかったんだよね」

　鏡は初めて獣牙族と相対した時、人間と同じように仲間を重んじ、老人や子供を率先して守ろうとする姿を見て、戦う気力を失った。戦わなければいつまでたっても世界を救えないのはわかっていても、行動する気になれなかったから。もしそこで獣牙族を自分の手で始末すれば、自分の中にある信念が崩れ去るような気がして。

　だが同時に、魔族の時のように和解するのも無理だと鏡は悟った。獣牙族が、話し合うのも不可能なほどに人間を憎んでいたのもあるが、何より、魔族の時と違って和解する理由が何一つなかったからだ。

　アースクリアの場合、人間が一方的に魔族を追いやっていただけで、人間が迫害をやめるだけでよかったが、今回はお互いがお互いの存在を主張して傷つけあっている。何より、獣牙族には魔王や国王のような一族を取りまとめる者がいないため、和平の道を歩むには全員の納得が必要だった。とてもじゃないが、憎しみが募っている状態で和平の道を歩ませるのは不可能だと判断した鏡は、どちらか片方が倒れるまでこの争いはきっと終わらないのだろうと悟った。

　そんな時だった。作戦通り獣牙族を罠わなにまで誘導し、一網打尽にしようとその罠を作動させる直前、獣牙族がその罠に気付いていることに鏡は気付いてしまった。獣牙族の数が異様なほどに少なかったのだ。その証拠に、バルムンクが「この群れは数が少ないな……むしろチャンスか」と言っていたのを鏡は今でも覚えている。

　若者が数人、あとは老いきった者がほとんどで、全て合わせても十数人しかいなかった。まるで人間が自分たちに気を取られて欲しいと言わんばかりにゆっくりと歩きながら。

「カムフラージュだったんだよ。獣牙族としても子供や老人を連れ歩いて、今日戦ったような利用できる足場の少ない場所で戦いたくなかったんだ。だから、人間を引きつける囮おとりをたてた。足手まといになるからと死を選んだ老人と、その老人をなんとしてでも守ろうと志願した若い連中がな」

　獣牙族の五感は人間が思っている以上に遥はるかに鋭い。木や草に隠れているだけであれば、近くにいる人間くらいは簡単に察知できる。このままでは人間に追撃を受けると危惧し、獣牙族は囮をたてたのだ。

　だが、獣牙族は人間の位置は察知できても、罠の位置までは察知できない。

　罠は、数分にわたって爆発を巻き起こし、地盤を崩して生き埋めにしたあと、さらなる爆発の追い打ちで確実に粉こな微み塵じんにするシンプルな造りのものだった。だが、獣牙族を一網打尽にするには充分な威力は持っていた。

　結果、獣牙族の若者たちは囮に使った老人たちを助けられず、もれなく罠に巻き込まれた。だがその直前、鏡の眼に映った光景に違和感が生じた。

「その中に一人、子供が交ざっていたんだ」

　次の世代に託すため、老人を囮に使ったのだと思っていた。だが一人、何も知らずについてきたのか、強こわ張ばった表情で周囲を警戒する大人たちをキョロキョロと見回しながら、不安そうにちょこちょことついて来ていた子供がいた。

　明らかに、どうして群れからはぐれているかわかっていない様子だった。なのに、周囲の獣牙族はまるでその子供がいないかのように無視していたのだ。

　何も知らず、わけもわからず尽きようとしている命を目の前にして、鏡は気付けば飛び出していた。ぶっちゃけ、獣牙族だけを殺しても世界を救ったことにはならない。普通にやっているだけじゃ世界は期限内に救えない。目の前の獣牙族と戦う気もない。それなら自分のしたいようにしよう。鏡はそう考えたからだ。

　獣牙族と共に罠による爆発に巻き込まれはしたが、鏡は一定時間だけだが身体能力を倍増させるスキル『制限解除』の力を使い、生き埋めになりはしたが、レジスタンスの連中にばれないようなんとか制限解除の効果時間内に地中を掘り進み、その子供だけは守り抜いた。

「そしてそこにいた子供がここにいるピッタだ」

　そう説明すると、ピッタはエヘンッと腰に手をあてて自慢げに踏ん反りかえった。

「でも……どうして鏡さんはレジスタンスに戻らなかったの？　やっぱり魔族との仲を取り持ったように、獣牙族との仲を取り持とうとしているから？」

「いや全然違う。さっきも言ったけど獣牙族との和解は現状かなり難しいし、それだったら俺がレジスタンスに戻って、獣牙族と仲良くするように働きかけたほうがよっぽど手っ取り早いだろ？」

　てっきり鏡はアースクリアの時と同じように、和平の道を築けるように動いているのかと思っていたアリスはそれを聞いて「……そっか、確かにそうだね」と表情を曇らせた。

　すると大人姿のアリスが目に見えて落ち込んでいるのを見慣れていないせいか、鏡はどこか焦あせった様子で頰をかき、「いや、まあ話は最後まで聞けよ？」と、弁解しようとする。

「……なんていうか、今日の遠征で喧けん嘩か両成敗にしたのは仲を取り持つとかそういうのじゃないんだ。期待させたみたいで悪いがな」

「ならばいったいなんだと言うのだ？　というより……ここにいたのであれば、私たちがアースに来たのも知っていたのだろう？　なぜすぐに話しかけてこなかったのだ？」

　募る疑問をたたみかけるようにメノウは鏡へと投げつける。

「いや、だってお前らレジスタンスの連中と一緒にいたし、そのあとすぐに獣牙族を討伐しに出かけたじゃん？　話しかけるタイミングなんてなかったって。俺もレジスタンスが獣牙族と殺し合わないように出かけなきゃならなかったのに」

　そして返ってきた言葉を聞いて、いよいよ鏡が何を目的として行動しているのかがわからなくなり、一同は顔を見合わせて首を傾げる。

「……仲を取り持つつもりはないのに、殺し合わないようにするとはどういうことなのだ？」

「えっと……それはだな」

「話はそこまでだ」

　その時、勢いよく鏡たちのいるテントのドアが開かれる。するとそこには、険しい表情を浮かべながら魔力銃器を構えるメリーと、驚愕した表情で手を口元に置く油機、そして、悟ったかのような表情で腕を組むレックスと、ヤレヤレと呆れ果てた表情を見せるタカコとパルナの姿があった。

「きゃぁぁあああエッチィ！」

　だが鏡はそう叫ぶと、すぐさまドアを閉じた。

「魔力銃器を向けられてるのに普通に動くなよ！　というよりドア閉めるな！」

「だって別に撃たれてもどうにでもなるし」

　すぐさま顔を真っ赤にしながらメリーは再びドアを開けるが、それでも鏡に慌てた様子はなく、傍にいたピッタも落ち着いた様子でもらってきた配給食をもぐもぐと食べていた。

　あまりの危機感のなさに、メリーは思わず歯ぎしりして再び魔力銃器を鏡に突き付ける。

「随分私も舐なめられたもんだな。この距離で私が狙いを外すとでも？」

「逆に聞くけど話を聞いていたなら俺がなんなのかくらいもうわかってるんだろ？　いつも背負ってる長物ならともかく、そんな小銃の弾が当たって死ぬような奴だと思うのか？　メリーさんよ」

「……私の名前、覚えていたんだな」

　言葉通り、悔しくもなんとかなるとは思っていなかったメリーは溜息を吐きながら、魔力銃器を下ろす。

「まあな、なんだかんだでしょっちゅう会ってるしな」

「しょっちゅう会ってるじゃ……ないだろ！」

　メリーは、アースの外にいる異種族に向けるような憎しみの籠もった顔で鏡を睨みつける。メリーが言わんとしていることを理解できたのか、鏡も何も言わず視線だけを合わせ続けた。

「ちょ、ちょっと待ってよ、ちゃんと確認させて……あなたってあの……『がっかり英雄』で村人の……えっと、鏡さんだよね!?　実は生きていて、しかも散々私たちを邪魔してきたエースで……って、じゃあタカコさんが言ってた鏡さんのレベルが９９９っていうのも？　うぇぇ……まだ信じられない！」

　その隣に立っていた油機が、空気を断ち切るようにわなわなと震えながら鏡を指さした。

「今日現れた獣牙族のエースの力から考えれば、噓うそか本当かは言わなくてもわかるでしょ？」

　むしろ、鏡でなければ頭を悩まされていたところだったと、タカコは少し安堵する。自分たちの手に負えない相手を前に、世界を救う算段なんてとてもじゃないができなかったから。

　するとそこで、呆れながらもほっと一息を吐くタカコの肩を押しのけて、レックスが笑みを浮かべながらテントの中へと顔を覗き込ませる。

「っふ……変わらないな師匠。少し安心したぞ？　考えなしに行動しているところとかな」

　そして、入るなり安心したかのように鼻息をふんっと吹かし、そう言った。

「お前は結構変わったみたいだな。雰囲気もそうだが……そこそこ強くなったか？　チクビ」

「あんたは僕を呼ぶときレックスだっただろ！　しれっとそっちで呼ぶな！」

　一瞬、それが誰なのか理解できなかったのか鏡は硬直するが、すぐに理解すると手をポンッと叩いてそう言った。相変わらずのキレのある受け答えに懐なつかしさを感じたのか、鏡も微笑する。

「鏡ちゃん……どうせ会いに来るならもうちょっと考えてから来たらどうなの？　メリーちゃんたちにばれたら色々とまずいんじゃないの？」

「本当よ。久しぶりに会ったと思ったら相変わらずの考えなしね……アリスたちがあんたを探しに来てるんだから、そりゃあとからあたしたちが来ることくらいわかるでしょ？　メノウとティナも、悠長に会話なんかして何やってるのよ……」

　レックスがテントの中に入ってメノウの隣に座ると、続いてタカコとパルナも中へと入り、ティナとクルルの間に「はいはい詰めて詰めて」と割って入って座り込む。

「せっま」

　あまりの狭さに鏡がそうぼやく。元々そんなに大きなテントでもなく、アリスたちが来た段階で既に狭苦しい状態だったテント内は、さらに大人三名が加わったことによりきつきつの状態になっていた。

「ていうかお前ら、よくここを見つけられたな」

「鏡ちゃんたちはフードマントを被ってたから印象に残りにくいけど、アリスちゃんたちは見た目も服装も目立つからね。色んな人の協力でここまで辿たどり着いたわ」

　タカコの説明を聞いて鏡は隣に座るアリス、クルル、ティナに視線を向ける。色とりどりの髪色は確かに人々の印象に残りやすいと感じ、鏡は「なるほど」と納得した。

「ていうか……ピッタさん何で近付いてるって教えてくれなかったの？」

「さっきと同じでお父のお仲間さんだと思ってた……です」

　鏡がチラッとピッタに視線を送ると、ピッタは怒られたと勘違いしたのか身体をびくつかせ、しょぼんと落ち込んだ表情を見せる。あまりの落ち込みように鏡は「いや、まあ半分は仲間だったから正解だけどね？」と、励ますかのように言葉をかけた。

　するとその様子を見たティナが「うわぁ……ロリコン」と顔をひきつらせ、さらにどこか面白くなさそうな表情でアリスが頰を膨らませる。

「あら鏡ちゃん、いつの間に父親になったの？」

　そんな鏡に追い打ちをかけるようにどこか面白半分でからかうタカコが──、

「へぇー……あんたも結構やるじゃない。そういうの全然興味ないと思ってたけど」

　意外とでも言いたげに感心したかのようにパルナが──、

「そうですよ！　それに結局まだどうしてその子が鏡さんのことをお父さんと呼んでいるのか聞かせてもらえてません！　今すぐ教えてください！」

　取り乱した様子でどこか必死さを感じる物言いでクルルがそれぞれ言葉をかけるが──、

「その必要は……ない！」

　その問いかけを全て遮るかのような声量でメリーは叫び散らし、腰元のポーチから旧文明の通信装置らしき物を取り出す。問いかけるまでもなく、それがほかのレジスタンスの仲間にこの場所を知らせるものであると理解できた。

　今この場で出すとしたら、それ以外考えられなかったから。

「まさか生きてて、しかも人間であるはずのあんたが獣牙族のエースで……人類を裏切っていたなんてな。なあ、お前のせいで……今までどれだけの仲間が死んだか知っているか？」

「お前らの仲間が死んだのは……俺のせいじゃないはずだけど？」

「ふざけるな！　お前が邪魔したせいで、何も成果をあげられず、多くの仲間が無駄に命を散らしたんだぞ!?　今日だって…………お前が邪魔したせいで！」

　その時の悔しさがひしひしと伝わってくるかのようなメリーの物言いに気け圧おされ、再びテント内は沈黙に包まれる。

「仮に、俺が邪魔しなかったら……そいつらは生きて帰ってこられたのか？」

「それでも！　お前が邪魔しなければ成果を出して死ねた！　名誉のある死を遂げられたはずなんだ！」

　仮に、鏡が邪魔しなければ獣牙族は今よりも数が少なくなっていたかもしれない。逆に、レジスタンスが壊滅的なダメージを受けていたかもしれない。だが結果によっては、今日死んだレジスタンスの構成員も、死なずに済んだかもしれない。

　それ故に死んでしまった命に対して、鏡も何も思っていないわけじゃないのか、メリーの憎しみの籠もった鋭い眼に視線を一度合わせると瞼まぶたを閉ざし、「……そうか」と感慨深くつぶやいた。

「確かに俺は何度もお前らの作戦の邪魔をした。でもそれは、どっちにも死んでほしくなかったからだ。でも……それでも危険を承知の上でお前らは獣牙族を殺すのを諦めようとしなかった。俺が邪魔しにくる可能性を承知で、お前らは戦う道を選んだんだ。俺も……無関係だとは言わない。でも……その結果じゃないのか？　戦わない道もあったはずなのに、お前たちがその道を選択した結果の死じゃないのか？　それなのに……成果をあげられなかったら無駄死になんて、俺が言えた義理じゃないけど……死んでいった奴にあんまりじゃないか？　だから俺も、『がっかり英雄』なんて言われてたのかもしれないけどな」

　でもそれでも、その定義に鏡は納得できなかった。殺せたら成果、殺せなかったら無駄という考え方が、まるで思い通りに事が進まなかったことに腹立てる子供のようで、あまりにも自分勝手に思えたからだ。死者に意味を与えるのはいつだって生者である、少なくとも鏡はそう考えていた。

「確かにそうかもな。でもな、私たちは人間なんだよ！　人間が人間のための世界を望んでいるから戦う道を選ぶんだ！　人間が暮らしやすい世界を渇望するのがそんなに変なのか!?　それを邪魔しようとする奴らを殺す。普通のことじゃないのか!?」

「お前らは殺すために戦ってるのか？　……違うだろ」

「……もういい。それ以上喋しゃべるな裏切り者」

　鏡が非を認めようとしないと諦めをつけたのか、その瞬間、メリーは冷めた視線を鏡に向けて、片手に持った旧文明の通信機らしき機械のボタンを押した。

　テント内は静寂に包まれる。いったい何が起きるのか？　通信を行う機械であるとわかりつつも、油機以外の一同は息を吞のんで何かアクションが起こるのを待った。

　だが、数秒たっても何も起こらず、メリーにとっても予想外だったのか、首を傾げてメリーは再度ボタンを押した。

「な……なんで？」

　しかし、それでも何も反応がなく、メリーはむきになって何度もボタンを押し続ける。

「油機！　壊れてるぞこれ！」

「えぇ!?　ちゃんとメンテナンスしたよ！　おかしいなぁ……」

「く、くそ！　だったら直接！」

　焦ったように旧文明通信機を地面に投げ捨てると、メリーは直接仲間を呼びに行こうとドアから飛び出して外へ出ようとする。

「させるわけないだろ？」

　だが、背を向けた瞬間には、座っていたはずの鏡が背後に立っており、メリーは肩をがっしりと摑まれて制止させられた。そのあまりの速さにメリーと油機は思わず額に冷や汗を浮かべて固まる。対照的にレックスとタカコはその光景を感心したかのように頷いて見ていた。

「また強くなったんじゃないの鏡ちゃん？　空を自由に移動するスキルも身に付けてたみたいだし？」

「いや、身体能力はちょっと上がったかもだけど、スキルを新しく使えるようになったわけじゃないぞ？　空を飛んでたのも新しく増えた仲間のおかげだし」

「新しい仲間？」

　逃げられないようにメリーの肩をがっちりと固定しながら、鏡は首を傾げるタカコに教えるかのように「そろそろ姿見せてもいいんじゃねえか？」と声をかけた。

　すると、鏡の声に反応するかのように、もぞもぞとピッタが羽織っているフードマントの中が突然動き出し、ピッタの胸元からピョコっと青色の体毛に包まれた小さな生物が顔を出す。

「ぬぅ……窮屈だったでござる」

「な、な、な、何ですかこの小さい喋るフワフワの生き物は!?」

　その生物が姿を見せるや否や、目を輝かせながら物凄すごい勢いでティナがピッタの胸元へと近付き、「ぐはっ!?」という苦しみの声をあげさせてその小さな生物を摑み取る。

　そこにいたのは青色の体毛に包まれた、まるでぬいぐるみと間違えそうなほどに愛くるしい姿をした小さな生物だった。獅し子しのような尻尾が生えている以外は全体的に猫のような見た目をしており、小さな両手には肉球がはっきりと見え、思わずポチポチと連打したくなるような魅力を放っている。口元は黒色のマスクで隠れ、ほかにも藁わら草履や古ぼけた装束に身を包んでおり、どこか暗殺者のような雰囲気を放っていたが、全体的な見た目の印象で危険な感じは全くしなかった。

「さっき三人の話し声が聞こえると思ったら……この子だったんだね」

「王都にある日本の古い歴史が記された書物に、摩ま訶か不思議な術で敵を翻弄したと言われている伝説の戦士、忍という存在がいたらしいですが……それに似た姿をしています。もしかして……」

　ぬいぐるみのような見た目の生物に興味を抱いたのか、アリスとクルルもそわそわとしながらピッタの傍へと近寄る。パルナも遠目に見ながらクルルの発言に「あー、あたしもそれ読んだことある」と賛同していた。

「ご名答。忍とかはさっぱり知らないけど、こいつは俺たちのスキルみたいなちょっと変わった力を使えるんだ。今、メリーの使った旧文明の機械の機能を停止させたのも、こいつの力のおかげだ」

「凄いんですね……ほかにはどんなことができるんです？」

「何もないところに足場を作ったりとか……ほら、俺が空を自由に飛び回ってたのもこいつの力のおかげ。ほかにもなんか色々できるみたいだけど、俺も全部はまだ知らん」

　鏡がひととおり説明を終えると、じっと動かずにティナとアリスとクルルにもみくちゃにされていた小さな生物は、しゅぽっとティナの手元から抜け出してテント中央の足場のないはずの空中に着地する。

「お初にお目にかかる。某は朧おぼろ丸まると申す者。我が主あるじ様に命を救われお付きとして行動を共にさせていただいているでござる」

　朧丸は礼儀正しくきりっとした表情で片膝をついて頭を下げる。その行動に、ティナとアリスとクルルと油機はもれなく「……かわいい」とつぶやいた。

　傍かたわらでタカコが「……私とどっちがかわいいかしら」とつぶやいているのをメノウは耳にしたが、何も聞かなかったことにして鏡へと視線を向ける。

「命を救われたとか言ってるが、鏡殿はこの生物とどこで出会ったのだ？」

「最近だけど、なんかボロ雑巾みたいなのがここの地上周辺に落ちてたから何かと思って拾ったらこいつだったのよ。死にかけてたのを助けたら懐なつかれて……名前も俺がつけた感じ」

　メノウはそれを聞いて表情を歪ゆがめる。少なくとも、メリーと油機も朧丸という生物の種類を知らない様子だった。つまり、長年レジスタンスで活動していた者でさえ知りえない生物であるのが少なくともわかる。そんな生物がたまたま『落ちていた』という言葉のニュアンスが、メノウには妙に思えた。

「あれは運命的な出会いだったでござる……忘れもしないあの日の思い出！」

　対する朧丸はその時を思い出してかうっとりとした表情を浮かべていた。

「それはいいけど、何でお前隠れたあとずっと出てこなかったの？」

「出るタイミングを完全に失っていて……ご主人が合図してくれるのを待ってたのでござるよ」

　その時、朧丸が現れたことで和やかに変わりつつあった場の雰囲気を、まるで興味がないと言わんばかりにメリーが「ふんっ！」と声を荒らげて引き戻す。

「っ……私と油機をどうするつもりだ？　どうせお前たちもこの村人の味方なんだろ？」

「そんな敵意むき出しにしなくても、何もしないっての」

「信じられるか！　世界を取り戻すために戦いもせず、人間を裏切って邪魔だけをしていた奴のことなんか……！」

　今にも嚙みつきそうな勢いで肩を摑む鏡を睨みつけるメリーに、鏡は思わず猛獣を抑え込んでいるかのような気分に陥り困った表情を浮かべる。

「生きてて良かったとは思う。でも、メリーちゃんの言っていることにはあたしも同意だよ。戦わないだけでよかったのに……どうして邪魔なんてしてきたの？　あなたが邪魔しなかったらきっと、今よりずっと世界を取り戻すために前進してたはずなのに！」

　油機の言葉に鏡も「まあ……そうかもしれないな」と言って認める。それも一つのやり方であるのは鏡も認めていたからだ。だが、それにはあまりにも犠牲が多く、終わりが見えない。

「お前らがやっているのは自分たちの領土を主張し合ってるだけのただの戦争だ。俺はそんなのに興味はないし、付き合ってる時間もない」

「そんなのだと……？　ただの戦争だと？　ふざけるな！　いったい……これまでどれだけの同胞たちが死んでいったと思ってる！　……世界を取り戻すために戦ってきたと思ってる!?」

「おいおい勘違いするなよ。別に戦って亡くなった奴らを侮辱したいわけじゃない。それに俺だってニュアンスはちょっと違うが気持ちはお前らと同じさ。この世界を救いたい。お前たちアースの人間が幸せに暮らせる世界にしてやりたいさ」

「だったらどうして!?」

「お前らのやり方じゃ……いつまでたっても世界は救われない。不毛なんだよ、殺し合ってるのがそもそも。お前らは違和感を抱かなかったのか？」

　言葉の意味は理解できなかった。だが、どこか憐あわれんだ表情を向ける鏡のその言葉に、何か深い意味が隠れてそうなのを感じ取り、メリーと油機は顔を見合わせて困惑する。

「何かを……知ったのね？」

　だが、その中でもただ二人、タカコとメノウだけが合点がいったかのように頷いていた。

「ああ、気付くのにすっげぇ時間がかかったけどな。確信もなかったから、レジスタンスの連中を説得できそうになかったし、ある程度わかった頃にはエースとして敵対してた俺の話を聞く耳なんてない状態だったし……何より、俺一人じゃ無理だった。だから待ってたんだよ、お前たちが来るのを」

　そう言うと「遅いぞお前ら」と鏡は心底嬉しそうな笑みを浮かべた。それを見て一同は、鏡という存在とようやく合流することができたのだなと実感し、それぞれ笑みを返した。

　お互い頷きあったところで「じゃ、そろそろ行きますか」と切り出し、逃げないようにメリーをタカコに、油機をメノウに預けると、鏡はノアの岩壁側に位置するテント内の場所に移動する。そして、さも当たり前かのように「ほい」とそこにかけてあった布地を剝はがすと、そこにはどこかに繫つながっているであろう大きな空洞が広がっていた。

「壁際にテントを張ったのはそういうことだったのか」

「ほら、ここの昇降路って権限がないと使えないじゃん？　だから穴を掘りに掘りまくって無理やりこの地下施設にまで繫げた。すっげぇえええええ大変だった。正直過去の穴掘り経験がなかったら諦めてたと思う」

　かつて、ダークドラゴンに会うために鏡が強引に穴を掘ったのを間近で見ていたメノウは、「懐かしい話だな」と微笑する。

「ちょ、ちょっと！　ここからモンスターやほかの異種族が入ってきたらどうするのさ！」

　興味津しん々しんに空洞へと近付くアリスたちとは対照的に、いつの間にか作られていた外への出入り口に危機感を覚え、油機は焦った様子で叫んだ。

「大丈夫だって、ちゃんとばれないようにしてるし、絶対に入れないようにドアとかも設置してるからさ。というわけでずっとここから出入りして、ここで生活してました」

　実際、外は鏡の実力をもってしても危険だった。音もなく忍び寄ってくる喰人族を筆頭に、外には危険な生物が常に徘はい徊かいを続けている。それ故に、野宿して生活するにはあまりにも死のリスクが大きかった。少なくとも、ピッタを連れ歩くには、その驚異から安全を確保できなければ眠ることもままならなかった。そのため、この外敵から身を守るのに適したノアの環境は、鏡が行動していくために必須な拠点でもあったのだ。

「一応、飯を食わせてもらってる代わりに物資とかこっそり届けてたりしたんだぜ？」

　いつの間にか増えていた謎の物資に覚えがあるのか、油機は目を見開いて何かに気付いた素振りを見せる。そして何も心配いらないとでも言いたげな鏡の堂々とした態度に、油機とメリーは顔を見合わせて困惑した。その顔を見て「まあまあ、そのおかげで色々気付けたことがあるからさ」と言うと、空洞の前へと移動して突如真剣な顔つきへと変化した。

「ついてこい、二人にも教える。仲間は多いほうがいい」

「それを知ったところで、私は絶対にお前の味方になんかならないぞ？　お前は敵だ」

「敵ねぇ……まあ、見たらわかるさ」
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　鏡が作った空洞の中は真っ暗で何も見えず、闇に包まれていた。タカコがぎりぎり通れるくらいの狭い入り口を一人ずつ突き進んで奥のほうへと進むと、通ってきた狭い道とは打って変わり、全員が優に入れるほどの広い空間へと出る。そこで鏡は松明たいまつに火を熾おこして灯あかりをつけると、そこから地上に向けて斜線上に続いている通路を、一同はひたすら上り続けた。

　途中に何度か休憩ポイントとして、最初に出た広い空間のような場所を通るが、一同は休みを入れることなく突き進む。地上までの道を行く最中、枝分かれするかのように下へと続く通路の分岐を何度も見かけるが、ノアへと続く正解の道は一つだけで、万が一にも外敵が侵入しても辿たどり着けないようにカムフラージュで作ったらしく、鏡がつけた目印に気付かないと迷うように作られていた。そのあまりにも複雑な空洞内の構造に、思わずパルナが「あんたは蟻か」とツッコむほどだった。

　妙に緊張しているのか誰も喋らず、耐えがたい歩くだけのあまりにも暇な時間に、鏡が空洞内の暗さを利用して怖い話をしようとするが、ピッタが泣くのでなんとか堪こらえ、一同は一時間かけてようやく地上に繫がる出口の前へと辿り着く。

　最後に辿り着いた岩壁に囲まれた広い部屋の中央には天井に続く梯子はしごがかけられ、その天井は鍵のある鉄の扉でふさがれていた。まるで金庫のような重厚な扉を押し上げるように内側から開き、一同は薄暗い出入り口の一つしかない瓦が礫れきに包まれた、廃はい墟きょとなったビルの中へと出る。最後に鏡は、全員が外に出たのを確認すると、扉の鍵を閉め、周囲にあった瓦礫を動かしてその出入り口が見えないように隠した。

「一応こっから外だから、全員気を引き締めろよ？　この世界のほかの種族の強さは本物だからな。特に喰人族とか」

「こんなところに繫がっていたのか……全然気付かなかった」

　出た場所は、レジスタンスが出入り口として保有している昇降路から少し離れた廃墟となったビル街の中で、レジスタンスが遠征に出る時はよく通る経路の途中にあった。

「喰人族に見られていたらどうするつもりだったんだ？」

　瓦礫を運び終え、手をパンパンと叩きながら満足そうな笑みを浮かべる鏡をメリーはそう言って睨みつける。

「ああ、それなら大丈夫。ピッタは……喰人族の気配や足音も感知するから」

「……どういうことだ？　獣牙族にとって喰人族は天敵のはずだ。獣牙族の五感をもってしても、奴らの気配は探れないはずだろう？」

「……まあ、歩きながら話すよ」

　そう思うのは仕方がない。まるでそう言っているかのように苦笑すると、鏡は廃墟となったビルから旧渋しぶ谷や区の方向へと向かって歩き始める。行き先を伝えていないながらも、鏡を信用しているのか何も言わずについていこうとする一同を見て、メリーと油機も渋々とあとに続いた。

　時は既に深夜を過ぎており、人間であればとっくに眠りについている時間だった。辺りは暗く、月と星からこぼれ出たわずかな光で照らされている。だが、夜に灯りをつけながら移動するのは、自分の位置を相手に教えるのに等しいため、鏡は灯りをつけずにそんな中を躊躇ためらわずに進んでいく。

　襲われても対処できるよほどの自信があるのか、それとも今進んでいる道には危険がないのか、色々と考えながらもメリーは鏡のあとをついていく。

「ピッタがなぜか囮の中に入れられてたって話はしたよな？」

「あんたが……命令を無視して罠の中に突っ込んだ日のことだろ？」

　そして、ある程度歩いたところで、鏡は先ほどのメリーの疑問に答えるように話を始めた。

「その理由が、ピッタを助けて一緒に行動するようになってからすぐにわかったんだ。ピッタは……普通の獣牙族とは違ったんだよ」

「獣牙族とは違う？　どう見ても獣牙族じゃないか」

　覗き込むようにしてメリーはピッタを睨みつける。あまりにも突然ヌッと顔を出してきたメリーにびくつくと、ピッタは慌てて鏡にしがみついた。

「見た目は確かに獣牙族だよ。でも、獣牙族とは明らかに性質に大きな違いがある。ピッタはな……運動が苦手なんだよ。誰かに手を引いてもらうか、しがみついてないと置いてかれるくらい歩く速度も遅い」

　現在、メリーを威嚇するようにジーッと見ながら、鏡を盾にするようにして歩くピッタにチラッと視線を向けてそう言った。

　それを聞いてメリーと油機は困惑した表情を浮かべる。獣牙族は基本女子供といえど、驚異的な身体能力を発揮するからだ。それこそただの人間がどれだけ鍛えても手に入らないほどの圧倒的な身体能力を子供の頃から持ち合わせている。それ故に不可解だった。

「ピッタが囮として使われたのも、ピッタが足手まといだったからだろうな。その上、獣牙族にはない力も持ち合わせてて、きっと気味も悪かったんだと思う。ピッタ本人も、うだうだ言わずにあの囮についていけって言われてたらしいからな」

「でも……親がいるなら、その親が守ってくれるのではないですか？」

　そこで素朴な疑問をクルルは抱く。いくら足手まといで、自分たちとは異なる気味の悪い力を持っていたとしても、そう簡単に見捨てるほど、獣牙族の結束は悪くないと感じたからだ。

　現に獣牙族は、喰人族に住すみ処かを追われて逃げ去る時、老人や子供を見捨てずに行動を共にしていた。

「ピッタ……親いないです。昔の記憶もないです……気付いたら獣牙族の群れの中にいて、ずっとついて歩いてたです。それで最後に……じいじたちについて行けって言われて……」

　するとその時のことを思い出してか、ピッタは表情を曇らせた。身体能力も低く、獣牙族の誰とも血縁関係のないピッタがその環境で生きていくには周囲に従う必要があった。

　周囲にとっては、いつの間にか見た目は獣牙族の異質な存在が紛れ込んでいたようにしか見えなかったのだろう。親もおらず、いつの間にかそこに存在し、自分たちとは異なる力を持っているとなれば、人間であってもその多くが薄気味悪く思い、遠ざけようとする。その結果としてピッタは、都合よく囮として死ぬ道を選ばされた。

「でも、お父が助けてくれたです」

　まるで今は寂しくないとでも言うかのようにピッタは、はにかむような笑顔を向けて、再びぎゅーっと鏡の腕にしがみつく。それを見てクルルは、「そうですか」と、幸せそうな笑みを浮かべるピッタを満足げに見つめた。また一人、不幸から救ってあげたのだと、鏡のとった行動を誇らしく思うかのように。

「なるほど……でもどうしてピッタちゃんは鏡ちゃんをお父さんって呼んでるの？」

「お父、ピッタを見捨てずに面倒見てくれるです……お父みたいです。だからお父です」

　アリスの時といい、そういうところは面倒見がいいのだなと、タカコはニヤニヤとしながら「ふーん」と鏡に視線を送る。先頭を歩く鏡は、なぜだかタカコ以外からも嫌な視線をぶつけられているような気がして振り返らず、なんとも言えないような表情を浮かべながらそのまま前へと突き進んだ。

「しかし、獣牙族の中でも特殊な力を持ちながら、記憶もないというのはいささか気になるな。自然に生まれたにしては……都合がよすぎる」

「俺もメノウと同じことを思ったよ……それがきっかけだった。考えれば考えるほどにこの世界は疑問で溢あふれかえってたんだ。この世界には、何か知らない大きな秘密がある。でもそれに辿り着くには圧倒的に情報が足りなかった。だから俺はこの一年間、レジスタンスを離れてずっと一人で行動してきたんだ。レジスタンスにいたんじゃ……自由に動けないからな」

　何も初めから、鏡はレジスタンスの行動を邪魔し続けていたわけじゃなかった。むしろ最初は同時進行という考え方で、万が一異種族を全て殺すしかない時はその行動で世界を救うつもりでもいた。

「それで……何がわかったのよ？」

　鏡が一年間、世界を駆け回ってようやく手に入れた情報が気になり、パルナが息を吞みながら声をかける。

「結局、核心的な情報は何も摑めてない。でも……少なくともレジスタンスがほかの異種族を倒そうとしているのは無駄だってことだけはわかったよ。だから俺は、レジスタンスがほかの異種族を滅ぼそうとするのをずっと止めてきた。とはいっても、喰人族みたいな端はなから人間を食料としか思ってないのは例外だけど」

「どういうことだよ……ちゃんと説明しろ」

　自分たちがしてきたことを無駄呼ばわりされ、メリーはムッと表情を歪める。腕を組みながらすぐ後ろをつけ歩くメリーに鏡はちらっと視線を向けると、なぜか悲しげな表情を浮かべた。

「……ほかの異種族って、時間がたてば勝手に進化して強くなるだろ？　なんでだと思う？」

「はぁ？　どういう…………ッ!?」

　鏡の言葉の意図がわからず、メリーが言葉を続けようとしたその瞬間、一同は瞬時に武器を取り出して身構えた。突如、自分たちの進行方向の遥か先で、耳をふさぎたくなるほどの大きな爆発音が響いてきたからだ。

　遠く離れているここからでも、何かの爆発が絶えず巻き起こっているのがわかる輝きが、夜空を照らすように遠くで放たれていた。

「っつ！　もうちょっと早く出るべきだったか!?」

　それを見た鏡はどこか焦った様子で激しい剣幕を見せ、舌打ちをする。

「ちょっとちょっとなになに？　というよりあたしたちはどこに向かってたのよ！」

　爆発音は一度だけでなく、まるで何かと戦っているかのように何度も何度も響いてきた。あまりにも唐突な状況の変化に、額に汗を浮かべながらパルナが鏡に問いかける。

「多分だけど……獣牙族の隠れ家」

「はぁ？　どういうことよ？　多分って何？　多分って！」

　曖昧な答えを返す鏡を問い詰めようとするが、鏡はピッタに自分の背中にしがみつくよう指示を出すと、説明している暇はないとでも言いたげな焦った表情で振り返る。

「とりあえず急ぐぞ！　今を逃せば次のチャンスが訪れるまでに一カ月はかかる！」

　そう言うと鏡は、爆発音が鳴り響く先へと駆けていった。あまりの剣幕に一同も悠長にしている場合ではないと判断し、身体能力の低いメリーとティナをタカコがそれぞれの腕で拾い上げ、一同は鏡のあとを追って走り出した。
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「なんだよ……あれ？」

　信じられないといった表情でメリーがつぶやく。

　辿り着いたのは旧渋谷区から南東に位置する荒廃した市街地の中だった。一同は、街全体を一望できる高い崖際で立ち尽くし、ただただ目の前で起こっている非現実を注視し続ける。

　それが何なのかを理解していたメリーと油機はもちろん、それを見たことがないはずのアリスたちも驚愕してみせた。それに見覚えがあったからだ。

「なんであれが……こんなところにあるんだ？」

　市街地内には、鏡が予想した通り。今日レジスタンスが襲撃を仕掛けたのとは別の群れの獣牙族たちが隠れ潜んでいた。

　そして、爆発音を鳴り響かせていた元凶は、その隠れ潜んでいた獣牙族たちを襲っていた。いや、捕獲していた。片腕の射出口から魔力弾にも似た巨大な砲撃を発射し、相手を弱らせたところで片腕から網のようなものを射出して次々に捕まえている。

　それは、全長五メートルはあるであろう重厚な黒い鋼の鎧よろいを身に纏い、基本は二足歩行の重々しい足取りで動きながらも、臨時の時は青い光を背中から噴出してその見た目の重量感からは考えられないほど俊敏に動き回り、金色に輝く鋭い眼光で標的をさだめると、獣牙族を確実に次々と捕らえていた。

「ねえ……あれって」

　光景を目の当たりにしたパルナは、愕がく然ぜんとした表情で震えるようにそうつぶやく。

　その姿はかつて、アースクリア内に存在する要塞都市、サルマリアを襲った巨大な古代の殲滅兵器、メシアと何ら変わらなかった。全長こそサルマリアを襲撃したメシアほどないとはいえ、その姿形をした黒い存在に、一同はかつて見た驚異的な力を脳裏によぎらせ、悪お寒かんを感じさせる。何よりも、その小型のメシアが眼前に十数体も存在しているという状況に、一同は息を吞まずにはいられなかった。

　そして襲われている獣牙族たちは現在、寝込みを襲われたのか混乱した様子で必死に逃げ惑う者と、果敢に戦いを挑む者とで分かれ、統制がとれていない状態にあった。小型のメシアに捕まり、全滅するのは時間の問題であると一同がすぐ理解できるほどに。

「あの見た目……どっかで見たことありますよ。メシ……なんでしたっけ」

「ああ、エステラーが魔王様を利用した時に使った兵器……メシアと似ている。あれは、あれはいったい何なのだ鏡殿？」

　自分たちに圧倒的な絶望を植え付けたその存在を忘れるわけもなく、ティナとメノウは表情を強張らせながらその名を口にする。

「見たまんまだよ……旧文明の兵器だ。それもレジスタンスが使ってる魔力銃器みたいなのよりずっと強力なとんでもない兵器さ。サルマリアで戦ったメシアほど強力じゃないけど……あれに近しい力を持った小型のものって考えればいい」

　何度もその姿を目にしてきたのか、鏡は悲痛に満ちた顔で「詳細なら、俺より多分アース出身の奴のほうが知ってるだろうけどな」と、メリーに視線を向けた。

「あれは……強力が故に生産に必要な素材も膨大で、資源を集めにくくなった今はどうあがいても作れない代物だ。人型殲滅兵器……旧文明の兵器の中でも、最も強力な道具だよ。というより、遥か昔に実物も技術も失われたはずの兵器がどうしてここに……？　いやそれよりも、あの旧文明の兵器はほかの異種族に全て壊されたからなくなったんだ！　獣牙族のほうが強いはずなのにあんな後れをとるのはおかしい……」

　信じられないものを見ているかのように、メリーが額に汗を浮かばせながらそう説明する。

「確かにそうだよね……あたしもレジスタンスに置いてあった資料であれのことを知ってるけど、全部異種族に壊されたって書いてあった。もしかしたら……何か違うのかも」

　すると隣に立っていた油機が、メリーの言葉に賛同するかのように頷き、自分が想像しているものと実際に目の前で動いているものの性質に違和感を抱いてか、眉間に皺しわを寄せて考え込み始める。

「あんたのスキルで調べられないか？」

　そこでメリーが油機にそう提案する。すると油機は「うん、やってみるよ」と素直に頷いて親指と中指を繫げて円を作り、その中を覗き込むようにして眼前に広がる小型のメシアたちを注視し始めた。

「…………ううん、やっぱりあたしたちが知っている旧文明の兵器で間違いなさそうだよメリーちゃん。でも……かなり改良されてる……少なくとも獣牙族の力じゃ、あの兵器に傷一つつけられないほどに」

　油機がそう言うと、メリーは深刻そうに「やっぱりそうか……」とつぶやいた。

　二人だけで始まった謎のやりとりにおいてけぼりにされた一同は、思わず首を傾げる。

「おいおいなんだなんだ？　やけに詳しいな。しかも今知った風な口ぶりじゃないか」

　まるで、小型のメシアを完全に把握したかのような言い方に、実際にあれと戦ったこともある鏡は素直に驚いてみせる。すると油機は、任せてと言わんばかりにドンッと胸に手を当てて「ふふん」とはにかんだ笑顔を見せた。

「そういうスキルだからね。あたしがアースクリアの出身でありながら、皆の武器や旧文明の兵器をメンテナンスできるのも、この力があるからだよ」




　スキル……知見の眼力

　効果……物の価値、使い方、成分、特性が一目でわかる。生きている存在には使えない。




　アースクリアの出身でありながら、どうしてアースの者にも劣らず、旧文明オタクと呼ばれるほどに知識を持っていたのか納得し、タカコは思わず「なるほどね」とつぶやく。

「……でも」

　一同に自分が持つスキルの説明をし終えると、気がかりなことがあるのか、再び油機は指で覗き穴を作り、不安げな表情を浮かべて小型のメシアたちへと視線を向ける。

「あれ……操縦するタイプの兵器だよ。中に誰か操縦者がいる」

「そんなことまでわかるのか？」

　まるで、透視でもしているかのようなその力と、一年かけても得ることのできなかった小型のメシアの秘密を一つ知り、鏡は素直に感心したように驚いてみせる。

「うん、物であれば何でもね。その気になれば同じ物だって作れちゃうんだけど……あれだけは無理かな。自力で再現しようと思っても作りが複雑すぎる……作り方がわかっても今じゃ手に入らない素材も使われてるし、組み立てにも細かな設備が必要そう」

「おいおい、そんなのがどうしてこんなところに？　そもそも中に誰が？　何の目的で!?」

　見れば見るほど不思議でならないのか、油機は事細かに旧文明の兵器を調べようとする。その傍らで、何が起きているのかさっぱりわからず、メリーが困惑した様子で声を荒らげた。

「お前らが地下施設に籠もっている間、あいつらはああして一カ月に一回現れてはほかの異種族を回収して回ってる。レジスタンスが外に出ていないタイミングで必ずな」

「回収してる？　襲ってるじゃなくて？」

　考えていたのとは異なる言葉のニュアンスにメリーは首を傾げる。だが実際、鏡の言葉通り小型のメシアたちは獣牙族を殺すのではなく、捕獲して回っていた。

　まず、強力な爆発の伴う攻撃によってビルの中に隠れている獣牙族を外へと追い出し、それを片っ端から捕まえていっている。

「さっきの異種族がどうやって進化しているのかって話の続きだ。異種族は自然に進化しているわけじゃない。ああやって現状のサンプルを回収しては……進化を促して外に放っている。誰が何の目的でそんなことをしているのかはわからないけどな」

　それを聞いて、一同は脳裏に喰人族をよぎらせる。

　同時に言葉を失った。元は知性なく人を喰くらうだけの生物だったにもかかわらず、進化を繰り返すことにより音を発さない特性と、相手の裏をかくほどの知性を手に入れた喰人族は、誰かの手によって生み出された可能性があるというその言葉に。

　そんな中、誰よりも驚愕した表情で肩を震わせていたのはメリーだった。

「な……適当こくんじゃねえよ！　どうしてそんなのがわかるんだ!?」

「憶測だけど、朧丸やピッタもそうやって進化した存在だ。少なくとも朧丸は自分が誰かによって作られた存在だって記憶が残っている」

　鏡がそう言葉にした瞬間、思い当たる節があるのか、メリーは思わず口を押さえて過去の記憶を漁あさった。過去にレジスタンスが異種族と戦った時、進化しているものと進化していないものが交ざっていることが何度かあったからだ。

　その時は、全てが完全に進化しきっていないものだと考えていたが、仮に鏡の言葉が真実で、目の前で起きていることがその進化を促すためのサンプルを回収しているのであると考えれば、色々なことに説明がついた。

　メリーはこの七年間ずっと戦ってきて、進化と呼ぶには微妙な能力の変化があったものを何度か見たことがあった。それこそ、ピッタのように逆に身体能力が低下するような、マイナスの変化の大きいものもいた。そんな風に進化してくれれば戦いも楽になって好都合だと考えたことが何度かあったが、結局その進化は一部のものだけで増えることはなかった。

「ピッタも多分……音を発しないように進化した喰人族に気付けるように進化を促そうとして作られたんじゃないかって俺は思ってる。結果的に気付けるほどに五感は高まったけど、身体能力が高い獣牙族の良さを失ったから、未いまだにピッタみたいな五感の鋭さを持った獣牙族が現れてないんだろうな」

　今よりも優れた進化を得られればその種族全てに適用させ、微妙だと判断されればその者だけでとどまり、自然に消滅するのが待たれる。メリーの中で、マイナスと思える変化を持った者たちが増えずに気付けばいなくなっていたのはそういうことなのだろうと察した。

　そこから導き出せる答え。

「じゃあなんだよ……私たちの敵は、誰かの手によって意図的に強くなってるのかよ？」

　鏡もそう考えているのか、メリーの吐いた言葉に賛同するかのように、「多分な」と言って小さく頷いた。

「ていうか作られたってなんだよ……？　いや、待ってくれよ……じゃあ、ああやって今回収されてるってことは、異種族も元は誰かが作った存在で……ああやって定期的に経過を見ては進化を促しているってことか？」

　むしろ、そう考えるしかなかった。遥か昔に異種族は存在していないはずだったからだ。

　少なくとも、遥か昔には人類だけが繁栄した平和な世界が確かにそこにあった。その名残がこのアースの各地に未だ残り続けている。だが今この世界には、本来そこにいなかったはずの存在が人類に代わってのさばり、支配している。

　しかし意外にも、全て気付いていそうな鏡の、『異種族は元々誰かが作った存在なのか』という問いに対しての答えは「わからん」だった。

「言っただろ？　臆測にしかすぎないって。俺が知り得たのはああやって異種族を回収しては進化させて外に排出してる奴がいるってことくらいだ」

「どうして回収したあと排出してるってわかるのですか？」

　そこで素朴な疑問をクルルが投げかける。すると鏡は、その質問を待っていたと言わんばかりに自分の拳を見せつけた。

「試したことがあるんだ。この世界にもモンスターがいるだろ？　アースクリアだとモンスターは魔族の魔力を吸収したスポーンブロックが生成するけど……この世界にはスポーンブロックも魔族もいない。どっからあいつらが出て来てるのか気になったんだよ。毎日のように異種族やレジスタンスが倒しているのに……なんでいなくならねえんだろってな。だから俺は丸一カ月、地点を絞ってモンスターだけを対象に狩りを続けた。根絶やしにする勢いでな」

「どうだったの？」

「一切数は減らなかった」

　息を吞みながら問いかけたアリスの問いに、噓をついてるようには見えない真剣な表情で鏡がそう答え返す。

　そして、なんとなく予想はついていたのか、タカコとクルルは悲痛な表情を浮かべて俯うつむいた。

「だから俺は根本から考えることにしたんだ……そもそもこの世界にいるモンスターや異種族はどこから来たのかってな。でもそれはまだ臆測の域から出てない……だから俺にはメリーに異種族を作った奴がいるんじゃないかって聞かれても、まだわからんとしか言いようがない」

「その答えが……あいつらにあるかもしれないってことか？」

　小型のメシアたちに視線を向けたメリーの問いに、鏡は頷いて肯定する。

　間違いなくモンスターは生み出され続けている。今いる異種族が誰かに作られた存在なのかどうかはわからない。だが確実に、この世界にいる命を元に、ピッタや朧丸のような存在を作り出している者がいる。それが今、目の前で暴れまわってる連中と関係するのかどうかはわからない。だがそれでも、鏡が明確な目標を立てて行動する指標にはなりえた。

「馬鹿みたいじゃねえか？　いくら倒しても作り出される敵を相手に世界を取り戻すことを夢見て戦い続けるなんて。でも多分……それも目的なんだろうな。進化を促すってことは、それと戦ったって結果が必要なはずなんだ」

「なんだよそれ、まるで私たちが自分の意志じゃなく、誰かの思惑によって戦わされてるみたいじゃねえかよ。ふざけるな！　私が戦っているのは、私自身の意志だ！」

　鏡の言葉を信じたくないのか、メリーは苦しそうに顔をぶんぶんと横に振ると、すごい剣幕で叫び散らす。だが鏡は冷静に「そう、思わされているだけじゃないか？」と、突き放すように冷たく言い放った。

「俺たちアースクリアの人間が、魔族が敵で魔王を倒すのが当然だと思いこんでたように、世界がそうするしかないって仕組みになっているなら、それが当然で当たり前の行動だと、自分の意志で選択しているような錯覚を起こす。選択させられてるって気付かずにな」

　鏡の言葉に、かつてそれが絶対的な正義であると信じて、魔王を倒そうとしていたレックス、クルル、ティナ、パルナは表情を暗くする。同じように、人間は滅ぼすべきだと考えていたメノウも、目を瞑つぶって難しい表情を浮かべた。

　今であればそのおかしさに気付けても、その時はそれが正しいと考え、間違いにどうあがいても気付けない。世界の仕組みとは、人を常識という固定観念に囚とらわれさせる恐ろしいものだと知っている一同は、鏡に賛同するかのように頷いた。

　そんな一同の表情を見て、メリーと油機も、自分の考えの正しさに疑問を抱き始める。

「喰人族が音を発さないようにして、ピッタのようなそれでも感知できるような奴を作って、まるで個性を競わせるかのように、お互いを高め合わせるかのように、俺たちが戦うように仕向けて進化を促してる奴がいる」

「……そんな」

　仮に今、眼前の光景を目にしていなければ、メリーも油機も聞く耳を持っていなかっただろう。だが鏡の話が全て真実で、眼前の光景があるとするなら、鏡の言い分に納得せざるを得なかった。

　そんなあんまりな現実と、今までの自分たちの行動の無駄さ、あわよくば戦闘のデータを取るために利用さえされていたのかもしれない事実に、メリーは言葉を詰まらせる。

「しかし口ぶりからするに、かなり前からあれらの存在に気付いていたのだろう？　あれの中に操縦者がいるのであれば師匠はなぜ戦って引きずり出して口を割らせないんだ？」

　鏡の実力をよく知っているレックスは、当然のように抱いた疑問を鏡にぶつける。

「中に操縦者がいるのは知らなかったけど……俺だけじゃあいつらを倒せないから」

　想像もしていなかったのか、鏡の返答にレックスは目を見開いて驚愕する。そのほかの者にとっても驚愕の事実だったのか、レックスが「馬鹿な……」と言葉を続けようとすると、それを遮るようにティナが取り乱した様子で勢いよく鏡の傍へと駆け寄った。

「そんなことってありえるんですか!?　それって鏡さんより強いってことですよね？」

「単純に装甲が厚くて、俺の拳で貫こうと思えば制限解除でもしないと倒せない。一体を倒すのでそれだぜ？　あんな複数を相手にしてたら間違いなく殺されるか、あの獣牙族たちみたいに回収される。だから俺は下手に動かずお前たちが来るのを息を潜めて待ってたんだ」

　慌てふためくティナとは対照的に、鏡は妙に落ち着いていた。落ち着いた様子で、取り乱して腕にしがみついてきたティナの頭をポンッと叩くと、「俺だって無敵超人じゃないんだ。レベルは高くてもただの村人なんだぜ？」と言って苦笑する。

「お前たちがいればあいつらにも勝てる……だから、力を貸してくれ」

　そして向けられた笑顔と言葉に、ティナは思わずカーッと顔を赤くさせると、「しょ、しょうがないですねぇ」と言って跳ねのくように鏡の腕から離れた。

　その一連の行動を面白くなさそうにクルルとアリスとピッタがジト目で見つめる。

「しかし、具体的にどうやって対処すればいいのだ？　鏡殿でも倒せない相手なのであろう？」

　ふと、鏡でも倒せない相手に自分たちが加わったところで勝てるとは思えず、メノウは何か策があるのかと鏡に問いただした。同じ疑問を抱いていたのか、クルルとパルナも頷いて鏡に視線を向ける。

　すると鏡は、「どんな凄い装甲を持っていても、通じる力があるはずだろ？」と言ってタカコを注視した。さらに付け足すように「それに、あいつらに魔法が効くかはまだ試したことがない」と言ってアリス、メノウ、クルル、パルナにはにかんだ笑顔を見せる。

「俺にはできないことをお前たちはできる。だから頼む……力を貸してくれ」

　そして最後に放たれた言葉にメリーと油機を除く全員が納得したように頷いた。

「今回は師匠の出る幕はないかもしれんぞ？」と、秘策があるかのようにレックスは剣を鞘さやから抜き取ると、単身崖下へと降りていき、同意見なのかメノウも鼻で軽く笑うとレックスのあとを追う。

　続いてクルルも、「修行の成果……ちゃんと見ててくださいね」と恋い焦がれる少女のように鏡を数秒見つめ、鏡に「ああ、期待してる」と笑顔を向けられたのに満足したのか、崖下へと飛び降りた。

　次にティナがタカコの服の裾を引っ張って視線を向ける。するとティナの考える意図を読み取ったのか、お互い頷きあうと、ティナはタカコの背中にへばりつくようにしがみつき、そのまま飛び跳ねるように豪快に崖下へと落ちていった。

　最後にアリスが、「ボクも強くなったんだから、見ててね鏡さん」とはにかんだ笑顔を浮かべ、次にパルナが鏡に指を差しながら「ちゃんと見ててあげなさいよ？」と睨むように告げると、二人は一緒になって崖下へと降りていく。

「パルナ……ちゃんとアリスのことを見ててくれたんだな」

　仲睦むつまじそうに、お互い信頼し合っているかのような様子を見て、鏡は思わず嬉しそうな表情を浮かべた。

「ご主人！　我らも向かうでござるよ。我らが後れをとるわけにはいかぬでござろう？」

「ああ、そうだな」

　頭の上に乗っていた朧丸がぺちぺちと鏡の額を叩くと、鏡も気合を入れ直して表情を強張らせ、ピッタを担かつぎあげると、そのまま崖下へと飛び降りようとする。




「随分信頼されてるんだな」




　だがその直前で、衝撃的な事実を前に、暫く声を失ったかのように押し黙っていたメリーが引き留めるように声をかける。

「勝ち目あるの？　あたしが見る限り……勝てるような相手じゃないよ。装甲もそうだけど内臓されてる魔力量が桁違い。機動力はないみたいだけど、搭載してる兵器も厄介なのばかりだよ？　中には追尾機能もある兵器だって……」

　スキルによってその性能と特性を暴いたのか、額に汗を浮かばせながら油機は危険であると、本気で止めようとする。

「知ってるよ。獣牙族のエースとして何度も戦ってきたからな」

　それでも鏡は迷った素振りは見せず、決心したかのような顔つきで「後ろに下がることはない」と言い放ち、足を一歩前へと踏み出す。

「だったらどうして!?　いくらあんたがさっき言ってた通り、進化を促している奴らだったとしても勝てなければ意味がないだろ？　あれと遭遇できる機会が滅多になかったとしても、ここは一いっ旦たん退ひいてちゃんと体制を整えてから勝負をしかけるべきだ！　死んじまったらどうしようもないだろ！」

　メリーは勝つ可能性の低い圧倒的な実力差のある相手に対して、何の作戦も体制も整えずにぶつかろうとする鏡の行動原理が理解できず、再び声を荒らげる。

「俺たちには……次を待っている時間なんてもうないんだ。ただ前へと進まないといけない」

　その時、何気なく浮かべた鏡の微笑から、何らかの目的を何としてでも達成しなければならないという強い使命感を感じ取り、メリーは「……っあ」と言葉を失う。

「本当に大丈夫なの？」

　油機は心配するかのように確認を繰り返す。

　だが、鏡に臆した様子はまるでなく、「あいつらを信じてるってのもある。負ける確率のほうが高くても可能性があるなら挑みたいってのもある。でも何より……」と、まっすぐに十数体に及ぶ小型のメシアたちへと視線を向け、不敵な笑みを浮かべると──、




「諦めたくないから」




　そう言い放った。
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「馬鹿だよあいつら……何をどう勘違いしたら勝てるなんて思うんだよ。旧文明の中でも最高クラスの力を持った兵器だぞ？　生身の人間が勝てる相手じゃねえ……アースクリアの人間だとしてもだ」

　鏡たちが崖下へと降りてから十数分が経過し、明らかに激化した戦場を崖上で見守りながら、メリーはどこか不満げにつぶやいた。

　市街地内は、先ほどよりも爆発の数を増し、現在メリーと油機が立っている崖上にもはっきりと大きな震動が伝わるようになっていた。市街地にいた十数体にも及ぶ小型のメシアたちは獣牙族をターゲットにするのをやめ、立ち向かってくる鏡たちを仕留めようと市街地内を動き回っている。

　遠目から見ても明らかに劣勢だった。小型のメシアたちは獣牙族を捕まえるために、先ほどまでは殺さないように最低限の攻撃を仕掛けるだけだった。だが、鏡たちは捕獲する必要のない敵と判断したのか、躊躇ためらうことなく小型のメシアの両手に装着された巨大な魔力銃器の弾丸を、間髪いれずに撃ち続けている。

　鏡たちはバラバラに行動することで戦力を分散し、市街地の廃ビルに隠れるなどして小型のメシアの攻撃をやり過ごそうとしていた。先ほどからずっと攻撃を仕掛けるチャンスを窺うかがっているが、なぜかどこに隠れても位置を把握され、的確に魔力銃器で射撃を行ってくるため、未いまだ何もできず、逃げ惑っている。

「やっぱり……どこに隠れても無駄っぽいね」

　油機いわく、元々隠れている獣牙族を見つけ出すために用意していたのか、ビルの中に隠れても体温から生体を感知する機能を小型のメシアは搭載しているらしく、鏡たちは逃げ隠れて戦うことを封じられている状態にあるとのことだった。

　さらにそれだけじゃなく、小型のメシアには両腕の魔力銃器以外にも、圧倒的な破壊力を持ち合わせた長距離射撃が可能な大型の魔力銃器が胴体の中心部に備え付けてあった。鏡たちは万が一にもそれから放たれる攻撃を受けるわけにはいかず、ずっと回避に専念している。

　せめてもの救いは、本来であれば人間の姿を見るだけで襲い掛かってくる獣牙族が、小型のメシアをそれ以上の敵と認識して、敵ながらも自分たちに加勢してくれる鏡たちと一時的に協力体制をとっていることだろう。連携をとって攻撃を仕掛けるようなことはなかったが、少なくとも近くに寄ったとしても鏡たちを襲うような素振りは見せていなかった。

「くそ……なんだよ。どうすりゃいいんだよ」

　そんな光景が眼前に広がる中、メリーは苦悩していた。鏡のその行動原理が、未だにわからないままだったからだ。

『あんたはどうして……一人でずっと戦ってきたんだ？　その気になれば私たちに協力してもらうことだってできたはずだ。そりゃ敵意は向けられるかもしれないし……実際、冷静に話そうともしなかった私が言えた立場じゃないが……どうして？』

　それは、今まで鏡が選択してきた全ての行動、鏡が知ろうとずっと追いかけてきたそれを、自分のつまらない固定観念に囚とらわれて見ようとしていなかったからこそ抱いた、くだらない質問だった。

　鏡の返答は、とてもシンプルだった。

『敵が誰かわからないから』

　自分たちが信用しないように、相手が自分たちを信用していない。至極当然の理由。

　その時、遥はるか昔に親に言われた言葉をメリーは思い出した。「信用してほしいなら、まず自分が信用して身を預けなさい。あなたが嫌いなら、相手もおのずとあなたを嫌いになる……それと一緒よ」という、至極当然な人間の心理。

『それはつまり、レジスタンスの誰かがあれと関わりがあるかもしれないって言いたいのか？　そんなの……絶対にありえない！　私たちがいったいどれだけ世界を取り戻すことに必死になっているか、わからないわけじゃないだろ？』

　それでも、メリーは認められなかった。レジスタンスの連中を信用していたから。ずっと共に戦い続けてきた仲間の中に、裏切り者がいるという可能性を考えたくなかったから。

『性分なんだよ、小さな可能性を疑うのがさ。別にレジスタンスの連中だけを疑っているわけじゃない。皆怪しいさ。だから俺は仲間が来るまでは誰も信用せず、頼ろうとも思わなかった。考えてみろ？　相談してもし黒幕が交じってたら俺は間違いなく終わるんだぜ？　信用し始めたところを闇討ちされたりとかさ』

　その理由には納得できた。同じ理由で自分たちもきっと相手を信じようとしなかっただろうからだ。しかし、同時に素朴な疑問も浮かび上がる。

『じゃあなんで……私と油機には教えたんだ？　もし私たちが黒幕だったら、どうする？』

　敵が誰かわからなくて、少しでも疑いがあるのであれば自分たちに教えるのは変だった。そこまで確実性を求めるのであれば、危険にさらされるかもしれないと判断した時点で自分たちを始末するか、隔離してしまえばよいはずだったからだ。

　でも鏡はそれをしなかった。一緒に連れてきて知ってほしいと、この光景を自分たちに見せてきた。共に戦ってほしいと協力を仰ぐように。

『いやーありえないから大丈夫』

　そして鏡は断言してきた。何の根拠もないはずなのに。

『お前に私の何がわかるってんだ？　なあ？　ろくに話したこともないくせにさ！』

　知ったような口を利く鏡にメリーは憤りを感じ、思わず声を荒らげて返した。でも鏡は──、

『知ってるさ……ずっと見てたからな』

　そう言ってくるとわかっていたかのような優しい笑みを浮かべて、なれなれしくも頭をポンッと叩たたいてきた。それと同時にメリーの中で埋もれてしまっていた記憶が蘇よみがえる。一年前、初めて鏡がこの世界に訪れた時のことだ。「ちっちゃ！」と、当時十三歳だった自分に言い放ち、なんて失礼な奴やつだろうと感じたことを思い出す。でも、凄すごく頼もしくも見えた。今までこの地に訪れたことのない村人の役割をもつ男を前にして、不思議な優しい温かさを感じたからだ。

『好都合だったぜ？　仲間が到着したら、真っ先に仲間に迎えたいと思ってたのが一緒に来てくれてさ』

　一年前も鏡は、「俺の住む街にも、お前と同い年の女の子がいてだな。お前とはまるで真逆の性格をしてるけど……一生懸命なところはそっくりだよ」と、自分の頭を今のようにポンポンと叩いていた。その村人は、自分のことを偉いと褒めてくれていた。どれだけ若くても、戦えるのであれば世界を取り戻すために戦うのは当然のはずなのに、「当然ってそんなの誰が決めたんだ？」と心底不思議そうに自分のことを褒めてくれていた。

　武器を使わず、拳だけでモンスターと渡り合うその姿に底知れぬ力を感じ、メリーは期待を抱いていた。「こいつなら、きっと何かをしてくれる」と、心の片隅に希望を感じていた。

　でも、鏡はいなくなった。命令を無視し、練り上げた作戦を無駄にして自分から死ににいった。自分の期待を大きく裏切ったのだ。

『ああそうか……だから私は』

　先ほどまでの憤怒を落ち着かせ、まるで悟ったかのようにメリーは苦笑していた。

　なぜこんなにも、この村人が気に食わないのか。なぜこんなにもこの村人に腹をたてていたのか。どうして『ガッカリ英雄』なんて言うようになっていたのか。それが全部わかったから。

『それに何より馬鹿だしな。クールぶってるけど』

『ば、馬鹿だと？』

『馬鹿だよ。少なくとも俺なんかよりずっと馬鹿だ。世界を救おうと必死になって、まだ大人でも何でもないのに命を張って戦おうとしてる。どれだけ世界を取り戻したいんだよって口を挟みたくなるくらいにレジスタンスのやり方を信じて命を張ってる。そんな奴、疑うほうが変だろ？』

　複雑な、なんとも言えない感情が押し寄せてメリーはその時口籠ごもった。口籠もって思わず赤面してしまうほどに、嬉うれしかった。敵として対たい峙じしながらも、鏡はずっと見ていてくれたのだ。きっと言葉通り最初は信用してもらえていなかったのだろう。でも、信用したいと願って努力をしてくれていた。自分が信用に足りる人物なのかどうかを、見続けてくれていた。

　それだけじゃない、期待を裏切ったようで、ずっと期待に応え続けてくれていたのだ。「きっと何かをしてくれる」という言葉通りに、ずっと一人で戦い続けてくれていた。たった一人で孤独に、自分たちに『がっかり英雄』視されてもなお。メリーにはそれが嬉しくてたまらなかった。

『ねえねえあたしは？』

『あんたは正直あんまり。何考えてるかわかりにくいし。メリーが信用しているから信用してるだけかな』

『酷ひどくない!?』

　自分を信用しているから、自分が信用している相手を信用するという単純な思考に、思わずメリーは噴き出すように笑う。そんなにも自分を信用しているのかと嬉しさを誤ご魔ま化かすように。

『俺はこの世界を救うことにしか興味がない。俺の目的はシンプルで、たった一つの想おもいで成り立ってる。この世界を救ってとっととアースクリアに戻り、快適に暮らす。それだけだ』

　そして鏡はそう言うと、崖の下へとピッタと朧おぼろ丸まるを連れて降りていった。

　今思えば、自分たちがテントに現れた時、一切慌てていなかったのも最初から自分たちを仲間に引き入れようとしてのことだったのだろう。その行為は素直に嬉しかった。だが、それでも、今までの鏡の行動をなかったことにするかどうかはまた別の話だった。

　それで何も成果をあげられず、無念に散っていった仲間たちも大勢いたから。たとえ戦った結果、より多くの犠牲を生むことになったとしてもだ。

「メリーちゃん、どうするの？」

「ここで様子見だ。どっちにしたって、あいつらがここで死んだらどうしようもないんだ。本当に世界を切り抜ける力があるのか、ここで見届けさせてもらう。どっちにしろ、私は足手まといにしかならないしな」

「そっか、ならあたしも一緒にいるね？　メリーちゃん一人じゃ帰れないでしょ？　それに万が一のために、メリーちゃんを守れる人が傍そばにいないとね」

　油機はそう言うとニコッと笑顔を見せた。

　だが、メリーは内心本当にそれでいいのかと疑問に感じていた。このまま何もせず、仮に鏡が力不足で負けたとして、今後も今回の出来事を胸の奥に閉じ込めて同じように戦っていけるかと言われれば答えはノーだからだ。

　それでも、今自分が行ったところで何もできないのは明白だった。

「……っあ」

　その時、防戦一方だった鏡たちがようやく反撃に移り、ここから近い位置にいる小型のメシア一機の片腕を落としたのを視界に映す。小型のメシアは体勢を崩して大きくよろけたが、追撃を負わないようにと距離を離す。鏡たちもすぐにそのあとを追い、あとには巨大な魔力銃器を持った小型のメシアの腕だけが残った。

「なあ油機……あれの使い方、あんたのスキルでわからないか？」

　それにメリーは注視すると、意を決したかのような表情を浮かべ、崖下へと降りていった。
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　小型のメシアの唯一の弱点は機動力に欠けること。それ故に、小型のメシアと対峙するにはある一定以上の速さが必要だった。そのため、その速さを自力で出すことができないティナ、パルナ、アリス、ピッタの四人は、その速さを充分に備えるものと組んで行動していた。

　ティナはタカコと、パルナはレックスと、アリスはメノウと、ピッタは鏡と共に行動し、小型のメシアが繰り出すとてつもない威力の魔力弾の雨をかいくぐって攻撃を仕掛けるチャンスを窺っていた。

「無事ですか鏡さん!?」

　その最中、廃ビルの裏側に隠れるようにして偶然鏡とクルルが同じ場所へと降り立つ。

　クルルは単独で行動していた。というのも、クルルはティナ、アリス、パルナに比べてレベルが高く、さらに賢者の役割を持って生まれたため、身体能力の伸びも大きかったからだ。

　さすがにレックスやメノウやタカコのように誰かを担かついで移動するほどの力は持ち合わせていなかったが、小型のメシアを相手に一人で行動するには充分な身体能力を得ていた。

「ああ大丈夫だ。それより、随分強くなったじゃないか。まさかあのメノウに負けず劣らずの身体能力まで身に付けてるんだからな。これで王女ってのがまた凄い話だよ」

「レベル２００には届きませんでしたが、レベル１７２にまであげましたからね」

「お、じゃあスキルも覚えたのか？」

「はい……でも、皆さんと違って使いどころの難しいスキルですが」

　クルルも、パルナやティナと同じく支援系のスキルを得ていた。

　それは、ティナの衝撃を防ぐ力とは相反する能力。




　スキル……英傑の陽かげ炎ろう

　効果……意識させた物理的な衝撃の威力を己が魔力と引き換えに増幅させる。




　タイミングを合わせなければ効果をなさず、また、自分の魔力を著しく消耗するため使いどころが難しいスキル。だが、そんなスキルでも、鏡にとっては反則的な能力に思えた。

「せこくない？」

「あなたに言われたくありません」

　鏡の言葉にクルルは真顔で答え返した。

　その直後、ピッタが何か熱源のようなものが接近しているのを感じ取り、「お父！」と合図するかの如く叫ぶ。すぐさま鏡は呼応するようにクルルの身体からだをがっしりと摑つかみ、勢いよくその場から飛び上がった。

　すると次の瞬間、自分たちが先ほどまで立っていた場所に大きな爆発が巻き起こり、周囲一帯が粉こな微み塵じんに焼き尽くされる。その光景を見届けたあと、鏡は廃はい墟きょの壁を足場にさらに跳躍し、改めて小型のメシアとの距離を離して再び物陰に隠れて呼吸を整えた。

「居場所が筒抜けだな……！」

　防戦一方の状況に焦あせりを感じたのか、鏡が小さくそうつぶやく。

「……助かりました。ありがとうピッタちゃん」

「どういたし……ましてです」

　咄とっ嗟さの危険報告に命を救われたと感じたからか、クルルは微笑を浮かべてピッタの頭を優しく撫なでた。対するピッタも悪くないのか、どこか嬉しそうに微妙に口元を緩ませる。

「相も変わらず反則的な兵器だな。メシアほどじゃないにしろ……厄介極まりない」

「ところで鏡さんはどうしてこの場所にあの連中が来るってわかったんですか？」

「ん？　ああ、朧おぼろ丸まるは自分が作られた記憶があるって言っただろ？　その時に、襲撃予定の日付と場所が記された地図を見たらしくてな」

　そう言うと、鏡の頭にしがみついていた朧丸が勢いよく立ち上がり、「しかとこの目で見たでござるよ」と、お任せあれと言わんばかりに腕を組みながら頷うなずく。あまりの登場の仕方に「俺の頭は鳥の巣か何かですか？」と鏡がツッコむが、悠長な会話をしている暇もなく、クルルはそのまま言葉を続ける。

「朧丸はどうして捨てられてたの？」

「捨てられていたわけではないでござるよ。逃げてきたのでござる。いや……殺されたというべきでござるか……むぅ」

　朧丸が生まれた場所がどこかはわからない。だが、自分がある人物によってとある施設で生まれたというのだけは理解できた。物心ついた時から、身体を拘束された状態で手術台のような場所へと毎日乗せられ、まるで実験動物かのようにずっと扱われてきたからだ。

　そんなある日、自分に異様な力が身についていることに気付いた。身体の浮遊、透明化、念話など、今までできなかったことが突如できるようになったのだ。

「念話って……ダークドラゴンやエステラーさんがやっていたようなのですか？」

　クルルが首を傾かしげて聞くと、『こういうのでござるよ』と、直接頭に伝わるかのような声が響き渡り、クルルは思わず「っひゃ！」と身体をびくつかせた。

「ピッタ……それ嫌いです。頭の中気持ち悪くなるです」

「むぅ……すまぬでござるよピッタ殿」

　やるなら一度声をかけろと頰を膨らませてピッタは朧丸を睨にらみつける。すると朧丸はしゅんと申しわけなさそうに頭を下げた。

「とにかく、この力を使って某それがしは逃げてきたのでござる。幸い、念話以外にも透明化や浮遊の力も身に付いた故、逃げ出せたのでござるが……」

　朧丸がここにいる以上、逃げることに成功しているのは間違いなかった。だが、その過程には思い出すのも苦な仕打ちがあった。それは、初めて脱走を試みた時、一度失敗して捕まってしまったが故だった。

　朧丸に自我が芽生えていたのは、朧丸を生み出した者たちにとっても想定外の出来事だった。まさか自分の意志で逃げ出すとは思っておらず、なんとか朧丸が逃げ出す前に捕縛すると、身体を痛めつけて逃げ出せないようにした。

　それから、朧丸を生み出した者たちは、朧丸の自我を消し去ろうと身体を弄いじりまわした。朧丸が得た力は、朧丸を生み出した者たちにとっても捨てがたい貴重なものだったからだ。

「いっそ、自我が消えてくれたほうが幸せと思うほどに身体中を弄りまわされたでござるよ」

　得た力だけをその身に残せないかと躍起になった朧丸を生み出した者たちは、朧丸の命を削っていった。だが、それでも朧丸の自我が消えることはなかった。

　そんな日々が続いたある時、「このままこいつらに殺されるくらいならば」と考えた朧丸は、残された最後の体力を振り絞り、自分を生み出した者たちの隙をついて命からがら脱出する。

　なんとか地上に逃げ出した朧丸だったが、受けた痛みは限界に達しており、手も足もろくに動かせず、そこから一歩動くほどの体力もなく、死を待つか、モンスターの餌となるかの二択しか残されていなかった。

「そんな時、偶然にも通りがかったのがご主人とピッタ殿でござった」

　鏡は最初、痛めつけられたせいでボロ雑巾のようになった朧丸を見て生物だとは思わず、「汚いぬいぐるみが落ちている」と、素通りしようとした。だが、獣牙族であるピッタの五感は朧丸からわずかに発せられる心音を聞き逃さず、「お父……この子、生きているです」と、そのまま朧丸を見捨てずに連れ帰り、ボロボロになった身体の手当を施した。

「何気に鏡さん酷くないですか？」

「いやぁピクリとも動かなかったからさ、ぬいぐるみだと思ったんだよマジで」

「ご主人を責めないでほしいでござる。それでも回復するまで面倒を見ていただいたのは事実。もしあそこでご主人が某を見捨てていれば、某はもうこの世にはいなかったでござろう。ご主人とピッタ殿には感謝してもしきれないでござるよ」

　そして、二月ほどの時間を経て現在に至る。

　元気を取り戻した朧丸に残っていたのは、復ふく讐しゅう心だった。自分という存在を生み出し、弄んだあげく捨て去った相手に対しての復讐。最後に見た、『回収地点』と描かれた地図と、その日付を頼りに、今日というこの日を朧丸は待ち望んでいた。鏡に同行しているのは、恩に報いるという目的ともう一つ、自分を弄んだ者たちへの復讐のため。

　今日というこの日に、タカコたちが合流したのは、奇跡としか言いようがなかった。

「朧丸さんは……あなたを作った人に出会ったらどうするつもりなんですか？」

「……殺すでござる」

　その時、背筋がぞくっとするような寒気をクルルは感じ取った。小さな身体から溢あふれ出る殺気に言葉がつまり、クルルは思わず息を吞のむ。

「……怨うらんでいるんですね」

　クルルは直感的に、その殺意がよくないものであると判断した。その殺気を晴らすために、非人道的行為を平気でやってしまいそうな不安定さを感じた。その危険性を自分よりも遥はるかに達観した鏡が気付いてないとは思えず、止めようとせず放置している鏡の真意を問おうと視線を合わせようとする。

「っつ!?　鏡さん後ろです！」

　だが直後、まるで居場所がわかっていたかのようにビルの死角から小型のメシアが飛び出し、右腕に装着された魔力銃器から魔力弾が撃ち放たれる。クルルの呼びかけに反応し、鏡はピッタとクルルの身体を摑むとその場から跳び上がって魔力弾を回避した。

　悠長に喋しゃべりすぎていたと鏡は気を取り直して真剣な表情になると、「そろそろ反撃するか」とつぶやき、再び小型のメシアから距離をとってビルの陰へと隠れる。

「そろそろ皆、あいつらの動きに慣れてきた頃だろ？　このまま防戦一方じゃいずれやられる。今度はこっちから仕掛けるぞ」

「鏡さんが何もせずに逃げ回っていたのはそういうことだったんですね……鏡さんが動かないから変だとは思っていましたが」

「相手をよく知らずに攻撃を仕掛けるのは危険だからな」

「もし、考えなしに皆が攻めに入っていたらどうするつもりだったんですか？」

「その時は俺も加勢してたけど……お前らならそんな迂う闊かつに攻撃を仕掛けるような真似まねはしないだろう？　少なくとも俺が皆の立場なら、一番相手を理解している奴がどう攻めるかを見てからじゃないと、迂闊に近付かないけどな」

　お見通しとでも言いたげに、自信満々な表情を見せる鏡を見て、クルルは思わずクスッと笑う。実際、言葉通りだった。仲間のことをよく理解してくれていることを嬉しく思うと同時に、ただ逃げ回っているだけではなかったことにクルルは頼もしさを感じた。

「それで、どうするおつもりですか？」

　クルルの言葉に鏡はニヤッと笑みを見せると、自分の右脚にしがみついていたピッタを引き剝はがすように両手でひょいっと持ち上げ、そのままクルルの背中にぺたっとくっつけた。

　どういうことなのか意図を全く理解できず、クルルはたまらず「えっえっ？」と困惑する。

「試したいことがあるんだ。あの小型のメシアには物理はほぼ効かないけど、魔法ならいけるかもしれない。だからクルル、試しに今使える一番強力な魔法を撃ちこんでみてくれ。一応安全のためにピッタを傍につける。ピッタがいればいち早く危険を察知して教えてくれるはずだ」

「なるほど、そういうことですか。確かに詠唱中は周囲の危険に疎くなりがちなのでピッタちゃんがいれば安全ですが……私、ピッタちゃんを運んで動き回れるほど力はありませんよ？」

「大丈夫、ピッタはめちゃくちゃ軽いから」

　それを聞いてクルルはその場で軽く動き回り、「確かにこれなら……」と、言葉通り軽かったのか納得したような表情を浮かべる。そしてピッタはそんなクルルの背中に引っつきながら、今にも泣きそうな表情を浮かべていた。

　理由はちゃんとあったが、それでも離れることを嫌がったピッタは、「ピッタが嫌いになったです？」と鏡に訴えかける。だが、鏡はすかさず「俺がお前のお父さんなら、クルルはお前のお姉ちゃんだ」と言って親指を立てて返した。

　すると理解できたのかピッタはすぐに泣きそうな表情を元に戻し、クルルの顔をじっと見つめ、「ピッタの……家族です？」と問いかける。するとクルルは包み込むような優しい笑みで「お、お母さんでも……い、いいんですよぉ？」と言うが、ピッタは既に姉と認識したのか、「お姉」とつぶやいてガシッと力強くクルルの背中にしがみついた。

「それじゃあ、俺と朧丸が前線に立って注意を引くから、その隙に頼む！　……行くぞ！」

　がっくりとうな垂れるクルルに吐き捨てると、鏡は大砲を撃ち出すかのような衝撃をその場に残して小型のメシアたちが密集する場所に向かって飛び出した。

　そのまま小型のメシアたちの頭上を通りすぎると、朧丸の力を使って足場を作り出し、小型のメシアたちの頭上を飛び交ってかく乱するかのように動き回った。

「よぉ！　フードマントを外して顔は見せるのは初めてか？」

　鏡の挑発的な行動は狙い通り効果を示し、小型のメシアたちは頭上を飛び回る鏡に向かって照準を定め、魔力弾を絶え間なく撃ち放つ。だが、驚異的な身体能力で動き回る相手を前に魔力弾を撃ち当てることができず、小型のメシアたちは鏡一人に注意を引き付けられる。

「お姉、ピッタたちも行くです。お父でも、あの魔力弾を避け続けるのはかなり辛つらいはずです……ここからでも、お父の心音が高まってるのがわかるです。内心、不安なはずです」

「ならその不安……私が取り除くまでです！」

　小型のメシアたちが鏡に引き付けられている間、クルルは周囲の中で一番高い廃ビルの屋上にまで駆け上がり、杖つえを前方へと構えた。

「見ててください鏡さん。これが……私の修行の成果です！」

　そう言って目を瞑つぶると、クルルは己が体内の魔力を高めて詠唱を唱え始める。その魔力は詠唱と共に膨れ上がり、次第に視認できるほどに濃密な魔力がクルルの身体を纏まとい始める。

　次の瞬間、クルルは今自分が使える最も威力の高い魔法を発動した。

　直後、小型のメシアたちの足元に渦巻くようにして突風が巻き起こる。竜巻のようにも見えるそれは小型のメシアを全て吞み込み、さらに電撃を迸ほとばしらせ始めた。

「効いてる……効いてるぞ！」

　クルルの魔法が発動したのを見て、鏡はすかさず魔法の影響範囲外へと移動する。

　放たれた魔法は徐々に風の勢いを強め、それに呼応するように電撃が無数に発生し続ける。気付けば小型のメシアたちが集まっていた場所は、竜巻のように渦巻いた電撃の塊によって包み込まれていた。身体を引き裂かれるような風と共に全方向から襲い掛かる電撃に包まれるという恐ろしい光景を前に、思わず鏡は息を吞む。

「超広域殲せん滅めつ魔法……クルル、これほどの魔法を覚えたんだな」

　自分であったとしても、あの竜巻の中にいれば無事ではすまない。実際、小型のメシアたちは破壊されるまでにはいたらなかったが、「ガチャッガチャッ」とおぼつかない足取りになるほど、動きを鈍くさせていた。

「鏡さん！　どうですか？」

　魔法の発動を終え、クルルはピッタを連れて鏡が待機している廃ビルの屋上へと降り立つ。

「効いてはいるみたいだが……倒しきれてはいない」

　そして自分の想像とは違う光景を目の当たりにし、思わず表情を歪ゆがませた。クルルにとって先ほどの放った殲滅魔法は自信があったからだ。直撃を受けてもなお、動き続けている相手を前に、どうやって倒せばいいのかと、思わずクルルは頰に汗を垂らす。

「焦るなよ。効いてないわけじゃないんだ。充分さ」

　少し不安そうな表情を見せるクルルの頭を、鏡はポンッと叩く。

「魔法が効くのはわかったんだ。なら次は……！」

　不安そうにするクルルとは裏腹に、鏡は嬉しそうに笑みを浮かべ、思いついたかの如ごとくそう言うと廃ビルの屋上から飛び出すように小型のメシアたちの元へと跳躍した。

「クルル！」

　その落下途中、鏡はクルルに向かって拳を見せて叫ぶ。

　するとクルルは意図を瞬時に理解し、ありったけの魔力を込めて電撃魔法を鏡に向けて撃ち放つ。直後、鏡は手元に青白い仄ほのかな光を灯ともらせ、追って飛んできたクルルの放った電撃魔法を空中で殴りつける。本来、魔法を跳ね返すために存在する力を利用し、殴りつけた電撃魔法の行き先を拳で調整して真下にいる小型のメシアの場所に向けると、鏡はすぐさま朧丸の作った足場を蹴りつけて、跳ね返した電撃魔法を逃がさないように拳で追った。

　跳ね返したはずの電撃魔法は拳から離れることはなく、そのまま鏡と共に一直線に上空から小型のメシアのいる場所へと落下する。

「くらぇぇええええ！」

　鏡の力とクルルの力が合わさった拳が小型のメシアの片腕に触れると、まるでバターを切り落とすように軽々とその片腕を両断した。

「よし、いけるな！　どうだ？　俺とクルルの力は！」

　小型のメシアにとっても予想外の出来事だったのか、その場ですぐに反撃をしようとはせず、一度鏡から距離を取って体制を整える。その冷静な行動を見て鏡は「逃がすか……一気に仕留める！」と、対策を練られる前に一気に勝負をつけようと追尾し、小型のメシアとの距離を詰めた。

　クルルの放った電撃魔法は既に四散していたが、装甲の薄い切り落とした腕の断面を狙って殴打のラッシュをかけることで、確実に小型のメシアにダメージを与えていった。

「なるほど……そういうことならあたしたちだって！　レックス！　同じように攻撃を仕掛けるわよ！　あたしの力であんたの斬撃に合わせて魔法を放つから！」

　そして、鏡のその一連の行動を離れた場所で見ていたパルナも、自分を運ぶレックスに鏡と同じことをしようと声をかける。だが、レックスはなぜか乗り気ではなかった。

「いやしかしな…………色々と難しい」

「色々って何よ」

　無論、レックスの身体能力であればパルナを片腕で摑んで運ぶくらいわけはなかったが、レックスには今、集中力が欠けていた。というのも、パルナを運ぶ過程で密着する必要性があったため、そのせいでパルナのでっぱる部分が自分に当たり、それに意識がいってしまうせいで色々と集中できずにいたからだ。そう、レックスはむっつりだったから。

「元々あんた身体能力が高いのに加えてクーちゃんから身体能力の強化魔法をかけてもらってるんだから簡単に運べるでしょ？　ほら！　ちゃっちゃと動きなさい！」

　まるで檄げきを飛ばすかのようにパルナがレックスの首回りに手を伸ばしてしがみつき、「いや、お前のな？　そのな？　そういう行動がな？」と煩ぼん悩のうに悩まされながらもレックスは気持ちを切り替え、方向転換して小型のメシアがいる元へと走り出す。

　レックスが接近しているのに気付き、小型のメシアたちはレックスに向かって雨のように魔力弾を連続で撃ち放つが、レックスはまるで電光石火とでもいうかのように素早く左右に動き回りながらそれを回避し続けた。

「遅い攻撃だな……お前たちが打ち放つ魔力弾より、師匠が走ったほうが速いぞ？」

「それはそれで……恐ろしいわよね」

　接近したレックスたちが一体の小型のメシアの懐ふところに入る間ま際ぎわ、不敵な笑みを浮かべてそう言い放つ。直後、レックスは下から上へと剣を全力で振り上げて斬撃を放った。

　それに合わせるように、パルナが放てる最大級の炎熱魔法をその斬撃に纏まとわせる。すると、鏡のように一刀両断とまではいかなかったが、大きなえぐれたような傷を小型のメシアに喰くらわせた。

　だがそれでもひるまず、攻撃を受けた小型のメシアはすぐさま反撃しようと、魔力銃器をレックスたちに向けた。だが、突如小型のメシアの手元が爆発し、その衝撃によって腕が弾はじかれ、発射された魔力弾はレックスに当たることなく大きく逸それる。

「支援ならボクとメノウに任せて！」

　声の聞こえたほうに視線を向けると、そこには魔力の籠もった両手をこちらへと向けて廃ビルの屋上に立つアリスとメノウの姿があった。

「まさかアリスに助けられる日がくるとはね。人生何が起こるか本当にわかんないわ」

　パルナはすかさずアリスに向かって親指を立ててウインクする。するとアリスは満足そうにはにかんだ笑顔を見せて親指を立てて返した。

　そして、すぐさまその場から離脱してレックスとパルナは次の攻撃に備え始める。

　ようやく、ダメージを負わせる手段が見つかり、相手の動きにも慣れつつあった一同は、連携をとって一気に攻撃を仕掛け始めた。小型のメシアの攻撃をかいくぐり、深追いをしすぎずにダメージを与えたら離れるのを繰り返し、十数体いた小型のメシアを徐々に、だが確実に追い詰めていった。

「ぬぁぁあああああああああああああああああ！」

　だがそんな時、徐々に戦況を有利に運びつつあった一同の前に、自分たちとは別の場所で戦っていたのか、雨のように降り注ぐ弾丸を避けようともせずに全てを受け止め、全力疾走する一体の怪物が目の前に現れる。

　ドンドンドンッ！　と、爆発の伴う魔力弾を一直線にかいくぐり、爆炎が巻き上がっている中にも何の躊躇いもなく突き進み、その存在は風のように一同の目の前を通り過ぎて、小型のメシアへと瞬またたく間に接近すると、粉微塵にするかのような勢いで目にも止まらぬ殴打のラッシュを胴体へと叩き込んだ。

　すると、レックスの斬撃でさえ傷を負わせるだけだった小型のメシアの胴体は、まるで発泡スチロールでも砕いているのかと思えるくらいにいともたやすく完全に粉砕される。

　その怪物の背中には、今にも死にそうな表情でたくましくも大きな肩に必死にしがみつくティナの姿があった。

「もうタカコちゃん一人でいいんじゃないかな？」

　さっきまでの攻防はなんだったのかと失笑してしまうほどの圧倒的な戦力を前に、鏡は口をぱかっと開けて、目の前の怪物の無双っぷりをただただ呆ぼう然ぜんと見守り続ける。

　相性的にも、最も活躍するのはタカコと踏んでいた鏡だが、ティナのスキルとあわさることでここまで強力かつ、恐ろしい存在になるとは思っておらず、「最初からそれやれよ！」と、思わず声をあげてツッコんだ。
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　全ての小型のメシアを片付けるのには十数分の時間を要し、その頃には空も少しずつ白み始めていた。

　それだけ時間が掛かってしまったのも、序盤まで無双していたタカコの背中にくっついていたティナの体力が尽きてしまったからである。

　タカコとティナが最初からスキルを駆使して攻めに移らなかったのは、ティナの体力が昼の獣牙族討伐の遠征もあって既に限界に達していたからだった。

　そのため、タカコは最後に力を振り絞るタイミングを鏡たちが動き出す瞬間に合わせていた。

　だが長くは持たず、小型のメシアを三体ほど倒したあと、ティナは力尽きる。

　ティナという無敵のバリアーを失ったタカコだったが、それでも装甲の厚い小型のメシアに最も有力な防御力無視という攻撃手段を持っていたため、鏡たちと連携をとって難なく全ての破壊を完了させた。

「私はもう駄目です……ここで多分……死にま……ふ」

「ティナさぁぁあぁあん！　しっかりして！」

　本日二度目のぐったりと横たわって死にかけのティナを前に、アリスが慌てた様子で回復魔法を注ぐ。

「無茶させすぎたわね……反省だわ」

　あまりの無敵加減に、少しばかりハイになっていたタカコがしゅんっとした表情で顔を俯うつむかせる。そんなタカコを励ますように鏡が背中をバンバンと叩くと「結果オーライだ」と言って、そのまま破壊して残骸となった小型のメシアの傍へと移動した。

「ティナには申しわけないけど、おかげで破壊できたからな。これでようやく中に誰が入ってるか拝むことができる。中に入ってる奴から情報を引き出せば……また一歩、世界を救うのに近付けるはずだ」

　そう言って鏡は意気揚々と小型のメシアの心臓に位置するハッチへと手をかける。恐らく中に誰かが入っているとすれば、そこしかないと感じたからだ。

「……ッ!?」

　だがその時、鏡は冷や汗を浮かべるほどの殺気に襲われ、思わずハッチから手を放した。

「鏡さん！　危ない……逃げて！」

　その叫びを受けて、鏡は小型のメシアへと向けていた視線を殺気が放たれていた前方の上空へと移す。そこには、先ほどまではいなかったはずの小型のメシアが、まるで大砲かのような巨大な魔力銃器をこちらへと向けて宙に滞在していた。

　その見た目は、明らかに先ほどまで戦っていた小型のメシアとは異なっていた。ほかの小型のメシアほどに重厚な鎧よろいは身につけておらず、まるで甲かっ冑ちゅうかのようなスリムな漆黒の鎧を身に纏い、背中から青色の光を噴出させて浮遊している。何よりも注視するべきは、その身軽な体格で持つにはふさわしくないほど暴力的な、巨大で銃身の長い魔力銃器だった。

　そしてその小型のメシアは、その魔力銃器を両手で握って照準を鏡へと向けている。

「…………っつ!?」

　全身を駆け巡る悪お寒かんを感じると共に、鏡はすぐさま真上に大きく飛び跳ねた。

　その直後、先ほどまで鏡が立っていた場所は、倒れていたほかの小型のメシアもろとも、新たに現れた小型のメシアが持つ魔力銃器から放たれたエネルギー砲とも呼べる白く輝く力の塊によって、跡形もなくえぐりとられるように消滅した。

「あんなのに当たったら……!?」

　倒すのも一苦労だった小型のメシアたちの残骸を一瞬のうちに消滅させたその威力を前に、鏡は頰に冷や汗を垂らす。

　そして、間一髪で回避できたことに鏡は安あん堵どしながらも、表情を強こわ張ばらせた。あまりの威力の攻撃も驚異的だったが、何よりも、近付いていることに一切気付けなかったことに恐ろしさを感じたからだ。

　新たに現れた小型のメシアは音もなく接近してきた。まるで喰人族のように。

「ご主人！　逃げるでござる！」

　朧丸の必死な叫びが、鏡の頭上で鳴り響く。

　目を疑う光景に、鏡は思わず硬直する。緊急回避のために跳ね上がった鏡は、かなり上空、それも大砲を撃ち出したかのような速度で舞い上がった。だが、それに追いつく速度で瞬時に新たに現れた小型のメシアが目の前に接近したからだ。

「……噓うそだろ？」

　さっきまで戦っていた小型のメシアは偽にせ物ものだったのかと思えるほどに、その小型のメシアは速かった。鏡は朧丸に足場を作るように指示を出し、上空を蹴って逃げようとしたが、跳躍する鏡の速度に合わせて小型のメシアがついて飛行してきたからだ。

「こ……の！」

　ピッタリとくっついて動く小型のメシアを叩き落とそうと、鏡は全力で真下に向かって小型のメシアを殴りつける。それは、鏡が放てる全力の殴打だった。だが、小型のメシアは吹き飛ぶどころか殴られた衝撃がなかったかのようにびくともせず、その事実に鏡は一瞬放心する。

　その隙を小型のメシアは見逃さず、素早く空中で一回転するとその勢いを踵かかと部分に乗せて、まるで動き回るハエを叩き落とすかのように鏡を一直線に地面へと叩き落とした。

「っく……ぐぁぁあああああああああああああ！」

　廃ビルの屋上へと背中から突っ込んだ鏡は、なんとか必死に朧丸を守ろうと胸元に移動させ、コンクリートで作られた床に自分の背中を打ち付ける。そのまま廃ビルの最下層に行きつくまで、次々にコンクリートを破りながら膨大な物理的ダメージをその身に受けた。

　内臓が破裂するかのような衝撃をその身に受け、鏡はたまらず口から血ち反吐へどを周囲へとぶちまける。あれだけの機動力を持ちながら、力はかつてサルマリアで受けたメシアの一撃となんら変わらない威力を持っていることに、脅威を感じながら。

「こんな……ことって」

「無事でござるかご主人！　返事をするでござるよご主人！」

「だい……じょうぶだ。まだ死んじゃいない。それより……移動するぞ。ここにいたんじゃ追撃を受ける。それに、皆が心配だ」

　なんとか廃ビルから抜け出そうと鏡はおぼつかない足取りで出入り口へと向かう。だが、想像していたよりも受けたダメージが大きかったのか、鏡はさらに血反吐をその場にぶちまけ、立っていられないのか地面へと仰あお向むけに倒れた。

　その瞬間、穴が空いて空が見えるようになった天井が突如眩まばゆい光に包まれる。離れていてもわかるほどに皮膚がピりつく熱量が目の前に接近した瞬間──、

「鏡さん！」

　叫び声が耳に響くと共に、まるでタックルをするかのように背中に巨大なスパナを持った女性が横から割って入り、鏡を拾いあげてすかさず出口に向かって跳躍する。直後、突如発生した爆風を背中から押し出されるように受け、二人は廃ビルの外へと吹き飛びながら脱出した。

「あっぶな……間一髪だったね」

「油機……か？　悪いな、助かった」

「た、助かったでござる」

　油機に肩を借りて立ち上がり、周囲を見渡すと、先ほどまで自分がいた十五階層はあった廃ビルは、一瞬のうちに平地となって消え去っていた。粉々に消滅し、粉ふん塵じんが煙となって周囲に巻き散っている。

　油機が助けてくれなければ、今頃自分は消えてなくなっていただろうと、鏡は相手の力の巨大さを前に思わず息を吞んだ。

「今なら向こうも死んだと思ってくれてるはずだよ。この隙に逃げよう」

「いや……駄目だ。俺たちは顔を見られた。逃げるって選択肢はない……いずれ追ってきて殺される。今まで、この光景をレジスタンスに見えないように隠し続けていたというなら……なおさらだ」

　レジスタンスがいない時に活動する。それはレジスタンスに見られてはまずいということにも繫つながり、レジスタンスの動向を管理できる立場にあることに繫がった。となれば、ここで逃げてレジスタンスの元に戻ったところで、いずれ何かしらの方法で殺される。

　何よりも、小型のメシアたちの存在を暴こうと動く自分たちを警戒して、尻尾を見せなくなる可能性がある。そうなれば、道は閉ざされてしまう。それだけは避けなければならなかった。

「ならどうするの？」

「諦めねえよ、やっとここまで来たんだ。考えがある……でもチャンスは一度だけだ」

「どういうこと？」

「とにかく安全な場所に隠れて、皆を呼び集めよう。大丈夫……多分今は追ってこない」

　圧倒的な力を前にしながら、それでも笑みを浮かべる鏡を見て、油機は言葉を失った。

　こんな状況に陥って、どうしてまだ戦おうとするのか？　諦めないその姿勢を疑問に感じながらも、絶望した様子のない気迫に満ちた鏡の表情を前に、油機は何も言わず小型のメシアから距離をとって攻撃の影響を受けないであろう場所へと鏡を運ぶ。

「よぉ、ボロボロじゃねえか？」

　油機が鏡を運んだ先は、市街地の端側にある廃ビルの屋上だった。するとそこには、ずっとそこで様子を見ていたのか、腕を組んで立ち尽くすメリーの姿があった。

「見てたぜ……最初にいた殲滅兵器を破壊したのは見事だったが……惜しかったな。油機が助けなかったらあんた……今頃あの世にいたぜ？」

「腕組んでかっこつけてるけど、鏡さんを助けようって提案したのメリーちゃんだからね？」

「ちょっ！　言うんじゃねえよ馬鹿！」

　油機の言葉でメリーは赤面すると、腕を崩して必死に弁解を始める。その姿を見て鏡は思わず苦笑し、「何にせよ……助かったよ」と、安堵した様子でその場に腰を下ろした。

「あの小型のメシア……今何をしてる？」

「見た感じ後処理……だな。あんたたちが倒したほかの殲滅兵器を完全に破壊して回ってるよ」

「やっぱり、ほかの連中にはなんとしてでもばれてはいけない代物ってことか……この分だと、考え通り、あとで必ず俺たちを探し出して始末しにくるだろうな」

　鏡は負ったダメージの負担を少しでも軽減しようと、座りながら楽な体勢を取りつつ、遠くで浮遊しながら巨大な魔力銃器を地面に向けて熱線を放つメシアへと視線を向ける。

　恐らくは証拠を完全に隠滅するための行動、鏡はそう考えていた。それだけ、レジスタンスの連中に見られてはまずいものであることも、裏付けていた。

「ほかの皆は？」

「一いっ旦たん逃げ隠れたみたいだけど……この街から離れてないってことは、あんたが死んだと思ってないんだろうね。ほら、あそこのビルの中に隠れてるよ」

「そうか……朧丸、お前の念話で皆に俺が生きていることを伝えてもらえないか？」

「任せるでござるよ」

　とりあえずは全員無事であることに鏡は安堵する。

「で？　どうするんだ？」

　そうやって安心した様子を見せる鏡を前に、メリーは不可解とでも言うかのような怪け訝げんな表情を向けて問いただす。

「一応だけど、隠れても無駄だよ？　あの人型殲滅兵器は、体温で居場所を特定する機能が備わってるから……隠れてても向こうがその気になればすぐに見つけ出せる。逃げようと思うならこの街から去るしかないよ」

　それを聞いて、いくら物陰に隠れても、そこにいるのがわかっているかのように的確に攻撃を発射してきた小型メシアたちに鏡はようやく納得する。

　メリーもそれがわかっていたからこそ建物の中ではなく、こうして見晴らしのよいビルの屋上にいるのだと、鏡は理解した。

「さっきも言ったけど、逃げるって選択肢はない」

　だが、それでも鏡に退ひくという選択肢は生まれなかった。鏡の返答が気に喰わなかったのか、メリーは思わず眉間に皺しわを寄せる。

「言っておくけど最後に出てきたあの殲滅兵器……先に倒したのより桁違いに強いよ。パワーや装甲の頑丈さはそのままに、機動性も底上げされてる。完全に最初にいた殲滅兵器の後継機だよ。小型のメシアＭｋ＝Ⅱってとこだね」

「そんなの、今戦ってきたんだからわかるよ。はっきり言って……真正面からぶつかっても勝てないよ。絶対にな」

　油機が説明した通り、新たに出てきた小型のメシアの力は圧倒的だった。鏡も歴然なほどの力の差を感じとり、たとえ制限解除のスキルを使ったとしても一対一ではどうあがいても勝てないであろうことを理解していた。

「だったら何で戦おうとするんだよ。ここは一旦退いて、対策を練るべきだろ！」

　それがわかっていながらなお戦おうとする鏡が理解できず、メリーは声を荒らげる。

「次が……あるならね」

　その時、そんなメリーの肩にポンッと手を置いて、朧丸が居場所を教えてすぐに駆けつけてくれたのか、タカコが背後から姿を現す。

「タカコちゃん……無事だったか」

「それはこっちの台詞せりふよ。ボロボロじゃない」

　呆あきれながらもなんとか命を繫げてくれていたことにタカコは安堵する。するとタカコに続いて屋上の出入り口から飛び出すように慌ただしくアリスとクルルが到着し、鏡の元へと駆け寄った。

「鏡さん大丈……って、ボロボロ！」

「すぐに治療します。動かないでくださいね！」

　今にも息絶えそうなほどにダメージを負った鏡を見て、アリスとクルルは青褪ざめ、すぐさま回復魔法を鏡にかけ始めた。絶望的な状況に追い込まれても、すぐに回復できる手段があることに、改めて鏡は仲間の存在にありがたみを感じる。

「そんなに必死にならなくても、そう簡単に死ぬようなたまじゃないことくらい知ってるはずでしょう？」

「同感だ。師匠は殺しても死なないような男だからな」

「ゴキブリみたい……です、もんね、……ごぶぁ！」

「お前は死にそうだけどな」

　続いて何も心配していなかったとでもいうかのように瀕ひん死し状態のティナを担いだレックスとパルナが姿を現す。追ってピッタを担いだメノウが到着すると、ピッタは今にも泣きそうな表情で「お父！」と叫び、アリスとクルルに治療を受ける鏡の傍へと駆け寄った。

「よし……全員集まったな。時間がない……あの小型のメシアを倒すための作戦を説明するぞ」

　全員が集まったのを見て、鏡は笑みを浮かべると、まだ治療を終えていないボロボロの身体で立ち上がり、一同に視線を向ける。

「作戦を説明するぞ……じゃねえよ！」

　その時、まだろくに立つこともできない状態にもかかわらず、そうやって戦う意志を見せようとする鏡に対してメリーは胸倉を摑み掛かった。

「勝てないのは明らかだろ？　あんた私に仲間の死を無駄かどうかはなんたらかんたら口酸っぱく言ってたよな？　なんでとっとと退却しない？　勝てない相手に無駄に戦いを挑んで命を散らすのが無駄じゃない戦い方なのか？」

「なんだ。なんだかんだで心配してくれてるんだな」

　だが気け圧おされた様子もなく、胸倉を摑まれながらも鏡がいたずらっぽく笑ってそう言うと、メリーは「そ、そんなんじゃねえ」と赤面し、胸倉を摑んだところで無駄だと慌てて手を離した。

「確かにまともにやりあったら絶対に勝てないかもな。俺たちの身体能力じゃあいつの身体に傷をつけることはできない。だけど……俺たちには役割に応じて特化した力、スキルがある」

「そのスキルでなんとかできるなら、とっくの昔に倒してるはずだろうが」

「まあな。でもスキルは特殊だ。特殊なだけに俺たちはその力をいつも最大限に発揮できてなんかいない。だから……それを最大限に活かした攻撃を仕掛ける。つっても……あの化け物兵器の虚きょをつかないといけないからチャンスはたった一回だけしかないけどな」

　それを聞いて、まだ作戦の内容を知らされていない一同も、それが失敗すれば死に直結する危険な作戦であると表情を強張らせる。

「そんなたった一回のチャンスなんて捨てて、逃げればいいだろ！　チャンスはまた巡ってくる！　死んじまえばそこで終わりなんだぞ!?」

　メリーの言葉はもっともだった。もっともだったが、それでもそれに賛同する者はその場にはいなかった。

「そのチャンスが巡ってくる保証がどこにある？　俺たちは今回姿を見られてるんだぞ？　もう二度と姿を見せない可能性だってある。闇討ちを受けて殺される可能性だってある。そんな可能性に怯おびえて過ごすくらいなら、今勝てるかもしれない可能性に俺は賭けたい。確かに死ななければ可能性はある。だが俺が求めている世界を救うという可能性は低くなるんだ。それじゃあ俺たちは駄目なんだよ」

　それがどれだけ本気で言っているのか伝わったのか、メリーは思わず気圧されて押し黙る。

　その後すぐ、鏡の言葉に油機とメリーを除く全員が賛同し、頷いたのを見て──、

「作戦を説明する。よく聞いてくれ」

　鏡が求める可能性を得るための作戦を、一同に話し始めた。
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「その作戦……本当にやるのね鏡ちゃん？　成功する可能性は低いわよ」

「ああ、それしか道がないなら、やるしかない」

　成功率は決して高いとはいえない鏡の考えた作戦に対し、気難しい表情を浮かべてタカコがそうつぶやく。

　タカコの言葉に対し、鏡は改めて「やるかどうかは皆次第だ」と視線を送って反応を待つと、一同は迷った素振りもなくやる気に満ち満ちた表情ですぐさま頷き返した。

　その意志表示が不満だったのか、メリーは心底理解できないといった表情を見せる。

「……お前らはそれでいいのかよ。本当にあいつらがこんな世界を作り出した元凶かどうかもわからないんだぞ!?　そんな相手に死ぬ可能性のほうが圧倒的に高い勝負を挑むなんて馬鹿げてる……そんなの作戦じゃない！」

「それでもボクは鏡さんを信じてる。メリーさんは知らないかもしれないけど、もう駄目だって状況をいつだって覆くつがえしてきたのは鏡さんだから」

　アリスの言葉に賛同するかのようにパルナは「まあ……そうね、常識破りなのは間違いないわよね」と言って苦笑する。同じくレックスに降ろされて地べたに這はい蹲つくばっていたティナも「まあ……普段はアホ丸出しですけど、ここぞという時にやってくれる人ですからね」と、うつ伏せながらも親指を立ててみせた。

「なんでだよ……どうしてこいつに皆そんな期待を抱いてんだよ……何でっ!?」

「今まで僕たちの常識を何度も覆し、僕たちが何度も諦めてきた状況をなんとかしてきた男が今回も大丈夫って言ってるんだ。なら、信じて付き合うのは当然だろう？　それに今回は……僕たちの力が必要みたいだしな」

　何を言われようが意志は変わらないとでも言うかのように、レックスはメリーにはっきりとそう告げる。そこまで信用されているのが予想外だったのか、メリーは真顔になりながら「本気なんだな？」と疑うように確認する。だが一同は迷った素振りを見せずに頷いた。

「なあ、なんでだ？　どうしてあんたはそうまでして戦おうとするんだ？」

　その質問に、鏡は一瞬悩んだ素振りを見せて身体をはたくと、ここから少し離れた場所を浮遊している小型のメシアに視線を向けて語りだす。

「……正直なところ最初は、アースに出たら敵がいて、そいつらを全員ぶっ飛ばしたら終わりだろ？　って単純にしか考えてなかった」

　追ってメリーが鏡の視線の先を見ると、こちらの存在に気付いたのか、小型のメシアがこちらに視線を向けながら上空に滞在していた。

　もうこうなっては逃げられないと、メリーは思わず恐怖で身体を震わせる。

「でもふたを開けてみれば全然そんなことなくて、いったいいつになったら終わるんだってくらい果てしない世界が広がってて、あー……世界はそんな簡単には救えないんだなって思ったよ」

　だが、メリーと油機以外、誰も慌てた表情を浮かべなかった。もはや狙われているのが当然とでも言うかのように、覚悟を決めた表情で全員小型のメシアに視線を向けていた。

「でも、それでもただ前へ進むしかなかった。アースクリアには俺の大切な仲間たちがいて、失いたくないものがたくさんあったから。でも、だからってアースの何もかもが失われていいってわけじゃなかった。何一つ諦めたくなかったから、俺は期限内に世界を救うための方法がないか必死に探し続けて……ようやくここまで辿たどり着いたんだ」

　そして、小型のメシアは暴力的なまでに巨大な魔力銃器をこちらへと向けると、無慈悲に躊躇いなく眩い光を銃口から放ち、巨大なエネルギーの塊である魔力弾を撃ち放ってきた。

　視界を覆うほどに眩く輝く魔力の塊に、メリーと油機は口を開いて絶望した表情を浮かべる。

「だから俺は、ようやく摑んだそのチャンスを逃さないために戦っているんだ」

　だが、そんな状況でも慌てることなく、鏡は最後にそう言ってメリーに微笑ほほえみかけた。その直後、先ほどの微笑みは噓だったのではないかと思えるほどの悪寒がメリーを襲う。それは遠くにいる存在からではなく、今目の前にいる存在から放たれたものだった。今目の前に立っている存在が本能的にとてつもなく恐ろしい存在だと認識しての悪寒だった。

「とはいってもまだ……始まったばかりだけどな！」

　まるで、別人かのように鏡は顔つきを変えると、手元に仄かに青白い光を纏わせ、先ほどまでとは比べ物にならない瞬発力で向かい飛んでくる魔力の塊に向かって飛び跳ね、「おらぁぁぁぁあああ!!」という食いしばるが如き雄お叫たけびと共に、飛んできた魔力弾を粉砕するかのような勢いで殴りつけた。

「うそ……だろ？」

　その瞬間、接近していた巨大な魔力の塊は跳ね返されるとまではいかなかったが、複数の魔力の塊となって周囲へと飛び散るように四散する。おおよそ、人とは思えない力を前に、メリーと油機は目を見開いて絶句するしかなかった。

「制限を解除した！　今だ皆！」

　その瞬間、事前に話を受けていた通りにアリスたちは行動を開始する。

　魔族であるメノウとアリスが得意とする爆破魔法を何度も連発することで小型のメシアの視界を遮り、熱による感知機能を無効化させる。続いて、小型のメシアの動きを封じるために氷を発生させる魔法で両腕と両足を固定し、身動きを取らせなくする。

「っつ……上空へ逃げたわ！　私たちの攻撃範囲外で態勢を立て直すつもりだわ」

「……逃がさん！」

　腕を封じられたことで、追撃を受ける心配をしたのか、小型のメシアはこちらの攻撃の影響がないであろう遥か上空へと逃げ出した。だが、その行動を読んでいたかの如き流れるような動作でレックスは深く腰を落として剣を構える。

　それを見たタカコはすぐさま両腕にティナとパルナを抱え、朧丸に頭に乗るように指示を出すと、レックスの元へと駆け始める。タカコが接近した瞬間、レックスは先ほどまでの戦闘中で溜ためていたスキル『リベンジ』による力を全て解放させ、タカコという岩石を撃ち出す投石器かのようにメシアのいる遠く離れた場所に向かって剣を振り抜いた。

　対するタカコは、ティナのスキルによって守られた頑丈な身体でレックスの剣を足で受け止めると、振り抜かれた衝撃をその身に受けて銃弾を発射するかの如く遥か上空へと舞い上がる。

「っつ!?」

　その瞬間、タカコは目を見開いて冷や汗を垂らした。

　身動きを封じていた小型のメシアの両腕と両足の氷が、まるで身動きが取れなくなるのを演じていたかのようにいともたやすく力任せに粉砕されたからだ。

「まさか……私たちの動きを読んでいた？」

「相手の方が一枚上手だったってわけ!?　どうするのよ！　ティナ！　あんたのスキルで防げないの!?」

「す……すみません。さっきレックスさんの斬撃を防いだの……で、もう。あのアホみたいな威力は……防ぎきる自信が」

　絶対絶命の状況に三人は表情を青褪めさせる。既に小型のメシアは暴力的なまでに巨大な魔力銃器をこちらに向けていたからだ。

　そして不安は的中し、小型のメシアは再び魔力弾を発射させようと、銃口に眩い光を灯らせ始める。

「まずいのではないか？　このままではタカコ殿たちが！」

　絶体絶命の状況であることは、仕事を果たし、ビルの屋上で成功を祈っていた一同にも理解できた。そしてそれが、逃れられない死であることは、言わずとも全員が理解できた。

「俺に……任せろおぉおおおおお！」

　直後、最初の攻撃を防いでビル下へと落下していた鏡がタカコたちを追い抜くほどの速度で打ち上げられるように遥か上空へと飛び上がり、小型のメシアが魔力弾を撃ち放つ前に飛び上がったタカコたちの前へと躍り出る。

「残念だったな！」

　その後すぐ小型のメシアから魔力弾が撃ち放たれるが、飛び上がった時の勢いをそのまま仄かに青く光の灯った拳に乗せて鏡が殴りつけることで、先ほどと同じようになんとかギリギリ魔力弾を逸らすことに成功する。

　だが、その行為は無駄とでもいうかのような光景が、一同の視界に映し出される。

「に……二連撃？　ま……間に合わない!?」

　小型のメシアが撃ち出した一発目は、あえて威力を抑えた魔力弾だった。だがそれでも、飛び上がる鏡の勢いを殺すのには充分だった。それがわかっていたからか、小型のメシアは本命であるより力の籠もった残りの魔力を二発目にとっておいたのだ。

　その証拠に、先ほどよりも輝きを増した銃口がタカコたちを捉えている。

　鏡が再び防ごうにも、落下を始めている状態では力負けして防げないであろうことは察しがついた。朧丸がすぐさま鏡の足元に足場を作るが間に合わず、小型のメシアは魔力弾を発射させる。

「…………っな!?」

　だが、魔力弾がタカコたちに当たることはなかった。

　魔力弾が撃ち放たれようとしたその瞬間、タカコたちを追い抜く速度で一発の魔力弾が地上から飛び出し、小型のメシアの片腕に命中した。突然与えられた衝撃によって狙いがぶれたのか、発射された魔力弾はタカコたちにではなく、遥か東の山に向けられて発射されたのだ。

「……貸し一つだからな」

　ふと視線を下に向けると、メリーが座るようにして敵から奪い取った巨大な魔力銃器を上空に構えていた。その背後には、魔力銃器を撃ち出した時の反動を抑えられるように、油機がメリーを支えていた。

「あの子たち……いつの間に敵の銃を……ちゃっかりしてるじゃない」

「見直した」とでもいわんばかりの笑みをタカコとパルナが浮かべると、一同は再び小型のメシアへと視線を向ける。

「鏡ちゃん！　ティナちゃんを！」

「まかっせ……とけぇえ！」

　一発目の魔力弾を防いで既に落下を始めていた鏡は、下から飛んできたタカコとすれ違う間際、朧丸によって作られた足場を利用して、追いかけるようにさらに上空へと跳ねあがった。

　そして、タカコに追い付くと同時に鏡はティナの身体を受け止め、持てる力の全てを込めて、さらにタカコを上空へと蹴り上げる。

　音速を超える速度で一直線に小型のメシアの元へとタカコは向かう。そして、タカコの突き上げられた拳が、小型のメシアの頭部に触れた瞬間、パルナはタカコの拳に灼しゃく熱ねつの炎を纏わせた。

「今です……！」

　さらにその瞬間、その衝撃を倍加させるスキル『英傑の陽炎』をクルルが地上からタイミングを見計らって発動させる。

　レックスの斬撃と鏡の蹴り上げによって増した勢い。パルナが纏わせた魔力による力。クルルによって増加されるその力の全て。そして、タカコがもつどんな相手であろうと防御力を無視して攻撃することのできる力があわさることで完成するどんな敵をも貫く絶対破壊の一撃。

　それは、仲間の力の全てを結集しなければ決して撃ち出せない最強の弾丸。
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　反撃の狼煙真・タカコバズーカ




　音はなかった。タカコはそのまま一直線に凄すさまじい速度で飛び去ると、その途中に存在した小型のメシアの頭部から上半身に至るまでの全てを、まるで存在そのものを消滅させるかのようにえぐりとる。直後、小型のメシアは大きな爆発を巻き起こして落下し、地面へと転がった。
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「……逃げられた？」

　それから、遥か上空に打ち上げられたタカコが地上へと戻るまでに数分の時を要した。パルナが風魔法を駆使して飛び上がる勢いを殺し続けたが、それでも落下を始めるのに十数秒の時間が掛かった。あともう十数秒遅れていたら大変なことになっていたと、パルナは「二度とやらないから」と、げんなりした表情を浮かべていた。

　戻ってきたあとすぐ、タカコとパルナは鏡たちと合流するが、鏡たちの表情は妙に辛しん辣らつだった。だがすぐに、傍に落ちていた倒した小型のメシアの残骸を見て、その理由を察した。

　倒した小型のメシアの胴体部分にあるハッチが開き、操縦席と思われる部分が剝むき出しになっていたが、そこに誰もいなかったからだ。中には確かに人がいたであろう、張り紙やメモのようなものが残っており、そこに誰かがいたことは明白だった。

「追いかける？」

「いや、俺を見て、俺」

　そう言ってきた鏡は、制限解除による反動でティナと一緒に地面に這い蹲っていた。

「追いかけるのは危険だ……相手が誰かもわからない状態で不意打ちを喰らえばそれこそ終わりだからな……悪い。俺の詰めが甘かった」

「中にいる連中が誰なのか見当はついてないの？」

　パルナが入念にその跡が残ってないかを調べながら鏡に問いかけるが、鏡は寝そべりながらも首を左右に揺り動かす。実際、操縦席の中に残されていた張り紙は、その意図がよくわからないようなメモ書きで、とても手掛かりになるようなものではなかった。

「……レジスタンス。それ以外に考えられないよ」

　だが、鏡の代わりに答え返すようにして、油機がはっきりとそう告げる。

「だな……油機の言う通りだ。この旧文明の技術は、間違いなく人間が生み出したものだよ。こんなのが作れる人間がいるとしたらそれはもう……ノアにしかいない」

「それくらいなら俺もとっくの昔に見当をつけて調査はしてるさ、でもレジスタンスの本部も、俺たちが目覚めたアースクリアがある施設内のどこにも、この小型のメシアが置いてある場所はなかったし、それらしい場所も見つけられなかった」

　それを聞いてメリーは押し黙る。実際、長年ノアに住んでいるメリーでさえ、人型殲滅兵器が保管されている場所なんて見たことがなかったからだ。

　あまりにも見えない敵の正体にメリーは「くそ……結局何の成果も得られないのかよ」と、地面に拳を打ち付ける。

「……ううん、多分、いや、絶対にノアにいる人で間違いないよ」

　だが、油機とメリーの言葉をあと押しするように、核心をもったかのような口ぶりで、ふいにアリスがそう告げる。

「どうしてそう思うんだ？」

「少なくとも……ボクは來くる栖すさんなら何か知っていると思う。鏡さん、モンスターはどこかで作られて排出されてるって言ってたよね？」

「ああ……言っていたが、それがどうかしたのか？」

「ボクとメノウは元々魔族でアースには存在しないはずだよ。なのに……こうやってアースに身体を持って存在してるってことは……ボクとメノウも、ピッタちゃんや朧丸さんと同じように……作られたってことにならないかな？」

　その話に、一同は目を見開く。メリーと油機に至っては、声を裏返して「ま、魔族!?」と、アースクリアにしか存在しないはずの存在が目の前にいることに、驚きを隠せないでいた。

「認めるのは少し悔しいけど……アースクリアでのボクはデータだけの存在だった。そのデータだけの存在のボクたちをこのアースに作り出せたなら、同じようにアースクリアにデータとして存在するモンスターも作り出せるんじゃないかな？　だから、いくらでも生み出せる」

　その話には信しん憑ぴょう性せいがあった。むしろそう考えるのが妥当だった。どうして気付かなかったのだろうかと思えるほどに、一同はそれしかないと考えられた。

「ノアの施設に……俺がまだ知らない場所がある？」

　鏡がそうつぶやくと、メリーは思い当たる節があるのか、手をポンッと叩く。

「來栖の奴……あいつっていなくなるとき転移装置を使って移動してるよな？　あれじゃないといけない部屋があるんじゃないか？」

　それを聞いて、鏡は一考する。仮に転移の移動範囲が、自分の想像を超えているのであればその可能性は確かに高かったからだ。少なくとも、調べる価値はあると判断したのか、タカコも「次の目的地が決まったわね」と言って踵きびすを返す。

「いや待って……すぐに向かいたいところなんだけど……」

「や、休ませて……ください」

　そこで、ティナは力尽きたかのように「ぐふ」と言って地面へと這い蹲る。

　戦いはアリスの気付きのおかげで無駄に終わらずに済んだ。一同はそれに気付けたアリスに「よくやった」と褒め称たたえたが、なぜかアリスは心の底から喜んでないのか微笑を浮かべるだけだった。その光景をただ、同じく暗い表情を見せるメノウと、アリスの本当の笑顔を知っている鏡だけが、地面に這い蹲りながらも真剣な表情で何も言わず、見つめていた。
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『……話がある』

　アースに出る直前、皆がその場から姿を消し、なぜかダークドラゴンによってアリスとメノウだけが引き留められた時のこと。神妙な物言いをするダークドラゴンを前に、二人は異様な感覚に包まれていた。

　アリスは狼狽しながらもなんとなくだが、どうして自分たち二人だけがこの場に残されたのかを理解していた。アースに行くと決意したその時から、魔族は本来魔王が倒されると共に記憶を消され、リセットされる存在であるということを思い出し、まるで運命に弄もてあそばれているような、嫌な感覚が胸の中で広がっていたから。

『これから向かう先は本来……魔族には出ることの許されない世界であり、お前たちの身体からだそのものが存在しない』

「身体そのものが存在しないだと？　どういう……ことだ？」

　妙に深刻な物言いに、メノウは思わず頰に冷や汗を垂らす。

『この言葉の意味は次の舞台にゆけばおのずとわかるだろうが……簡単に説明するならば、お主たち魔族は本来、この世界でしか生きていくことができないのだ』

「それはなぜだ！」

『次の舞台が真実の世界であるならば、この世界は偽り。そして……偽りの世界でしか生きることのできないお主たちの存在とは…………これ以上は言わなくてもわかるであろう？』

　メノウの絶望にうちのめされたかのような表情を見て、ダークドラゴンはそれ以上の説明は無粋であると押し黙る。

　メノウも予感はしていた。それが故にダークドラゴンの言葉の真意をすぐに理解してしまった。人間だけはリセットされずに残り、魔族だけがリセットされてしまうという世界の仕組みから魔族は希薄な存在であるのだと、本当は存在しない……作られた何かであるのだと。

　認めたくなかった現実を告げられ、メノウは「ここに自分はちゃんといる」、「作られたものじゃない自分という確かな人格がここにある」と叫びたくなる気持ちを必死に抑えた。叫んだところで何も変わらない事実であることを理解していたから。何よりも、傍そばにいるアリスを不安にさせたくなかったから。

　だが、当のアリス本人は妙に落ち着いた様子でダークドラゴンをまっすぐに見据えていた。

『なるほど……賢い娘だ』

　その佇たたずまいを見て、ダークドラゴンは感心したかのようにそう言葉を漏らす。

　アリスが取り乱さなかったのは、その事実を告げて絶望させるためだけにダークドラゴンはこの場に残したのではないとわかっていたからだった。

　それを告げたうえで、何か提案がある。そう考えていた。

『ああ……お主の考えている通り、我の話には続きがある。今回、あるお方のお力添えにより、お主たちは特別に次の舞台に出ることを許されている。本来存在しないはずの身体を次の舞台に用意してまでな』

「あるお方だと……いったい誰だそれは？　何のために我々だけ？」

『それは言えん……その目的も、我からは何も明かすことを許されてはいない』

　まるで、ダークドラゴンは全てを知っているかのような口ぶりだった。全てを知っている上で、話すことを許されていないのを苦しんでいるかのようだった。それが余計に、自分たちを試しているかのような感覚に陥らせる。

『出るかどうかはお前たち次第だ。お前たちには選択肢が与えられている』

　その言葉を受けて、迷う必要はないとでも言うかのような意志のこもった面構えでメノウとアリスはダークドラゴンをまっすぐに見据える。

『これは……この世界の仕組みやルールなど関係なく、あの村人に携わる者へのせめての慈悲として個人的に我が漏らす独り言だが、お主たちが次の舞台に出たとしても……そこに待っているのは救いようのない現実と、絶望だけだ』

　だが、メノウとアリスの毅き然ぜんとした態度を見て、ダークドラゴンは憐あわれむかのような、まるで行かないほうがいいと遠回しに言っているかの如くそう告げる。言葉の意味がいまいち理解できなかったからか、メノウとアリスはお互い顔を見合わせると困惑した表情を浮かべた。

　その様子に、ダークドラゴンは仕方がないと言いたげに目を瞑つぶり、言葉を続ける。

『お主たちに与えられる身体は、本来の身体が存在する人間とは異なり、不安定なものだ。自身で魔力を生成することができず……その身体は最初に与えられた特殊な魔力によって維持されている。そしてその魔力は時間の経過と共に徐々に失われる。魔法を使ったとしても、その魔力が消費されることになる』

「……その魔力がなくなった時、どうなると言うのだ？」

『お主たちは消滅する』

　叩たたきつけられた過酷な現実を前に、メノウは思わず絶句する。だがその傍かたわらで、アリスは表情を一切揺らがさず、決意したかのようなまっすぐな瞳でダークドラゴンを見据えていた。

『次の舞台で生きながらえたくば……不用意に力を使わないことだ。さすれば、長くて一年はその身体を維持できるだろう』

「それでは……行く意味がないではないか！　そもそも戻ってくることは……できるのか？」

『ここに戻ることは可能だろう。だが、戻れるかどうかは我の知るところではない。全てはあるお方のご意志によって決定されること』

　命の保証はなく、外に出たところでろくに役にたつこともできない。その事実を聞いて、いくら鏡に大きな恩があろうとも無謀な行為であると、メノウは口を閉ざし、苦悩した。

『我が提案できる条件はここまでだ。もし意味を成さないと思うのであれば行かなければよい』

　ダークドラゴンはそれが当然であると、まるで心が揺らいで思い留とどまろうとしていることを助長するかのようにそう言葉を続けると、安あん堵どしたかのように溜ため息いきを吐ついた。

「……行くよ」

　だがその時、躊躇ためらった様子もなく、アリスはそう告げる。

「たとえ死ぬことになったとしても、ボクは……あの人の力になりたい。きっとあの人に会えなかったらボクはとっくの昔に死んでいた。あの人のおかげで、ボクが欲しかったものは手に入った。夢見た世界を過ごせるようになったんだ。でも、あの人の夢はまだ叶かなってない」

『……よいのか？』




「ボクは、あの人の夢のためなら、この命が尽きても構わない。たとえボクの最後の夢……あの人と一緒に平和に過ごす日々が訪れないとしても……それでも！」




　ダークドラゴンに告げられたアリスの言葉は、何よりもまっすぐな信念が込められていた。

　それが瞬時にわかるほどに、アリスの眼まな差ざしはまっすぐにダークドラゴンの瞳を見捉えていた。この場に残された時からずっと変わらず、一切の迷いを見せないままに。

「あの人に会いたい……鏡さんに会いたい。きっとこのままここに残ってもボクは後悔する。戻ってこないことに不安を抱きながら毎日を過ごして後悔するより、ボクは鏡さんに会いに行って、そしてあの人のために戦って……死ぬ道を選ぶ」

「アリス様……」

　三年間、鏡がいないことで苦しんでいたアリスを知っているメノウにはその想おもいが痛いほどに伝わった。今でこそ落ち着きはしたが、鏡がいないことで元気を失い、空虚になっていた頃のアリスをメノウは知っている。そして、デビッドによって鏡に会えるかもしれない提案をされた時、誰よりも心の中で喜び、その瞳に輝きを灯ともらせたことも。

「ならば私も、あなた様に付き従うまで。この命……アリス様のために、そして鏡殿のために捧ささげましょう。あなた方のためにこの命を燃やすのであれば……私も後悔はしない」

　あまりにも一いち途ずなたった一つのその想いに感化され、迷う素振りを見せていたメノウも決心したかのような顔つきでダークドラゴンにそう告げた。

　遠回しに引き返すことを勧めていたダークドラゴンだったが、二人の揺るがないその眼差しを前に、観念したかのように小さく溜息を吐く。

　その直後、ダークドラゴンの眼が怪しく光輝き、アリスとメノウの足元はレックスたちを次の舞台へと誘った時と同じように、眩まばゆい光に包まれた。

「なれば……これ以上は何も言うまい。だが次の舞台へと向かう前に一つだけお主に聞きたい。どうして魔族の身でありながら、そこまであの村人に肩入れしようとする？」

　ダークドラゴンは真意を問いただすかのように、相手を圧倒するほどに迫力のある巨大な顔を、アリスへと近付け、睨にらみつけるかの如くまっすぐと見据える。

　するとアリスは、あまりにも唐突なその質問に、意外とでも言いたげに一度目をぱちくりとさせたあと、答えが決まっているのか迷った素振りを一切見せず──、




「あの人が……大好きだから」




　はにかんだ笑顔をダークドラゴンへと向けて、はっきりとそう告げた。

『誠……面白き者たちよ』

　最後に告げられたその言葉に、ダークドラゴンはその恐ろしき容姿からでもはっきりとわかるほどの満足げな笑みを浮かべる。

　願わくば、村人と共に再びこの地へと戻ってくるよう心の中で祈りながら、ダークドラゴンがアリスとメノウの二人を足元に発生させていた光で包み込み、次の舞台へと送りこんだ。
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「いやー……レジスタンスって、こんなこともするんだな」

「文句あんのか？　村人の役割のあんたにはお似合いの仕事だと思うけど？　まあ、そこそこには戦えるみたいだったけどな」

「はいはい、仕事をいただけて光栄でございますよ」

　鏡がアースクリアからアースへと辿たどり着いて一日目の夜。行き交う人々と、子供たちの声で賑にぎわう地下施設ノアの居住区の中央にある配給所で、エプロンに身を包んだ鏡と油機とメリーは、レジスタンスの仕事の一環である配給の手伝いを行っていた。

「なんでお前は俺にそんな当たりきついのかね？　昔のレックスを見てるみたいだ」

「誰だよそいつ……私があんたに当たりがきついのは、あんたが気に喰くわないからだ」

　鏡はアースに到着してレジスタンスに加入後、早速モンスター討伐のために外へと狩りだされたが、与えられた仕事は難なくこなし、モンスターを倒していたはずだった。なのに、なぜか鏡はメリーから邪険に扱われていた。

　謎の嫌われ方に鏡は納得がいってないようにメリーに視線を合わせようとするが、愛らしい猫の刺し繡しゅうが入ったエプロンを着用したメリーはわざとらしくふんっと鏡から視線を逸そらし、片手に持ったおたまを華麗に動かして住民たちが持ち寄る器に配給を行っていく。

　結局納得のいく返事はもらえなかったが、手慣れた様子で行列をさばくメリーを見て、思わず鏡は「ほぉ」と感心した声をあげた。

「メリーちゃんが怒ってる理由知りたい？」

　そんな困った表情を浮かべる鏡を見て、油機がどこか嬉うれしそうに鏡へと言葉をかける。

「お、知りたい知りたい」

「ほら、鏡さんメリーちゃんを最初に見た時『ちっちゃ！』って言ったでしょ？　メリーちゃん自分の背が低いこと凄すごく気にしてるからさ。傷ついちゃったんだよ」

「あぁ！　なるほどね！」

　すると鏡は、納得したかのように手をポンッと打ち付けた。

「なるほどじゃない！　謝れよ！　ていうか油機！　私がそんなことでヘソを曲げると思ってるのか!?」

「……え？」

「なんだその『思ってないとでも思ってんの？』って言いたげな顔！　もういい！」

　油機の言葉にメリーは顔を真っ赤にして声を荒らげる。だが油機はまるで子供をあやすように「ごめんごめん」と笑顔を浮かべるだけで、まともに相手をしようとはしなかった。

　その光景に、どこかアースクリアで過ごした仲間との日々を思い浮かべ、鏡は微笑を浮かべる。

「何笑ってんだよお前」

「いや、ちょっと昔を思い出してな。まあ気にするなよ」

「た、大変だ姉ちゃん！」

　その時だった。慌ただしい様子で居住区に住まう子供たちがメリーの助けを求めて駆け寄る。

「どうしたお前たち？　何かあったのか？」

　配給を配る手を止め、メリーは油機に相あい槌づちをうつと、その場を任せて配給所から離れようとする。

「って、いいのか持ち場を離れて？」

「こういうのもレジスタンスの仕事だ。あんたも来なよ、こういう時の対処方法とか教えるから」

　そう言われて鏡が油機に視線を向けると、油機は自分たちの分も請け負うからなんの問題もないと言いたそうに笑顔を向けて手を振っていた。それを見て、鏡もメリーのあとに続く。

「てめぇ！　約束守りやがれごらぁ！」

「ば、馬鹿言うんじゃねえよ！　お前が強引に仕掛けてきたんだろうが！」

　子供たちに連れられて向かった先は配給所に続く人の行列の途中の場所だった。到着すると、何か揉もめ事があったのか、大人の男性二人が、何やら声を荒らげて争っている。

　周囲にいる者たちは心底迷惑そうにその大人二人を見ていたが、因縁をつけられたくないのか少し距離をとって傍観していた。その光景を見たメリーは目を細めると、少し威圧的な雰囲気を纏まとわせながら大人二人に近付いていく。

「何があったんだ？　ここで揉めるって、どういうことかわかってるよな？」

　メリーが近付くと、大人二人はバツが悪そうに争うのをピタリとやめた。それを見た瞬間、普段どれだけメリーが治安を守るために貢献しているのかを理解し「へぇ」と声をあげて感心する。

「こ、こいつとジャンケンして、勝ったほうが配給の半分を渡す約束をしたんだ。で、俺が勝ったんだけど……こいつ渡そうとしねえんだ」

「ふ、ふざけるな！　俺はずっと嫌って言ってただろ！　なのに無理やりジャンケン始めやがって……そんなの、無効に決まってるだろ！」

「お前らなぁ……」

　大の男が醜く争う姿を見て、メリーは思わず深い溜息を漏らす。「食料を賭けたりするのはアースだとご法度だろ……ったく」と呆あきれ果てたように言い残すと、そのまま踵きびすを返して鏡の元へと戻った。

「え？　何もしないの？」

「私の管轄外だった。私たちは一方的に攻めようとしたり、武力を行使する連中を止めるのが仕事なんだが……ああいう取り決めを守れ守らないみたいなのには介入しないんだ。喧けん嘩か両成敗にしたって、どっちかの味方をしたって納得させれなかったら遺恨が残るからな」

「へぇーなるほど、皆協力し合って生きてるように見せかけて、こうやって揉めることはあるんだな」

「人間だから仕方ないさ。むしろ、皆よく我慢してくれてるほうだよ。本当だったらもっと醜く争いあっててもおかしくないさ」

　人間同士が醜く争う様を知っている鏡は、感慨深く「……そうだな」とつぶやく。

「それで？　あれどうやって収拾つけるんだ？　放っておくわけにもいかないんだろ？」

「ああ。ああいうのにはちゃんと解決するための専用の奴やつらがいる。どっちが正しくて、どっちが悪いみたいなのを判断する奴らさ。皆そいつらが下した判断に従うし納得する。それだけそいつらが下した判断は絶対なんだ」

「へぇ……どんな奴らなんだ？」

「多分もう来るんじゃないか？　居住区の誰かが呼んだだろうし……あ、ほら来た来た。あれだよあれ。一応レジスタンスに所属している治安管理部隊の連中さ」

　メリーが指をさした方向に鏡も視線を向ける。

　するとその先から、顔から身長、服装に至るまで全く見た目が一緒の三人組が、軽快なステップで「ジャッジマ～ン」という謎の掛け声を上げると共に接近していた。

「え？　何ですかあの見るからに変な人臭がぷんぷんする三人組？」

「あれは治安管理部隊に所属する三つ子の兄弟だ。アース出身で戦う力はないが、アース内の治安を維持するために日夜活動してくれているいい奴らだよ」

「いや、そのですね？　聞きたいのはそういうことじゃなくてね？　なんていうかね？　色々ね？　ツッコミどころがね？　ジャッジマ～ンってなんだその掛け声」

「さっきも言ったが、治安管理部隊はどっちが悪い、悪くないを決める権限を持ってるんだけど……それを決める時は必ず三人が判断するんだ。それでよくジャッジする時に活躍するのがあいつらさ。ジャッジマン三銃士」

「ジャッジマン三銃士……凄いなアースは。ケンタ・ウロスにも負けてないカリスマ性がある」

　ジャッジマン三銃士は揉め争っている二人の前で立ち止まると、「ジャッジタイム」と謎の掛け声を放った。すると、揉め争っていた二人は「待っていたぜ！」と嬉しそうな笑みを浮かべ、それぞれこれまでの経緯を自分が優位な立場にたてるように話し始める。

「あいつら何でジャッジマンって呼ばれてるの？」

　その傍かたわらで、鏡はこそこそとメリーに耳打ちをして気になっていることを質問し続ける。

「ジャッジマンって皆が呼ぶからだ」

「皆が呼んでるだけなのに、なんであいつらジャッジマ～ンって声に出して走ってんの？」

「来たのがわかりやすいだろ？」

「いやいやいや、え？　ていうか何で三銃士？　三兄弟って呼ばないのはなんで？」

「三銃士の方がカッコいいだろ？」

「あ、いや、うん……はい」

　腑ふに落ちなかったが、この世にはどれだけあがいてもわからないものがある。鏡はそう踏ん切りをつけてそれ以上何も言わず、ジャッジマン三銃士が下す判決を黙って待った。

「この者の主張が正しい！」

　そして、説明を聞いている途中、ジャッジマン三銃士のうちの右側に立っていた一人が、「ジャンケンに負けたのだから約束通り渡すべきである」と主張する。

「いやこの者のほうが正しい」

　だがすぐに意見が分かれ、今度は左側に立っていたジャッジマン三銃士の一人が、「取り決めを認めていないのに強引にジャンケンするほうが悪い」と主張する。

「意見が分かれたぞ」

「安心しろ。そのために三人いるんだ」

　そんなジャッジマン三銃士を傍かたわらで見守りながら、鏡とメリーは最後の一人が下す判決をただただひたすらに待った。中央に立っていたジャッジマン三銃士の最後の一人は、判決を迷っているのか、「う～ん……う～ん……」と言いながら、身体からだを屈かがめて必死に悩んだ素振りを見せている。

　そして判決が決まったのか背筋をピンと伸ばして万歳するかのようなポーズを決めると──、




「う～ん……う～ん……両方！」




　それだけ言い残して、再び「ジャッジマ～ン」という掛け声を上げながら、ジャッジマン三銃士はその場から去っていった。

「いや、ジャッジしろよ！」

　それまで黙って見守り続けていた鏡も、たまらなくなって声を張り上げる。

「さすがジャッジマンだ……まさか約束を強引に決めた奴も悪いし、なんだかんだでジャンケンをしてしまった奴も悪い……つまりどっちも悪いという判決をするなんて……フェアだ。私じゃ考えつかないぜ」

「なるほどね。俺ジャッジマン三銃士だけがヤバい奴らだと思ってたけど、アースの住民の考え方と感性も相当ヤバいことに気付いたわ」

　軽快な足取りで「ジャッジマ～ン」と掛け声を上げながら去っていく三人を見送りながら、「へへ……俺が悪かったよ」、「こっちも……無理やりジャンケン仕掛けて悪かったな」と、仲直りする様を見て、「なかなかアースもアースクリアに負けない面白い連中が集まってるな」と、鏡は今はもう戻ることのできないアースクリアに思いをはせて、懐かしんだ。
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「そういや……悪かったな。ちっちゃいなんて言って。普通にちゃんと謝るよ」

　一連の騒動が終わり、後片付けのためにメリーと鏡で配給に使った器具をレジスタンスで管理している場所に戻している途中、ふいに鏡はそうつぶやいた。

「なんだ。今後、油機と一緒に私のこと馬鹿にしてくるのかと思ったら、案外素直なんだな」

「まあ確かに最初はただの子供だと思ったし、実際その可愛かわいらしいエプロン姿からも年相応のあれを感じるが」

「年相応のあれってなんだよ」

「まあまあ怒らず最後まで聞けって。そう思ってたけど……その年で立派に戦ってて素直にすげえって思ってるんだ。しかもメリーは普通の人間だろ？　なのに戦おうとレジスタンスに加入するなんて、とんでもない勇気だと俺は思う」

　それを聞いてメリーは少し嬉しそうに頰を紅潮させ、目を丸くする。自分を馬鹿にしていた男の予想外な言葉に、メリーは気恥ずかしくなって視線を鏡から逸らした。

「そんなの当然だろ……人が足りない以上、戦える奴が戦うしかないんだから」

「当然ってそんなの誰が決めたんだ？」

　鏡は心底不思議そうに首を傾かしげた。それを見てメリーは何も言い返せず言葉に詰まる。今までそんなことを言われたことはなく、メリーはそれが当然だと思い込んでいたからだ。

「たとえそれが当然だったとしても、戦う意志のない奴には結局戦うことはできない。今、メリーが戦っているのは紛れもなくお前の意志だよ。変に恥ずかしがるな、誇っていいんだぜ？」

　そう言われて、メリーは言葉にしようのない不思議な気持ちに包まれる。最初出会った時、「ちっちゃ」という鏡をなんて失礼な奴だろうと思った。そんな人を見た目で判断するクズだと思っていた相手が、素直に自分を認めて褒めてくれたことが嬉しかった。

　ここではレジスタンスに加入した者が戦うのは当然で、どれだけ若くても関係なく戦うのが当然なはずなのに、それでも頑張ってると褒めてくれるのがメリーにはなぜか心地よかった。

「俺の住む街にも、お前と同い年の女の子がいてだな。お前とはまるで真逆の性格をしてるけど……一生懸命なところはそっくりだよ」

　鏡はそう言うと、メリーの頭を撫なでるように優しくポンポンと叩たたいた。

　いつもであれば「子供扱いするな！」と嫌がるはずなのに、なぜかそんなに嫌じゃなかった。どうして嫌じゃないのかわからず、「なんだろう？」と、心の中で蠢うごめく変な気持ちの正体を必死に探り続ける。

　そしてすぐに気付く。周りがただ子供扱いしているだけなのに対し、鏡だけは自分という存在、メリーという存在を認めてくれているからそんなにムカつかないし、素直に褒められて嬉しいのだと。

　それがわかってメリーは、「やっぱ、私ってまだまだ子供なんだな」と、微笑を浮かべた。

「そういやあんたのその服装。ずっと思ってたんだけど青一色って……ださすぎだろ。見たことねえよそんなやつ」

「えー……これ結構気に入ってたんだけどな」

「今後私たちと一緒に行動するんだから身だしなみにも気遣えよな。隣を歩くことになるんだから。そうだな……あんたは黒とかが似合いそうだ。私が見繕ってやるよ。レジスタンスの連中が見つけてきた服が何着かあるから、就任祝いってやつだ。そうと決まれたほらさっさと戻るぞ」

　そう言いながら、メリーはこれからこの村人と共に戦う日々を想像して期待を胸に抱く。

「きっとこの男なら……」何か変わるきっかけを与えてくれる。そう信じて。

　それから、鏡が作戦を無視して無謀な行動に出たのは、三日後のことだった。











































































（前回までのあらすじ）









　マルチタスクを全くこなせない日々を過ごしていた子猫はある日再び気付いてしまう。「あれ……？　もしかしてまた『前回までのあらすじ』っていうヤバいコーナー始まってない？」と。

　書くネタも話題も尽きた子猫は、「あることないことでっちあげて話を作ってしまえばいいんじゃね……？」と、悪魔のささやきに身を委ねようとしていた。

　そしてできあがった『前回までのあらすじ～９９９の奴隷とサイコメトリー子猫～』（９９９人の奴隷を従えながら子猫が秋葉原の片隅で占い師をする話）を、意気揚々と担当編集に提出しようとしていた子猫は、たまたま遊びに来ていた友人に「それ、あらすじじゃなくない？」と指摘され、再び絶望のどん底へと叩き落とされたのだった。

　しかし、子猫は希望を失っていなかった。「書くネタがないなら作ればいいんだ！」という奇跡的な発想を元に、今まで一人でパーティーゲームをするのがあたりまえだった子猫は、友人の協力を得て遂に複数人でパーティーゲームをすることになる。だが、ネタになるようなことは特に何も起きなかった。むしろ一人でパーティーゲームをしていたという事実の方がネタになっていたことに気付いた子猫は、もう『前回までのあらすじ』をボイコットしようと決意する。

　果たして子猫は担当編集の要求を振り切り、『ＬＶ９９９の村人③』の『前回までのあらすじ』を書かずに済ませることができるのか……!?　乞うご期待！












（あとがき）









　この度は『ＬＶ９９９の村人③』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。皆様のご助力のおかげで、こうして３巻を出すことができました。皆様には伝えきれないほどの感謝をいつも胸に秘めております。

　今回は３巻の振り返りの前に、とある友人Ａの質問にこの場を借りて返そう思います。質問内容は「ＬＶ９９９の村人の略称って何？」でした。皆様の中にももしかしたら気になられている方がいるのではと思い、正直なところ全く考えていませんでしたが色々検討してみまして、『れべむら』が一番しっくりくるなぁという結論に至りました。なんか名匠が打った刀みたいな名前になりましたが、多分これが一番まとまっていると思うので、よければ『れべむら」とお呼びください。

　さて、３巻はいかがだったでしょうか？

　今回は、「常識に囚われない」をテーマに執筆させていただきました。

　自分が常識と思っていることは、もしかしたら他から見れば常識じゃなく、意味のない劣悪な状況を生み出しているだけなのかもしれない。逆に、その常識は自分が思っている以上に他に良い影響を与えているかもしれない。そんな考えを抱いたことはありませんか？

　自分が思っている当たり前という認識は、より良い方向へと導くための弊害になっているかもしれない。世界には色んな見方がある。そんな内容をテーマに執筆させていただきました。

　テーマがどういった形で今作に反映されていたか、読んで気付けていただけたならとても嬉しく思います。

　そして今回も多くの方のお力を借りて出版させていただくことができました。いつも多大なご迷惑をおかけしながらも相談や制作進行など親身になって助力してくださる清水様。想い描いた世界観をそのまま絵にしてくださるふーみ様。今回も巻に合わせたデザインで彩ってくださったバルコロニー荒木様。また、最近になって国語と英語以外の点数も大体平均２０点以下のスーパーアホだったことが発覚した私をサポートしてくださった校正様。この場を借りて御礼申し上げます。本当にありがとうございました！

　さて、こうしてあとがきを書いている間も、既に次巻に向けて制作を進行しております。次巻もより皆様に満足いただけるよう仕上げたいと思いますので、よろしければ今後ともお付き合いいただけると幸いです。

　また、ツイッター（@konekodayo00）もやっています。次巻の制作進行状況の報告や、一足先に次巻で使われるイラストなどの公開、私のくだらないプライベートなツイートなどをつぶやいていますので、よければ繫がっていただけると凄くハッピーです！

　それではまた次巻でお会いできたら光栄です！　今回もありがとうございました！
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